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・1

訳者序

本書は、ソフィア大学教授イヴァン・ドブレフ氏による「古代プルガリア

語文法、語幹論」 (HayKa H H3KYCTBO 科学と芸術社、 1982)の

全訳である。

古代プルガリア語 (CT a p O 6 b J1 r a p C K H e 3 H K, n p e B H e 6 0 J1 

r a p c K H R: H 3 bl K, Old Bulgarian, Altbulgarisch)という名称は、わ

が国ではなじみが薄く、普通は古代教会スラヴ語 (Altkirchenslavisch, n 

p e B Heu e p Ko B Hoc JI a B H H c K H 0 H 3 hi K, Old Church Slavonic) 

ないしは古（代）スラヴ語 (vieuxslave, CT a p O C J1 a B H H CK H 8 H 3 

bl K)の名称を以て知られている。どの名称が最適であるかは、「にわかに

は定め難いが、『古代ブルガリア語』はこの言語の行われた地域をあまりに

狭く限定している点に、また『古代スラヴ語』は反対にあまり漠然としてい

て誤解をまねく恐れがある点に難がある」と木村彰ー氏は述べられている

（古代教会スラヴ語入門、白水社）。厳密には、これは、 9世紀中葉にギリシャ

語の福音書、祈祷書、典礼書等キリスト教会文献の翻訳に用いられたスラヴ

文語である。その翻訳に用いられたスラヴ文語は、当時のプルガリア（マケ

ドニア地方）方言を基盤としたものである。ただし、残存しているのは10-

11世紀の写本であって、普通はこれらの写本やこの時期に書かれたオリジナ

ル（翻訳ではない）も含めて上のタームを使っている。

以上に関連して、ここで若干用語の問題に触れておきたい。

鳥山成人氏は、黒海沿岸を芝居の舞台に喩えて、ここが「世界史の上でも、

最も登場人物の多い舞台であり、その舞台に登場する人物の共通点は、必ず

上手一東方から現れて、下手一西方に消えてゆく、したがって、下手の楽屋

にあたるバルカン半島には、スラヴあり、アジアの遊牧民ありの複雑な国家

形成が行われるに至った」と書かれている（大世界史 15、スラヴの発展、

文芸春秋社）。スキタイ、サルマト、 コート、フン、アヴァール、プルガー

ル、マジャール、ペチェネグ、ポロヴェツの興亡である。プルガール族（原



i"-
ブルガール人）は、本来チュルク系の民族であって、終点バルカンに至る以

前は、ヴォルガ下流のステップ地帯におり、そこからハザールに追われて、

一部はヴォルガ中流域にプルガール汗国を作り、もう一つの集団がドナウ河

畔・バルカン半島にプルガール国を作ったのである (7世紀末）。アジアか

ら来たったブルガールは、バルカン半島に居住していたスラヴ人（スロヴェ

ネ）を征服しつつ、一方では文化的・民族的に、次第に圧倒的多数のスラヴ

人に同化されていったのである (9世紀の内に同化をほぼ完了した）。そし

て、プルガールを同化・吸収したスラヴ人自らがプルガリア人を名乗り始め

るのである。

プルガリアの優れたスラヴィストであり、印欧学者であったムラデーノフ

(C T e cp a H MJI a n e H o B, 1880 - 1963)はバルカン半島のスラヴ人が

征服者から受容したのは、民族名と文化面の若干の単語と国家組織・規律の

基本精神だけであって、冷静な立場でもって、プルガリア語を純粋なスラヴ

語と見なし得るとして、異民族語を自らの民族名に冠した二つの事例（フラ

ンス人とロシア人）を挙げたのである：「西にあっては、フランス人は、完

全にロマンス方言を保存したのに、異民族のゲルマン名を受容したガリア・

ロマンス人に起源を持つ。東にあっては、言語的にはプルガリア人と同じく

スラヴ人でありながら、フランス人と同じくゲルマン名を冠したロシア人

(pycuTe *ルシ人）がある。古代プルガリア語という場合も、古フラン

ス語や古代ロシア語について述べるときに、常にガリア・ロマンス人や東ス

ラヴ人の言語だけを想定するのと同じなのである。この名称の意味は、当然

古バルカンのスロヴェネ (C、~OB'EHI=) の言語のことでなければならない・・・

アスパルフの率いたプルガール人の言語に対しては、『原ブルガール語』 (II

'hPB06戸 rapc Ku, Protobulgarisch)という立派な名称がある」 (11

CTOPHH Ha EoJirapcKHH eanK, Co巾HH, 1979, 

11 a n a T e JI c T B o H a E'h JI r a p c IC a T a A IC a n e M u 

H H a H a y IC u T e , c T p . 32 [ Geschichte der bulgarischen 

Sprache, 1929])。



面

フランスや旧ソヴィエトの学界は、古（代）スラヴ語の名称を好んで使っ

てきた。例えば、ハプルガエフ (r. A. X a 6 y p r a e s)は、「古代

教会スラヴ語」という用語が、① キリスト教会の言語としてのこの言語の

役割、機能を明確化し、② 「古代」 (npeaHe-)を冠することによっ

て、後のローカルな教会スラヴ語との関係を明確化する点で評価できるが、

この言語が、① 非常に早くから (10-11世紀に）教会の言語としてだけで

はなく、学術・文学の言語として利用され始めること、② 多数のスラヴ文

語に長期にわたる深い影響を与え続けてきたこと、③「古（代）」 (CTa p 

0-)の付加によって、他のスラヴ諸語と区別し、かつその言語学的な意義

を明示できること、④ 簡便であり、しかも後のローカルな教会スラヴ語と

いう名称との混同を回避できる、という理由で、今日では、「古（代）スラ

ヴ語」の名称を使うスラヴィストの方が多い、という自説を展開している

(C T a p o c JI a a H H. c K :u 0: H s hi K , M o c K s a , II p o c B 

e m e H :u e, 1974, c T p. 6 -8)。ただし、この二つの用語とも、この

言語が何れのスラヴ語群に属するものなのかという点、つまりこの文語の基

盤となった当時の実際の民族語への分属を明示しないという点では問題があ

ると思われる。その点では、「古代プルガリア語」という名称は、スラヴ語

南群への分属を明示できるのである。なお、訳者は、以上を勘案し、かつ菱

山忍先生に倣って、「古スラヴ語」という用語を使っておきたい（ロシア語

史概説一古代ロシア研究4, 5, 8号、 1964- 1967)。

何れにしろ、たとえプルガリアという名称自体が本来スラヴのものではな

いとしても、古スラヴ語の一切の原点がブルガリア（マケドニア）の地にあ

る以上、プルガリアの人々がこれを古代プルガリア語と呼び慣わして来たの

は当然のことである。古スラヴ語は、スラヴ世界の言語史と文化史の上に巨

大な足跡を残し、スラヴ研究の原点であるべき重要な言語であり、そのため

ョーロッパでは早くから研究が盛んであるが、わが国で公刊された古スラヴ

関係の図書は、現在までに僅かに二書 ー 小川利治［古代］教会スラヴ語

文法広文堂 1971(絶版）；木村彰一古代教会スラヴ語入門 白水社
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1985ーを数えるのみである。しかも、これらは入門書であり、したがっ

て印欧語との比較歴史的な観点は欠落している。本書は、印欧語比較文法の

観点から、加えて近年の類型学的な印欧語研究の成果をベースにして、古ス

ラヴ語の語と語形の成り立ちを解釈、論究したものである。したがって、先

ず第一には、青年文法学派以来の研究の総括とラリンガル・モデルによる語

（祖形）の設定・提示、第二に、活格構造言語としての印欧祖語と古スラヴ

語におけるその痕跡の証明、が本書を貫徹している二大特徴である。

活格言語 (activelanguages)については、京都大学の山口巌先生が、日

本ロシア文学会関西部会で発表された「ロシア語の類型学」 (1989)、次いで

「アジアの諸言語と一般言語学」（三省堂 1990)に発表された論文「ロシア

語の類型学的考察」において、その大要を知ることができる。すなわち、主

述関係を柱にして言語構造を見るとき、概して、印欧語等一連の言語が、活

格言語 → 能格言語 (ergativelanguages) → 対格（主格）言語 (ac

cusati四〔 nominativりlanguages)という歴史的な連関性を持って発達し

てきた（印欧語は、この能格段階を外す）ことを知るのである。活格言語の

大きな特徴として、① 名詞を有生 (animate) と無生 (inanimate)に類

別し、② 名詞に形態の存在する場合には、活格 (activecase)と絶対格

(absolute case)を区別すること、また③ 動詞もこれに対応して、有生に

関係する活格動詞 (activeverbs)と無生に関係する絶対格動詞 (absolute

verbs)に分類されること、したがって、対格言語の自動詞と他動詞の大部

分が活格動詞（行為動詞）に含まれ、自動詞に属する状態動詞は形容詞述語

や名詞述語に属するものと共に絶対格動詞（状態動詞）を構成すること、④

有生は活格及び不活格の両方を取り得るが、無生の場合は絶対格しか取り

得ないこと、活格は活格動詞の論理的主語として用いるだけであるが、絶対

格は、活格動詞の論理的目的語と絶対格動詞の論理的主語として用いること、

等を挙げることができる。さらに、これらのことから、活格言語は、第一次

のシンタグマの構成法においては、能格言語と同じであり、すなわち［不活

格（絶対格）＋動詞述語］であり、この第一次シンタグマに対する活格ない
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しは能格の付加如何が、活格（能格）動詞か不活格（絶対格）動詞かの差異

であること、これにたいして、対格言語では、［主格＋動詞述語］が第一次

のシンタグマを構成し、対格（目的語）の付加如何によって、他動詞と自動

詞の類別を行うことが明らかになる。しかし、能格言語は、動詞（行為）を

能動性の強弱の程度に応じて類別することから、目的語を伴う動詞は能格動

詞に、状態を表すものは絶対格動詞に分属されることになり、活格言語の動

詞分類よりは対格言語の動詞分類により近いという関係にある。

ステパーノフ (IO. C. C T e rr a H o B)は印欧語の発達段階は、ガム

クレリーゼ、イヴァノフ期（活格構造の段階、ただし能格現象の混在期）→

（いくつかの中間段階）→ウーレンベク期（活格構造の崩壊期、すなわちこ

の構造に特有の名詞と動詞の類別及び形態特徴の崩壊期であり、バルト・ス

ラヴ的、ギリシャ・アーリア的なディアテシス・アスペクト・テンス体系の

萌芽期）だとしている (T. B . f a M K p e JI H II 3 .e , B fl ti . B C . 

11BaHOB,11HLIOeBPOIIe0CKH0 H3bIK H HHIIO 

e B p o rr e 0 u hi, 1984, 11 3 n . A H C C C P 及び C.C. 

Uhlenbeck, Agens und patiens im Kasussystem der indogermanischen 

Sprachen, 1901, Indogermanische Forschungen, Bd.12の研究対象となっ

ている時期のこと）。彼によれば、印欧語にかつて存在した文型は、最低限

三種： I. 不活性主体（物）＋不活格動詞（例、雪が解けている。石が横た

わっているm、突き出ている。）、 II.活性主体（人ないしは人に準ずるもの）

＋活格動詞（例、人が歩いて行く。熊が横たわっている[2Jo「ある」「横たわっ

ている」「立っている」「座っている」の動詞には、主体が活性類か不活性類

かに応じて2種類ずつ計8個の動詞が認められるという）、 m.活性主体＋
活格動詞＋不活性客体（例、人が石を置く。熊が石を置く。）であり、発達

した主格・対格構造の言語においては、さらに、 *IV. 活性主体＋動詞＋活

性客体、 **V. 不活性主体＋動詞＋不活性客体、 ***VI. 不活性主体十動

詞＋活性客体（＊印は出現可能性の程度を表す、また、活性主体=aKT  

H B H hi 0 C Y 6'b e K T、不活性客体=H e a K T H B H hi 0 0 6'b 
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e K T等）の文型が理論的に想定でき、この内 1-N型までが、印欧祖語に

可能であった基本文型 (majorsentence types)であるという (11Hnoe

s p o II e 0 c K o e II p e n n o >≪e H H e, Mo  c K e a , 1989, H 

ayKa)。

本書の内容も、こうした研究の基本方向を背景にしながら、またガムクレ

リーゼ、イヴァノフ等と同時期に記述されたものであると考えられる。本書

の内容を簡単に要約することは難しいが、大きな柱としては、次のような動

詞組織と名詞組織の発達過程の記述である：

① 古い動作態 (Aktionsart) の種類とテンス・アスペクトの萌芽• 生

成過程。印欧語の過去形・完了形と古スラヴ語の過去形・完了形の生成過程

とそれらの関係（畳音、加音の方法によって過去形を作った古典語との関係、

古スラヴ語アオリスト内での第I、第11シグマ・アオリストの関係等）。

② 名詞の文法性と格と数の生成過程とその意義（男性、女性、中性名詞

の類別の意義、一連の母音幹、子音幹名詞の幹母音の意義、集合名詞等）。

しかし、それにもまして著者が力を込めて書いたと思われるのは、いわゆ

る nominaanomala (変則曲用名詞、 o-,joー， i-語幹の正常曲用を有する

一方で、 es-,erー， u- 語幹の子音幹曲用を行う男性、中性名詞）に秘められ

ている古代世界のシャーマニズムと古い名詞曲用類の関連の問題である。す

なわち、著者は、活格構造的な発想自体が持つ自然認識と世界認識、またそ

れとの関連での er語幹の起源、スラヴ語等のアオリストや es語幹名詞が

包摂するシグマ指標と u 語幹名詞の裏に隠された認識論的な意義につい

てサスペンス的な推論を展開して行くのである。最近、ドプレフ氏自身より、

「スラヴ祖語の子音幹及び二重音幹曲用の起源と意義」 (MsaH l]o6p 

es, IlpOH3XOZl H 3HaqeHHe Ha IIpacJJaBH 

H C IC O T O IC O H C O H a H T H O H Zl H cp T O H r H q H O C 

IC n o H e H H e , C o cp H H , 1982, 11 3 n a T e n c T e o H a E 

'hJJrapcKaTa A1CaneMHH Ha HayKHTe) [発行

部数 600]という大変貴重な著書を恵与されたが、これは正にこの nomina
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anomalaを扱ったものである。特に、著者の手紙によれば、同書の約7割

を占める第三章「スラヴ祖語 U 語幹の起源と意義（スラヴ新年祝い歌

[KOJieilHH neCHH]の真髄）」（注、 KOJieilHH necH 

u=ロシア語 コリャダーの歌 KOJIHila, KOJIHilKa)は、同氏

の博士論文 (1984年）となったものである（序文の他三つの章からなり、第

一章は es- 語幹、第二章は er- 語幹の起源と意義がテーマである）。し

たがって、本訳書に見られる同テーマについての記述は、正に著者の得意と

する分野であり、その意味で、ここには同テーマについて他書に見られない

著者独自の見識が示されていると言えよう。訳者は、最近入手したばかりの

同モノグラフを読破し得ていないが、我々は著者が次のように述べているこ

とに留意しておきたい。「es,er, uの接尾辞は、 nt, i の接尾辞とは違っ

て、新しいスラヴ語語根には付加され得ないものである。このことは、恐ら

く、これが我々以前に死滅した曲用類であり、その存在は、紀元前1000年期

後半にはもはやスラヴ人の世界観に基盤を持たなかったことを示唆したもの

である。しかし、かつての es-,erー， u-語幹曲用は、多かれ少なかれ、他の

古い印欧語族（ギリシャ、イタリア、古ゲルマン、一部インド・イラン）の

言語の中にも散在している。これら諸族は、スラヴ人よりはるかに早くから

地中海、黒海北部、近東文明に接触しているのである。全体的に見て、彼ら

の精神性には、バルト人と共に最も遅れてヨーロッパ史と世界史に編入され

た原始スラヴ人の世界観に比べれば、古めかしい特徴は希薄である。個々の

印欧語族の宗教、信仰、慣習は個別的に取り上げれば、どれ一つとして、始

原的な子音幹曲用、二重音曲用類のテーマ領域に対する鍵を提供し得ないの

である。 es-, er- そしてまた一部 uー語幹名詞が属するテーマ領域は、

はるかに古いユーラシア文化の歴史的脈絡の中でのみ確定しかつ解明できる

のである」（同書 p.5- 6)。

さらに同モノグラフの内容について、若干紹介しておきたい。例えば、本

訳書 §. 20 にも扱われている s-praesentiaの動詞語彙類の問題である。

これらを並べてみる時、そこには古代世界のシャーマンについての一つの簡
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単なシナリオができあがるほどだという。すなわち、これらの動詞類は、精

神的興奮状態を表す動詞、（耳をそばだてて）聴くことを表す動詞 (CAOYX'

，ヽ c,,oyWdTH< *k'le1J,-s-)、動物的な鳴き声、うなり声を表す動詞、身
にまとう、装うことを表す動詞、（全身が）震えることを表す動詞、律動的

に両手を動かし、振ることを表す動詞、引き裂き、引き破ることを表す動詞、

凝視、注視することを表す動詞（ラ viso 「正確に見る、観察する」）、恐

怖、狂暴状態、怒髪天を衝く状態に陥ることを表す動詞、守り、擁護し、救

うことを表す動詞、乗り物に乗って行く、旅に出ることを表す動詞であると

いう。ここから思い浮かぶシャーマンの情景は、次のようなものになるとい

う 一 先ず、強い精神的興奮状態に入って、次第に錯乱、驚愕、戦慄の様

相を帯び、次いで痙攣状態に陥って身体は震え、金縛りの静止状態がやって

くる、聴覚と視覚は研ぎ澄まされ、動物的ないななき、うなりにも似た意味

不明の言葉を語り始める、ある特別な衣を纏い、鳥が飛ぶように両手を振り、

何かの動物の背に乗って旅に出る、そして霊を追い払うように息を吹き付け

て一族の人を救うのである。こうして、著者は、スラヴ祖語（印欧語）の接

尾辞 *es (*s)の意味は、「ユーラシアのシャーマニズムに照らして観察す

れば、一層明白になろう」（同書 p.10)と主張するのである。したがって、

著者は、古スラヴ語の es接尾辞の中性名詞の大部分は類推によるものだと

した、かつてのメイエ (A.Meillet)等の主張に反対するのである（同書

p.32)。

また、著者は、スラヴ祖語の er語幹名詞の語彙類が、非分離の所有（属

性） (HeOTJieJIHMa IIPHHanne:>KHOC T)表現に関連が

あることを、§.16 で述べているが、これらのカテゴリーもまた、メラネ

シア方言（オーストラリア）、北アメリカ・インディアン族の一部の言語、

ユーラシア（トゥングース・満洲諸語、アドィゲ語 一 カフカス山脈西北

麓アドィゲ自治共和国の主要民族）のいくつかの言語に類例が見られるとい

う。非分離の所有（属性）とは何か。ブルークマンの「印欧語比較文法」

(K.Brugmann, Vergleichende Grammatik der indogermanischen 
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Sprachen, Il, 1, Leipzig, 1906)による印欧語接尾辞 * er (* ter)の五分

類を引用しながら、著者は、これらの共通の意味基盤は、ボアス (F.Boas, 

Handbook of American Indian Languages, Washington, 1911)のいう

intransf erable possession (譲渡不能所有）ないしは inseparable

possession (非分離所有）、ャコヴレフ及びアシハマフ (H.JlKoane 

B, }l. AIIIxaMacp, fpaMMaTHKa anhlreRcKoro 

JI H T e p e T y p H O r O H 3 bl K a'M., 1941)のいう He OT 

llYlliJlaeMaH, opraHHlleCKaH IlPHHanJielliHO 

C Tb  (分離不能的、有機的所有〔属性〕）である、としている一序でな

がら、ガムクレリゼ、イヴァノフの前掲書にも同じ用語が使われている (I,

p.289-290)。「非分離の所有範疇は、相互に密接かつ有機的に結びついてい

る人、もの、事物に関係する範疇、すなわち肉体全体に対する肉体の部分や

器官の関係、事物全体に対する事物の一部の関係、ある種の親族関係（とり

わけ真の血縁的親族関係）、ある種の空間・時間関係、ある種の武器、衣服、

切削器、事物である。非分離の所有は、専用の接辞 (affix)によって表さ

れるが、それは通常の意味での所有接辞ではなく、本来的な恒常的連関性を

証する接辞なのである。親族名称や肉体部分の名称の場合、この接辞は、むし

ろ人間と人間にとって分離不能な構成要素（最も近い親族、肉体器官）間の

同一・一体性 (identity) の表徴である。レヴィ・プリュール (L. Le 

vy-Bruhl)によれば、この接辞の意味は、関与 (participation)であって、所

有 (possession)ではない、すなわち所有ではなくて、主体との不可分一体性

を表す語である」（同書 p.35-36)。したがって、例えば、印欧語に多数見

られる nominainstrumenti (道具名詞）や nomin a agen tis (行為者名

詞）の接辞 *er(*ter, *tro, *dhro)は、本来、道具、行為者の意味を

持つものではなく、生活必需品や人を取り囲む世界の現象の名称に非分離的

な所有の表徴を与えた記号である（古プ K4U'W [自然の石］に対する

古高ド hamar 「ハンマー［加工した石、切削石器］」 ；ゴ fen「火

［自然現象としての］」に対する ギ 冗 i)p 「火［家庭の、炉の］」； 古
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プ AdHh.,ラ donum「＊利用に供せられるもの」に対する ギ ow 

p O Ji, 古プ AdPヽ 「＊不変の、返済義務のない贈り物」等）という

（同書 p.39)。また、シャーマン的宇宙観に関連する用語類を含んでいる

(C'KBIEP'h., DIEWTIEf)d, IE31EPO 等） (p.40)。さらに、上例のように非分

離所有を表す接尾辞を有する諸言語にあって、この接尾辞が、中動（不活格、

非他動）活用の接尾辞、すなわち「動詞の表す特質が、主体と不可分一体で

あり、主体の領分に留まり、他の対象に及ぼされないことを表す接尾辞」

（同書 p. 7)と同一であることを確認するのである。

なお、この範疇一般については、フィルモア(Ch.J. Fillmore)等も扱っ

ているが（「格文法の原理」）、活格構造全体を展望しながら、これを活格構

造にこそ内包連係する現象として最も系統的に扱ったのは、クリモフ er.
A.KJIHMOB)であろう (THIIOJIOrHH H3b1KOB aKTHBHOr 

0 CT  p OH, M., 1976, p. 148-156)。そして、わが国で初めて、これを、

活格構造の「包含事象」として論じられたのは、山口巌先生の「類型学」

（京都大学出版会近刊予定）である：「活格言語は対象を活性と不活性に分

類することを基本原理としており、また活性のクラスの名詞の方が社会的に

重要な役割を持つ対象を表しているから、活性のクラスに属する対象の勢力

範囲、あるいはこの対象の所属を示す必要が大きいのはよく理解できる。し

たがって活性のクラスの対象の所属の表示は、活格言語の包含事象の一つで

あるということができる。このような所属の表現は、非分離所有 organic 

possessive と分離所有 inorganic possessive とに分けられる」（草稿、

第一部類型学の概念、内容類型学の進展 ー 1 能格言語、 11 活格言

語、より）。

さらに、スラヴ祖語の U 語幹名詞が、原始スラヴの天地創造神話に関

連があることは、§.25において詳細に検討されているが、そのことを最

も完全な形で立証できるのは、古いスラヴのコリャダー（新年祝い歌）であ

るという：「スラヴ神話が反映されているスラヴのフォークロアを比較方法

によって詳しく調べた結果、原始スラヴの u 語幹曲用の本質は、スラヴ・
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コリャダーの祝祭に関連があるという結論に達した」（同書 p.41)。また、

「ザカルパチェ・ウクライナとプルガリアのコリャダー歌の比較対照」を研

究の中心に据えつつ、これらスラヴのコリャダー歌と古代北方（古アイスラ

ンド）の物語伝説の一部、すなわち「エッダ」のプロットの間には「疑うべ

からざる関連を確認した。このことは、スラヴのコリャダーの主題の一部は

明らかに印欧起源であることを示唆している。私は、このフォークロアの分

析を、 U 語幹の神話的解釈全体の基礎に据える」（同書 p. 7)としてい

る。さらに、著者は、スラヴ民俗学が、これら歌謡の内容について「完璧に」

紹介する一方で、その起源や本質についてはほとんど何の関心も示していな

いし、理解していないと指摘している（同書 p. 7, 42)。こうした著者の

発言からして、本書の u 語幹の記述は、比較民俗学的な研究の成果であ

ることが判るのである。 u 語幹の章については、訳者はこの訳業終了の

段階でいまだ全てを読み終えることができなかったが、この読解には、スラ

ヴや北欧のフォークロアの研究者の協力が必要であるように思われる。

さて、これら二つの著書の基底に流れる、ドプレフ氏の言語研究に対する

態度には、共通のものがある。それは、語根が、形態素が、したがって音が

全て意味を持って語られるという共通性である。上述の、山口先生の「類型

学」の第四部「類型学の応用 一 比較言語学におけるガムクレリゼの試み」

（草稿 §. 115)においても、音韻のレヴェルと言語類型の関係について指

摘され、「少なくとも現在のところ、音韻のレヴェルに関しては、音韻体系

の中の音韻相互の関係のあり方、その実現の一般的な可能性の問題に、研究

が限定されているのが、現状であると思われる」とされているが、ドプレフ

氏の仕事もまた、言語研究の本来あるべき方向に向けての一つの試案であろ

うと思われる。言語現象の細部についてのあれこれの研究は、総合的な視点

で総括できなければ、すなわち真の意味での分析と総合がなければ、結局、

群盲象をなでるが如き結果に終わるであろうからである。ドプレフ氏の手紙

によれば、同氏は 1967-1968年及び1974年の二度にわたって旧レニング

ラード（現サンクトペテルプルク）とモスクワで研鑽を積んだという。一緒
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に送られてきた同氏の論文「印欧語語根の子音構造」 (KoHCOHaHT

HaTa CTPYKTypa Ha  HHnoeBponeRCKHH 

K o p e H, 1992, E 3 H K H JI H T e p a T y p a XLVIl)には、ガ

ムクレリゼ、イヴァノフ論文が随所に引用されていることからみても、当然、

ガムクレリゼやイヴァノフ氏等旧ソヴィエトのこうした研究の潮流には接触

されていたであろうと思われる。興味深いところである。

ともあれ、本書は、ロシア語学徒を初めとするスラヴ学徒は勿論、他の印

欧語を専門とする人たちにとっても大変興味深いものであろうと思われる。

訳者として、もし本書に副題を付けるとすれば、「印欧語比較歴史文法から

見た古スラヴ語文法」ともいうべき豊かな内容を含んでいるからである。ま

た、記述が具体的で、用例が豊富である。さらに、文化人類学的にみても上

述のような極めて興味深い内容を含んでおり、人類が自然に対する畏れとそ

れによって立つ世界観の中で言語を生成して来たことが判るのである。日本

のスラヴ学徒は、西欧や一部東欧（ロシア、チェコやポーランド）の文献は

読むが、プルガリアの文献を無視しがちである。しかし、考えてみれば、古

スラヴ語研究は、プルガリアの地においてこそ最も先進的であって当然であ

ろう。

索引の欠落、翻訳文の的確さという点で大いに心残りであるが、こうした

内容の著書がプルガリアの地で発行されていることに注意を喚起できれば、

それだけでもう今回の訳者の使命は充分に果たせたであろうと考えている。

今回の翻訳を承諾され、加えて御自分の関係論文と関係著書を御恵送くだ

さった原著者イヴァン・ドブレフ教授、そして版権問題で奔走してくださっ

た在日ブルガリア大使館のゲオルギ・コスチャネフ氏、そのコスチャネフ氏

に連絡を取ってくださった在ソフィア日本大使館の大嶋勝氏、大嶋氏をご紹

介戴き、ヴェリコ・タルノヴォ大学の知人宛連絡を取ってくださった香川大

学の山田勇先生の御好意に対して心から感謝する次第である。

1992年11月奈良にて
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凡 例

1. 頻出する略語は、以下の通りである。比較的頻度の低い語（例、ヒッタ

イト、ドーリス等）については、略語を使っていない。

ギ ギリシャ語 グ グラゴール文字

ラ ラテン語 1 1人称

ゴ ゴート語 2 2人称

古イ 古代インド語 3 3人称

古プ 古プロシャ語 単 単数

ド ドイツ語 複 複数

古高ド 古高地ドイツ語 双 双数

ア アルメニア語 現 現在

リ リトアニア語 過 過去

ラト ラトヴィア語 未 未来

プ プルガリア語 完 完了（パーフェクト）

古プ 古代プルガリア語 未完 未完了過去

ロ ロシア語 （インパーフェクト）

古ロ 古代ロシア語 アオ アオリスト

スラ祖 スラヴ祖語 スビ スピーヌム

セ・ク セルビア・クロアチア語 (supinum) 

ス スロヴェニア語 能過分能動過去分詞

チ チェコ語 受過分受動過去分詞

スロ スロヴァキア語 不 不定詞

ポ ポーランド語 命 命令法

古 古（代） 希 希求法

能 能動相 接 接続法

・受 受動相 主 主格

中動 中動相 生 生格
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男

女

中

完

不完

男性

女性

中性

完了体 (§.40)

不完了体 (§.40)

属

奪

与

対

造

属格

奪格

与格

対格

造格

具 具格

所（処）所（処）格

2. 例語、例文の後ろに示される日本語訳については、原著に現代プルガリ

ア語訳があるときには、「 」によって、現代プルガリア語訳が示されてい

ないときには、訳者が必要と考えた場合に、（

によってこれを示した。

）によって、また時に［ J
 

例、

する）

'lh.T示， 'lh.TfiWH「読む」 と KA瓜， KAl:WH（悔いる、告解

Hen、¥h.Hh.(スプラシル写本
［両の手は血に染まっている］）

1364 JJ&U, ~ KPヽ Bl: HCUdh.Hh. 

Romam tota Italia convenit「イタリア中がローマに集まった」

C'h.-UJ)b.1ヽ 「（逐語的には）良き、自然な死」 (cf.

smer狐 mirti[天寿を全うする］）

3. 一連の文法用語等については、なるべく邦訳の後ろの（

・・・リ Savo 

）内に英訳等

を示したが、これは原著に示されていたものではなく、訳者が付け加えたも

のである。しかし、（

ある。

）内に原著のプルガリア語をそのまま挙げた場合も

例、 過去現在動詞 (preterite-presentverb, perfecto-present verb) 

非完了 (infectum) 

畳音、畳語法、語根重複 (reduplication)

中間後置詞 (MenHeH

一括多数性 (TOTaJIHa

ただし、概してラテン語による文法用語の指示は、原著者によるものであ

3aJinor) 

MHO双 eCTBeHOCT)



る。

例、 絶対単数 (singulariatantum) 

第IIオリスト受動形 (aoristussecundus passivi) 

時量的加音 (augmentumtemporale) 

音節的加音 (augmentumsyllabicum) 

XV 

4. 原注については（ ）付きアラビア数字によって、また、訳注は（ ） 

なしのアラビア数字によってこれを示し、巻末にまとめた。なお、原注の中

に必要であった訳注は、原注内の当該箇所で［訳注……］ないしは（訳注……

）のように示した。

5. 二重母音 (diphthong)の第二要素（非成節母音）を表す符号、例えば、

01, 0~ 等の符号は全て oi,OlJ. のように記載する。
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本研究書は、古代ブルガリア語の理論的形態論である。本書には、古代プ

ルガリア語の文法形の起源が解明されている。主要テーマは、語幹 一 成

り立ち，意義及び用法の点からみた名詞、代名詞、動詞の語幹 ー である。

古代プルガリア語の母音、スラヴ祖語の語根に伴う変化、名詞及び動詞接尾

辞、性、数範疇、時制、語尾、格、代名詞語根等が研究される。

本書は、上級水準の学生及び専門家向けである。

本書は、プルガリア建国1300年を記念して執筆されたものであり、個人の

全面的・調和的発展長期総合計画 一 哲人コンスタンティノス、キュリロ

ス計画 ー に関連して、上梓されるものである。
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本書は、大学の古代プルガリア語の必修課程を修了し、さらに、古代ブル

ガリア語の形態の起源に特に注意を集中しながら、古代プルガリア語形態論

の学習を引き続いて行おうとする言語学徒のために執筆したものである。本

書は、古代ブルガリア語の入門課程ではない。プルガリア語学、スラ切悟学、

ロシア語学（フィロロジー）専攻の上級課程の学生やとりわけソフィア大学

やヴェリコ・タルノヴォ大学で言語学的な関心を持つ者あるいは古代プルガ

リア学を専攻する者たちに推薦できるものである。本書は、また、国立古典

語・古典文化中学校 (Hau:uoHanHaTa rHMHa3HH 3a npeB 

H H e 3 HUH H KY JI TY Pa)を卒業した言語学徒にも利用できるもの

である。

したがって、著者は、古代プルガリア語の基本的な形態的事項（文法範疇、

曲用、活用）や、また、スラヴ祖語の最も重要な音声学的過程（口蓋化、先

行子音及び後続母音に対するヨット[j Jの影響、二重母音の単母音化、流

音音位転換 [metathesis])についても、すでに周知している読者を対象と

している。本研究を通じて、読者は、古代プルガリア語の文法的事実を引き

出す基となるべき始原的形態組織についての知識を得ることができよう。こ

の組織体系の助けを借りることによって、古代プルガリア語及びスラヴ祖語

の一連の文法形態の起源を設定し、かつまた、それの、古い他の印欧諸語の

文法形との同系的な相互関係を説明することができよう。記述は、伝統的な

形態区分（名詞、形容詞、代名詞、動詞等）に従わず、具体的な形態資料と

その解釈を基にして、一歩一歩徐々に読者を次段階の文法的論証に導くもの

である。基本的な形態的事項の追跡に必要な予備的音声学的知識は、最初の

四節において与えられている。
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§.1 青年文法学派の母音モデル

古代ブルガリア語の母音は、印欧語の母音と二重母音を継承したスラヴ祖

語の母音ないしは二重母音に起源を持つ。印欧語学の青年文法学派時代 (19

世紀最終四半期）に、学者達は、古代ブルガリア語も含めたより新しい時代

の印欧語の全母音種を引き出している。すなわち、 5種類の原短母音 (a,o, 

e, u, i)、それらに対応する原長母音 (a,6, e, 11, :i)、そしていわゆる下

向き原二重母音 (fallingdiphthong)、つまり、その第一要素に三種の広

母音 a,o, e (長母音ないしは短母音）の何れか、第二要素にソナントたる、

狭母音 u,i、ないしは流音 (r,1)および鼻音 (m,n)が来る二重母音で

ある。

先行位置の母音 a,o, e (a, o, e)と後続位置の構成素 u,i, r, 1, m, n 

からなる計36組の下向き結合群が形成され得るが、本来的な下向き二重母

音として青年文法学派が挙げているのは第二要素に u,iを有する二重母音

だけである。しかし、 a, o, eと流音、鼻音との結合群は、スラヴ祖語の

歴史において重要な役割を演じて来ており、したがって、我々は下向き二重

母音という用語を更に広い意味で使うことにする。多くの印欧語では、本来

の長二重母音が短二重母音と対応関係を成すが（例えば、 ay. と ay.,ei 

と ei等）、長母音が残っているところでは（いくつかのインド・イラン語

の例）、原則として第二要素、すなわち U,iが消失している。

語末閉音節にあっては、始原的結合群もisはもsに短縮し、そこから後

に規則的に-~ を得るのである(§.2) 一例、 KdいK~(複・造） *y.lkw-o 

is (-oisを -oisに短縮する リvilkais(複・造）；ギ入 UK,Ol~(複・

与）＜拿Ylkw-ois と同類である）。語末閉音節の始原的結合群もnsは -an

s に短縮し、そこから後規則的に—ons> -~ を得るのである(§.2) -

例、 ~f:H~(複・対）＜拿gwen-ans、 cf. 古プ rankans「手」<*rank-

ans、クレタ方言 て lµav~ 「敬意、褒美」＜拿て lμ-a V~(-ans 
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> -ansへの短縮を伴う）、またドーリス方言 て,μa, く ＊て'μ-
a v'、アッティカ方言 xwpa, <*xwp-av,、 古イ a.sval}. 

「雌馬」＜事ek'1J.-ans(-ans > -asの短縮を伴う）10 
青年文法学派は、鳴子音 r,1, m, nが、二子音間、語頭子音前、語末子

音後に来る時、母音化して成節ソナント(~'! 舟'~)となり、またそ

れは長音 (t'!ほ1, ~)にもなり得るとしている。それとは逆に、 u, i 

は二母音間、語末母音後、語頭母音前では子音化して、 y(w),i(j)で記さ

れる子音に変質するのである。

青年文法学派によれば、印欧語の母音 e,oは独立母音ではなく、それぞ

れ e階梯（正常階梯）、 o階梯（対応階梯）と称する、同一の原母音の二

つの階梯であると考えられる。 e階梯、 o階梯以外に、 eが弱いか全く発

音されない第三の階梯、すなわち低減階梯、ないしはゼロ階梯も存在する。

同一の印欧語の語根、例えば、語根 *p-t「飛ぶ」にあって、母音 eは正常

階梯 (*pet-)にも、対応階梯 (*pot-)にも、また低減ないしゼロ階梯

(*pt-)にもなり得たのである。例、ギ冗 tr-oμat 「飛ぶ」 (e階

梯、 1・単・現）， 冗〇てーカ「飛行」 (o階梯）， 8-7rて-6μ7]Ji「飛ん

だ」 （ゼロ階梯、 1• 単• IIアオ）。ゼロ階梯に替わる低減階梯は流音前な

いしは鼻音前に見られる一例、 E町,_示 (e 階梯、 1 ・単•現）： Gh.P-A 

TH  (低減階梯、不定詞）；リ men-ii「覚えている」 (e階悌、 1・単・

現）：＂＂＂べ TH(低減階梯、不定詞）。古代プルガリア語の文字に合わせ

て、我々は低減階梯を b の文字を持って表すことにする。 e: O: b (あ

るいはゼロ階梯）の交替は質的（音質）交替と呼ばれる。

正常階梯以外に、母音 eは延長階梯、つまり e階梯（延長正常階梯）に

なることもある一例、 Bf:3ぷ (1 • 単・現）：日Eeヽ (1 • 単・アオ）＜

*yeg'h-s-(cf. ラ veho「運ぶ」 (1 • 単・現） < *1Jeg'h-: vexi「運んだ」

(1・単・完） < *yeg'h-s-)。 oの延長階梯は()(延長対応階梯）である一

例、ギ K 入o冗力「窃盗」： K 入w</J (*klops) 「泥棒」。 e : eや 0 : 

6 の交替は量的（音量）交替と呼ばれる。
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青年文法学派は、 e:oの交替以外に e:oの交替も見られる語根を，そ

の正常階梯の母音 eが短いものであるため、軽い語基 (JieICH 6a3 

＂）と呼んでいる。一方、彼らは軽い e語基以外に、 e:oの交替がなくて

e:oの交替が現れる重い語基 (Te双 KH 683H)、すなわち e語

基についても述べている。重い語基の場合には、正常階梯もその対応階梯も

常に長いのである。青年文法学派は、重い語基における e母音の低減階梯

を schwaと呼び（この用語は古代ヘブライ語文法からの借用）、それを a

の記号を以て表している。したがって、軽い語基の母音の eは五つの階梯

一正常階梯 (e)、対応階梯 (0)、延長正常階梯 (e)、延長対応

階梯 (0)、低減階梯 (b)ないしはゼロ階梯ーを持つことになる。重い

語基では eの階梯は三つ一 正常階梯 (e)、対応階梯 (0)、低減階

梯 (a)ないしはゼロ階梯ーである。

母音交替は原語根だけではなく原接尾辞にも存在している。例、 POA-0-U

h. (0階梯、単・造）， POA-E(e階梯、単・呼）； CEP-1:-Tヽ (e階梯、

3 ・単・現）， CEPぷ—Tヽ (0 階梯、 3 ・複・現、グ巴3b-3<£-00o8, 3=o) 

; C'IJH-'k-Uh. (< *sfln-u-mi [接尾辞母音 eのゼロ階梯］、単・造）， C'IJ

H-OK-1: (く *sun-eu-es[接尾辞の e階梯］、複・主、 §.2参照）；ゴ sun-

au (単・与く単・所 *sun-eu、接尾辞栂音 eの 6階梯）；ギ冗 0l -μ 

もJ.J-a「牧夫」（接尾辞の e階梯、単・対），力 rt-μ6J.J-a「領袖」（接

尾辞の o階梯、単・対），冗 0 l -μ カJ.J (e 階梯、単• 主）， 力7c -μ 

W J.J (6 階梯、単•主）。

青年文法学派の交替モデルによれば、語根は通常両子音構造を持つ一例、

CEPぷ (1 ・単・現）， cヽ-copーヽ（単•主）， Ch.P-ATH (不）；HECぷ (1• 

単・現）， HOC-HTH(不、反復相 [iterative]、§.6参照）。最初の子音に

対しては、第二子音としての sが後から前へ続けて置かれることがあるが、

語根に応じて可変性を持つ（現れたり、消えたりする）一例、ラ teg-o

「被う」 (1・単・現）， tog-a「上着」；ギて tr-o~, aてtr-o~; 

てtr-TJ, a , t r-TJ 「屋根、家」。長母音で終わる語根（例、不 A~T
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H < *dhe-, CTA-TH < *sta-, AA-TH < *do-)は、語頭母音を持つ語
根 (1・単・現、 SC-Ult.単•主 OK-0 ; ラ 1・単・現 ag-o「導く、駆る」

）と同じく、両子音構造の逸脱である。

n、\f:Tぶ (1 ・単・現）， o-ndOT-~ 「編垣」（単・主）のような単語にあっ

ては、原語根は本来 *p-1-「曲げる、巻く、畳む」である一 cf. ラ du-pl-

us「二重のく二つ折の」 （語根母音はゼロ階梯）。したがって、青年文法

学派によれば、 n、\&T—の—f:T- (更に古い—ek't- ないしは -ektーから、 cf.

ラ 1・単・現 plecto「編む」）は、ゼロ階梯である語根 *p-1-の後ろに付

け加えられた、かつての接尾辞（語根拡張）である。通常、語根がゼロ階梯

(*pl-)の時には、接尾辞は正常階梯 (nd-&T-)であるか、対応階梯 (Pd-

OT-)であり、また逆に、語根が正常階梯か対応階梯にある時には、接尾

辞はゼロ階梯である。例、語根 *gwer-「重い」と古い接尾辞 -bh-より、

*gwer-bh-> mp'EE埠「（新生）子馬」（語根の e階梯と接尾辞のゼロ階
梯）； *gwr-ebh->ギ f3p E </> 0~ 「胎児、新生児、赤ん坊」（ゼロ階梯

の同ー語根と e階梯の同一接尾辞より； * gwer-語根の低減階梯は ギ

f3ap-u~ 「重い」<*gwhr-uーに見られる；「重い（重み）」＞「胎児」

といった再解釈については、プ民間方言， TelliKa llieHa TOB 

apHa llieHa「身重の妻（女）」、また、 CP'EUA¥「重荷、重み」や，

6peMeHH8「胎児を宿す女、妊婦」を参照）。また、古イ ga.rbha}:i

＜拿宦er-bh-「胎内、胎児」も参照。

青年文法学派の印欧語母音階梯のモデルは、*pet-: 拿pot-:*pet-: *pot-: 

*pt—型の交替に加えて、同一の非拡張（両子音）語根あるいは同一の接尾

辞における、 i,u, r, 1, m, nの、母音あるいは子音としての二重の現れ方

についても明らかにするのである一例、 UP'ETH(不） < * mer-tei, oy~ 

UOP-HTH (使役、不、 §.6 参照）， c~-町Jlt.-Tlt.く*su-mr-ti-s ; nepぷ

「叩く、打つ」 (1 • 単・現）， c~-nopヽ「闘い」， nlt.P-ATH (不），リ pir-

tis「風呂、人々が（蒸し風呂用）枝掃をもって汗を流す場所」＜拿Pr-tis; 

リ不 svei-sti「光沢を出す、磨く」<*k'1Jei-, CB'ETヽ 「光」<*k'1Joi-, 
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CBb.T'ETH「輝く」（不） < *k'yi-; C'J.I H-'h.-Ub. (単・造） <'"sun-u-mi, 

C'J.IH-OB-1= (複•主）＜拿sun-ey-es。 i, u, r, 1, IJl, :r;i は母音 eがゼロ階

梯の時に現れる子音 i(j), 1J (w), r, 1, m, nの母音形であることが判明

するのである。

青年文法学派のモデルによって、古代プルガリア語の語根及び接尾辞の母

音階梯の最も重要な特徴が説明されるのである。しかし、このモデルの主要

な長所は、他の印欧語にも対応形を持つかなりの数の古代ブルガリア語の単

語や語形が、ある少数の語根から、母音階梯やさまざまな語根拡張子（接

尾辞）を経てどのように形成されるかを、このモデルの助けによって設定で

きることである。

青年文法学派にとって、語根は、必ずしも絶対不変の両子音構造として実

現される、相互不可侵、相互独立のものではない。語根母音だけではなく、

いくらかの語根子音もまた異形態を有しているのである。軟口蓋子音は三種

一摩擦的[C Il 11 p a H T H a] (k', g')、円唇的 [na611anHa]

(kw, gw)及び純粋的 [q11cTa]、つまりそのどちらでもない中立的

[ H e y T p a n H a J (k, g)ー音として現れる。古代プルガリア語では、

摩擦型に対応するのは C, 3であり、純粋（中立）型及び円唇型に対応す

るのが K,rである。有声音の gは帯気化 (gh)することがある一摩

擦型 (g'h)には 3が、純粋型 (gh)及び唇音型 (gwh)には rが対応す

る 。・

後舌子音の円唇型及び純粋（中立）型は、スラヴ祖語（古代ブルガリア語）

以外では、さらに、インド・イラン（古代インド、アヴェスタ）、バルト祖

語（リトアニア、ラトヴィア、古プロシャ語）、アルメニア、アルバニア語

において同じである。これらの諸語では、摩擦型からはスー音ないしはシュー

音が派生するが、これはヒッタイト、ギリシャ、ケルト、イタリア祖語（ラ

テン、オスク、ウムブリア）、ゲルマン祖語（ゴート、古高地ドイツ語）で

は観察されない。そこでは、摩擦型は、軟口蓋子音純粋（中立）型と一致す

るが、軟口蓋子音円唇型はもっと独自の対応を示し、しばしば円唇音あるい
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は、軟口蓋音十唇音 (V)の結合形を与えるのであるぢ

比較・歴史的対照を容易にするために次表を掲げる。

原子音 古代プルガリア 古代インド ギリシャ ラテン

1 k' C s C=s) K, C 

2 g ， ;3 j (=え） r g 

3 g'h 3 h X g,h 

例：

リトアニア ゴート

s h 

z k 

z g 

1. OCUh., 古イ af;,tau,af;,ta, アヴェスタ asta, ギ 0 If, てw,ラ oct

o, ゴ ahtau< *ok'to (OCUh. の M は CIE:AUh.の影響）

Kh.• ふ「村落」，古イ v柊「村落、入植地」<*u ik'-(ゼロ階梯），ギ

o l K o~< * Fo l K o~ 「家」，ラ vicus「村、田荘」，古プ対 w

aispattin「所有者、主婦」，リ vi辟pats「君主、家長」<*uoik'-(o階梯

；リ vi邸patsの第二要素はラ potens「力強き、支配せる」や古イ pa.

ti};i「君主」と同ー語根），ゴ weihs「村落」<*ueik'-(e階梯）

2. 3示C'k,古イ ja.mbha};i 「歯」，ギ roµ<J:,o~ 「釘」，古高ド kamb

「櫛＜ギザギザ（歯形）を付けたもの」，リ zambas「鋭利な角、角張った

先」<*g'ombh-

CP'E3A, リ b~rらas, 古プ berse,古高ド birihha,古イ bhurja};i「白樺」

< *bherg'-, bhfg'-(§. 4参照）

3. 示3'kK'k, 古イ arhh帥，ラ angustus, リ ankstas,ゴ aggwus(=a 

ngwus)「狭い」，ギ 1・単・現 tir X w「狭める、締め付ける」<*ang' 

h-

,\H~ ぷ不 AH3ATH, ギ入 el X w, リ 1・単・現 lieziu「なめる」

＜拿leig'h-(e階梯），古イ 3・単・現 lihati「なめる」<*lig'h-(ゼ

ロ階梯），ラ lingo「なめつくす」 （接中辞 -n-を有する、 §.12,§.17第

2項参照），ゴ bi-laigon「舌なめずりをする」<*loig'h-(o階梯）

語根によっては、軟口蓋子音が純粋のものと摩擦的なものとの両方に現れ
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る場合がある。例

r"PAAヽ，リ gardas「囲んだ場所」， ゴ gards「家」<* ghordhos, 古

イ grha}:i「家」 (dhの前の ghの gへの異化を伴う）、一方、口方言

a op on「干草の山」，リ紐rdas「亜麻乾燥室」，ラト zards「えんどう

豆と亜麻種の乾燥室」，古プ sardis「囲んだ場所」<*g'hord-

切 ARA, リkarve< *kor-1J-(o階梯、 -lJ_-接尾辞）、一方、 CPL.HA,

古プ sirwis「鹿」，ラト sirna「シャモア」<*k'b r-n-(低減階梯、接尾

辞 -n-を伴う）； cf. 語根 *ker-: *k'er-「つの」及びその以下の交替、ギ

Kepa6~< *KepaF6~ 「有角の」，ラ cornii「つの」， cervus

「鹿」。また、以下のものも参照、 CPlt.Wl&Hlt. 「もん雀蜂」<*k'b r-sーすな

わち「角状のもので突き刺す昆虫」ー CPlt.Wl&Hlt. は、リ sirsuo,古プ sirsi

lis, ラera.bro「雀蜂」<*k'r-s-ro, ドHornisse「雀蜂」<Horn < *k' 

or-n-「つの」、と同類である。

'IP'tAA「大有角家畜の群れ＞列」，リ kerdらius「牧夫」，古プ対 kerd

an「時間、ー続き」<*ker-dh-、一方、 古イ sardha}:i「群れ」<*k'er-d 

h-, cf. ゴ hairda「畜群」<*ker-dh-: k'er-dh-, キンプリー 3 cordd 

「群れ」<*kor-dh-: k'or-dh-、すなわち、語根•ker-: k'er-「つの」と

接尾辞 -dh-より。

U,B'tTヽ （スラ祖 *k1Joit-,o階梯、 cf. チ kvるt-,ポ kwiat,ポラープ

kjot「花」），ラト 1・単・現 kvitu「明滅する、閃く」（ゼロ階梯）、一

方、 CB'tTヽ 「光」<*k'1Joit-(o階梯）， CBL.HぶTH「明るくなる」＜

*k'1Jit-n-(ゼロ階梯），リ sviesti 「輝く」， svyt~ti 「輝く」，古イ §vitra}:i

「白い、輝かしい」

SB't3AA (スラ祖 *g1Joizd-, o階梯、 cf.チ hvるzda,ポ gwiazda,上

ソルプ hwるzda「星」）、一方、リ zvaigらdさ，らvaizde,古プ対 swaigsta

n「光輝」<*g'1Joizd-

rぶCit.< *ghan-s-, 一方、リ祖sls,古プ sansy,古イ hamsa}:i「がちょ

ぅ」<*g'han-s-. cf. ギ xカJ.J'古高ド gans「がちょう」
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CBl¥!KPヽ <*s1J.ekr-, 一方、古イ svlisura}:i,リ§辟uras「舅、夫の父」

< *slJ.ek'ur-. cf. ラsocer「舅、妻の父」，ギ e,r, u p 6~< * a Fe ,r, 

upo~ 古高ド swehur「舅、夫の父」

~Ab.Tヽ< *gh b 1-t-(ゼロ階梯），リ ge!tas「黄色い」<*gh-el-t-(e 

階梯）. cf. ギ xo入力「胆汁、胆嚢」<*ghol-, ラ fel,属 fellis「胆

汁」<*hel-< *ghel-, 一方 3Ab.llb.< *g'h b 1-k-, しかし中世ブ ~Ab.

叫<*gh b 1-k-. *g'hel- 型は更に次のものにも認められる、 3e,¥b.f:,

リzole「草」<*g'hol-, 臨lias「緑の」<*g'hol-, また、 3ヽ＼がro< *g' 

hol-t-, リらe!tas「黄金の」，古イ hliri}:i「金色の」<*g'hol-(古代インド

語では、 rと1は通常 rに，希に 1に統合される）. cf. 古ラ helus > 
holus 「野菜」<* ghel-: g'hel-, ゴgulth「（黄）金」<*gh h 1-t-

青年文法学派によれば、 rと 1が語根末子音である時には、両者間の交

替もあり得るのである。例、 1・単・現 rpf:GAl, 2・単・現 rpr:cew 

H < *ghr-ebh-, rpocヽ <*ghr-obh-, ギ rpa</Jw「書く、窄つ、彫る」

< *gr-bh-(帯気音の付いた gに替わって、純粋の gが付いている）， cf.

~JJ~Gb.H 「くじく印を刻んだ木板、金属板」< *ger-bh-, 古プ対 girb-

in「数」<*gr-bh-, 古高ド kerfan 「切り抜く、切りとる」＜拿ger-p—で

あるが、一方次の例、ギ r入a¢w「掘る、窄つ」<*gl-bh-, プ方言

rno6aM, ス globiti「深くする」， rJI o 6「眼裔」<*gl-obh-(原

語根は「そこに何か別のものを入れるために、何かをくりぬく」の意、 cf.

c-rno6-HBaM「組み立てる、一緒に集める」，西部プ rJI06HM

「葱、ピーマンを植える」，チ hlobiti「杭を打ち込む」，ポ globic「固定す

る」。拡張語根 *gwer-bh-「胎児」と並んで (cf. ~P~G~ 「子馬」，ギ

fl p e¢o~ 「胎児、新生児、幼獣」）、 *gwel-bh-, * gel-bhーの別形も存

在している、例、ギ oe 入 ¢b~ 「子宮、胎児」<*gwel-bh-, a o e入¢

6~ 「同じ胎からの＞兄弟」，ラ vulva< volva <volba「子宮」＜

＊ずol-bh-,ゴ kalbo「子牛」<*gol-bh-; 古イ glirbha}:i「子宮、胎児」

は*gher-bh-(bhの前での ghの gへの異化を伴う）と ＊ずel-bh-の



， 
どちらからも派生した可能性あり。

cf. nomina agentis (行為主名詞）及び nominainstrumenti] (道具名

詞）を作る接尾辞—ter-(-tor-, -tr-), -tel-(-tl-), -dhlーにおける rと 1お

よび tと dhの交替。例、ギ owてwp, owて力 P,古イ data.r-, ラ

dator「与える人」<*do-tor-s, *do-ter-s, *d d -ter-s, (§. 37 参照）。

一方、 UOAAT&、¥h. < *dかtel-; 古イ hanta.r-,アヴェスタ Jantar-「打
つ人、殺す人」＜＊宦hen-tor-,また、一方、ポRITE、¥h.「穀物刈取人＜
切る人」＜＊宦hen-tel-; 古イ dhatar-「創造者」，ラ con-ditor < * cond 
ator「創始者」<* dhe-tor-, * dhか tor-,また、一方、 C,¥ArO-A'ET&Ah.

< *dhe-tel-; PA,¥O < *ar-dhlo (cf. チ ra.dlo,ポ radlo), リ a.rkla
s「鋤」<*ar-tl-o, また、一方、ギ t1po-rp-ov,ラara-tr-um「鋤」；

cf. WHAO (チ刹dlo,ポ szydlo)< *siu-dhl-o, ラ subulaく拿su-dhl-a
< *siu-dhlもCiuの Uへの短縮を伴う），古高ド siula「錐」<*siu-dhl-a 
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§. 2古代ブルガリア語母音の起源

10個の印欧語の原母音 (a,o, e, u, i, a, 0, e, ft, I)から10個の異なる

古代ブルガリア語の母音が得られて然るべきであろうが、すでにスラヴ祖語

の時代に、 a と 。、 aと 6は統合してしまっている。同様の統合は、

他の古代印欧諸語にも存在している。古代インド語の aは、 aと oと e

の、また aは、 aと 6 と eの継承であり、ゴート語及び古プロシャ語の

aは、 a と oの、また o は aと 0の継承である。ところが、リトアニ

ア語では、 a と oは aに融合するが、古い aと 6 の差異はしばしば保

存されている一原母音 aに対しては 6が対応するが、原母音 6 に対し

ては、 6以外に uoが対応することもあり、それはまた語末では uに短縮

する。

古代プルガリア語においては、 a, o - o、 e - I:、U ーヽ 、 i-~ 

のように、また、 a,o―̂、 e -'E、 ft -'a.I、 I -H  のように対応

するのである。

以下に、古代インド、ギリシャ、ラテン、リトアニア及びゴート語（比較

歴史的対照が最もしばしば行われる言語）の、古プルガリア語母音との対照

を表示する。

原母音 古ブ 古イ ギ ラ リ ゴ

1 a 

゜
a a a a a 

2 

゜ ゜
a 

゜ ゜
a a 

3 e a; a E e e i,ai(=e) 

4 u 

｀ 
u u u u u,au(=o) 

5 1 h. 1 l 1 1 1 

6 a 

＾ 
a n, ドa a 

゜
o(=o) 

7 0 

＾ 
a {J) () o,uo,u o(=o) 

8 e 'E tcl(l) ， a TJ e e(21 e(=e) ， u 'IJ u l) u ti u(=u) 

10 i 

＂ 
i l i y=(i) ei(=I) 

（ド＝ドーリス）
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例：

1. OCh., 古イ ak~al;t, ラ axis, ギ afwv, リ asls, 古フ0 ass1 

s, 古高ド ahsa「軸」<*ak'-s-< *ag'-s-
OCTP'll., 古リ astras 「尖った、鋭い」，古イ 絲 ril;t 「端、切っ先↓

ギ aKpov「頂点、切っ先」 < *ak'-r-(挿入音 tを伴う）
OPATH, リ 1・単・現 ariu, ラ aro, ギ a P 6 w, コ af)an 

「耕す」

COdh., ラ sal< * sal-s , ギ＆入 s:, ゴ salt< *sal-, *sal-d-
2. AOU'll., 古イ damal;t , ギ o6μos;, ラ domus 「家」 ＜ 

*<lorn-

OBh.U.A, 古イ a vil;t , ギ o l s; , ラ ovis, リ avls「羊」，ゴ

awistr「羊小屋」 < *o-y.-i-
OKO, ギ主・双 oaac「眼」(<*okw-i-, cf. 主・対・双 O'I 

H < *okゴにおける i語幹→ §.27参照），古イ主・対・双 ak~I 

「眼」 (cf. 生・単 O'Iヽ CE における es語幹→§.20参照），リ akls, 

ラ oculus 「眼」，ア akn 「眼、穴」< *ok立

原母音 0 が eの対応階梯である時には、アルメニア語におけるその対応

は oあるいは U であるーア lusa-vor (ラ luciferと同類） 「明るい、

明るさをもたらす」 ＜拿luk'a-bhor—参照。 Cf. ギ </Jop6s; 「運んで

くるところの」， C'll.-COPヽ < *bhorーにおける語根母音の o階梯と 1 • 
単・現 CEPぷラ fero, ギ </J E, p w, ゴ bafra 「運ぶ」<*bher-

における語根母音の e階梯。原母音 0 が eの対応階梯でない時には（例

えば、 OKO, ラ oculus, ア aknにおけるように、上を参照）、それのア

ルメニア語の対応は aである。したがって、青年文法学派のモデル (§.1

参照）によれば、少なくとも二種類の原母音 0 が存在し、その一つは eの

対応階梯であり、今一つは eの対応階梯でないものである。

3. HECO, ギ ッも </Jos:「雲」，ラ nebula「霧、雲層」，古高ド

nebul「雲」，古イ nabhal;t 「霧、空」<*nebh-
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Cl:J)ぶ
.. 
，キ ¢E, p w, ラ fero, 古イ bha.rami , ゴ bafra, ア ber 

em 「運ぶ」<*bher-

Al!:Cn¥Tk, ラ decem , 古イ da.sa, ギ oeKa, ゴ tafhun「+」，

古プ dessempts, リ desimtas「第十の」<*dek'rp-, *dek'rpt-

呼・単 Bdk'II:, ギ 入UKE, ラ lupe, リ vilk~, 古イ vfka 

< *ylkw-e 
4. Aヽ WTH, 古イ duhita , 古プ duckti,リduktさ， ア dustr, 

ギ 0uraて TJp' ゴ dauhtar「娘」<* dhugh~-ter-

CHい(A, 古イ snu~a. ラ nurus, キ:' v u 6 ", ア nu,古高ド

snur < *snus-
P~A'ETH 「赤くなる」， 古イ rudhira.}:i , ラ ruber , ギ i p u 0 

p 6 "' リ rudas「赤い」<*rudh-

5 BkAOBA 0 
ゞ． ， 古フ widdewu, ラ vidua, コwiduwo, 古イ vid 

ha.va < *1Jidhe1Ja 
'lkTO, ラ quid, オスク 4 pid, ギ r l , アヴェスタ cit 「何」

< *k立i-d
Ukr,¥A, リ migla,, ギ oμl X入TJ「霧」，古イ mih-「雲、雨J

低・ド miggelen「そぼ降る」<*migh-

AkHk, 古イ dfoam , ラ dies, リ diena. 「日」<*di-

6 IIATH ― ． ， フ mater, ギ μ 力て TJp' ドーリス μaて TJp, 古
イ ma.ta, ア mayr, トカラA ma.car「母」， リ mote「妻」<*ma-

ter-

切 ATPヽ， ゴ brothar, ラ frater , 古プ brati, 古イ bhrata, 

トカラ pracar「兄弟」，ギ ¢p&て TJp 「胞族（フラトリア）の成員」，

リ 指小形 broterelis< *bhra-ter-
CTATH, リ st6ti「立つ、立ち止まる」，古プ po-stat, ラ stare 

「立つ、立ち止まる」，古イ スビ sthatum「立つこと」， ギ l aて n

μl' ドーリス l aてaμt < *al-aてa-μl「立つ」 < *sta-



13 

CdlilTH ， キ </>nμl, ドーリス </>aμl「話す」，ラ fa.ma「噂J

ア ban 「語、言葉」 < *bha-
7. AdTH, ラ donum「贈り物」，ギ o l-o紐 μl'古イ da-da-
mi, リ duoti 「与える」<*do-

3HdTH, リ らin6ti「知っている」，ギ r t -r v th-a K w 「知る」，

ラ no-sco 「知る」，古イ 3・単・現 janati「知る」 < *g'no-(重い
語基） (cf. 古高ド knaen「知る」＜重い語基 *g'neーにおける 6 階

梯）。当初、 「自分の氏族を知る、自分の一族に加える、血縁関係にある、

産む」を意味した、同語根 *g'ne-: *g'no-: *g'nかは (cf. プ H e H 

c J:C a M n a T e 3 H a H 「お前を血縁者と見なさない、血縁関係を

破る」）、次の例にも認められる： 古イ j臨 tum 「名門の生まれ」 ＜ 

*g'no-, *g'ne-, ギ r v力alO~ 「血縁の、名門の」 < *g'ne-, ラ C 
o-gna-tus「血縁の」 < *g'ij.-< *g'na-, ギ rvwr6~ 「知られた、

著名な」 (r t -r v th-a K w「知る」の動詞派生形容詞として）， 「友達、

同族の者」 (rl-rJ.Jo-μat「生まれる」の動詞派生形容詞の名詞化），

ラ co-gno-men「姓、家名」< *g'n足ラ genitor「生める人、父」 ＜ 

*genator < *g'ena- ; 次の軽い語基 *g'en-: *g'onー： *g'n-も参照
ギ r E lJ O~. ラ genus 「種属、出生、家門」， ラ gl-gn-o 

「産む、生ずる」，ギ rl-rJ.Jo-μat「生まれる」、また、 *g'en—に

替わる異形 *genーの例 ：ラ genii, ギ r 6 J.J u, 古イ janu'ゴ K 

niu「膝」、更にまた、 *g'en- に替わる異形 *gwen—の例 : ~IEHd (当

初は「産む人（女）」の意），古イ ja.ni}J., 古プ呼 genno, ア kin , 

ゴ qino「女」 ； 「生む、 （氏）族、血統、子孫 （プ pallinaM, 

pon, J:COJIHHO)」の意味群の単語については、ブルガリア語 J:C 0 

JIHHO (膝、曲がり、節、族、世、代、血統）と同語根の II O K O JI e 

H He  (代、世代、一族）を参照。

双•主・対 Eヽ\h.Kd, 古イ vfka-u, ギ入(;I(, w, リ vilku < 
*ylkw-o (語幹母音 eの延長対応階梯を有する； cf. 正常階梯の呼格 E 



14 

A~ 韮<*1.J.lkw-e、上記第 3項参照）。

上例から判るように、原母音 6が eないしは eの対応階梯である時に

は、語中音節でのリトアニア語の対応形は 6であり (cf.3H.4TH, リ
•1 
v
Z
 

n6ti, ラ nosco「知る、認識する」，ギ r t -r v w-a ,c w 「知る、認め

る」）、原舟音 6が e(e)の対応階梯でない時には、語中音節でのリトア

ニア語の対応形は uoである (cf.AATH, リ duoti, ギ o l-ow -μ 

t「与える」， ラ do-num 「贈り物」）。したがって、青年文法学派のモ

デルにしたがえば (§.1参照）、少なくとも二種類の異なる原母音 6 があ

り、その一つは e(e)の対応階梯のものであり、今一つは e(e)の対応階

梯でないものである。

こうして、 eの対応階梯でない原母音 0 にたいしてはアルメニア語では

aが対応し（上記第2項参照）、リトアニア語の語中音節での、その延長

階梯 6の継承が uoである。一方、 e(e)の対応階梯である原母音 0 に

対して、アルメニア語では0が対応し（上記第2項参照）、それの延長階梯

6の、リトアニア語語中音節での継承が 6である。次例参照： MCl:Hh. 

（語頭にヨットを伴う），リ uosis「とねりこの木」 < *os-, ア ha<;:i 

「とねりこの木」 < *osk'ー， ラ ornus 「とねりこの木、槍」 < *ose 

nos (cf. プ方言 0 Ce H 「とねりこの木」），ギ o f /J TJ 「ぶなの

木、槍」，古アイスランド語 askr「とねりこの木」 < *os- 。一方、

次例： r'ORI¥AO, ア kov「雌牛」，ギ属・単 /306~< */3oF 

6~ < *gw。u- < *gwiou-(三重母音 iouの OlJへの短縮）， ラ
ト guovs「大形有角獣」， リ g6ta, g6tas「羊群、豚群」 （語中音節に

6を有する）， guota,guotas , 古イ gau}:l., ラ hos (オスク語・ウムプ

リア語からの借用） 「牛」 < * gwou- < *gオou-。語根母音の古い

e 階梯は次の諸例にみられる ： 1・単・現 ~oy騒， 2・単・現 ~o 

Yl=WH < * gwieu-, 不 ~h.RATH < *gwiu-(ゼロ階梯） 「食べ物を

咀哨する」，ブ方言 }l{BaKaM, ロ ホ eBa Tb 「咀哨する」，プ

npe}l{MBHM (咀咽する）； cf. リ複らia.unos「顎」< *gwiou-, 
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ア kiv 「樹脂（香）」 （ロ )1{ BB0ua [テルビン油、含油樹脂］，チ

らivice [樹脂、タール］，上ソルブらivica「白い松脂」も参照），古高

ド kiuwan「咀哨する」（異化による、ゲルマン祖語の kyくず から

Kへの変化を伴う）。すなわち、 roK,t.AO,ラ bos, 古イ gau}:i < * gwo 
1J-< *gオoy-は「反睾動物」を意味したのである。同一の語根 *gwiey-: 
*g叶OlJ.: *gwiy から、 ~HKifl, ~HRIEWH 「生きる、すなわち、食べる」

(cf. ロ )1{ H B O T 「胃」）， roi&,roHL皿く＊ずoi-「（ある人を）

食べさせる、養育する」 (§.6参照），ポHTO「食物、糧」。 roi&,roH 

叫⑰ような例は、本来の始原的な語根は *g叶ーであり、 U は始原的な語

根拡張子であることを示している、 cf. 不 ポHTH< *gwi-(§.13参
照）。

何故青年文法学派のモデルでは二つの異なる母音o (o) - o > ァ

a、そして o> リ uoであるのに、一方では、 o>ア 0、そして 6

＞ リ 6 ーがあるかについては、 §.3で示すことにする。

8. C~Iぃ，ラ semen 「種子」， リ semenys「亜麻種」， ゴ mana-se 

ths「人類、人間」 （逐語的には、人間の種子） < *se-
141Uh.., リ 古 emi,edu 「食べる」， ゴ 1・複・過 etum,ラ 1 • 

単・完 edi「食べた」，ギ完・分 t 0-TJ o-<hs , 古イ ad-i-van「食

べた人」 < *ed-(§.12参照）
K~JJ.4, ラ verus「真の」，ゴ tuzwerjan「疑う」<*yer-

, U'ltJWh.. ，古イ mui.,-, ギ µu~. ラ mus, 古高ド mus「ネズ

ミ」<*mus-

A'lt.lU'lt., 古イ dhuma}:i, リ複 dumai,ラ fumus「煙」，ギ 0[J 

µ6~ 「魂、気、息」< *dhu-

K'ltJU,t., (語頭添加音 prothesis K を伴う），古イ udhar, ラ u 

ber, 古高ド utar 「家畜の乳房」 < *udh-
C'lt.lTH, リ buti, 古イ bhiiti}:i「存在」，ギ 1 ・単• IIアオ ど¢

[J lJ 「生ずる、生まれである」，古ラ 1・単・完 fui「あった」 ＜ 
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*bhu-

10. nHTH, 古イ piti:ti'ギ冗 tJJ <.t) 「飲む」< *pi-

対・複 CBHHb.11, ゴ swein「豚」， ラ suile「豚舎」 ＜ ＊ sui-
対・複 TPH, 古イ tri, アヴェスタ 0ri 「3」 ，古高ド dri「3」,

ラ tri-ginta「30」< *tri-

スラヴ祖語の極めて重要な変化過程として、下向き二重母音の単母音化が

ある。原二重母音の eiに対しては、子音前あるいは絶対的語末において

Hが、 oi(ai)に対しては tないしは Hが、 eyに対しては P が、 oy

(ay)に対しては OYが対応する。原二重母音 em(en)に対しては＾（グ

ラゴール文字、 3≪£)が、 om(on,am, an)に対しては iii.(3≪£)が対応す

る。原初的な結合群 er, el, or(ar), ol(al) は、子音前では P~, A~, Pd, 

Adを与えるが、絶対的語末では、鳴子音 rは消失した (BOAd く *yo 

dもr, cf. ギ中・単 u owp , ヒッタイト 主・対・中・複 widar 
Cuidar) ; 主・単 UdTH < *mater, ギ μ 力て TJp' ラ mater参
照）。

以下には、原二重母音の、古代ブルガリア、古代インド、ギリシャ、ラテ

ン、リトアニア及びゴート語における対応表を掲げる。

原母音 古ブ 古イ ギ ラ リ ゴ
1 ai 

｀ 
＂ 
e a t ae 18,al al 

2 au 町

゜
au au au au 

3 am 示グ8-£ am aμ am am am 
4 an 示グ3-£ an a JJ an an an 
5 ar Pd ar ap ar ar ar 
6 al 

＾^ 
ar a入 al al al 

7 oi 'E,H e 0 t u Ie,al al 
8 oy 町

゜
0 U ll au au ， om 示グ3-£ am oμ um am am 

10 on 示グD+; an 〇レ on an an 
11 or PA ar op or ar ar 
12 ol 

＾^ 
ar o入 ul al al 

13 ei ＂ 
e e l I 1e,e1 ei(=i) 

14 ey. IO 

゜
E U ii Jau iu 

15 em グ^9-£ am Eμ em em im 
16 en グ^3-£ an e v en en m 
17・ er pt ar EP er er air(=er) 
18 el "'t ar e A ul el il 
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例

1. A~BliPヽ， リdieveds,古イ devlir, ギ oa力p < *oaF力P,

ア taigr「夫の兄弟」 < *daiu -

d~B~, ラ laevus,ギ入 al 6 "く＊入 al F6'° 「左の」< *l 

a1u-

2. COYX''l¥, リ sausas, 古プ sausai(古い所格派生の副詞） = coyc't, 

ギ auo~ <*aaiJao~ 「乾いた」，古イ s6!;la}J「乾燥」<*saus-

TOYPヽ， リtauras「野牛」，古プ tauris「野牛」，ラ taurus「雄牛」

< *taur-

町 X'O, リausls,古プ対・複 ausins,ラ auris < * ausis (cf. aus-c 

ultare「傾聴する」），ゴ auso「耳」<*aus-、ところが、ギ ou~. 

属 。 ua て 0~(ホメロスの言語） < *ous-i;;,. —卜 においては、 nは古い

属格語尾であり (§.36参照）、 tは不活格類名詞（後、中性名詞一 §.3

9参照）に属することの指標である。何故、ギリシャ語において、予期され

る au (cf. ラ auris 〔耳〕）の替わりに 0 U が来るかについては、

§.3において説明する。

3. Kif.nHHd「いばらの茂み、黒いちごの茂み」 (cf.チ kupina, ポ k~p 

ina「川中、湖上の樹木の茂った小島」），ラ campus「平地、広場」，リ

kampas「角、片隅、ー地区」，ギ ,r,aμ 冗力「カープする所」<*kamp-o 

「カープ、屈曲」＞「平地、平原」への変遷については、 ,¥ii.Kd= リ lan 

ka, 「雪解け水で冠水する牧草地」， leiikti「曲げる」=A"'Kぷ不 A"'WTH 

「曲げる、伸ばす、張る」，Aif.K'l¥「曲がっているもの、ぴんと張ったもの」

を参照。

4. if.3ヽ kヽ ，古イ arhhu}:i, ラ angustus, ゴ aggwus, リ aiikstas「狭

い」， ギ 1 • 単・現 li r X w「締め付ける」＜拿ang'h-

示T'W,生ぶrヽ紅，リ Antis, 古プ antis, ラ anas, 属 anatis

「鴨」 <•ant-(§.4 も参照）

5. PdAO, リ Arklas, ギ (1p 0 てpO 1.1, ラ aratrum<* ar-(§.4 
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も参照）

PAUO, ア armukn「肘」，ゴ arms「手」，ラ armus「上はく、肩部」

く *arm-(§.4も参照）

6. C、¥AA'h.K'h., リ saldus「甘い」 (co、¥b.と同語根より、 cf. ゴ salt, ラ
sal, 属 salis, ギ＆入 C「塩」） < *sal-d-
c、¥AMA, ラト salms「藁」，古プ salme「藁」，ギ I(, a入aμo!: 
「薬、葦の茎」，古高ド halm「草の茎」<*k'olm-(§.4も参照）

7. K~A~TH, ギ 1・単・完 o lo a < * Fo , o a, 古イ v~da, 

ゴ 1・単・現 wait,古プ 1・複 waidimai「私たちは知る」<*yoid-

U.~HA, ギ 冗 0 l JJカ「支払、身代金」，リ kaina「価格」，ラ pun 

io「罰する、報復する」<*kwoin-(ラ poena「罰、贖い」はギ 冗 0

l J.J力 からの借用である、 cf.ロ II e H H 「罰、贖い」は、これまた

ラテン語からの借用であるポーランド語 penaを経たもの）

AヽHHヽ， HHヽ (lf=A-は不定性を強めるための要素、 cf. プ enH-KO 

0 C H 「誰か、何か」），ラ unusく古 oinos,ゴ ains「-」<*oin-

2・単・命 Clf=JJH, 古イ 2・単・希 bhares, アヴェスタ barois, 

ギ </>EPOl!(;, ゴ bairais「運びなさい」<*bher-oi-s (§.17, 第 6

項参照）

8. CTPO'flil (epentheticum挿入音 tを伴う），リ srauja. 「流れ」，ギ

p 6 o !: < * /> 6 Fo !: 「流れ」＜困roy-(語根母音の 0 階梯）； c 
f. ギ peiJμa「流れ、川」<*sreyー における e階悌

CO'(AHTH, 古イ bodhayati「眼をさまさせる」<*bhoydh-(語根母

音 o階梯を伴う使役動詞、 §.6参照）。 cf. ギ 冗 e60oμat 「照

会する、知る」， ゴ anabiudan「指図する、指示する」， CAIOAぶ「見守

る、注視する」<*bheydh- における e階梯； E AヽJJヽ <*bhudh-に

おける語根母音ゼロ階梯参照。

poy AA, リraudas「赤っぽい、赤黄色の」，古イ r6hital)., ラ rufus,

ゴ rauths「赤い」<*roydh-
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i¥O'('IA, 古イ roka}:i, ラ lux「光、明かり」，リ laukas「額に白い斑

点のある動物」<*louk-; cf. ギ 入cU K, 0~ 「明るい」，ゴ liuhath 

「光、明かり」<*leuk-における語根母音の e 階梯

O'(CTA, 古イ 6~tal:i 「唇」，古プ対 austin 「口」，ラ指小 ausculu

m 「小さな口」<*aus-; cf. リ uosta. 「口」， uostas「河口、港湾」，

ラ os , 属 oris < *osis「口」， ostium「河口」，古イ as-「口」＜
*ous-(eの階梯ではなく、二重母音叩の 6への短縮）

9. 3示C'h.,古イ jambha}:i「歯」，ギ roµ</>o~ 「歯、楔、木釘」，リ

らaiiibas「尖った角、端」，古高ド kamb「櫛、つまりギザギザのある」

< *g'hombh-
10. n示T~, 古イ pantha}:i「小道、細道」，ラ pons, 属 pontis「橋」，

ギ 冗 6 ツて 0~ 「海、海路」，ア hun「浅瀬、渡河（点）」 (nの前で、

0 が u に替わった），<*pont-

11. RJJACA¥, リ pa冦as「子豚」，ラ porcus「豚」，古高ド farah「子豚」

< *pork'-
J)AC'h., ラ orbus, ア orb, ギ op</>av6~ 「孤児」，古イ arbha 

h「男の子、少年」，ゴ arbi「相続、遺産（逐語的には孤児の所有物）」＜

*orbh-

rJJAAヽ，ゴ gards「屋敷、家」，リ gardas「垣、囲い」<*ghor-dh-

; cf. ~JJ~Aヽ「木、樹枝、棒」< *gh h r-dhーにおける低減階梯。ラ hor 

tus「庭」，ギ xop て 0~ 「囲んである場所、放牧地」<*ghort—が示

しているように、 dhや t は古い語根拡張子である。

12. ,¥AK'h. T ，ヽリ alkiine, 古プ alkunis,ゴ aleina,ラ ulna, 古イ

aratnfh「肘、尺骨」<*ol-。＊祉の変異形からは リ O.olektis , 及

びギ c入 t1,J TJ「肘」が派生している。

13. 3H皿，リ ziema., ギ X c fμa「冬」，古イ h~man 「冬期に」

＜拿g'heim-

CTHrH示TH
,, ,, ー 、
，キ aて C l X w 「1丁く、近づいて行く」，コ steigan 
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「上がる、上る」<*steigh-

KHAヽ，リ v€lidas 「顔」，ギ eloo"<*Feloo" 「姿、形、

様子」<*1J.eid-

14、¥IOCHTH コ, hufs「可愛い、愛すべき」，リ liaupse「讃美、賛歌」
< *le1J.bh-

CAIOA示 CAIOAf:WH(e pentheticum、9を伴う），ギ冗 eu0oμa
t「知る、情報を得る」，ゴ ana-biudan「指示、指令する」<*bhe1J.dh-

15. TPh¥C示 TPh¥Cf:WH,キ r ptμw, ラ tremo「震える」<*trem-

16. nh¥Th. ，キ冗 tJiてe, ゴ fimf,古イ pliiica「5」，リ penki

「5」<*penkw-, penkwt-

17. CP'E3d, リ b€lrらas, 古プ berse「白樺」，ゴ balrhts「明るい、光

輝く」<*bherg'-(§.4も参照）

IIJJ'EAd「有角家畜群」，リ kerdzius「牧夫」，ゴ halrda「家畜の群

れ」<*kerdh-, cf. 古イ 紐 rdha}:i「家畜の群れ」<*k'erdh-

18. n、¥'£Rd,古プ pelwo, リ 複 pさlus「殻、籾がら」<*pelu-
スラヴ祖語の二重母音は、母音前、すなわち別音節前では、単母音化して

いない。しかし、二重母音の eiは、 ii >hiへと変化した（次例参照、

ラ 主・複 hostes「敵」，ゴ gasteis「客」<* ghost-ei-es, ところが一

方、 rocTh.f:<スラ祖 *gost-ii-es < *ghost-ei-es ; 古イ 主・男・複

trliya}:i, ギて pel",クレタて pte~. ラ tres「3」<*trei-

es, 一方、 TPいくスラ祖 *triies < *treies)。また、一方、二重母音

の elJ.は、硬母音の前では 01J.に変わっている（次例参照、ギ JIEO", 

ヒッタイト newa-, ゴ niujis「新しい」<* nelJ. — であるのに HOR~;

ギ I(, 入EO "「栄光、栄誉、名声」<*k'le1J.-OS であるのに CAORO)。

同様の 01J.> OlJ. 変化はイタリア諸語にも観察される一 cf.novus「新し

ぃ」<*ne1J.~Os o u 語幹名詞の曲用において、格形の中でヽB に替わ

る接尾辞 -OR-は類推（アナロジー）によって現れるものである一例、

主・複 C'IJHORf: < *sun-e1J.-es は、生・複 C'IJHORヽ く＊頭n-e1J.-Oil
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の影響によるものであり、この場合、 ey>。B の交替は規則的である。
二重母音の er, el, em, en は、母音 eが低減階梯の時、 hr, h 1, h 

ID, hilに替わるか、また別の記録では r,l, rp., I). に替わっている。前者

の記録は、古プルガリア語の書記法に近いが（語根栂音の低減階梯を持つ

恥kK~BkAKヽ(3)< * 1J. h lk立、 cf. 1・単・現皿'EKiKく *yelk立
における e階梯と 06、¥AKヽ く *obh-yolk立 の o階梯）、後者の記録
は、学者達が古代インド文字（デーヴァナーガリー）を転写する方法に似て

いる (Bヽ\kK~BkAKヽに、対する古イ vfka}.t「狼」参照）。書法とし

て、二方法とも (hrもrも）使うが、長母音を示したい時には tの表

示のみを使用することにする。

子音前では、始原的結合 hr, h 1, h m, h n (すなわち、母音 r,l, rp., 

I).) は、古代ブルガリア、古代インド、ギリシャ、ラテン、リトアニア、

ゴート語において、次のような対応を有する：

始原的
古プ 古イ ギ ラ リ ゴ

結 合

1 h r(r) Ph., JJ'h., h.JJ,'h.JJ r Pa, ap or 1r,ur aur(=or) 

2 b 1(1) Ah., A~. h.A, ~A r 入a, a入 ul il,ul ul 

3 b m(IJ1) ，^グ 3-£ a a em im um 

4 h n(Q.) ，^グ 3,£ a a en 1n un 

例：

1. CP~A~U,f=, リ sirdis, ギ ,r,apola, ,r,apoln, ラ属 cordi

s「心臓、心」<*k'rd-; cf. CP'EAA < *k'erdー の語根母音の e 階梯、
また ゴ hairto「心臓、心」，リ serdis「心（しん）、中心」も参照。

C'1'-UP~T'1', リ mirtis, 古イ mrti}:i, ラ属 mortis, ゴ maurthr

「殺人」 < *mr-t-
2. Kd~K'1', ゴ wulfs,古イ vrka}:i, リ vilkas「狼」<*1J.lk立

3. Af=CA\T~, リ desimtas「第十の」，古イ dAsa, ラ > decem, ギ
oe,r,a, ゴ taihun「+」<*dek'rp-, *dek'rp-t-
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4. UAUがrh.,古リ mintis「思考、思い」，古イ maHl). 「思考、考え」，

ラ属 mentis「思考、知性」，ゴ ga-munds「記憶、覚え」，ギ a uて

6-µa て 0~ 「自動の、自発的」<*m~-t-

子音前では、始原的な長母音 r,1, 示， i は、古代ブルガリア、古代イ

ンド、ギリシャ、ラテン、リトアニア、ゴート語において、次のような対応

関係を有する：

原母音 古ブ 古イ ギ ラ リ ゴ

1 t .. h., ...... h. .. , ..... Ir,ur a pa, p w,a po  ra ir,ur 雌 r(=or)

2 l Ah., A~, h.A, ~A ur,Ir 入a, o入 la il,ul ul 

3 ijJ. A, グ :.Jo£ a μa  ma Im um 

4 ~ ＾グ 3,£ a v a na lil un 

例 (§.4も参照） ： 

1. 受過分• 主・男・単 UJ)OCT J)h. Tヽ ，古イ stirQ-Al). 「まき散らした」，

ギ a て PW て 6~. ラ stratus「敷かれた、広がった」 < * str-
2. Ud'h.Hヽ，古イ purQ-Al)., リ ｀ pllnas, コ fulls< *pln-

語末閉音節では、原母音はもっと別の方法で変化した。それらに対する古

代プルガリア語の対応は次の通りである

I. OS> 

｀ 
ios > h. 

II. on> 

｀ 
ion> h. 

皿. us, un > 

｀ 
1．S, 1Il ． > h. 

N. OS >'IJ ios > H (IXも参照）

V. on(om, am, an) >~ ion(iom, iam, ian) > ＂ 
VI. ons >'IJ ions > At, 古ロ

｀ W. ans> ons > 

｀ 
ians > ions > A¥, 古ロ

｀ VJII. uns >'IJ ins> H 

lX. ois > OS >'IJ iois > ios > H 
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語末の位置における us>ヽ及び is>k の変化 Cm)は、語末

子音の消失（いわゆる開音節法則）に続く u>  ヽ 及び i > k の

規則的変化を表している。語末の位置での un, in (ill)は、初ず狭い鼻母

音 q,iに変わったが、古代プルガリア語の鼻母音にはならず、その随伴鼻

音を失って、ヽ及び kをもたらした。語末結合群 os,on (I , II)は、

狭まって、 us, unに変わり、また同じく、 q,iを介して、ヽ ， Kをもたら

した。同様にして、 ios,ion (I , II)は kをもたらした (ios> k及び

ion> kの変化は、 OS>US>'It. 及び on> un >ヽの変化を基に

変換することによって、 ios> ius >註>i h > k, ion > iun > i 

'h > ih > k のような展開過程として示すことができる）。 OS> US 

＞ ヽ(I, ill)の変化に合わせて、始原的な語末結合 osは usを経て、

'ltJとなり、また始原的結合 iosは iusを経て、 H となった (IV) ; cf. 本

節冒頭の表に基づいて並べた u> ：ヽ u>'lt.l = i>k: I>  H及び

I, ill, IVに基づいて並べた OS>US> ：ヽ os > us >'1J = ios > 

ius > k : ios > ius > Hの平衡関係。始原的な語末結合 uns,insは

長い狭い鼻母音 q,iを媒介として（古代プルガリア語の鼻母音には発展し

なかったが）~'It.I 及び H をもたらした (VBI) 。 un, inは、むき出しの語

末の位置（絶対的語末）では q>，ヽ i > k となったが Cm)、閉じた

語末の位置（子音 S の前）では、鼻音化の際長母音化したのである。語末

結合 onsは uns> qを介して '1tJとナよつfこ (VI) ; cf・un>q>'lt.:

uns > q >'It.I = on > un > q >ヽ： ons > uns > q >'IJの平

衡関係。語末結合 ionsからは、 eの狭い長い鼻母音が得られた。古代プル

ガリア語の基になった方言も含めて、スラヴ祖語方言の一部では、それは

＾に変わったが、西スラヴや東スラヴ語の基になった別のスラヴ祖語方言

では、鼻母音の早期消失によって、それは他のすべての長母音 e がそうで

あったのと同じように、すなわち tに変わったのである。閉じた語末の位

置（子音 Sの前）では、長い二重母音 an(am)は an(am)に短縮し、

その結果更に、 a と 0のスラヴ祖語における同一化によって、 ans結



24 

合は ons>'IJに変わった。同様にして、 ians結合は ions>古代ブル

ガリア語 A 古代ロシア語 tに変わっている (W)5o

閉じた語末の位置（子音 S の前）では、原二重母音 oiは 6に短縮し、

その結果、 ois結合は OSを介して U に変わり、同様にして始原的結合 io

is > iosは H に変わったのである (IV, IX)。

例：

I. 主・単 g、¥h..Kヽ く *ylkwos,cf. 古イ vf'ka}:i., ギ 入 VK,O~,

ラ lupus, リ viikas 「狼」

1・複・現 Cl!=J)l!=U'h. < *bher-e-mos, cf. ラ ferimus「我々 は運ぶ」
< * bher-e-mos 
与・複 C'WH'h.U'h.< *sun-u-mos, cf. 古ラ 与・複 quercubus 「オー
クの木」 < *perk立 u-bhos(§. 32の第4項参照）
主・単 KOポAh..く *yodh-ios,cf. ラ alius, ギ b 入入 0~, ゴ a 

ljis 「別の、他の」<*alios, リ elnias 「鹿」<*elnios 

例えば、 Hヽ CO< *nebhosのような es語幹の主・対格形は (cf.ギ
1.1 e¢o~ 「雲」，古イ n~bhas- 「霧、空」）、 Hro< *iug-o—の例と同
じく、 0 語尾を有する。

II. 1・単・単純アオ nAAヽ <*pod-om, cf. 1. 未完 ~¢epo 

1.1= 古イ ~bharam 「私は運んでいた」<*e-bher-om 

対・単 Kdh..Kヽ <*ylkw-on, cf. 古イ vfkam, ギ 入(JI(,0 1.1, ラ

lupum, リ vi!ka.

対・単 KOmAh.. < *yodh-ion, cf. ラ alium, ギ b入入 0 1.1, ゴ
aljan-a 「別の」<*al-ion 

皿 対・単 C'WHヽ <*sun-un, cf. 古イ sunum, ギ冗 iiX u l.l 

「肘、腕」，ラ querc-um「オークの木」 < *perkw-un, リ sunq 「息子」
対・単 HOWTh.. < *nokwt-in, cf. リ nakti, 古イ mabm < *ml) 
t-in「思考、考え」，ギ冗 6A-t 1.1 「町」，ラ turrim「塔」
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N. 主・複 U'W < *mos, cf. リ mes, 古プ mes,ラト mes「我々」，
o階梯に替わって、 e階梯を伴う、また ラ 主・複 nos「我々」<*n-

（代名詞語根、§.35参照）

主・複 B'W < *匹s(=ラ 主・複 VOS「あなた達」）
V. 対・単証Hぷグぷザ四<*gwen-an, cf. 古イ邸vam=ラ

equam 「牝馬」 < *ek'u-an, ギ xwpav「国、地方」， リ rank 
~= P~K~ 

1・単 Clf=JJ示，グビ3b3<£<*bher-o-m (§.35参照）

造・女・単 TO瓜，グ 003會<£<*toi-am 

VI. 複・対 Bdb.K'W< *ulkw-ons, cf. クレタ 入 UICOJI~, ゴ

wulfans 「狼（複）」，古プ deiwans「神（複）」

現在能動分詞・主・男・単 C'W <困ons< *son ts, cf. 古イ sa.n, 
ギ lfJ v < *sonts (=  being)。例えば、スラヴ祖語の *sq< *sons < 

*sontsに、前接語 (enclitic)として主格男性単数の前方照応代名詞（承

前代名詞、 anaphora)*i h (=H)が後続するとき、古い鼻母音 q< on 
sは語末位置に来ず、その鼻母音的調音を残している。 Cf.承前代名詞付加

分詞形（長語尾形） CAIH (グラゴール 8<£8) , CぶH、また、承前代名詞

なしの分詞形（短語尾形） r"JJAIA'W, ~HB'W,'EA'W に対する承前代名詞付

分詞形（長語尾形） r JJA.AAIH, ~HKAIH,'EAAIH, r PAIA示H, ~HB~H, C 

TJ)'Er~H も同様。おそらく、 c£(上記のキリール文字の翻字では＾を以

て伝えられる）は、硬い閉じた鼻母音を表す記号である。

主・単 KdU'W < * kamons (§.37参照）
対・複 KO~AAI < *uodh-ions, cf. ゴ aljans「別の（もの）」、た
だし、古プ KdlOIIAI, ROAi, U,'ECdJJAI, KOHAI に対して、古口 Kヽ ＂`＂；，

BO'E, U,'ECdJ)'E, KOH'£ 参照。

能動現在分詞・主・男・単 ndd'IAI < * plak-ions < * plak-ionts 
スラヴ祖語の現在語幹接尾辞 -i-を持つ動詞（例えば、 1・単・現 MOヽ＼瓜

2 MO、¥HWH,不 UOdHTH, 1• 単・現 Ub.H瓜 2Ub.HHWH, 不 Ub.H 
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"ETH) は、能動現在分詞主格男性単数形を、現在語幹接尾辞—io- (-ie-)を

持つ動詞 (ndA'I示， n、¥A'lfiWH,n、¥AKATH)をモデルにして、形成した一
例、 uo、¥IA< *mol-ins < *mol-ints . UkH/A < *m h n-ins < *m h n-
ints。単純アオリスト (rrpocT aopHcT) 3人称複数形を持つ

動詞は、現在形をモデルにして、その形を形成した一 例、 3・複・単純

ァォ nAA~< *p叫 ont, 3・複・現 nAA~Tヽ< * pod-ont-i (§ .1 

9参照）。

VJI. 主・対・複／生・単ポfiH'W< *gwen-ans, cf. 古プ対・複 g

ennans 「女達」，クレタ 対・複 x<JJpav~ 「国、地方」

主・対・複 ．生・単 GOYPIA < *bhour-ians, ただし、古プ 3fiUd 
/A KOH/A nkWEHHU./A, nk THU.IA, AOYW/A に、対する古口 3eu、,t,

KOH"E, nkWfiHHU. ~. nk THU. t, AOYWt 参照。

vm. 対・複 C'WH'Wく事sun-uns, cf. 古イ siinun, クレタ u l u 

J.I~ 「息子達」 < *su-i-uns (C'WHヽの H は古い語根拡張子、語根 *su-

の意味については、 §.33参照），ゴ sununs 

対・複 HOWTH< *nokwt-ins, ゴ対・複 gastins= roe.TH < 

*ghost-ins 

IX. 造・複 Rdい～＜拿ulkw-os< *ulkw-ois, cf. 古イ vf kai}:i, ア

ヴェスタ vahrkais 「狼達と共に」，おそらく、リ 造・複 vilkaisも

*ulkw-oisから、原初期の oi> oiへの短縮に次いで発生したものである；

ラテン語、奪・与 lupis< *ulk立 ois<拿ulkw-oisも参照。
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§. 3 ラリンガル（喉音）・モデル

青年文法学派モデルの唯一の欠点は、二つの異なるタイプの語根（いわゆ

る、軽い語基と重い語基）と二つの独立母音 a と e (一方が他方の階梯

ではなく、軽い語基に五つの階梯、重い語基に三つの階梯を有する）、そし

てある語根では e の対応階梯、別の非常に少数の語根では a の対応階

梯、これまたある少数の語根では独自の階梯（軽い語基に三つ、重い語基に

二つ）を持つある第3の母音 。 、を前提とする母音階梯の体系である。

この煩雑な、またシムメトリーを欠く状態は、いわゆるラリンガル (Laryn

geal) ・モデルの助けを借りることによって一それは、いくらかは抽象的

な手法で設定され、またいくらかはヒッタイト語の資料とも合致しているの

であるが一排除できる。ラリンガル・モデルの基本構想は次の通りである

1. 三つの音声学的要素 H1,H2, 比が存在した。

2. それらは、母音 e と隣接する時脱落し、母音 e とその対応階梯

o は、次のようなルールで変化を行った：

Hie > e H10 ＞。 eH1 > e 0H1 > () 

H:ie > a H20 ＞。 eH2 > a 0H2 > 0 
H:ie >。 H3o ＞。 eHs > 0 0H3 > 0 
e と

゜
の延長階梯は、非延長階梯と同じように変化を行った (Hie

> e , H20 > a 等）。
3. 母音 e がゼロ階梯の時には、 H1,H2, 比 は同一母音に変じた（古

代インド語では i、ラテン語では a、古代ブルガリア語では 0、ギリシャ

語では a、ギリシャ語は時に 比>e , H2 > a, H3 > oの
結果を得る；これは、アナロジーによって、語根母音が e 階梯の場合

に合わせたものである一次例参照、 1・単・未 〇介 aw「置くだろう」
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< *dheH1-s-, 動詞派生形容詞 0c て 6~ 「据えた、定まった」 < *d 
hH1-t-; ドーリス 1・単・未 ar&aw「置くだろう」 < * steH2-s-, 
動詞派生形容詞 ara て 6~ 「据えた」 < *stH2-t-; 1・単・未 6 
<haw「与えるだろう」 < *deH3-S-, 動詞派生形容詞 0 0 て 6~ 「与え

られた、所与の」 < *dH3-t-)。
ラリンガル・モデルは、青年文法学派のモデルに対して次のような長所を

もつ：

1. 単子音語根と両子音語根の差異が解消する。不定詞 A'E-TH, CTA-T 

H, AA-TH (<  *dheH1-, *steH2—, * deH3-)の語根の祖語構造は、 1人

称単数現在の EEPぷ， Hl:Cぶ の語根の両子音構造と何等異なる所がな

ぃ。語頭母音を持つ語根は、語頭子音を持つ語根から引き出すことができる

- 1・単・現 1:C-Uh. ラ 1・単・現 ag-o「導く、駆る」， OK-0(* 

Hies-, *比eg'ー，＊比ok立）における語根の祖語構造もまた 1・単・現 E 

印ぷ， Hl:Cぶ の語根の構造と異なるところはない。

2. 母音交替の体系において、母音 a は、母音 e に対する等価的な

対応母音ではなくなり、 そこから派生する母音( e に隣接して、比 の

音がある場合に）に還元する。こうすれば、 e : o の交替が極めて多発的

な現象であるのに対して、 a : o の交替は相対的に極めて希な現象であ

るという事実も説明されることになる。何れの場合も、 o 母音は e 母

音の階梯である。 a: o の母音交替は比に続く e : o の交替に帰

せられるのに対して、青年文法学派のモデルにおいて 0 が e の階梯で

ない場合とは 比 に続く e : o 交替に帰せられることになる。

青年文法学派の階梯6系列は以下の通りである：

I. e : o : e : o : h (あるいはゼロ階梯）

II. a : o : a : o : h (あるいはゼロ階梯）

m. o c第 1系列の e、 第II系列の aの階梯でない場合の）： O : b 
（あるいはゼロ階梯）

IV. e (第 1系列の e の延長階梯でない場合の）： o : a (あるいはゼ
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ロ階梯）

V. a (第n系列の a の延長階梯でない場合の）： o : a (あるいはゼロ
階梯）

VI. o (第I系列の e、第n系列の a、第m系列の o、第w系列の e、
第V系列の a の階梯でない場合の） ： a (あるいはゼロ階梯）

ラリンガル・モデルは、これらの諸系列をただ一つの系列 (I)に還元し

てしまい、そこから (e ないしは 0 に先行あるいは後続して H1, H2, 

比がある場合に）他の諸系列 (Il-VI)が作り出されたことになる。

ラリンガル・モデルは、例えば、次のような諸例から観察することができ

る：

ギ 1・単・現 ii r-w =ラ ag-o「導く、駆る」，ギ o r-µo~ 

「鋤いた路」，リ amb-ag-es「回り道、迂回」，ギ a r-w rーカ「導くこ
と、 （ある状態に）もってくること」 （先頭に aの正常階梯、後続して

a の延長対応階梯を持つ語根重複［畳音］）。青年文法学派のモデルによ

れば、これは、 * ag'-: * og'-: * ag'-: * og'-(第n系列）の母音階梯で

あるが、ラリンガル・モデルでは、 ＊比eg'-: *比og'-: *H2eg'-: * H2og'-

の母音交替ということになる (1・単・現 Kll:A—ぷ反復相不定詞 KO 

A-HTH, 1・単・アオ K'Eへく *yedh-s- 不 npH-KA~AATH

< *yodh-―二次的不完了体一の場合と同じ）。
ギ 1 • 単・現 o (-w「臭いを発する」 < *odi-, o u a-w o-TJ~ 

「臭い、臭気のある」。青年文法学派のモデルによれば、この母音交替は O

： 0 (第m系列）であるが、ラリンガル・モデルでは、 *Hsed-: *H必d-
(*H叙d-)の交替である。ラリンガル・モデルによれば、 o(-w「臭いを
発する」<*H:iedー対ラ odor「臭い」<* od-os < * Hsed-osの相
関関係は、 ギ 1・単・現 K入e-w「賞賛する」<*k'ley-o (1・単・

現 CAOK"',不 C,¥OYTH と同系）対 に入 eo~ 「知らせ、消息、誉

れ」=CAOKO < *k'ley-os の相関関係、すなわち、 e 階梯対 e
階梯の相関関係と同様の関係たり得るのである。青年文法学派のモデルでは、
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そのような解釈は許容され得ない。ラリンガル・モデルは、語形成タイプを

均ー化する、と思われる。

1・単・現 A'E: 紐， 不 A'£:-TH, ラ 1・単・完 fe-ci「為した」 ＜ 

*dhe-, ギ 1・単・現 てl-Bn-μt 「置く」，ラ sacer-do-s「司祭」

く *sacro-dhかt-, ギ 0 w-µ6~ 「堆積、山」， ラ fa-ctus, ギ 〇

E- て 6~. 古イ hi-tA}.i < * dhi-tA}.i「為された、据えられた、配置され

た」。青年文法学派のモデルでは、この交替は e : o : a (第IV系列）で

あるが、ラリンガル・モデルでは、 * dheH1-: * dhoH1-: * dhH1-となる。

不 CTA-TI骨 ラ 不 sta-re, ドーリス 1・単・現 i aてaμl

<•at-a て a-µl 「置く、据える、立てる」， ラ sta-tus, ギ aてa-

て 6~. 古イ sthi-ta,}.i「置かれた、据えた」。青年文法学派モデルでは、

この交替は a : a (第V系列） であるが、ラリンガル・モデルでは *ste

H2-: *stH2ーである。

不 AA-TH,ギ 1・単・現 o l -ow-μl, ラ 不 da-re,ギ o 0-

て 6~. ラ da-tus「与えられた」，古イ 中動（反射態）アオ A-di-t。

青年文法学派モデルでは、この交替は o: a (第VI系列）であるが、ラリン

ガル・モデルでは、*deH3-: * dH3—である。

ラ auris < *ausis, ギ 0 l>~' 属 。 ua て 0~(ホメロスの言語）

「耳」， ドーリス 複 waてa「耳」。青年文法学派モデルでは、この交

替は*01J_S-: * 01J_S-(第VI系列）である。ラリンガル・モデルでは、ラ au 

ris < *ausis は *H匹S— から引き出すべきであるが、ドーリス 複 b 

aてa は、長二重母音叩の 6への短縮と母音間の sの脱落を伴う *os-

a-t-< *H畑 s-:i;i-t- から引き出すべきである（延長階梯を持つ語根の集合・

多数性の意味については、§.5参照）。ギ主・単 。 l>~ は *H201J_S-

から生じたものである。

ラリンガル・モデルの助けを借りることによって、 *pet-: *pto-: • pta-

（ギ 1・単・現 冗e1:-oμal 「飛ぶ」， 1・単・完 冗£—冗て w- I(, 

a 「倒れた、落ちた」， ドーリス 1 • 単・アオ も冗て a-2J)タイプの



31 

交替も、例えば、主・単 KAU'1'1と ギ tlK-μWJJ「金敷、砧骨」， リ

akmuo, 古イ 邸 man-「石」のような場合の対応や ラ avis「鳥」に

対する 中世ブ AE「卵」のような場合の対応も説明されるのである。

ラリンガル・モデルによれば、上の一連の形において、語根 *pet-は拡

張子（接尾辞） -H2-を得たのであって、したがって、ドーリス 1・単・

アオ e-冗ra-v と 1・単・完 冗もー冗て紐Ka は、 *pt-eH2—及

び *pt-0H2- (語根のゼロ階梯とそれぞれ接尾辞の e 階梯、 0 階梯）か

ら生じたものである。接尾辞 -H2-の存在については、古イ スピ pa.t-i-t 

um < * pet-H2-t-が証明している。一方、主・単 KA-U'1'1, 生 KA-UEH-
には＊比k'-e比 men- (語根のゼロ階梯と接尾辞 -H2-の e 階梯）から生

じたものであるのに対して、リ ak-muo, ギ tlK-μWJJ, 古イ a.s-ma 

n—は＊比ek'-H日men- (語根の e 階悌と接尾辞 -H2ーのゼロ階悌）から

生じたものである。 H (H1, H2, H3)の、先行の後口蓋子音との融合につい

ては、以下を参照。

ラ avis「鳥」は、 H2e> aと H3(=Hw, 以下参照） > uの変化を
伴う＊比eH叶から引き出すべきである。 Cf. ラ ovum 「卵」<*H2 

0H3-o-, ギ ij) o JJ < * w Ft -o -< * H20H叶， 中世プ AE < 
＊比H3-oi-o-(語根母音のゼロ階梯と接尾辞—oiーの延長対応階梯 ； AHLI,& 

< *oi-k-< *比H:roi-k- は古い接尾辞 -k- を含む， cf.オセット 6
aik 「卵」）。 H晶（ここでは Ha= Hw) > Uへの変化は、古チ
vajce, スロ vajce < *比H:roi-k- において証明される。 拿H凶H3-i-,

＊比H:r研 における延長階梯 6 については、§. 5参照。

二つの異なる現母音 o (o)ーすなわち、。1=ア 0 (あるいは u), 

02 =ア a、また、 01=リ 語中音節 o,02 =リ 語中音節 uo(§. 

2参照）ーは、それぞれ 。＞。1 , Hゅ＞。2、また 6 > 61, 
H30 (0H3) > 62から引き出されるのである。次例参照、ア lusa-vor 
く事luk'-a-bhor- 「明るさをもたらす」における —vor·(cf. Cヽ -copヽ）

に対して、ア akn 「穴、孔、眼」 ＜ ＊比ok立 n-(cf. OKO, プ方言 。
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K H 0 「小さな孔、穴、小窓」＝口 OKHO);  リ iふvora「スープ」＝

プ u 3 B a p a「凝乳チーズ、コテージチーズ」 (cf. BAPヽ 「炎熱、熱

気」< *yor-[リ v{lrdu「支度する」< *yerー における e 階梯と

不定詞 Bh.f)~TH における低減階梯参照］）に対して、リ uosis「とねり

この木」 < *Hゐs-(cf. lilCl:Hh. 語頭にヨット付き），ア hac;:i「と
りねこの木」く＊比osk'-, また AATH と同系の リ duoti < 
*deH3ーも類例。

ラリンガル・モデルは次例のようなヒッタイト語資料にも合致している。

ギ a vて i「〔に〕（反）対して」やラ ante「前に、〔の〕前に」は
原初形 *H20nt-を推定させる。ヒッタイト語の対応形は })ant「前方」であ

り、ここでの hは恐らく後舌無声流出音である。同様にして、ギ apr 

6~ 「白い、輝かしい、明るい」，ギ tiprupo~. ラ argentum 

「輝く、光る金属 ＞銀」 < *H20r-g'ー に対しては、ヒッタイト語 })a 
rki-(=})argi-)C4) 「白い」が対応し、また、 1・単・現 UACぶ く *pe 

H2-sk'-(cf. ラ 1・単・現 pa-sco「放牧する」ー現在時制の接尾辞 sk'-

は、ラ 1・単・完 pa-viでは消失する）に対しては、ヒッタイト語 pa 

1)-s-「番をする、守る、保存する」 （意味については、同一語根である プ

II a 3 H 「番をする、守る」と 不定詞 C~-OAC-TH 「救う」を参照）

が対応する。ラ planus 「平の、均しい」 < *pl-eH2-(語根ゼロ階梯）
に対しては、ヒッタイト語 pal})is 「広い」 < *pol-H2-(接尾辞ゼロ階
梯）が対応する。同ー語根からのものとして、 nodヽ ゃ """""""「高

原」がある。

これらの際立った一致が見られることからして、ラリンガル・モデルはヒッ

タイト語資料に完全な裏づけをもったものだということにはならない。 H1,

H2, H3 の推定音に対応するのは hという一子音だけである。別の例にお

いて（ギ d冗 6,ラ ab= ヒッタイト appa)、ラリンガル・モデル

は、ヒッタイト語の単語の語頭に bが来ることを要求するが、そこには語

頭子音は存在しないのである。
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H1, H2, Hs の音声学的性質については統一見解はない。現代のラリンガ

ル・モデルの創始者クリウォーヴィッチ (J.Kurylowicz, 19勿）やバンヴェ

ニスト (E.Benveniste, 1935) は、 H1,H2, 比を音声学的不定要素（代

数学における変数に似て）として扱っており、それは比較歴史対照の一層の

透明性と体系化を必要としているのである。 H1,H2, 比 は、ヒッタイト語

の hの子音的性質から推して、現代のセム・ハム語に存在しているような、

もっと古い喉音 (napu:HrapHH〔ro p JI e H u:〕3BYKOBe) 

から出た、後舌無声流出音 (sanHoesu:qHu: 6e33ByqHu: 

IIPOXOilHH C'brJiaCHH)であったと考える研究者もいる。

このモデルの名称もここから得られたものである。アンドレーエフ (H.A 

H n pee B, 1959)によれば、比 は（硬）口蓋化軟口蓋音 (rraJiaT

anu:su:paH Benap) 〔H'〕、比は（円）唇軟口蓋音 (JIa 

6HaJIH3HPaH Benap) 〔Hw〕、 比はそのどちらでもない。

この推定は、 Hie > e, eH1 > e ; H2e > a, eH2 > a ; H3e 
> o, eHs > oの変化とも合致している。
ヒッタイト語の hや推定音 H1, H2, H3 の後舌音的な性質については、

サピア (E.Sapir, 1939)やマルティネ (A.Martinet, 1955)がその一部

を立証したいくつかの間接資料がある。ギ oaてe;0 J.J' 古イ a.sthi 
及び ラ OS, 属 ossis <• ostis「骨」は ＊比OS- なる原語根を推定
させるが、これはヒッタイト語 l}astai-「骨」によって確認される。他の

印欧諸語では脱落してしまったヒッタイト語の l}(H3) は、 KOCTh. や

ラ costa 「肋（骨）」において、後舌無声子音として残っている。古イ

aja.l) 「雄山羊」， ajfi. 「（雌）山羊」， リ ozys 「雄山羊」は原語根

*Heg'ー とその階梯を予想させる。語頭の H (=  H1, H2)は A3h.H 

0 la3h.HO 「皮（膚）」 < *Hog' — では落ちてしまっている。しかし、

それは K03A, K03h.A~, KOポ＾ における後舌子音として保存されてい

る。能動過去分詞 皿t.Aヽ く＊凡i-dh- の起源については、 §.13参照。

古代ブルガリア語の二子音間の位置における H(H1, H2, H3)には、母音
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0が対応している。第nシグマ・アオリストの、例えば、 1・単 Hf:C-0-

xヽ < *nek'-H2-s- の起源については、§.12参照。
先行母音がソナント Cr,1, IJl, i;t, i, u)である時、 H (H,, H2, H3)の

音は脱落して、それは延長した一例、 UA'h.Hヽ ＜スラ祖 *pl-n- < 
*pl-H,-n-(cf. 古イ puri:i帥，リ pilnas 「いっぱいの、満ちた」＜

*pl-H,-n-)である。一方、ラ plenus 「いっぱいの、満ちた」 < *pl-
eH,-n-, ギ 1・単・アオ e-冗入 n-a-a「満たす」 < *pl-eHi-s-(§. 
4も参照）。主・女・単、たとえば、 CH「この」 < *k'-i-H2 ゃ ~p 

~H'M, 生ポP~H'h.KIS 「水車、挽臼」< *gwrH2n-u比の語尾における

'M, H < *uH2, *i比の起源については、§.24参照。 r, 1, m, . n, 
i'u が下向き二重母音の第二要素である場合には、それらに後続する

H 音は脱落し、二重母音の第一要素は延長した一例、 1・単・アオ n 

“へ<*pen-s-< *pen-H2-s-, UP'EX'ヽ <*mer-s- < *mer-H2— 

s-, cf. §. 10。

Hの音が後舌子音後にあるとき、一部の例では、それが軟口蓋化して先

行子音と融合してしまう。 A'h.WTH, リ dukte, ゴ dao.htar < * dhug-
H-ter「娘」参照。 H の存在については、 gH > ghへの変化を伴う
ギ 0urarnp や古イ duhit! が証明している。 no-coxヽ

「先が二つに分かれる棒、熊手、 （農業用）フォーク」 (cf. ロ cox 

a 「ロシア黎」）における子音の X は k-H 結合より派生したもので

ある； cf. 古イ s!kha 「枝」，ゴ hoha「すき」，リ saka. 「枝」

< *k'ok-H-(cf. 古イ における帯気音化した k)。
H (H,, H2, H3) に接続する s(母音前の）に対しては、後舌子音後や

r, u, i 後 (cf. 1・単・アオ P'EX'ヽ く *rek-s-om, KJJ~X''h. < 
*yr-s-u-, CH'h.X'A < *snu-s-a, 所・複 K,\~U.'EX'ヽく*1J.lkw -oi-s 

u)と同じように、古代プルガリア語において X が対応する 。y-cntx-
ヽ < *sp-eH, ーs- の例参照 ； cnopヽ 「速さ、多量」 < *sp-H, ーr-も同
ー語根， cf.古イ sphira}:i「沢山の、豊かな」 (H, > i と p の帯気
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音化 pH1> ph を伴う）。不定詞はX'dTH< *比i-eH:z-s- (§. 1 
3参照）の X は比に後続する s より出たものである。第I、第IIシ

グマ・アオリストの一連の形における s > X' の変化（例えば、 1・単
C~PdX'ヽ< *bh b r-e-H2-sーと HliCOX'ヽ く *nes-H2-s-)は、先行

の比の存在によって説明し得るのである(§.10参照）。 1・単 n11c 

ヽ < *pen-s-< *pen-H2-sー のような第1シグマ・アオリストの形に
おいては、 s > X' の変化は、 比の早期脱落の故に発生せず、その脱
落が先行母音の延長を惹起したのである。 H'ECヽ < *nek'ーs- や K'E 
へく *uedh-s—のような 1・単・アオリストの形は、シグマを保存し

ているが、それはこれらの祖語形が比を包含していないからである(§.

12参照）。

ギリシャ語やラテン語の過去形においては、二連続音 H (H1, H2, H3)か

ら得られた後舌子音 K が立証される一例、ギ 1 • 単・アオ e-ow 
/(, a「与えた」< *deH3-H2-qi, e -0 n K, a「置いた」 < *dheH1-H可qi0 
Cf. ラ 1・単・完 fed「為した、行った」 < *dheH1-H2ー，受過分 fa 
ctus「為された」< * dhH1-H2-t-。母音で始まる語尾の前の比から得ら

れたギリシャ語完了指標 /(, (例えば、 1• 単・現 入uw「解放する」に
対する 1 • 単・完 入£ 入u/(, a「解放した、解いた」）に対しては、古

代インド語では、 iく比が対応する一例、 2・単・完 bubodhitha

「君は起こした」 < *bhu-bhoudh-Hi-o 
全ての印欧語の a が、ラリンガル・モデルが求めるような e比から発

生し得るとは限らない。クーン (H.Kuhn, 1954)は、ゲルマン、ケルト、

イタリア、スラヴ、バルト語群、またギリシャ語に反映されるような、印欧

語のヨーロッパ系語群におけるいわゆる a調（モード）に注意を向けさせ

たのである。年代的には、それ (a調）は新石器時代後期及び青銅器時代

初期を包括し、なかんずく農耕に関連する単語に広がり、かつ原則としてイ

ンド・イラン語では欠落している。次例参照、 OPdTH (=ラ arare, 

ギ a P 6 w, リ 11rti, ゴ arjan 「耕す」）、同系語として、 Pdヽ¥0
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＜ スラ祖 *ordlo, リ Arklas, ギ ct p oてp O li, ラ aratrum, 

トカラ are「鋤、プラウ」； CPdWh.HO < 拿bhars-、同系語として、
ラ far「穀粉、挽き割り小麦」，ゴ barizeins 「大麦の」； 606ヽ ＜ 

*bhab-、同系語として、古プ babo, ラ faba「豆」。こういった語根

には母音交替が観察されない。このことは、この無交替の a を持つ単語

は比較的遅い時期に発生したことを物語っている。恐らくは、これらの印欧

語の単語は、発達した農耕技術をもった非印欧語族からの文化的借用たる単

語の一部であろう。
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§. 4 ラリンガル・モデルとスラヴ祖語アクセント問題

スラヴ祖語期には2種類のソナントー短母音 Cr,1, rri, :t;t)と長母音

Ct, l, 示， ij.) ー が存在した(§. 2参照）。上述のように(§. 3)、

長いソナント t,l, 示， iは、 rH,lH, mH, nH (H = H1, H2, H3)から

得られたものである。アクセントのある始原的な短母音 r,1, rri, :t;1に対し

ては、曲音調 (circumflexintonation)、すなわち、リトアニア語における

曲アクセント[-] (circumflex)、ラトヴィア語の重アクセント［｀］、

セルビア・クロアチア語の長下降アクセント［＾］、スロヴェニア語の長下

降アクセント［＾］ないしは長上昇アクセント［＇］が対応する。

例 ： Bdh.Kヽ セ・ク By  IC, ス v6lk, リ viikas, ラト vilks 

CKPh.Ch. ス skrb, セ・ク C IC p 6 「心配ごと」，リ 不 skurbti 

「悲しむ」，ラト skurbt 「目眩がする、酔う」

CTd~nヽセ・ ク CTYII, ス st6lp, リ stulpas, ラト stulps 

「杭」

'IJ)b.Bb., セ・ク Up B, ス狂V, リ 対・単 kirmi「虫、うじ、幼

虫」

アクセントのある始原的な長母音 t, l, 示， iに対しては、鋭音調 (ac

ute intonation)、すなわち、リトアニア語の重アクセント['] (grave)、

ラトヴィア語の曲アクセント［～］及び中性名詞にあっては二重アクセント

［＾］、セルビア・クロアチア語の短下降アクセント [•'J 、スロヴェニア

語の閉音節における長下降アクセント［＾］及び開音節における長上昇アク

セント［＇］が対応する。

例： rp~dO, セ ・ク r p JI o, ス gflo, リ 対・単 gurkli

「咽喉」，ギ f3apa0pov「深淵、奈落」 < *gwrH-
3JJb.HO セ・ク 3 pH O, ス zfno, リ らirnis「えんどう豆粒」，ラ

卜 zi:rns, ラ granum < *g'rH2-n- 「すりつぶして粉にしたもの＞穀
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粒」， cf.古イ jfri:ia}:i 「すりつぶした」 < *g'rH2-n- 。異形 *gwrH2— 

nー については、 ポJ)h.H'W「製粉所、石臼」，ラト dzirnus 「手びき石

臼」，リ girna「石臼」を参照。 *gwreH2-U— の語幹からは、古イ gra. 

van-「魔法の植物ソーマを砕く石」， cf.アイルランド bro「水車小屋」

＜ケルト祖語 *bra.van< *gwreH2-U-o *gwerH2-nーは ゴ asilu-
qafrnus 「ロバが動かす製粉所」に立証される。

g、¥'h.HA, セク BY Ha, ス v6lna, リ vilna「毛、ウール」，ラ
ト vilna「毛」，古イ fifl}-8., ラ lana, ドーリス 入dli O~ 「毛」

「長い」< *ulHn-

A d'h. r'h. , セ・ク LI Y r, ス dolg (閉音節），女 dolga, リ ilgas, 

ラト ilgs 「長い」，古イ dirgha.]:i「長い」< *dlHgh-

1・単・現 ポh.P示，不 ~Ph.TH 「生け贄を差し出す、犠牲を払う」，

リ girti「ほめる」，ラト dzirt「賞賛する」，古イ gir- 「賞賛」，ラ

主・複 grates 「感謝」 < *gwrH-。語幹 *gwrHーは、 r P'h., い（上
記参照）もそこから派生するのであるが、当初は、 「生け贄の動物の肉（血）

を少し味わう＞ 生け贄を差し出す＞ 誉め称える」を意味したのである。

Cf. r PAHl:CA「賛辞」< *gwreH-n-, *gwroH-n-, 次も参照ギ B 

t -/3 p血 OKW「食べる、飲み込む」 < *gwrH-, 古イ giri:ia.-「飲み
込まれた」 < *gwrHn-
ndh.H'h. ，セ・ク Il Y H, ス p6ln (閉音節），リ pilnas, ラト pil 

ns「いっぱいの、満ちた」，古イ p u fl) a, ]:i 「いっぱいの」 < *plH1-Il-o 
*pleH1- から派生するものとして、ラ plenus =古イ prai:ia}:i 「いっ

ぱいの」，ギ 冗入力 pTJ~ 「いっぱいの」， 冗lμ—冗入 TJ-µt 「満たす」

がある。

始原的なソナント性短母音 Cr,l, IJI, i;,.)と長母音 Ct,1, 示， i))の他に、

ソナントを含む短二重母音 (er,el, em, en, or, ol, om, on) と長二重母

音 (er,el, em, en, or, ol, om, on)が存在した。ソナントを含む長二重

母音は、 H (H1, H2, H3)が後続するときの、ソナントを含む短二重母音か
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ら発生したものである（すなわち、 er< erH, el < elH等）。始原
的なソナントを含む短二重母音に対しては、曲音調、すなわち、リトアニア

語の曲アクセント［～］、セルビア・クロアチア語の長下降アクセント[-J、

スロヴェニア語における一音節語の長下降アクセント［＾］と多音節語での

そのアクセント［＾］の一音節後退、チェコ語とスロヴァキア語の短母音、

東スラヴ語母音重挿形 (rroJIHOrJiacu:e)opo, OJIO におけ

る語頭アクセントが対応する。

例 ： 対・単 CPAAぷセ・ク 6pany, ス brad9, チ、スロ

bradu, ロ 6opony, リ barzda,, < *bh6rdhan 
BPAHヽ ，セ・ク B pa H, ス vran, チ vran, ロ BOPOH, リ

varnas「わたりがらす」 < *yorn6s 
r"PAA~ セ・ク r pan, ス grad, ロ ropon, チ、スロ hr 

ad「城、砦」、リ gardas「垣、柵、家畜追い込み酔うに仕切った場所」

< *gh6rdhos 
r、¥ACヽ セ， ・ク r JI a c, ス glas, チ hlas, ロ roJioc < 
*gols6s, 類似のリトアニア語の単語 garsas「音」， balsas 「声」

対•単 TAAKぶ「親類、隣人の勤労援助」，ウクライナ T O JI O K y 

「放牧地」，リ talka,, 「援助」< *tolkan (当初の意味は） 「人あるい

は家畜の群れ」

nA~H~, セ・ク IIJieH, ス plijn 「獲得（物）、獲物」，チ plen, 

スロ plen「収奪、暴利」，リ pelnas 「収入、報酬」 < *peln6s 
対単 P&K& セク、• , • PYKY, ス rok(),チ ruku,ロ py Ky, 
リ ranka. 「手」< *r6nkan, Cf. 古プ対・単 rankan (曲アクセ

ントを伴う二重母音の第一要素に長音符号）

3ぷEヽ セ， ・ク 3 y 6, ス z()b, チ、スロ zub, リ らambas「尖っ

た先、角」 < *g'6mbhos 
A&Kヽ ，セ・ク JI y K, ス li)k 「弓形、弧」，チ、スロ luk, リ l 

a蔀 as「桶などのたが」 < *16nkos 
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同様のアクセントの相関性は、単母音化した短い二重母音 e1, 01, eu, o 

u から得られるスラヴ語母音にも観察される。

例 ： 対・単 3HUぷセ・ク 3 UM y, ロ方言、ウクライナ

MY, チ、スロ zimu, リ

UHr~, セ・ク ＾ M Hr, 

細m~< *g'heiman 

ス mig, チ、スロ mih, リ miegas 

"̀ 3 

「眠

り、夢」<*meigh6s 

CH~rヽ，セ・ク c Her, ス sn~g, リ sniegas「雪」 < *snofgwo 

s 

AJJO'{'rヽ ，セ・ク .ll PY r'ス drug, チ、スロ druh, リ draugas 

「友達、道連れ」 < *dhro1J.gh6s 

TO'{'JJヽ ，セ・ク TYP'ス tur, チ、スロ tur, リ tauras < *t 

＇ auros 

アクセントのある、始原的なソナントを含む長二重母音に対しては、鋭音

調、すなわち、リトアニア語の鋭アクセント [~J 、ラトヴィア語の曲アク

セント［～］、セルビア・クロアチア語の短下降アクセント[--J、スロヴェ

ニア語の長上昇アクセント [~J 、チェコ語の長母音、スロヴァキア語の短

母音、ポーランド語における古い短母音の痕跡、すなわち o > 6変化
の不在、ロシア語の母音重挿形 OPO,OJIO,epe における第 2母

音アクセント、西スラヴ諸語における語頭 or > ra への変化が対応し
ている。

例 ： CP'E3A, セ・ク 6pe3a, ス br~za, チ bfiza, ロ 6 e 

p e 3 a, リ b~rらas, ラト b~rzs 「白樺」< *bherH-, Cf. 古イ b 

hurjal_i「白樺」，リ birらis,ラト birzs 「白樺林」 ＜ 事bhrH-g'-

KPARA セ ク Kpasa, ス kra.va, チ kra.va, スロ krava, ポ

krowa, ロ Kopoaa, リ ka.rve 「雌牛」 < * korH-u-, Cf. 

ギ ,c e p a 6~ < * ,r, e p a F6~ 「有角の」 < *ker-H-u-, ラ C 

rabro < *crasro「熊蜂、門雀蜂、すなわち角状のもので刺す動物」 ＜ 

*krH-s-, *k'rH-s-(§. 1参照）
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CJ)'EU.t. セク, • 6peMe, ス breme,チ bHmさ，口 6e p e M 

H < *bher-H-, Cf. 古イ bharitram「手、すなわち運ぶもの」 ＜ 
*bher-H-tr-

JJ"-'11.t. セク, • pa Me, ス rame, チ ramとスロ ram且，ポ ra 

m1~, 上ソルブ ramjo く *arHm-, Cf. 古イ Irmal). 「肩押骨」，

古プ irmo 「手」< *rHm-

JJ"-'dO, セ・ク paJio, ス ralQ, チ radlo, スロ radlo, ポ、上

ソルプ radlo, リ arklas 「黎」 < *arH-; Cf. ギ aporpo 
V, クレタ apaてpO Ji「黎」 < *arH-
Cd"-'11"-' セ・ク さcJiaMa, ス slama, チ slama, スロ slama, 

ポ sloma, ロ coJioMa, ラト saims「藁」 < *k'olHm-, Cf. 
ギ IC a 入 aµo~ 「藁、葦の茎」

.t.T匹，リ jente, ギ iJJarnP「義理の姉妹」くりenH-ter-,

Cf. 古イ ya.ta, ラ 複 ianitrices く *ianatrices 「義理の姉妹」＜

*ii:iH-tr-

~T'W, リ antis, ラ anas, 属 anatis「かも」< *H2enH-t-, Cf. 

語根母音のゼロ階梯の次例、古イ a til)., ギ liT/OOa, ボイオーティ

ァ1 JJaaaa「かも」< *H勾H-ti-

3がrh.,セ・ク 3らT,リ 妬ntas「むこ、娘の夫」< *g'enH-t-, C 

f. ギ r Ji w て 6~, 古イ j臨 til). 「親族」< *g'noH-t-

従列オクシトーンの（すなわち、常に最終音節にアクセントを有する）古

い曲用や活用において、先行母音が長母音であったりあるいは何らかの理由

で長母音化したときに得られる新鋭音調 (newacute, neo-acute intonatio 

n)の場合については、別に取り扱う必要があろう。この新鋭音調 (HO B 

oaKyTOBa HHTOHaUHH)に対しては、リトアニア語の鋭ア

クセント［＇］、ラトヴィア語の二重アクセント［＾］ （語末音節から先行

音節へのアクセントの移動を表示している）、セルビア・クロアチア語の短

下降アクセント［｀］ないしは長下降アクセント［＾］、ポサヴィナ (TIo 
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C a 8 H H a)8 方言の曲アクセント［～］、スロヴェニア語の長上昇アク

セント[, J (アクセントのある eに閉鎖が伴って eとなる）、ロシア語

母音重挿形 opo, ono, epe における第2母音アクセント、チェ

コ語、スロヴァキア語の長母音、ポーランド語における古い長母音の痕跡

(o > 6の変化）が対応している。
例 ： CTPd~d セ・ ク C T Pa双 a,ポサヴィナ C T pa双 a,

ロ C T O p釦Ka,古口 c T p a ma. (古代ブルガリア語に一致するアク

セントを持つ），ポ str6za 

CJ)~CTヽ，セ・ク 6pi1jeCT, ス br~st, ポ方言 brz6st, ロ

6 e p e C T 0 
AJJ~H1、セク llPHjeH, ポサヴィナ JI Pe  H, ス dr~n, チ

dtin, ロ ne p e H 

UJ)d3ヽ ，セ・ク Mp  a 3, チ、スロ rnrAz, ポ rnr6z, ロ MO  p 

0 3 

青年文法学派モデルによる、古い長母音あるいは古い長二重母音に起源を

有する語根母音の、古代プルガリア語二音節不定詞（例、 C'WTH < *bh 
iitei, Kヽ:¥dTH < *koltei)は特に興味深い。ここでは、語根母音に始
原的アクセントを持つ acute類と不定詞語尾 —tei に始原的アクセント

を持つ neo-acute類の 2種類に分けるべきである。

acute類（不定詞・アオリスト幹にアクセントを持つもの）

CHTH, セ・ク 6HTH, 3・単・アオ 6 i1, 能過分・女・単 6 0 

JI a, ロ 6iina, ス biti, スピ bit 

P'WTH, セ・ク PHTH, 3• 単・アオ P i1, 能過分 pi1na, ロ

Pb1JI3 
.. 

Kd.4TH, セ・ク KR3TH, 3・単・アオ Kn a, 能過分 K JI a 

JI a'口 KOJIOJia, ス kla.ti,スピ klat, リ 不 ka.lti「鍛える、

打つ」

WHTH, セ・ク lllHTH, 3・単・アオ Ill H'能過分 lllHJia, ロ
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IIIHJia, リ siuti,スビ siutq く *siutun, ラト不紐t「縫う」

U'i.lTH, セ・ク MHTH, 3• 単・アオ M H, 能過分 MHJia, 

ロ MhlJia

CPATH, ロ能過分 6 opoJiach, リ ba.rti, ラト hart 
,, 

｀ TP'ETH TPh.TH, セ・ ク T p TH, 能過分 TpJia, ロ T e p JI 

a 

T'WTH, セ・ク TH T If'能過分
ゞ

T H JI a 

KP'ltJTH, セ・ク KPHTli, 能過分 KPHJia,ロ ｀ KPhlJia 

A&TH, セ・ク llYTH, 能過分 JlY,, Jia, ロ ｀ n y JI a 

B'IJTH, セ・ク BM TH'能過分 BH‘‘ Jia, ロ BblJI8 

,KH.TH, セ・ク ホら TH,能過分 me  ,, JI a, ロ }I{ a JI a, ス 不

妬ti,スピ蜘t

UdiTH セ・
,, 

， ク MJieTH, ロ 能過分 MOJioJia, チャ方言9

M JIらJIa, ス不 ml~ti, スピ ml~t

neo-acute類（不定詞・アオリスト幹後にアクセントを持つもの）

nHTH, セ・ク

能過分・女・単

ト pit

IIHTH, 3• 単・アオ
.. 

IIHJia, ロ ｀ IIHJia, 

rr 0 < nHTヽ ，チャ方言
ス不 piti, スビ pit, ラ

~HTH セ・ク }KHTH, 3・単・アオ ＾ ｀ ， )I{ H <~HTヽ，口能過

分 }KHJia, リ gyti, ラト dzit「生き生きさせる、元気づける」

BHTH 
令~'

，セ・ク B HT H, 能過分 BHJia, ロ BHJia, リ 不 v

yti, スピ vytij, ラト vtt 

AHTH セク ‘‘ , • JIHTH, チ liti, スロ liat' (古い長音）， ロ

能過分 JIHJia, リ 不 lyti「雨が降る」，スビ lytij, ラト lit 

「流れる、降る」

Eヽ 3-4¥TH セ・ク ＾ , y3eTH, チ vziti, スロ vziat'(古い長音），

チャ方言能過分 •' 3eJia, ロ B3HJI8, ラト不油t 「取る」

C'IJTH, セ・ク 6HTM, チャ方言能過分 611Jia, ロ 6hIJia, 
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リ bfiti, スピ butq 

acute類と neo-acute類の間には明確な境界があるわけではない。その

ことは、バルト・スラヴ諸方言における個々の揺れに示されている（例、 K

AATH, セ・ク 能過分 ICJiaJia, ロ IC o JI o JI a - acute 類に

対する、ポ不 kl6c, ラト ka1t「打つ、鍛える」一 neo-acute 類；

UJ)~TH, ロ 能過分 Y M e p JI a - neo-acute 類に対して、、ラト

mirt - acute 類）。この揺れは、疑いもなく、アナロジーによる後世

の均ー化の結果である。

不 KAATH セ・ク ICJiaTH, ス kla.ti, チ kla.ti, ロ IC O JI 

0 Tb, リ ka.lti「打つ、鍛える」間のアクセントの対応は、 c、¥AU.A,セ・
ク CJI8Ma, ス sla.ma, チ sla.ma,ロ coJioMa, ラト sa!ms 

「穀草の茎、藁」< *k'olH皿間の対応と同じである（上記参照）。こ

のことは、 K¥ヽATH < *koltei が *kol-H-tei から発生したものであ
り、ここでの H (本質的には比）は古い過去テンスの接尾辞であり(§.

10参照）、それがスラヴの不定詞語幹の一部に痕跡を止めていることを、

我々に確認させるのである。同様にして、 BHTH< *y_Iteiは *y_i-H2-t 
eiから引き出されるべきである， cf. 1・単 Rh.I贔 2・単 Bh.l:WH 

における現在語幹 *y_ei-e-, (ei-e-> h i-e の変化を伴う、§. 2参照）
及び B~Hh.U,h. における名詞語幹 *y_oi-n-o 
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§. 5 延長階梯 e 及び 6 の形態的意義

ラリンガル・モデルとそれに関連する単一母音体系は、 e:o:e:o:h 

（あるいは低減階梯）の階梯ー系列だけを取り扱うのであって、青年文法学

派モデルのように異なる階梯六系列を取り扱うのではない。それ故に、交替

自体の説明ももっと簡単である。大多数の研究者は、ゼロ階梯（ないしは低

減階梯）が現れるのは、正常階梯の母音 eが無アクセントの位置にあると

きに調音が弱化した結果だと推定している。

o階梯の、低減階梯からの発生については、クリウォーヴィチの仮説を

参照(§.6)。

今、 e:o:e:o:h の交替が発生してくる唯一の原母音を V でもっ

て表すことにしよう。拡張語根 *u Vl-k立からは母音 V の付加によって、

動詞・名詞語幹 *yVJ-kw_y_が形成された（語根母音も語幹母音も e 階

梯の 3・単・現 R,\'Ellf=T~ く *yel-kw-eー と語根母音低減階梯で語

幹母音 0 階梯の 主・単 RAb.K~ 「引き運ぶ動物」 < *yb}-kw-0ーを
参照）。 *yVJ-kw_y_ *yVJ-kw-V- 「狼が引く」という始原的な文において、

述語が主体（主語）と異なるのは、述語の上には句アクセントが落ちたとい

う点だけである（プルガリア語 B'hJIK'hT BJielle「狼が引く」の

文の述語の上の句アクセント参照）。句アクセントの近くでは、母音の V

は最高の階梯つまり e 階梯になった一 e 階梯は、述語（動詞）の形の

特徴を表示し、原則としてその上に句アクセントが落ちた (RA'Elll:Tヽ

の e 階梯参照）。句アクセントからより遠い所では、母音の V はより

低い階梯 (0 階梯あるいはゼロ階梯）になった一この階梯は主語（名

詞）の形の特徴を表示し、句アクセントは原則としてその上には落ちなかっ

た。このようにして、動詞・名詞語幹 *yVJ-kw-Vーからは、一方では句ア

クセントを持った動詞語幹 *uel-kw-e-> RA'Ellf:T~ が発生し、また

一方では句アクセントのない名詞語幹 *y h 1-kw-o-> Rヽ\b.K~ が起こっ
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たのである。呼格形 *uVl-kw-V-においては、語幹母音 V は句アクセン

トに近いものであり（呼びかけ全体が句である）、したがって、呼格単数形

g、¥h.暉（＝ギ 入〇ん e' ラ lupe)において語幹母音は e 階梯であ
る。 Cf. 指示代名詞（句アクセント付加） CE 対 承前代名詞（句ア

クセントなし） TO。

延長階梯 e, o は本質的には正常階梯 e の重複 (e= e + e)であ

るか、あるいはその対応階梯 0 の重複 (o= o + o)であって、その

重複が音象徴的な意義を持つのである。

あらゆる重複 (reduplication)は多数（複数）性のための特徴である。

名詞の体系にあっては、語根（語）の重複あるいは語根（語）の重複の継承

としての語幹母音の延長は複数（双数）の形態的表現であり(§.11参照）、

集合性ないしは共同性の形態的表現である(§.32参照；共同・具格 [soc

ia ti ve-instrumen tal]としての双数形の用法についてさらに同所参照）。こ

のような語幹母音の延長は、例えば、双•主・対 Bi¥h.lしl < *y.lkw-o = 
*ulkw-o-o, C'IJH'IJ < *sunu = *sun-u-u, HOWTH < *nokwti = 
拿nokwt-i-iの形に立証される。 Cf.ギ双• 主・対 入U/CW, 古イ vtk 

a, リ vilku「2匹の狼」 < *ulkw-o, 古イ slinu, リ sunu 「二人の
息子」 < *sunu, 古イ maH 「二つの考え、意見」 < *mQ.ti, リ n 
akti「二夜」 < *nok田。これらの諸例は、必ずしも全ての u,IをuH,

iHから引き出す必要がある訳ではないことを示している。

動詞体系でも、語根重複、あるいは語根重複の継承としての語根母音延長

(§. 12参照）は同じく多数性の特徴であるが、行為に参加する人物の多数

性ではない。動詞の場合、多数性特徴は、 1)多回的、すなわち反復的 (it

erative)あるいは持続的 (durative)であったり、また 2)集合的（一括

的、全ー的）、すなわち一気実現的であったりする、行為自体の独自の推移

を表すのである。後者の場合、それは完結的でもあるから、それに相当する

語幹は過去 (preterit)の意義を持つ時制の形成に適している。語根の重複

は、ギリシャ語、古代インド語や、また一部ラテン語動詞の完了形 (perfec
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tum)にも立証されるが、その重複の基本的意義は過去性 (praeteritum)

である（完了形の活用の起源については、§. 15参照） 一 例、ギ 1 • 

単・完 入€ 入VK a「ほどいた、解放した」，古イ 1・単・完 pip~~a 

「打った」 < *pi-poi-s-, これと同系の語として n~X'dTH 「均等に

打つ、脱穀する」 (cf.n~Wl:HHU,d) 及び ラ pinso 「f鳥砕く、硯いて

細かくする、粉にする」 （鼻音接中辞については、§. 12参照）。

動詞過去語幹での古い重複の継承が、古代ブルガリア語アオリスト幹の一

部に見られる語根母音の延長である(§.12参照） 一 例、 1• 単・アオ

B~Cヽ < *yeg'h-sー と 1 • 単・現 Bl:3示， 2・単 Bl:31:WH < 
*yeg'h- (cf. ラ 1・単・現 veho 「引っぱる、運ぶ」と 1・単・

完 vexi)の対照； 1・単・アオ lidCヽ < *bhodh-s-と 1・単・
現 liOAぷ 2・単 liOAl:WH < *bhodh-(cf. ラ 1・単・現 fodio 

「掘る、突き刺す」 < *bhodhーと 1・単・完 fodi < *bhodh-)。
語根母音の延長は二次的不完了体動詞にも観察される一例、不 no-Ao 

,K-HTH < *logh-, no-、¥df'-dTH< *logh -・npH-Tl:W-TH < 
*tek-, npH-T~K-dTH < *tek-; B'h.3-A'h.X'-H.l'iTH < * dhu-s-, 
B'h.3-A'lt.l-X'ぶTH< *dhu-s-. no-U~H-~TH < * mhn-= スラ祖

•min- nO-UHH-dTH ＜ スラ祖 *min-; C'h.-C~P-dTH < *bh 
bf-= スラ祖 *bir-, Cヽ -liHJJ-dTH <スラ祖 *bir- 。これらの場

合のスラヴ祖語の語根母音の延長は、行為の反復性、多回性、あるいはまた

持続性を象徴化したものである。後続子音の脱落による母音延長一 例え

ば、ラ pes「足」< *ped-s に対する 属 pedis ; スラ祖 kamq 

(KdU'ltJ) < *ka-mon-s に対する生 *ka-men-es (KdUl:Hli) -

については、§.37参照。
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§. 6 e:o交替の形態的意義

クリウォーヴィチ (1956)によれば、対応階梯 oは、なかんずく鳴子音

r, 1 , m, n 前に現れたのであり、そこでは母音 eが低減階梯で O

と発音されたのである。初め、この位置的な oは次第に一定の文法形や文

法範疇の語根あるいは接尾辞の特徴を表示し始めた。先ず、第一には、接尾

辞（語幹母音）の交替によって、同ー語根から形成された名詞形と動詞形の

差異が強調された一 接尾辞の e 階梯は、動詞現在形のより大きな部分

を特徴づけ始めた一 cf. 2• 単 Bi¥'EII-IE-WH < *y_el-kw-e-, 3・単
Bi¥'Ell-1:-Tヽ， 1 ・複 R,¥'Ell-IE-IIヽ， 2・複 Bi¥'Ell-1:-Tヽ ； 2・単 GIE 

J)-IE-WH, 3・単 GIEJ)-IE-Tヽ ； 2・単 J)IEII-IE-WH, 3• 単 J)l:11-1:-Tヽ。

ところが一方、接尾辞の o階梯は、対応同一語根から形成されるほとんど

全ての名詞形を特徴づけ始めたのである一 例、主・単 Bi¥h.Kヽ <*ul 

kw-o-s, 造 Eヽ¥h.K-0-llh.; 主・単 cヽ -609ヽ < * bhor-o-s, 造へE

0 J)-0-llh. ; 主・単 nJJOJJOKヽ < *rok-o-s, 造 npo JJOK-0-llh.。Cf.
ギ 2・複 </>ep-eーて e「運ぶ」 < *bher-e-te = GIEJJー、Tl& に対
して、 </>6po~ 「税」< *bhor-o-s、これと cヽ 609ヽ は同系（意

味については、ロ Il O 6 0 p bl 「重税」，プ Heno6op「滞納税」）

; 2・複 入er-e-てe「話す」に対して 入 6ro~ 「言葉、語」 ； 

2・複 oeμ-e-てe「建てる」に対して 06µ-o-~ 「家、建物」、こ

れと AOIIヽ は同系。

語幹母音の e 階梯は動詞を、 o 階梯は名詞を特徴づけるという原則の、

いくつかの例外と思しきものについては、歴史的な説明を与えることができ

る。例えば、 3 人称複数現在形、 GIEJ)ぶTヽ，グビ3b-3-c€Wo8 cf. ギ 3 • 

複・現 </>epovat, ラ ferunt, ゴ ba1rand,古イ bharanti < 
*bher-o-nti は、分詞に起源を持つ(§.34参照）。 GIEJ)ぷグ 巴3b-3-

€ 型の 1人称単数現在形は *bher-o-m < *bher-o-H2 に起源を持つ
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ものであって、ここでの、古い活格活用 1人称単数語尾 m (§. 15参照）

はもっと後に付加されたものである一 cf. ギ 1・単・現 <1> e P w = 
ラ fero, ゴ baira「運ぶ」< *bher-o < *bher-o-H2 (1人称指標
m はない）。この語末の比は古い中動相的（自動詞的、完了相的）活用

の1人称単数の語尾であって、それは名詞語幹に付加されたものである (cf.

例、ギ 1 • 単・完 o lo a = 古イ v{)da 「私は知っている」 ＜ 

*uoid-a < *uoid-Hie、これは当初は「私の知ること」の意ー下記の
第3項参照）。また、 0 語幹男性名詞の呼格形（例、 BAい暉＝ ギ 入

UKE, ラ lupe, リ vilke! く *ulkw-e) は、始原的な絶対格（純粋語

幹） (a6coJIIOTeH rrane双〔 q11cTa OCHOBa〕）の

継承であって、それは後の名詞曲用には組み入れられることなく、早くから

呼びかけ専用とされたものである(§.28参照）。

第二に、ある一つの初期の格形の接尾辞や語尾の交替を通じて、スラヴ祖

語や印欧語の名詞曲用の形成に必要な多様な格形が作り出されたのである。

例えば、単• 主 C'J.IHヽ （＝ 古イ sunu}:i, リ sunus < *sun-u-s), 
生 C'WHOY(=古イ sun6}:i, リ sunaus < * sun-ou-s)、そして
主・複 C'J.IHO旺（＝古イ sunava}:i < *sun-eu-es)は、同一の始原
的な活格 (aKTHBeH rrane双）の継承であって(§.36, 37参照）、

そこから、後に、三つの異なる格ー 単数主格、単数生格、複数主格が発

生したのである (cf.ギ単•主 K6paf「わたりがらす」 < * If, 
6paK-", 生 K6paKo-", 主・複 K6paK-E")。いずれか

の時点で、接尾辞母音の交替によって、単数主格形は、そのほかの格形に対

立するに至った 一次例参照、主・対・単 ＂印co(=ギ 1.1 e <1> o " 
「雲」< *nebh-os に対して、生細C-E!C-1= (ギ生 J.JE<PEO" 

< *nebh-es-osと同系） ；主・単 KAU'W < *ka-mon-s < *H北'-
eH2-mon-s (ギ ll Kμw 1.1「鉄敷」 < *H2ek'-H2-mon-sと同系）に対
して、生 KAU-&H-&。

印欧語及びスラヴ祖語の時期、語根母音の o 階梯は次のようなさらに
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重要な形態範疇の特徴を表示したのである

1. 動詞にその対応形を有する相当数の o 語幹と a(eH2)語幹の名詞

1・単・現 Pl:K-示,2 fJl:11-1:WH, UfJO-POK-ヽ ; rp1:c-&, rp 

06-ヽ； Eヽ Aぷ， BOヽ-BOA-A; n~H-ぷ, 0-UOH-A「幕、帳」；＂＾‘

Tぷ， 0-U、¥OT-'k「編み、垣、簸」； ll~P-示, IIOP-ヽ ;Tl:Kぶ「走る、

流れる」， TOK-ヽ 「流れ、奔流、家畜を、その足で打ち固めさせるべく走

り回らせる場所＝ 脱穀場」； Al=Pぷ，ル』3-AOP-ヽ ; c1:pぷ， cヽ -COP-

~; HI:(ぷ， BOAO-HOC-ヽ 「水運び人、水を運ぶ容器」； 嘩 Uぷ く

*kes-, KOC-A ; B配3-&, B03ーヽ 「荷馬車」； dA¥Kぷグぶ3如四，

＾示kヽグ ~3如4 「弓」； CdA\A-示グ巴釈9如組t-€ 「誤る、罪を犯

す」， Eヽ＼示A—ヽグ E~3<€d遠「放蕩、思い違い」； 31¥CHぷグ

紀)<€ピP3<€ 「発芽する、生える、刺のごとく芽を出す」， 3示Eヽ グ 093 

釘巴8 ; TPがCぷグ町b3<€83<€, TP&C-ヽグ町遺<€8o8 ; ギ

1 • 単・現 oeμw「建てる」， AOII-ヽ ； ラ 1・単・現 precor 

「頼む、尋ねる」 < *prek'-, B~-npoc-ヽ＜ 拿prok'- ; ギ 1・単・
現冗£ 入0μal 「動く」＜拿kwel-, KOd-0「車輪」< *kwol- ; 

リ 1 • 単・現 renku 「集める」，，，&K-A グ b3<€ 凡 ； Bd~K-ぷ

く *lJ.elkw-, OCdAK-、<*obh-1J.olkw- ; Cd~WTぷ< *bhlig'-

sk-, Ci\~CK-、< *bhloig'-sk-; Bヽ 3-Aヽ I-H示く*dhu-s-, AOYI 

ヽ<*dho1J.-S-; U,Bいr&< *k1J.i-t-, U,B~T-、< *k1J.oi-t-; r 
＂心< *ghnei- (§. 2参照）， rHOH く拿ghnoi-; noー叫墨 ＜ 

*kwei- (§. 2参照）， DO-KOH< *kwoi-
2 . 語根母音が e 階梯かゼロ階梯である第一次動詞（非使役、非反復

動詞）の形と対照的な使役（作為）及び反復（多回）動詞(§. 17参照）

の形 ： 

a)使役動詞（これらの動詞にあっては、行為者が、行為を行うのではな

く、その行為実現の原因となる） 一 例、 1・単・現 COY~Aぶ， 2 6 

OYAHWH「目を覚まさせる、人を眠らさずにおく」 < *bho1J.dh-と 1 • 



51 

単・現 Eヽ¥IOAぷ， 2 C,¥IOA畔m「番をする、看視する、注意を集中する」

（ギ 冗eu0oμat 「知る、探り出す、照会する、情報を得る」＜

、、ナる、ふ5下げる、吊るす」*bheudh-)の対照； octw&。CtCHWH「懸し
（ り下かっている） ＜ ＜スラ祖 *ob-uois-と KHW示 KHCHl皿ぶ,. :) 

スラ祖 *ueis-; TO'I&, TO'IHWH「流れさせる」と Tl:K示， Tl:'11:W

＂「流れる、走る」； O'(UOP~. O'(UOPHWH「死なせる、殺す」と Uh. 

＂品， Uh.PEWH(死ぬ）； no犀， noHWH 「飲ませる」と、 Uh.~, Uh. 岬 JH

（飲む） < *peie-(§. 2参照）； CO'I示， CO'IHWH「人にある事を追跡

させる」< *sok立と、リ 1・単・現 seku, ラ sequor, ギ ど冗

oμat 「跡をつける、従う、ついていく」 ゴ saihvan 「見る、目で追

ぅ」 ＜ 困ekwー。使役動詞の一部は語根母音の延長階梯を有する（以下参

照）。

b)反復動詞 ： 1・単・現 KOmAふ， 2 KOAHWH と 1・単・

現 Eヽ A示， KEAl:WH; Kom示， KO叩呻と Kl:3示， Kl:31:呻；＂

OW示， HOCH皿と HEC示， Hl:CI:皿； K,¥A'I示， Eヽ ＼“＇ヽ 皿く *uo

lk立といtK示 K,\~'11:WH く *uelk立の対照。

語根母音の延長によって、語根の第一次的な意義に比べて集約的（強調的）

[intensive]な意義を持つ新しい語幹が作り出された。集合性及び集合・多

数性の意義の一変種としての集約性については、§.20, 27参照。名詞の

場合、この集約性は、語幹の増大的（集合・増加的） (augmentative)な意

義を表したのである。次例参照、古イ na.bhas-= Hl:CO, ギ μ も¢

0~ 「空、雲」< *nebhosと古イ nabhas-「雲層、雲量」< *neb 

h-; 古イ va.cas-=ギど冗 0~ 「話語」< *uekwos とラ vox

「声」，古イ vac- 「言葉、話し」 <・uok立 (cf.pt'lh. < * rek-と

1・単・現炸K& く *rek-)の対照； c、¥OKO= ギ K 入も 0~.

古イ sra.vas- 「語、噂、知らせ」< *k'leu-os と CdAKA = リ

珈 ve「名声、誉れ」< *k'lou- (§. 2参照）； 中世プ Al:< * 

比H→i-o, ラ ovum 「卵」< *H20H3-oとラ avis「鳥」< *H2e 
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Hs—i- (§. 3参照） ; RJ).dHヽ＝ リ varnas「わたりがらす」 ＜ ＊ uo 

rn-osと KPAHA (セ・ク BpaHa, ス vril.na, ロ BopoHa, 

or-H-n-

vrana) = リ va.rna「からす」 < *1Jorna く * lJ 
。女性範疇と集合多数性範疇との近似性については、§.22参照。

動詞の場合、この集約性は、当該語幹が使役的、反復的意義の動詞を形成

し得る可能性を持つことに現れている（集約・使役動詞と集約・反復動詞間

の近似性については、§. 17、第5項参照）。時として、語根延長母音を持

つ集約性動詞が、根源動詞（非集約性動詞）と対照的な別の意味を持つので

例、 1・単・現

チ vra.na, スロ

ある no、"品， 2
 
no、¥HWH「燃える」と 1・単・

現 nAdlX, 2
 
nA,¥H皿4「燃やす」（使役） ＜ * pol-; Bh.JJI-I.' R~P 

HWH (煮え立つ、沸く） ＜ 

（煮る、沸かす）（使役） ＜ ギ
•9 

r
 
,o U-
＊
 

*sgwesーと

現

*uh r- (ゼロ階梯）と

r dWiil, r dCHWH ＜ *gwos-(集約的）

氏入 ew「（について）語る、讃える」

a/3EliliUμt 

＜ •k'leu-

BdP~. BdPHWH 

「消す」 ＜ 

ギ 1・単・

と CdAR、¥11',C 

'WTH 

,¥ARHWH (有名にする、誉め讃える）

< *bhu- (§. 12参照）と

HC韮 3Hf:WH(消失する、なくなる）

＜ *k'lou-

CABヽ¥I&, E:ARHWH 

*kweg'-

（集約的）

＜ 

（使役；当初、この動詞は「立たせる、生じさせる」の意）

不 C 

*bhoy-

＜ と

HC-'11荘IH示，

HC-KAm~, HCK 

A3HWH「絶やす、駆使する、消す」（使役） ＜ * kw og'-; JJf=Kぷ J)f='lf=， 

WH (言う）

む、愛する）

i-tーと

＜ 

3・単・現

*rek-と

（集約的）

va.dati 

＜ 

J)A'I示， JJA'IHWH(同意を与える、気遣う、望

＜ *rok-; 'lh.Tぶ， 'lh.Tf=WH「読む」

KA騒， KAl:WH(悔いる、告解する）（集約的）

「話す、言う」 ＊ ue d-， *uod-

*kw 

＜ *kwoi-; 古イ

＜
 

と BA,KA示，

RAAHWH「（に）反対して言う、非難する、告発する」（集約的）

d-(cf. 古イ vada}.i「発言、意見、論争」 始原的な語根は

＜ ＊ 1JO 

*H釘u-d、

このことは、ギ

からも判る）。

auoヵ「音、声」， auoaw「話す、大声を上げる」

使役動詞と反復動詞における語根母音の対応 o階梯は、使役動詞、反復
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動詞、更にまた名詞派生動詞 (denominative) との間に極めて大きな近似

性があることを証明している。使役動詞や反復動詞のほとんど全てが、語根

母音 oを伴う 0 語幹名詞や a語幹名詞に対応形を持つのである。次例参

照、 1・単・現 TO咄K. TO'IHWH 、（流れ出させる、滴らせる）と 単・

主 TOKヽ 「流れ、奔流」； oyuopi:&, oyUOPHl皿（殺す）と uop~ 

（疫病、死病） ； nocAポA&,nOCAAHWH と CAA~ < *sod- (古

い u語幹起源の名詞） ； RO,KA&, ROAHWH と ROl=ROAA (リ va 

<las < *uodh-o-「指導者、領袖」、 RO,KAk く *uodh-i-oーも同じ） ； 

RO,K示， R03HWH と R03ヽ 「荷馬車」（＝ギ o X o !;;"「荷馬車」
く *uog'h-) ; HOW示 HOCHWH と ROAOHOC~ 「桶、 7柘璽び容器」；

RAA'I示 g、¥A'll=WH（引く、曳く）と g、¥AKヽ く *uol-k立 (cf. ブ
B JI a K 「細木製まぐわ、小魚用すくい網、荷馬車前部」） ； c、¥AR,¥I&,
c、¥ARH叫 1 と c、¥ARA < *k'lou-; HC-KA,K示， HC-KA3H呻（滅
ぼす、破壊する）と nPO-KA3A (悪事、悪行、瘤病） < *kwog'-; RA 

＂品， RAPHI皿 と RAPヽ 「炎熱、暑熱」< *uor-。古代ブルガリア語

の名詞派生動詞（例、 1・単・現 U'tPI&, 2 U'tf)HWH < U'EPA ; 

,¥kWT示， AkCTHWH < AkCTk ; COAi&, COAH皿.. < co、¥k;
COl""AWT示， COl""ATHI皿<GOl""ATヽ； Hen、¥kHI&,Hen、¥kHHWH
<n、¥kHヽ ）は、使役動詞や反復動詞としての活用変化も行う (TO'I騒，
TO'IHWH 及び HOWぷ， HOCH叫 1 参照）。 CAARヽ¥I&, Cヽ¥ARHl皿 (cf.

c、¥ARA)のような個々の動詞については、それが名詞派生動詞なのか集約
性動詞（使役動詞）なのかを言うことはむずかしい。 OYT'tW示， OYT'tWH

WH < *tois-や 0-U.'tWT示 0-U.'tCTHWH「純化、浄化する（通常、

宗教的に）」 < *koid-tーにあっては、語根母音は 0 である (cf.形容詞

THX'ヽ く *teis- 及び 'IHCTヽ < *keid-to- における語根母音

の e 階梯、これと動詞 oyT'tW示， oyT'tWHWH 及び OU.'t町r示， OU.

'tCTHI皿 は明らかに関連がある。）

3. 起源的に、始原的完了（パーフェクト）活用（その起源については、
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§. 15参照）に関連する過去語幹の一部。例、ギ 1・単・現 oepK 

oμat「見る」に対する 1・単・完 oe-oop-Ka「見た」 ； 1 • 

単・現 冗 el0oμat 「信じる、従う」に対する 1・単・完 冗 E,-

冗 0 l 0-a「従った」； 1・単・現 てPe</>w「養う、飼育する」に対

する 1・単・完 てE,-て po¢-a「養った」； 1・単・現 </>0elp 

0 「壊す、汚す、駄目にする」に対する 1・単・完 ~-</>0op-a 「壊

してしまった」。 Cf.次例のようなゴート語強変化動詞過去（＝アオリスト）

形、 1・単・現 binda 「結ぶ、結合する」 < *bhendh- に対する 1 • 
単・過 band「結んだ」 < *bhondh-; 1・単・現 qima < *gwem-
に対する 1 • 単・過 qam 「来た」 < *gwom- (古イ 1・単・完
jagilma 「来た、来ている」< *gwe-gwomー における語根母音の。

階梯参照）。

始原的完了活用動詞の大部分は名詞起源である。例えば、ギ 1・単・完

o lo a「私は知っている」（＝古イ veda, ゴ wait く *1J.oid-H2 

e、また、 1・単・現 B'tU~、古プ プレスラフ文献 B'IA't も同類）

のような、語根母音 o階梯を持つ完了活用動詞の原型は「我が知識、私の

知ること」の意であった。 Cf.チュルク諸語の過去形の名詞派生的な性質、

例えば、ウズベク語の過去形活用、活用 1 • 単・アオ e3.ll-HM 「私

は書いた（＝私の書きもの）」、 2 e3JI-HHr 「君は書いた（＝君の

書きもの）」、 3 e3JI-H 「彼は書いた（＝彼の書きもの、（逐語的には）

書きもの」は、所有曲用に完全に一致する、例えば、 1・単 KHT06-

HM「私の本」、 2 KHT06-HHr 「君の本」、 3 KHT06-H 「彼

の本」（始原的完了語尾の所有的性格については、§. 16参照）。

語根母音 o 階梯の古代プルガリア語動詞（語幹母音 H を持つ使役、

反復、名詞派生動詞を除く→ 第2項参照）は、その完了の屈折語尾を失っ

た古い完了活用動詞の継承である。動詞 1・単・現 uorぷ， 2 UO~li 

叫m、過去現在動詞 (preterite-presentverb、perfecto-presentverb、

現在の意義と完了語尾を持つ）10 であるゴート語動詞 1・単・現 mag 
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「できる、してもよい、かもしれない」， 2 magt, 3 magと同系関係

にある。この古代プルガリア語動詞は特別なアクセント・パラダイムを持つ

が (1・単・現 uora.= ロ M o r y , 2 UO~l:WH =口 M O }IC 

eIIIb)、現在形に語幹母音 eを持つ古代ブルガリア語動詞のどれ一つとし

て、このようなアクセント・パラダイムは持たない。語根母音 0 階梯の動

詞、例えば、次のような動詞、 1・単・現 COd騒， 2 COdHWH, 不 E 

Od~TH ; co~CH., COHWH CH., COtctTH CH. ; nod騒「燃える」，

nodHWH, nod~TH (cf. 重複語根 non1:d~ 「灰、燃えかす」における

語根母音の e階梯）； rop~, ropHWH, rop1'TH (cf. 集約性名詞

ぷAPヽ く *gwherー における語根母音の e階梯）は、始原的な完了活用

動詞に代わるものとしての状態動詞の特徴を表示する不定詞接尾辞—t を

持っている(§.18参照）。 1・単・現 B1'Uk (B1'A~) については、上

記参照。

そのほか接尾辞｀ーを持つ状態動詞の中には、語根母音の延長階梯を有

するものもある 一例、 CT'W~A示 CH., CT'WAHWH CH., CT'WA~TH 

CH. < *stud-; C"Eぷ示 C1'~HWH C~ ポATH = I ( J 1・単・現

b'3gu, 不 b'3gti「走る」 < *bhegw-, cf. ギ 1・単・現 <I> t /3 
oμat「走る」 < *bhegwーにおける語根母音の e階梯）； C"E~Aぷ

C'EAHWH, C'EA'ETH < *sed-. BH~.nぷ BHAHI皿， BHA'ETH < 
*uid-(cf. リ 1単・現 pa-vydziu, 不 pa-vyd~ti 「羨む」）； K'WUd騒，

K'WUHWH K'Wn1'TH < *kup-。語根母音の延長階梯と古い完了活用
の関連については、§.12参照。

語根母音の o階梯、あるいはまた、延長階梯を持つ完了活用動詞の一定

部分は、古代プルガリア語に僅かの痕跡をとどめているスラヴ祖語の非テー

マ動詞活用（無幹母音動詞、 athematic verb)の中に組み込まれている

(§. 18参照）。ギ 1・単・完 o lo a「知っている」（＝古イ 1 • 

単・完 veda, ゴ wait)と同系関係にある動詞 B'Ellk (B1'A 1')の非

テーマ活用についても、同所参照。語根長母音を持つもう一つの非テーマ動
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詞 1・単・現 lclllh. く *edmi く *e-ed- < 重複語根 *H1e-H1ed-
の完了起源については、§.12参照。古い完了活用に取って代わった、不

定詞接尾辞ベーを持つ静態動詞（状態動詞）のいくつかも同じく、当初、

テーマ（幹母音）を入れずにその現在形を形成している (cf. 非テーマ動

詞 1・単・現 Billh., 2 BiCH の不定詞語幹 BiA-i-TH は t 

指標を含んでいる）。このことは、 1・単・現 rop騒， 2 r'OPHWH, 

不 r'OPiTH に対する、能動現在分詞語幹 rop示皿F が証明している。

この語幹は、サヴァの本 (CaeBHHa KHHra)やスプラシル写本

(Codex Suprasliensis)に文証されるより新しい分詞幹 r'OPA¥町r-と併用

される； rop示町rーは非テーマ動詞の分詞幹である一 cf. 1・単・現

Billh., 2 BiCH に対する分詞幹 BiA~WT- 。 1・単・現 BH~A 

ぷ 2 BHAHWH, 不 KHAiTH に対する受動現在分詞 BHAOU'h. も

参照。これは、より新しい形 BHAHUヽ と併用される。 2• 3人称単数

命令形 BH~Ah. も参照（これの起源については、§.17、第6項参照）。

BHAOUヽ 及び RHポAh. は非テーマ活用である一 cf. 受動現在分詞

BiAOUヽ と 2• 3人称単数命令法 no-BiポAh.< BiAiTH。
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§. 7 スラヴ祖語の語幹構造の変化

スラヴ語族の古典語としての古代プルガリア語は、文献的に立証される古

代印欧諸語の最も重要な文法的特徴を継承している。概して、古代ブルガリ

ア語の曲用及び活用変化語の語構造は、語根、接頭辞、接尾辞及び語尾から

成るスラヴ祖語の曲用、活用語の構造と同じである。スラヴ祖語のほとんど

全ての変化語の必須構成要素は、語根、接尾辞（ーないしは数個の）、語尾

であった。スラヴ祖語の語根は、ー接尾辞（あるいは数個の接尾辞）と共に

語幹を構成した。スラヴ祖語の単語が、希に、例えば、男性単数呼格形にお

いて、いくつかの単数所格形において、また名詞、形容詞中性主・対格にお

いて(§.39参照）、純粋語幹だけで、すなわち語尾なしで、語根と接尾辞

だけで構成されることもあった。例えば、単・呼 •rod-e (JJOA-1:), 単・

所 *pont-ei (n示TH), 単• 主・対 *nebh-os (Hf:60)における e, ei, 

OS は語尾ではなくて、接尾辞である一 JJOAf の C はスラヴ祖語の接尾

辞—e の正常階梯であって、それの o 階梯は 単・造 JJOA-0-Uh. < 
*rod-o-mi に見ることができる； nぶTH の H は、接尾辞 -ei—の

延長正常階梯に発するものである（同接尾辞のゼロ階梯は、例えば、単・造

n~T-h.-Uh. < •pont-i-mi に見られる）； Hf:60 < •nebhos の

0 (§. 2 参照）は、例えば、複•主・対 Hf:6-f:C-A に現れる接尾辞ー

esーの母音 eの対応階梯である。

スラヴ祖語の観点からすれば、単•主 ~f:H-A の語末の A は語尾で

はなくて、語幹母音である (cf.複・与 ~f:H-A-Uヽ，複・造 ~f:H-A-UH,

複・所 ~f:H-A-X'ヽ）。ラリンガル・モデルの観点からすれば(§. 3参

照）、女・単•主 ~f:H-A の語末 A は、複・中• 主・対 Cf、¥-A の
語末の A と同じく、非分割多数性（一括性）指標 H2と単・造 JJOA-0-

"~ の接尾辞 -0-(対応階梯）や単・呼 JJOA-ヽ の接尾辞 -e-(正常階梯）
と同等の語幹母音 eの結合したものである、すなわち ~f:HA ゃ Cf、̀
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＾ の＾は eH2に起源を持つのである。

開音節法則の結果として、スラヴ祖語のあらゆる子音語尾及びソナント語

尾は脱落するかあるいはまた先行接尾辞母音に融合してしまった。それ故に、

古代プルガリア語の動詞、名詞、代名詞の語末の大部分は、実質的には、古

い接尾辞であったり、あるいはまた古い接尾辞と古い語尾の融合より出たも

のである。次例参照、 3・単・アオ Eヽ Aヽ ＜スラ祖 *ued-e-t, 単・

男・主 POAヽ ＜スラ祖 牙od-o-s,単・所 POA'E <スラ祖 *rod-

o-i, 複・女・対 KOCTH < スラ祖 *kost-i-ns 。二重母音の単母
音化や語末の特別な音声学的変化過程(§.2参照）の故に、接尾辞はその

外見を変えてしまったのである。例えば、 ,KISHA の曲用には 一 単・

主 ,KISHA < *ずen-a, 生 ,KISH'lt.l く *gwenゑ—ns (§. 36参照），

与 ポISH'E < *gwen-aiースラヴ祖語の a語幹曲用の形を統合してい
たかつての幹母音 aは、もはや見えなくなっている。三階梯（正常階梯

ey、対応階梯 OlJ.、ゼロ階梯 u) における接尾辞 —U—の位置に、古代

プルガリア語では OK: oy: ヽ の交替が現れるのである。次例参照、

単• 主 C'lt.lHヽ < *sun-u-s, 生 C'lt.lHOY < *sun-oy-s, 与 C'lt.lHO
KH < *sun-ey-ei (§. 2参照）。それ故、スラヴ祖語の同接尾辞 -ey-
(ey : ou: u)は、もはや古代プルガリア語の曲用には現れていない。それ

は、ある形においては、語尾ないしは語尾の一部に変わってしまい（単•主

C'lt.lH-ヽ ，生 C'hlH-町，与 C'lt.lH-OKH, 複・主 C'lt.lH-OKヽ ，生 C'lt.lH-0 

gヽ ）、また別の形では、語根と語尾の間の繋ぎ母音になってしまっている

（単・造 C'lt.lH-'h.-Ult., 複•造 C'lt.lH-'h.-UH, 複・与 C'hlH-'h.-Uヽ ，複・所

C'hlH-'h.-X"ヽ）。 Cf.主 POA-ヽ <*rod-o-s, 造，，OA-0-Ult. く *r

od-o-mi, 所，，OA-1: く拿rod-o-i, 複・所,,OA-'E-X-ヽ ＜拿rod-o-i-

SU ; 単純アオ単・ 1 C'EA-ヽ く *sed-o-m(o階梯）， 2 C'EA-、
< *sed-e-s (e階梯）， 複・ 1 C'EA-0-Uヽ <*sed-o-mos, 複・
3 C'EAぶ く *sed-o-nt。古い接尾辞と語尾の融合の結果として、古代

プルガリア語のあらゆる曲用と活用は、繋ぎ母音と語尾の独自の組み合わせ
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特徴を持つに至るのである。

大鼻母音 (rOJIHMa HOCOBKa)ないしは小鼻母音 (MaJIK

a HOCOBKa)で終わる古代プルガリア語の文字の形は、我々がそれ

らをキリール文字で見るかグラゴール文字で見るかによって、二つの解釈が

可能である。例えば、キリール文字ポ11:Hぶのぶ は語尾であるが、

グラゴール文字 ぷ3.P3-€ (シナイ詩編 Psalterium Sinaiticumの字体に

よる）では、高3.P-を語根、 -3- を接尾辞ないしは繋ぎ母音、そして

--€ は単数対格鼻音語尾 (cf.ギ単・対 x wp-aツ「国、地方」：ラ

単・対 terr-a-m「大地、国、地方」）だと見なすこともできる。同様にし

て、キリール文字の複数対格 KOH-A¥は、語根 KOHーと語尾 A に分

けることができるが、グラゴール文字の ~3.P3-€ (シナイ詩編の字体によ

る）は、語根 ~3.P- 、幹母音ないしは繋ぎ母音 —3 及び鼻音語尾 —€ 

(cf. ギ複・対入 UK,0 U~ く ＊入 UIC-0-li~; ラ複・対 lu

pas < *lup-o-ns)に分けることができる。同じことは、現在 1人称単
数 E町,_ぷグラゴールの巴3b3-€ < *bher-o-m (§. 35参照）及
び単純オリスト複数3人称 C"EAぷ，グラゴール RIA俎心 < *sed-o-nt 
のような形についても当てはまるのである； cf. ギ 未完・複• 3 e -
冗 aloEU-0-li く*E -冗 atoeu-0-1.1て。

こうして、スラヴ祖語の曲用及び活用変化形は、必ず語幹、すなわち語根

及び接尾辞を備え（例えば、呼 *rod-e[POA-IE], 単• 主 ＊らen-a [~EH­

A])、またほとんど必ず語尾を備えた（例えば、単•主 *rod-o-s [POA—ヽ］，

現・ 3・単 *lJ.ed-e-ti [KEA-、Tヽ ］，アオ・ 3・単 *lJ.ed-e-t [KEA-IE ])。
原則として、曲用及び活用変化を行う古代ブルガリア語の単語は、語根（語

根及び繋ぎ母音）と語尾から成っている一例、現・ 1・単 X'O~A-ぷ

2 X'OA-H-WH, 3・複 X'OA-n¥-Tヽ； 単純アオ・ 1・単 HA-ヽ,2 H 

A-IE, 3・複 HAぷ； 男・単•主 KAW-h., 生 KAW-E-ro, 複• 生

KAW-H-X'ヽ；単• 主 POA-'¥.,生 POA-A,与 POA-OY,所 POA-"E。

しかし、すでにスラヴ祖語の時期に、連続的に付加し得る多数の派生力を持っ
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た新接尾辞が登場して来るのである一例、 CTAP八， CTAf)-b.U,-b.,中

世ブ CTAPーいいti.CK-~; PAA-ヽ,PAA-OCT-b., PAA-OCT-b.H-ヽ ; E 

'EP-A, B'Ef)ーb.H-ヽ， B'EP-OB-b.H-ヽ ; UHi¥-ヽ,UHd-OCT-b., UHd-OCT-'W 

H-H ; RPO-POKへ， RPO-PO'l-b.CTB-0,RPO-PO'Iふ.CTB-OB-A-TH; oy 
'1-1:H-ヽ,OY'l-1:H-HK-ヽ ，中世プ OY'l-1:H-H'l-h.CK-ヽ。

動詞、名詞、代名詞系列の中に、硬、軟二種類の繋ぎ母音と語尾のタイプ

が独立するのである。例、 1・単 E町9ぶ， 3・複 E町,_ぶTヽ に対し

て、現・ 1・単 r、:¥Aro、9狐， 3・複 rAAro、9狐-Tヽ； 単•主 POA-

，ヽ生 POA-A, 与 POA-OY, 造 POA-0-Ub., 複・対 POA-"W に対して、

単•主 KOH-h., 生 KOH-la, 与 KOH-IO, 造 KOH-1:-Uh., 複・対 KOH-

＾；男・単•主 T-~, 生 T-o-ro に対して、男・単• 主 BAW-b., 生

BAW-&-ro。

古代プルガリア語最終期には、語末のイェル (b)、イェリ (b)の脱落

に続いて、語根（接頭辞及び語根）だけから成る、あるいは語根及び接尾辞

（接頭辞、語根及び接尾辞）だけから成る形が発生してくる一例、単•主

POA(~), KOH(b.), 3~i\(ヽ）， 3い（ヽ），複•生釦lH(ヽ） < PAHA, 
HA-POA(~), RO-BHH-b.H(ヽ）， CTAP-b.U,(b.), CTAP-1:U,(b.), 複• 生

n~T-HU,(b.) < n~THU.A, 命・ 2・単 BH,tぃ(b.), 誡ポA(b.), C~H­

'£,KA(b.), 能過分皿._A(ヽ）， RPH-皿._A(ヽ） ーすなわち語尾なしの形

が現れてくるのである。弱い位置の（脱落して然るべき）イェル、イェリ母

音（弱母音）に終わるいくつかの単音節代名詞形に対しては、すでに古代プ

ルガリア語の時期に新しい形態素（承前代名詞 anaphoric)が付け加えら

れている一例、 男・単•主 Cb.H, CHH = Cb. + H ( *ih < 
*i-o-s), 中世プ T~H (現代プ T00:)=Tヽ + H。こうして、

指示代名詞体系の全面的再編成が始まり、それは中世プルガリア語期を通じ

て続くのである。
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§. 8 スラヴ祖語の語根構造の変化

古代ブルガリア語は、場合によっては、今なおはっきりと印欧語語根の二

基本型の痕跡を顕している。第一型は、両子音型でかつ動詞・名詞産出型で

ある。次例参照、現・単・ 1 f)l:Kぶと単• 主 OT-POK-'¥「発言し

ない者、子供、下僕」； E町9ぷ， Ch.P-.4-TH,Cヽ -COPーヽ と CP'E-UAI < 

*bher-men ; Bd'EKぷ「引っ張る、引き運ぶ」 < *1Jel-kw-,B,¥h.Kヽ 「引

いていく、略奪していくもの」 < *1Jl-kw-'Bヽ¥.4KHO< *lJ.ol-kw-n-, Bヽ`

.4C'¥< *lJ.ol-s-, BA'¥H.4 < *1Jl-n-< *lJ.1-H-n-(§.4参照）。上例後半

の語群では、両子音構造が現出してくるのは、ようやく kべn,s が浮彫

りになって以後のことであり、これは、語根の一部ではなく始原的な語根拡

張子ないしは接尾辞である。第二型の語根は単子音構造であり、代名詞産出

型である： 男・中・単•生 T-o-ro と C-1:-rO, 与 T-0-UOY と

C-1:-UOY, 男・単• 主 K-、-TO, 中 q—h.-TO, 1• 単• 生 U-1:-HI:, 

2 T-、Cl:。
祖語における H (H,, H2, H3) 類の音声学的変化の結果、また時と共に

本来の意味を失って行った様々な語根拡張子の付加によって、すでに早期ス

ラヴ祖語期に、始原的な動詞・名詞語根の両子音構造が全体として損なわれ

てしまった。例えば、スラヴ祖語の語根 *1)1ー が今なお見えている Bd'E 

KJ., Bdh.Kヽ， Bi¥.4KHO,Bi¥.4Cヽ， Bd'¥H.4(上例参照） の場合とは違っ

て、現・単・ 1 nAl:Tぶ<*pl-ek-tーや不定詞 A'E-TH < *dheH,-

のような例においては、音や意味の近い古代プルガリア語の単語の比較対

照によっては、始原的な語根は再構し得ない。両子音モデルの観点からすれ

ば、現・単・ 2 COYAHWH < *bho1J-dhーや rPl:61:WH < * ghr-e 

bh-のような形における始原的な語根は、 *bho1J-(o階梯）や*ghr-(語

根母音ゼロ階梯）であって、 A (dh)や C (bh) は拡張（接尾辞）であ

り、前者はゼロ階梯、後者は e階梯である；歴史的観点からすれば、 rpo
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m では、 o 階梯にあるのは語根母音ではなく接尾辞母音である。同様

の語根拡張子（接尾辞）は、現代スラヴ諸語にも見られる。例、 語根

* der-: * d h r-(現・単・ 1 A印ぷ不 Ah.P-dTH 参照）によって、

現代プルガリア語に立証されるものとして次のもの、 ne pa (皮を剥ぐ），

IlP'hrHa (強く椋く） く *d h r-g-, n p a c K a M (引っかく），

Il'hPilaM (引きむしる） < *d h r-p-, n p'h H (APh.Hヽ ）＝ロ
11 e P H 「（小）塊、裂き取ったもの」， 11 P'b H K a M 「綿花を楠く、

羊毛を杭く」、ここから転義して、独立動詞 11 p'b H K a M 「（羊毛を楠

くような）単調な音を発する」が現れている； llP'hH, IlP'hH, HP 

H H a 「無駄話、空談」も参照。 Cf.ギ o t p-w「皮を剥ぐ、なめす」，

opt冗w < *dr-ep-「破り取る、裂き取る、切り取る」， opも冗 a11 
0 11「鎌」。

ある場合には、古代プルガリア語の語根は、一見したところ両子音構造で

あっても、歴史的観点からすれば、第二子音は語根拡張子（接尾辞）である

ことが判るのである。例えば、現・単• 1 ndcぶく拿peH2-sk'ー におい

ては、語根は *peH2— であり、 C はかつて現在形の特徴を表示した接尾

辞 -sk'ー に発するものである (cf. ラ 現・単・ 1 pasco「放牧する」

に対して、 完・単・ 1 pa.vi ; 現・単・ 1 (g)nosco「認識する、知

る」に対して、 完・単・ 1 (g)novi、これは、ギ r t -r 11血 a,r, w 

「知る、気付く」 に対する 11アオ・単・ 1 l-rvw—ッと同系関係に

ある）。 P'EKd においては、本当の語根は P'E- < * roi-( cf. n o -
p O it 奔流、どしゃ降り）であり、語根の e 階梯は ラ rI-v-us「川、

河、流れ」 < *rei-u- に現れており、また、 K は古い語根拡張子（接
尾辞）である。

また、始原的な語根のうち一子音だけが残っている場合がある。次例参照、

現・複• 3 C示T （ヽ単・ 1 l:CUh.) < *H1s-o-nt<s) あるいは、ゼロ
階梯の語根母音と e 階梯の接尾辞 -er を持っ n1:po= ギ 冗て C

p 6 11「羽」 (cf.ギ現・単・ 1 冗も r--o-μat「飛ぶ」における e
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階悌）。 現・単• 1 nh. 瓜 2 nh.EUJH < スラ祖 *pei-e-(§. 2 
参照） においては、始原的な語根部分は子音の n だけである ー nh.

騒く *pH3-ei- (語根ゼロ階梯と接尾辞—ei- の e 階梯を持つ）。こ

うして、 nh.騒と ラ potus「酔った、酒飲みの」 < *peH3-t- やレスボ
ス方言！現・単・ 1 7r6JVW「飲む」 < *peH3-nー との同系関係が
説明される； O 階梯 *poH3- については、ギ完・単・ 1 冗e-冗 w-
IC a「飲んだ」 < *pe-poH3ー に立証される。
単子音語根（代名詞語根）では、時には、その一つの語根子音さえ失われ

ていることがある。例えば、男・中・単• 生 sroく *i-o-go の形に

おいては、先頭音 E は交替語幹母音 o (cf. T-O-ro)からでたもので

ある。一方、キリール書法の 記roにおける 1 の記号は、歴史的観点か

らすれば、代名詞語根だと見なすことができる (cf.ギ 単•主 0~ = 

古イ ja.}:i < *i-o-s「関係代名詞[who, which, that]」）。しかし、こ
のスラヴ祖語の代名詞語根 *i- は、例えば、複・与＂＂ヽ< *i-o-i-m-

の形においては、語幹母音 0 及び複数指標 i (§. 27参照） と融合

してしまっていて、キリール書法でもグラゴール書法でもそれらを識別する

ことはできない。承前・関係代名詞複数与格の代名詞語根 * i- の唯一の

痕跡は、ゾグラフォス写本の書法 (H-HUヽ ）が証明している HHU~ にお

ける語頭添加 (prothesis)の H の軟性である。

後期スラヴ祖語の時期には、口蓋化過程と開音節法則の結果、古い両子音

語根（動詞・名詞語根）には更に大きな変化が発生した。同ー語根内で口蓋

子音と非口蓋子音の間の交替が現れるのである 一 次例参照、 ,KHTH 

< *gwl -「生きる、食べていく、咀哨する」， 使役・不 roHTH「（人を）
食べさせる、存在させる」 < *gwoi-(語根母音 o 階梯、§.6, 第 2
項 a参照） ；現・単・ 1 ,KEHJi「追う」<*gwen-, 不 r~HATH

＜スラ祖 *g'hn-< *gwhhn-(古い円唇軟口蓋音に後続する h の
b への変化を伴う）； HC KOHH「始めから、始めは」，現・単・ 1 H 

ー^llh.Hぷ<*k h n-「始める」；現・単・ 1 PEK示 2 PEIIEWH, 命・
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単・ 2 Ph.U.H 不 PrilllTH・'IHCTヽ < *keid-t-(第一次的語根は
U,'EAHTH < *koid-「清める」）， OU,'ECTHTH < * koid-t- ; 
現・単・ 1 ~ り示「飲み込む」 < *g心 r-,rpヽ i¥O <スラ祖 *g 
'b r-< * gw b r-(古い円唇軟口蓋音に後続する b の 'b の変化を伴切

； 現・単・ 1 uor示， 2 UO~l:WH, 命・単・ 2 UOSH 不 UOW 

TH。

またところによっては、語根の第一子音あるいは第二子音が二子音結合群

に変化した 一例、 現・単・ 1 Ci¥lOA示「注意する、気遣う、守る」

< *bheudh-, 使役・不 COYAHTH (覚醒させる）< *bhoudh-; 現・
単・ 1 dOBd~, 2 dOBHUIH ; X'O~A示， X'OAHUIH ; d岬 IT&,di: 

THUIH。ある場合には、継ぎ目子音 T, A が C に変化したり、ある

いは脱落した一例、 現・単・ 1 Bヽ Aぷ 不 Bl:CTH ; COAぷ

，現・複・ 3 MAがT，ヽ 単・ 1 tclUh. < COCTH・'lh.T示 'IHCTH・

*ed-mi, 不血CTH< *ed-tei。時に （歯音の前で）、唇音 n,C 
も脱落した一単・ 1 Trin&「打つ、叩く」 不 TITH; rpr:cぷ

r PITH・C1'Hヽ く＊sup-n-=ギ b冗 J.JO~ 「眠り」， OY-C1'nATH。

語根の内の第一子音に対しては、接頭辞（前置詞）も影響を与えた 一 次

例参照 '11-.AO に対して、 HWTA>.Ah.ri < HC-'11-.Ah.ri ; 'IP'EBO に対
して、 HWTP'EBAく H3 'IP'E四； 現・単・ 1 ポriH&「追う」，

2 ~l:Hl:UIH に対して、 H~AriH~, H~AriH呻UIH< H3ぷ l:H示；現・
単・ 1 Bi¥'EKぷ 2 Bd'E'll:WH に対して、 OCd'EKぷ， OCd'E'I畔WH< 
*obh-uelk立。 音声学的変化の結果、始原的語根の子音不変の原理は崩れ

たのである。早期スラヴ祖語の語根では、語根母音だけが変化していた（例、

*rek-: *rek-: *rok-)のに対して、古代プルガリア語の語根では、この

変化は母音にも子音にも及ぶに至るのである 一 例、現・単・ 1 PIKぷ

2 pr: 韮 WH,不餌WTH,アオ・単・ 1 P'EX'ヽ， 命・単・ 2 Ph.U. 

H, 反復・不 HA-PHU,ATH; 男・単•主 OT-POKヽ ，中 OT-PO'IA>., 

男・複• 主 OT-POU,H。
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語根母音の階梯にも極めて大きな変化が発生した。正常階梯 e と対応

階梯 0 の始原的な差異は、一連の場合には残っている 一 次例参照、

現・単・ 1 Pf=K示（言う、発言する）， OT-POKヽ （子供、未成年） ； T 

EK~(走る）， TOKヽ「流れ、奔流」 ； Rl:3示， R03ヽ 「馬車、 （荷）車」

；現・単・ 1 Hf=Cぷ反復・現・単・ 1 HOW示 ；現・単・ 1 Af=~ 

ぷ 現・単• 1 no-、\O~ぶ。同様の差異は、グラゴール文献の次のよ

うな例にも見られる 一 現・単・ 1 巴虹只鴻3-t(6,¥A¥Aぶ）「罪を犯す、

誤る」 ：巴~3如釦8 (6ヽ＼示Aヽ） 「放蕩、堕落、迷い」 ； UOb3<£83<£(T 

JJA¥C示） ：町遠ぷRo8 (TJJ~C1t.) ; ~3• 鉛 3.£ (AA\K~) 「曲げる、よる、

折る」：＆紅如8 (ヽ\~K1t.) (弓） 。 しかし、スラヴ祖語後期には、ゼロ

階梯（低減階梯）はもはや希に見られるにすぎない（ r, 1, m, n, 1, u に

終わる語根にのみみとめられるにすぎない）。非子音的な子音で終わる語根

と同じ様な交替が、一貫して行われていたとすれば、それは極めて大きな音

声学的変化をもたらしていたはずであり（例えば、語根 *nek'-〔Hl:-C-

示〕は、ゼロ階梯で *:r;is-> •~sー となり、また一方、語根 *pek立〔n

郎ぷ〕は、ゼロ階梯で *pk- > *kー になっていたはずである）、そ
うなれば一連の同系語間の音声学的近似性は消滅していたはずである。ゼロ

階梯での両子音語根のあまりにも大きな単純化を避けるために、第二子音が

r, 1, m, n, i, u でない場合には、語根母音の正常階梯ないしはその対

応階梯が一般化したのである。 er:or:hr, el:ol: h 1, en:on: h n, em:om: h 

m 結合群は、これに母音が後続するときには変化がなかったが（例、 61:JJ

ぷ C1t.-60Pヽ， Ch.PATH; HA叫H~, KOHh.U.h.)、子音が後続すると、

それは P"E : PA : Ph. = r (例、 RJJ"EUA¥< *1Jert-men, 使役・不

OT-RPんrHTH< *1Jort-, 不 RJ)h.T"ETH) ; i¥'t :、¥A:、¥h.= l 
（例、不 06,¥'t町rH < * obh-1Jelkw -, 06,¥AKヽ く*obh-1Jolkwー，受

過分 06,¥h. 韮 Hヽ ＜ スラ祖 *ob-le-en-< *obh-1J b lkw-en-) ; " : ~ 

（例、 受過分 JJAC-nが rヽ （媒にされた） < *p h n-t-, n示TO「枷、
馬の足を縛る紐」 < *pon-t-)のように変わったのである。
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語根母音の延長といったような位置的な差異は（不完了体の派生動詞に最

も頻出）、次のような P'E : op : AP : h.JJ : HP : Ph. Cr) あるい

は OH : a¥ : h.H : HH 型の独特の交替の原因となった。例えば、不

UJ)'ETH < *mer-t-(§. 10参照）， UOf)ヽ， OY-UAf)tc1TH< *mor-, 
現・単・ 1 Uh.J)il., 現・単・ 1 OY-UHJ).41& くスラ祖 *mfr- = 

*m b r-,C'h.-UJ)h. 咋< *m b r-ti-; HC KOHH, 不しいla¥TH< *ke 
n-t-, 現・単・ 1 H.4-llh.Hぷ現・単・ 1 HAーIIHH.41&くスラ祖＊るI

n- < *k h n-。 ei: oi: i, ey.: OlJ: u の始原的な交替は、位置的な条件
や母音延長に応じて (oi> oi, OU > OU, i > I, u > l1 )、
H :'E : h. : OH : AH, い：町：ヽ： 'lJ: OB : ヽ B : AB 型の交替

に変じた。次例参照、 現・単・ 1 nO-llh.l&く *kwei-(§.2参照）， n

0-KOH < *kwoi-o-; 不 CBh.T'ETヽ <*k'1Ji-t-,CB'ETヽ <*k'1Joi-t-, 
不 CBHTATH< *k'1J1-t-; 不 Kf)OHTH KJ)AH * < kroi-o- , 現・
単・ 1 CdlOA示く *bheudh-, 使役・不 coyAHTH < * bhoy.dh-' 
不 Eヽ A'ETH < *bhudh-; 現・単・ 1 CdOBぶ<*k'le1J-(§. 2 
参照），不 Cd゚YTH,Cd.ARAく拿k'lo1J- ; 不 Kf)'IJTH< *kru-' 
KJ)OBヽ 「屋根、庇、幌」<*kro1J-; 不 T'IJTH「太くなる、肥える」

< *tu-, TOYKヽ 「脂肪、膏」 < *tou-k-; 不 H.4-B'IJKHぶTH< 
*uk-(語頭添加音 prothesis B を伴う）， 不 OYIIHTH < *01Jk-o 
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§. 9 始原的な名詞接尾辞と動詞接尾辞の統一性

古代ブルガリア語には、他の古代印欧諸語におけると同じように、名詞、

代名詞、動詞の三つの主要品詞が存在している。それらに対応してそれぞれ、

名詞変化（曲用）、代名詞変化（曲用）、動詞変化（活用）の三つの基本的

な語形変化（屈折）類があり、そのいずれもが一定タイプの語根、接尾辞、

語尾と結合するという特徴を持っている。語根母音の交替も、スラヴ祖語的

な状態の名残として、名詞と動詞に固有のものである。多くの場合、古代プ

ルガリア語の名詞、代名詞、動詞の接尾辞は、起源的には同じであるが、ゃ

がて時と共に外面上の音の性格が変わってしまうか、あるいはまた異なる語

派生、語形変化環境に措かれることになった 一 異なるタイプの語根、拡

張語根ないしは語幹（語根 ＋ 別の接尾辞）の後ろ、あるいは異なるタイ

プの語尾の前、のように ー すなわち、非常に一般的な言い方をすれば、

異なるパラダイム（曲用と活用）に変じたのである。更に、開音節法則の結

果、スラヴ祖語の接尾辞の多くが、古代ブルガリア語では語尾に変わったの

である (§.7参照）。

古い接尾辞は、その音と位置の多様性の故に、全ての顕れにおいて同一形

態素であることをやめてしまった。歴史的観点からすれば、男・中・単•生

T-o-ro, 単・呼 K¥ヽh,.Iに，アオ・ 3・単 Hf=Cヽ <*nek'-e-t , 単・造

RAh.K-0-Uh. は、語根の後ろに同種の始原的なテーマ（幹）母音を持っ

ており、いいに と Hf=C-f= では、それが正常階梯すなわち e 階梯で

あり、一方、 T-o-ro と E¥ヽh.K-0-Uh. では 0 階梯なのである。古代

プルガリア語では、この古い統一性が崩れてしまっている。指示代名詞の曲

用（例、男・中•生 T-o-ro, 与 T-0-UOY, 所 T-0-Uh., 女・単・

生 T-0ー誡，与・所 T-0-H, 造 T-0瓜）においては、古い接尾辞 —e­

（対応階梯では -0-)は今なお語根と語尾間の結合母音の役割を果たして

いるが、男性名詞硬変化では、それは全 15格形中三つの格形（単・造 E 
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dkK-0-Uk, 複・与 Bヽ¥kK-0-Uヽ， 双・与・造 Bヽ¥kK-0-Uil)に見ら

れるにすぎず、したがって、それは歴史的観点からのみ接尾辞という区分が

できるにすぎない。一方、承前代名詞の曲用において、例えば、男・中•生

rヽo< *i-o-go, 与 、UOY, 所 11:-Uk では、古い接尾辞 -e-
（対応階梯では -0-)はもはや語根である。

始原的な動詞語幹と名詞語幹の間には原理的な差異は存在しない。同一の

接尾辞 -e-(対応階梯では —0-) は、 古代プルガリア語の動詞の —e­

活用の現在形、例えば、単・ 1 Bd"EKぷ， 2 Bd"E'l-1目皿 < *uel 
k立 e あるいは Hl:Cぷ， Hl:C-、皿 にも、男性・中性名詞硬変化（すな

わちスラヴ祖語 0 語幹名詞曲用）、例えば、単• 主 BdkKヽ < *ul 
kw-o- あるいは BOAOHOCヽ < *-nok'ー0- にも立証される。単•主 B 
‘’ぃK~ < *ulkw-0-S には、語根母音のゼロ階梯と接尾辞の 0 階梯
が（接尾辞の e 階梯は 呼 g、¥k'I-&< *ulkw-e に見える）、 また
現・単• 3 B,¥ "E'l-11:-Tヽ < *uelk立 e-ti には、語根母音の e 階梯
と接尾辞の e 階梯が立証される（接尾辞の o 階梯は、現・複• 3 B 

d"EK示T ，ヽグ ~~b,,,;,_3_ぶ町8< *uelkw-o-nti に見られる）。現・単・
3 Hl:C-11:-'Tヽ < *nek'-e-tiでは、語根母音、接尾辞共に e 階梯が現
れ、 BOAO-HOCヽ < *nok'-o-では、語根母音、接尾辞共に o 階梯が現
れている。換言すれば、 *y.elkw-e-及び *nek'ーe- の語幹から、語根母

音と接尾辞の異なる階梯を用いて、一定の特性の担い手（引いたり運んだり

する特性を持つ生物）の名称も行為自体（引いたり運んだりすること）の名

称も形成されたのである。我々は、こうした同一の原接尾辞（正常階悌で

-e- 、対応階悌で —0- )を、代名詞語幹にも見ることができる ー 例、

中・単•生 '1-1&-CO < *kw-e-so, 男・中• 生 C-11:-ro < *k'-e-go, 
2 • 単•生 T-11:-CIE, 男・中•生 T-o-ro, 2・単・造 T-0-CO瓜。
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§. 10 

(TOTaJIHa 

始原的な動詞、 名詞語幹における一括多数性

MHO氷 eCTBeHOCT)指標 H2

不

始原的な名詞語幹と動詞語幹の統一性は、 A 語尾の中性複数主・対格

形 (Cl:d-A,'IP~B-A) にも、現在語幹に接尾辞 -e- (-ie-)、過去語幹に語

根母音ゼロ階梯（低減階梯）を持つ、動詞の不定詞・アオリスト形にも観察

例、現・単・ 1

E:kP-A-TH ; 現・単・ 1

不

することができる

*pis-ie-< *pei-k'-ie-
形語尾

nHW-ぶ，

E:l!:P-~. 

2
 

n~C-A-TH < *pik'-
A、例えば、

2
 

的に -a 

と女性単数主格語尾

語幹の接尾辞ゑ—（例、複・与ポf=H-d-Uヽ， 造

ポf=H-d-X'ヽ ）の同系関係については、§.24を参照。

-A 

＂＂，所
中性複数主・対格形の語尾

と始原的な非分割（一括）多数性指標である

CIEP-IE-WH, 

＜スラ祖

。中性複数主・対格

RHW-1:-WH 

ぷf.!H.4 、また一般

~11:H-dー

は、始原的な動詞・名詞接尾辞

比 (eH2 > a, §. 3参照）
を持つスラヴ祖語のこの原動詞

は、非分割的、一括的、瞬時経過的、一気実現、完遂、完成的行為を表した

のである（それは、後にスラヴ祖語の過去語幹、すなわちアオリスト [MH 

IPOPMH]幹に変わっている

-.cl -e-

から発生したものである。テーマ母音 -a 

H a JI H CB'bpIIIeHH 

ー Ch.fJ-A-X''h., nh.C-A-X'ヽ

e-H2— 及び

参照）。したがって、

nh.C-A-< *pik'-e-Hi- における接尾辞
Gh.P-A-< 
-Aー

アオ・単・

*bh hr-

は、現・単．

単・造 ヘ-COJJ-0-Uh. に見られる原接尾辞
（対応階梯では -o-)と行為や特性の全一性、非分割性指標である

に由来するものである (cf.ギ現・単.3 

2
 

Cl:P-1:-WH ゃ

<pep-e-l「運ぶ」

-e-

H2 と

< *bh 
er-eーと <pop/,, 「運ぶこと、携行、肥沃、（重）荷）」 < * bhor-e-H2ヽ
集合的な意味を持つ古い名詞で、後に女性名詞に編入された）。二次的不完

了体動詞の接尾辞 -A- については、 §.17 第 3項参照。

その他の始原的な過去語幹の指標は次の通りである：
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1. 語根重複（畳語法 reduplication)。これは、ギリシャ語やラテン語

の完了形 (perfectum)に見られる 一 1・単 re-rpa¢a「書いた」，

冗 E.-,Pp 6 li-T} IC a「思った、考えた」， 入t-入UIC a「ほどいた、解

き放った」， ce-cid-1 「落ちた」 ，me-min-I 「覚えている」， te-tig-1 

「触れた、達した」。これらの例における語根の重復は、例えばプルガリア

語の xon ! …xon ! 「一回更にまた一回跳ぶ」といったような行為の

多回性（反復性）を表すのではなく、例えばプルガリア語の xon-xo 

n ! 「素早く一気に跳んだ」のような、全ー的、一括的実現行為、一気完遂

的行為を表す。

2. 古い語根重複の継承としての、語根母音の延長(§.12参照）。こう

した延長は、アオリスト形にみられる 一 例、 1・単 R'RC'h. 「導いた」

< *yedh-s-, cぷヽ「刺した」<*bhodh-s-o 
動詞の原接尾辞 -a- の形成に際して、比 の指標が加わったという証

明はヒッタイト語にあり、そこでは、語幹 neua);J.];J. 「復活させる、新しく

する」が文証され、またそれはラテン語 nov-a-re 「新しくする」 ＜・n

ey-e-H2ー の語幹と同じものである。

Ei:lt..P-d-, nlt..C-d-< *bh b r-e-H2ー， 拿 pik'-e-H2— 型の過去語幹は、語

根母音のゼロ階梯ないしは低減階梯と接尾辞 —e の正常階梯を内包して

いる。現在語幹に -e- を持つ別の動詞類、例えば、現・単・ 1 Hl&Cぷ，

2 Hl&C-f:-WH, 不 Hf:C-TH ; Bf:Aぷ， Bl&A-1&-WH,Bl&C-TH にあっ

ては、語根は非完了 (infectum)幹(6) も不定詞・アオリスト幹も共に e 

階梯であるが、接尾辞は非完了 (infectum)形においてのみ e 階梯であっ

た。この過去語幹（アオリスト幹 M Ii H a JI a C B'b p III e H a O C 

HOB  a)では、接尾辞 —eー はゼロ階梯であり、したがって、この語幹

特徴を表示した、行為の全一性指標 H2 は、語根の後ろに直接付加された

のである。この始原的な語幹 *nek'-H2- 及び *1Jedh-H2ー から第I1シグ

マ・アオリストの形 Hf:C-0-X'~ 及び Bl&A-0-X'ヽ が発生するのであり

(§. 13 参照）、それは恐らくは、 a.-bodh-i-~am 「私は目覚めた、気付いた」
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< *e-bhoy.dh-H2-s-(e は加音 augmentum)型の接尾辞 -i~- を持つ

古代インド語のアオリスト形と同系関係にある。第1シグマ・アオリスト形

を持たなかった動詞、 現・単・ 1 nAAぷ， 2 nAA-1:-WH, 不 nAC-

TH ; uorぷ，＂゚ ,K-f:-WH,UOW-TH ; CAIA-~. CA¥A-1:-WH, C'EC-TH 

型の動詞にあっては、古代プルガリア語前期には、恐らく、第nシグマ・ア

オリストの方がより特徴的であったろう。

現在語幹に接尾辞 -e- を持つ動詞の過去語幹が 比 を内包している

ことを間接的に示唆しているのが、見かけ上の非テーマ（無幹母音）不定詞

Hl:CTH (口 H e c T U) , Bl:CTH (口 aecTH)型と nllTH 

（口 pacrrHTh, セ・ク ' yMepeTb) II e T H) , UP'ETH (ロ

型のアクセントの差異である。この差異の名残がロシア語の無力点不定詞語

尾の —T H の —T b への短縮である（例外は、 II e q b < nr:WT H 
及び Mo q b < UOWTH 型のロシア語不定詞である；ただし、次
を参照、ウクライナ語 rrequ, MQqU)。

不定詞は、接尾辞 —ti- を持つ古い名詞所格形、すなわち古い ti 語

幹名詞に起源を持つ。この曲用の所格形としては純粋語幹そのものが使われ

たが、ただし、接尾辞の正常延長階梯 (tei-)を伴う。 Cf. 現・単・ 1 n 

dAぷ， 2 UAA-1:-WH, 不 ndC-TH (落ちる）， 単•主 nACTh. 

「（底なしの）深淵、断崖」<*pod-ti-s, 所 nACTH < *pod-tei (語
根母音の延長を伴う古い集約性語幹） (§. 5参照）；非集約胆悟幹 *ped-: 

*podーは前置詞 nOA-ヽ に立証されるし、またギ単・属 冗 00-

6~. ラ 単・属 pedis < *ped-es「足の」 も同じである。単・所
nACTH < nACTh. 「深淵」 の原型とは対照的に、見かけ上の非テー
マ（無幹母音）不定詞 Hf:CTH, Bf:CTH, nACTH, nがTH,UP'ETH の

原型は、祖語において行為の全一性指標 H2 を包含した過去語幹に関連し

ている。この古代プルガリア語の不定詞形は、 *nek'-H已 *uedh-Hゎ

*pod-Hz-, *pen-H2—, *mer-H2ーの語幹の継承と見なすべきであって、

これに対して、後に 比が脱落して以後、接尾辞 -ti- が付加されたの
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である。比の脱落後、二重母音 en 及び er は延長されて、上昇調

(acute)を得たのであり、そのため nA¥TH 及び UJ)'ETH のアクセン

トは、語根上に残るか、あるいはまた不定詞語末 —tei から語根上へ移動

したのである。このような移動は、語根母音が短く、また不定詞語末 —tei­

が鋭音調 (acute)の長母音を持っていた Hl:CTH 及び KIECTH 型

では起こらなかった。

現・単・ 1 Ch. 騒， 2 Gh.l:WH < *bhei-e-(§. 2参照），不 GHTH

< *bhi-H2ー， アオ・単・ 1 GHX"ヽ ＜拿bhi-H2-s-; 現・単・ 1 U'h. 

騒， 2 U'h.l:WH <スラ祖 *mu-ie- < *mu-e-, 不 U'IJTH < 

*rnu-H2-, アオ・・単• 1 U'IJX"ヽ < *mu-H2-sー といったような動詞

の現在幹と不定詞・アオリスト幹での語根母音の短と長の交替も、このよう

な説明がなされるべきである。

r, n に終わる語根のリトアニア語不定詞も、かつての不定詞・アオリス

ト語幹における始原的な一括多数性指標である 比 について、はっきりと

証明している。語根母音が e 階梯であったスラヴ祖語の不定詞（例えば、

UJJ'ETH < *mer-H:i-tei, nA¥TH < *pen-H2-tei) とは異なり、リトア

ニア語不定詞では、語根母音は低減（ゼロ）階梯であった。次例参照、 pln 

ti < *pi)—ti< *pi;i-H2-ti は、 nA.TH と同系； リ glrti , ラト dzi 

紅「誉める、賞賛する」<*gwf-tiく *gwr-H2-ti は、 mpぃTH「生け贄

を捧げる、生け贄の動物の血肉を味わう、食べる」 と同系 (mph.TH の

ゼロ階梯は、 「味わう」の意も「生け贄を捧げる」の意も表したかつての語

根 ＊ずerー から次の二つの動詞が作られたということによって説明される

ー現・単・ 1 ポり示， 2 ポh.J)IE呻，不ポJJ'ETH「飲み込む」

< *gwer-H2-teiは、 リ g~rti (飲む），ラト dzert (飲む） < *gwer-

H2-ti と同系、また現・単・ 1 m1t..pぷ 2 mh.Pl:WH, 不 mph.TH 

「生け贄を捧げる」<*gwr-H2-tei は、 リ glrti (賞賛する），ラト dzi 

冠「賞賛する」 < *gwr-H2-ti と同系）である。リトアニア語不定詞 m 

irti「死ぬ」 （語根の短音性については、§.4参照）は、疑いもなく、新
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しい形である 一 古い長音は、ラトヴィア語 mirt「死ぬ」<*mr-H2-

ti に立証され、これはまた 町J'ETH< *mer-H2-tei と同系である。
古代プルガリア語の過去語幹においては、語根母音のゼロ（低減）階梯は、

能動過去分詞第11形及び受動過去分詞形の特徴を表示した。例えば、 現・

単・ 1 npocTり示， 2 npoCTb.P畔UJH,不 npoCTP'ETH,npoCTb. 

P'ETH (現在語幹の影響による形）に対して、 npOCTPh..1ヽ く *str-Hz-t-

(cf. 古イ stirQ.a.}:i「まき散らされた」，ギ a て PW て 6~. ラ stra 

tus「広げられた、被物のある」、 §. 2参照）；＂いぷ， Ub.Pl&UJH,UP'E 

TH に対して、 女・単• 主 oyup1i., い（口= yMepJia ; セ・

ク Mp JI a、§.4参照）； Tb.P~. Tb.P日UJH,TP'ETH に対して、 T

Ph.AA (cf. ロ Tepna, セ・ク Tpna)。

第11シグマ・アオリスト (1人称単数で OX' 指標を持つ 一 例、""

A-OX'-'k, Hl&C-OX'-ヽ ）と第Iシグマ・アオリスト (1人称単数で X ある

いは C 指標を持つ 一例、 Ch.P-A-X'-'k,H'E-Cーヽ<* nek'-s-,B'E-C-

ヽ < *uedh-s-, nAt-C-ヽ <*pen-s-, UP'E-X'-'k < *mer-s-) という
伝統的な二分法は、古代プルガリア語の過去形の記述的分類には大変有効で

あるが、歴史的な観点からすれば、根拠を持たない。本来の二分法は、 1) 

古い完了形（パーフェクト perfectum)の語根重複の継承である語根母音

延長のある語幹から作る過去形、 2)一括性（集合・多数性）指標 H2 

を媒介にして作る過去形、であった。第1区分に属するのが、 現・ 1・単

Hl&Cぶ， 2 Hl&Cl&UJH, アオ・ 1・単 H'EC'kく拿nek'-s-; B印ぷ，

Bl&Al&UJH B'ECヽ ＜拿uedh-s- 類の動詞のアオリスト形である。現・ 1• 

単 nb.H示， 2 nh.Hl&UJH アオ・ 1・単 nAtcヽ ＜ スラ祖 * pen-s-

< *pen-H緑； Ub.JJ示， Uh.JJEUJH UP'EX'ヽ ＜ スラ祖 *mer-s-< *mer-
H2-S- 類の動詞のアオリスト形はこれに属さない。第2区分に属するのが、

現・ 1• 単 CEPぶ， 2 Cf:Pl&UJH, アオ・ 1・単 Cb.PAX'ヽ < *bhb 
r-e-H2-s- ; nh.H示 Ub.Hf:UJH nAtcヽ ＊< pen-H2-s-; HEC示， Hl&Cl&UJH,
HECOX'ヽ < *nek'-H2-s— である。 現・ 1・単 nh.H示， 2 nh.Hf:UJH・ 
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Ub.Pぷ， Ub.Pl&WH 型の動詞にあっては、現・ 1• 単 Hl:Cぶ， Hf:Cl&WH; 

Bl&A~, 証 Al&WH 型の動詞とは違って、第11シグマ・アオリスト形は、

スラヴ祖語期にも古代プルガリア語期にも、原理的に不可能であり、それは

第 Iシグマ・アオリスト n11cヽ < *pen-H2-s— や UP'EX'ヽ < *me 
r-H:i-s- は、 Hl&COX'ヽく *nek'-H2-s—や Bl&AOX'ヽく*y.edh-H2-s-

とはもともと起源を同じくするものだからである。
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§. 11 語幹母音の延長階梯の形態的意義

更に我々に動詞・名詞語幹の統一性の例を提供してくれるのが、一つは、

(CTAPヽ， CdACヽ， IOH'h. に対する） CTAP'EH, CdAC'EH, IOH'EH 型

の比較級であり，もう一つは現・ 1・単 CTAP'E犀， 2 CTAP'EIE:WH, 

不 CTAP'ETH ; U.'Ed'E瓜， U.'Ed'E&WH, U.'Ed'ETH「平癒させる、

治療する」； 0-CdAC'E騒， 0-C,¥AC'EIE:WH, 0-CdAC'ETH 型の動詞であ

る。 CTAP'EH < *starも型の形容詞比較級は、語根重複の継承であ
る、語幹母音 eの正常延長階梯を持っている（対応階梯 0 は *star-

o-> CTAPヽ に立証される）。意味的には、 * star-e-(CT AP-'E-) 
は、プルガリア語の cTap-cTap 「大変老齢の」 (cTap-cTa

p n H no 大変歳をとったおじいさん）に近い。 Cf. lJ E wてcp 0 

C 「より新しい」< *neuか (cf. lJ E o~= HOBヽ < *neu-o-) 
型のギリシャ語形容詞比較級の幹母音 0 の延長階梯 及び frodoza 

「より賢い」< *prot-os- 型のゴート語形容詞比較級。語幹の *star-e-

は、 iis による拡張を受けて以後、先ず CTAP'h. の揚意級 [elativus

J12 (上級）の形として、更に後に比較級としても使われるに至った（男・

単• 主 CTAP-'E-H < * star-e-iis-)。同語幹 *starもは、現・ 1• 

単 CTAP-'E騒， 2 CTAP-'E-細UIH, 不 CTAP-'E-TH「次第に老いゆ

く」に立証される。 Cf.U.'E,¥'E瓜， U.'Ed'E血WH, U.'Ed'ETH「平癒させる」

と U.'E,¥'EH「より健康な」； 0-CdAC'Et&, 0-CdAC'E畔 JH, 0-CdAC'ETH 

と CdAC'EH。

語幹母音の延長（古い語根重複の継承）によって、主・対 BAL.KA < 
*ulk立か のような双数形 一意味的には「狼一狼」に等しい、すなわ

ち「2匹の狼」(§. 5参照）である 一、また古イ vfka , リ vilku 

く *ulkw-o- = 双•主・対 Eヽ:¥h.K-A(§. 32参照）のような共同・

具格形 (sociati ve-instrumen tal)、またこれらに関連する、 ラ bene「良
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<」, male「悪く」， cito「速く」（短長格〔 iambus〕的短縮を伴う bene , 

male , cito), longe「長く」， falso「虚偽に、間違って」， rare,raro 

「希に」型の副詞の形を得ることができるのであり、ここでの幹母音 e (o) 

は、 *star-e-> CTAP'EH の幹母音 e と同系関係にある (7)。

同様にして、例えば、 1・単 Rl:A-'E-AX'ヽ く *yedhものような、

古代プルガリア語の未完了過去（インパーフェクト）語幹も、非現在の（終

止した）行為を表すための特別派生語幹として作られたのであり、これは、

現在の（終止していない）行為を表すための古い語幹（例、現・単・ 2 R 

EA-1:-WH, 3 Rヽ A-1:-'I下，単純アオ・ 3 REA-I: に立証される語幹

*uedh-e-)と対照的である。古代プルガリア語の未完了過去 (MHHaJI

0 HeCB'hPllieHO BPeMe)形 (1・単 Rl:A-'E-AX'ヽ， Hl:C-

't-AX'ヽ， C'EA-"E-AX'ヽ ）を作る *yedh-e-, *nek'-e-, • sed-e- のよう

な語幹は、一つは、発話時における、行為に対する主体の不活発な態度 (H

eneRCTBeHO OTHOllieHHe)(すなわち、過去性 [ II p 

eTePHTHOCT] - Hocex, HO cera He HOC 

H 「私は（過去に）運んでいたが、今は運んでいない」）を表したものであ

り、もう一つは、行為自体の持続性 (Tpa0HOCT)を表したものであ

る。したがって、古代プルガリア語では、原則として、不完了体動詞だけが

未完了過去形を持っている。第一の特徴、すなわち、発話時における、行為

に対する主体の不活発な態度という面では、スラヴ祖語の過去時制の（後に、

インパーフェクトの） e 語幹は、語根重複の名残である語幹母音延長階

梯であって、意味的には始原的な畳音 (reduplication)パーフェクトに近

似している。

Uh.H-'E-TH < *m b n-e-, Al:~-A-TH < *legh-e-, 6ヽ A-'E-TH,
RHA-'E-TH, rop-'t-TH 型の、接尾辞 -'t- を持つ不定詞・アオリスト

幹も同一起源である。接尾辞ベー を持つ古代プルガリア語の不定詞・ア

オリスト幹と同系関係にあるギリシャ語の第11アオリスト受動形13が示して

いるように、延長幹母音 e (ギ n)は、非完了 (infectum)幹の e 
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指標から得られたものである 一 次例参照、現・ 2・複 7par/JE !'e 

「書く」 に対して、アオ・ 1・単 と— r P a¢-n-v「私は書かれた」；

2・複 B入も冗 cてc「見る」 に対して、アオ・ 1• 単 E: -/3入e1(-
n-v「私は見られた」； 現・ 2• 複 0 E p-E-てe= AfiP-巳-Tヽ に

対して、アオ・ 1• 単 i-oap-n-v「皮を剥がれた」 (Ah.P-d-TH の

ように、語根母音の低減階梯を含む）。スラヴ祖語のインパーフェクトが不

活発な意味あいを持つのと同じ意味において、ギリシャ語の第IIアオリスト

受動形 (aoristussecundus passivi)の意味は不活発性の表現であり、そ

れは、発話時における、行為に対する主体の不活発な態度を表したのである。

受動の意味を持つ形（ギリシャ語）も、過去の意味を持つ形ないしは状態表

現の語幹（古代ブルガリア語）も、同様の語幹から発達してきた可能性を持

つのである。

スラヴ祖語において、接尾辞も の不定詞・アオリスト幹は、何より

も先ず、状態の語幹である。これは、つまり、述語動詞の主体は、絶対的な

行為、主体に発するものではない行為 (,\fi~.ATH, CTOtctTH, 6ヽ A'ETH,

RHC'ETH,、¥lf:T'ETH, Udh.1114.¥TH, r'OP'ETH, C'EA'ETH, COtctTH CA¥) 
に対して不活発な参与者であって、そうした場合には原則として動詞自体も

自動詞であるか、あるいはまた、主体が自己の感覚と思考を通して物事を捉

える (RIぃ'ETH, Cd'WWdTH, Cd'h.WdTH, Uh.H'ETH, R'tA'ETH, 3h. 

P'ETH)場合であり、そのような場合、早期スラヴ祖語では、行為が疑似客

体 (nceBnoo6oeKT、生・奪格による知覚対象補語）を有したこ

とを伝えるものであろう。スラヴ祖語の疑似客体については、次のような用

例がそれを証明している ：詩編 (Psalterium)XXXVI-37 RH~ ぃh. n 

PdROT'W (直きものを見よ）；スプラシル写本 (CodexSuprasliensis) 4 

126 np'&OCHA 1ぼヽ CTP'-'X'd TR咋 ro(汝の恐れをものともせず）；

同写本 45726 CT'WHX'ヽ CdORlf:C'h. Ad C、:¥'WWHU'h.(聖なる言葉を聞
こう）； ルカ XXIII-49 3h.PAtWT At CHX'ヽ （（女達も）これらのこと

を見て）。しかしながら、古代プルガリア語では、我々は基本的には対格に
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よる直接補語を見い出すのであり ー ルカ IV-30 CA'WWA¥Tヽ CAOB 

〇（彼らは言葉を聞く）； マタイ IX-7 BHA tB~ HCヽ BtPぷ HX 

ヽ（イエスは彼らの信仰を見てから） ； マタイ XXVI-71 0'(3b.P't H 

(auて6v) APO'(r'A'E (他の女が彼を見た） 一、これは恐らくはよ

り新しい現象であろう。動詞 COMTH CA¥ は、常に生格と共に使われ

ており 一詩編 LXXXV-11 COMTH CA¥ IUfiHH TBOfir'O (御名

を恐れる）； 詩編 LII-6CO'tWfi CA¥ CT PAX A ((そのものは）恐れ

を抱いた） 一、これは、 time Danaos 「汝はダナオイ人達を恐れよ」

（この timeは、幹母音の延長階梯 e を持つ）におけるラテン語対格に

比して更に古い用法であろう。

非完了 (infectum)幹に接尾辞合を持つラテン語の第11活用動詞U

も、不活性（状態）あるいは感覚器官を通しての知覚を表すものである 一

例、現・ 1• 単 video、 不 videre 「見る」 (cf. BHA "ETH) ; ta 

ceo、tacere 「黙っている」 (cf.U,¥b.llATH) ; teneo, tenere 「保つ、

持っている」 (cf. AfJb.,KATH)。接尾辞も を持つラテン語動詞の一部

は、それの非完了幹に接尾辞 -e- を持つ、第一次の行為動詞に起源を持

つ 一例、現・ 1・単 placo,2 placis (i < e)「平にする、鎮める」
と 現・ 1・単 placeo,不 placere 「気に入っている（逐語的には、平

静・安寧の内にある）」 ； pendo, pendis「懸ける、吊る」 と pendeo, 

不 pendere 「掛かっている」。古代プルガリア語の、非完了幹に幹母音 e 

を持つ動詞の一部の未完了（インパーフェクト）幹も、非完了幹の母音 e 

の同様の延長によって作られるのである ： 未完・ 1・単 HfiC-'E-AX 

ヽ<*nek'-e-, cf. 現・ 3• 単 HfiC-ヽ Tヽく *nek'-e-ti ; Bl:A-'t-

AXヽ <*lJ.edh-e-, cf. 現・ 3• 単 RfiA-fi-Tヽ く *lJ.edh-e-ti。

Cf. ラテン語第皿活用動詞15の未完了形の幹母音 e の延長 ： 現・ 1• 

単 tego 「覆う、被う」， 2 tegis < *teges, 未完・ 1・単 teg-e-ba 
m。

't (e)指標を持つ古代ブルガリア語の未完了幹は、古典ギリシャ語第II
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アオリスト受動形 (aoristussecundus passivi)の語幹と一致しており、

発話時以前に終止した持続的行為を表す。不定詞・アオリスト幹に接尾辞

-'E-Ce)を持つ古代ブルガリア語動詞にあっては、第一次動詞の e 語幹

との関連は目立たないが、それは、不定詞語末に -'ETH を持つ動詞の現

在形が、補足付加的な現在指標 iを伴う不定詞・アオリスト幹から作られ

るからである ：例、不 Uh.H-'E-TH く 拿mh n-e-, 現・ 3 ・単＂~

H-H-Tヽ <*m h nもi—(§. 27参照）。 現・ 1・単 CTAJJ-'E狐， 2 

CTAJJ-'EーEWH, 不 CT AJJ-'E-TH (男・単• 主 CTAJJ-'E-H「より古

ぃ」の語幹 *starもより、 cf. CT AJJ-'b <• star-o-) ; oyu'E 
犀， O'(U'EEWH, O'(U'ETH (cf. O'(U'b) ; H'EU'E日， H'EU'EEWH, H'E 

U'ETH (cf. H'EUヽ） 型の、接尾辞 -'E-(e)の名詞派生動詞の場合は、

接尾辞もi- =e+iの現在幹は、テーマ母音 e (対応階梯では 0)を

補って拡張されたものである 一 例えば、現・ 3・単 CTAJJ-'E-1&-T'b 

(CTAJJ-'E記 -Tヽ） は、 *star-e-i-e-ti から出ている。感覚器官ないし

は思考過程を経て知覚することを表す -'El&, -'ETH 型の派生動詞も、ス

ラヴ祖語において、生・奪格の疑似客体を持っていた。次例参照、マタイ

XXII-18 アッセマーニ写本 (CodexAssemanianus) JJA30'(U'EKヽ．．．

示^k碑 ECTKl'E HX'ヽ （マリア写本 Codex Marianus では、 示^KA

K'bCTKO) (彼らの悪意を知って） ； ヨハネXVIII-37 nocdO'(WAETヽ

r dACA uo1:ro (私の声を聞く）； ヨハネ V-24 C、¥O'(WAA¥ C、"
K1:c1: uo1:ro (私の言葉を聞いて）。

接尾辞 -'E- の古代プルガリア語動詞には、過去（不定詞・アオリスト

ないしは未完了）語幹においてだけ不完了体からの派生であるもの（不 U 

h.H-'E-TH, 未完・ 1・単 Uh.H-'E-AXヽ， Hヽ C-'E-AXヽ ）と、過去語幹も

現在語幹もそうであるもの（現・ 1・単 CTAJJ-'E紐，不 CTAJJ-'E-TH, 

未完・ 1・単 CT AJJ-'E-AX'ヽ ）とがある。
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§. 12 古代ブルガリア語過去語幹の起源

これまでの記述において、我々は、母音延長を伴う二種類の語幹に出くわ

したことになる

1. 延長語根母音を持つ過去語幹 ー アオ・ 1・単 H'ECヽ < *n 

ek'-s-, cf. 現・ 3・単 HECETヽ < *nek'-e-ti ; アオ・ 1・単 B'E 
cヽ く *uedh-s-, cf. 現・ 3・単 BEA-、Tヽ ； アオ・ 1・単 Cd 
c~< *bhodh-s-, cf. 現・ 3• 単 COA-、Tヽ ； ラ完・ 1・単 l
egi「集めた」， cf. 現・ 1・単 lego 「集める」 ；完・ 1・単 veni 

「来た」， cf. 現・ 1・単 venio「来る」。

2. 接尾辞の延長母音を持つ過去語幹 ー 未完・ 1・単 HEC-'E-dX' 

ヽ < *nek'-e-, cf. 現・ 3・単 HEC-1:-Tヽ ； ギ 11アオ・受動
t-r Pa  </>-n-v「書いた」， cf.現・ 2・複 r pa¢-e -て c「書く」。

ラリンガル・モデル(§.3)は、古い語根重複（畳音 reduplication) 

と始原的な一括多数性指標（完遂、完成行為の指標） 比 による過去語幹

形成から、第一型の延長を引き出すのに有効であろう。

ラ 現・ 1・単 edo「食べる」< *Hiedーと 完・ 1・単 edI 「食べ

た」＜ ＊凡e-H1edー の相関関係を検討してみよう。歴史的観点からすれば、

これは、ラ 現・ 1・単 pen-d-o「懸ける、吊る」（語根については、語根

母音の低減階梯を持つ現・ 1・単 Olt.Hぷ参照） と 完・ 1・単 p

e-pen-dI「懸けた、吊った」 の相関関係と同じである。 *e-ed-> *ed-
語幹（現・ 1・単 taUlt.< スラ祖 *iad-m h < * edー の語幹と
同じ）は、 ＊比e-H1edー語幹の H(H1, H2, H3)脱落後に、得られたのであ

る ；非テーマ（無幹母音）動詞 taUlt. < スラ祖 *iad-m h は、畳
音（重複）完了幹からできたもので、 AdUlt. < スラ祖 *do-d-m h 

が、もっと別型の始原的な畳音完了幹 *deH3-dH3ーからできているのと同

じである。同様にして、現・ 1・単 emo「買う」 と 完・ 1・単 emi 
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「買った」 の相関関係は、非畳音の語幹 ＊凡em- > *emーと 畳音の

語幹 ＊凡e-H1em- > *e-em-> 拿em—の相関関係に還元できる。欠如動

詞 (defectiveverb) 完・ 1• 単 odi 「憎む、（が）嫌だ」 < *od-

< *o-od- < *比e-Hsedー は、短母音を持つ非実現の現在を表す別形

（古い非畳音の語幹 *od- < *比ed-; cf. odium 「憎しみ」）を前提

としたものである。この例においても、過去（完了）語幹の表徴としての、

語根母音の延長は、過去（完了 perfectum)の古い畳音（重複）構造に

起源を持つのである。

［語根短母音ー非過去語幹］ ： ［語根長母音一過去語幹］のように生成さ

れた対立は、現在語幹と見かけ上の非テーマ（無幹母音）アオリスト語幹と

の同じような対立（現・ 1・単 ¢uw「生み出す、作り出す」 < *bh 

u-eー と 非テーマ・アオ・ 1・単 e-¢u-v < *bhu- < *bhu-Hか

; cf. 不定詞 G'WTH における不定詞・アオリスト幹 G'W- < スラ

祖 *bu-< *bhu-H:i-)による補強を受けた。現在幹 *ed- < *Hied-: 

過去幹 *ed- < *比e-H1edー及び現在幹 *mu-(現・ 1・単 uヽ狐，

ロ MOIO): 過去幹 *mu- < *mu-H2- (cf. 不 U'W-TH)型の交

替モデルにしたがって、ラ 現・ 1・単 scabo「掻く、こする」，完・ 1• 

単 sea.bi 「掻いた」 ；現・ 1• 単 venio 「来る」，完・ 1・単 veni 

「来た」 ； 現・ 3• 単 HヽC-、Tヽ ，アオ・ 1・単 H~C~< *nek'-s-

； 現・ 3・単 GOA-11:-Tヽ， アオ・ 1・単 GdCヽ < *bhodh-s-

型の交替が生成されたのである。

ラテン語の、予期される交替現・ 1・単 ago < *H咽g'ーと *agi 

く *ag- <拿a-ag- < *H:ie-H2eg'ーに代わる 現・ 1・単 ago と

完・ 1・単 egi 「駆った、導いた、動かした」 の交替は、現・ 1・単

facio「為す、作る」< *dhH1-k-(§. 13参照），完・ 1・単 fed「為

した」< *dheH1-k-(cf. A~-TH の不定詞幹） ； 現・ 1・単 iacio 

「投げる」< *iH1-k-, 完・ 1・単 ieci「投げた」 < *ieH1-k- の交

替モデルに従って発生したものである。現・ 1・単 lingua 「残す、去る」，
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完・ 1・単 liqui 「残した、去った」； 現・ 1・単 rumpo「破る、引

き裂く」，完・ 1• 単 rupI「破った、引き裂いた」 型の交替は、 * li-n-

kw -: *Ii-Hz-kw-> *lik立及び *ru-m-p-: *ru-H2-p-> *rupーの交
替から引き出されるべきであろう。この場合の n (m)は現在幹の指標 (c

f. 現・ 1• 単 CT.4-Hぷ， 2 CT .4-H-1:-WH, 不 CT.4-TH)、比は

過去幹の指標（行為と性質の一括性の指標）、炉及び p は現在幹の後ろ

にも過去幹の後ろにも付加された古い接尾辞（語根拡張子）である。

ラテン語の、現・ 1・単 rumpo「破る」，完・ 1・単 rupi「破った」；

現・ 1・単 fundo「注ぐ」，完・ 1・単 fudi「注いだ」 の交替と古代

プルガリア語の交替、現・ 1・単 EぷA& < * bhu-n-dh-, アオ・ 3• 

単 C'¥ICTヽ <*bhu-H2-dh-t-(dt > CT の変化を伴う）は、完全
に一致しており、またこの場合の dhは、達成された状態を表す古い接尾

辞であって（ギリシャ語の e-rra t OE u-0-TJ-JJ「私は教育された」

型の受動アオリストの接尾辞 -0- と同じ）、スラヴ祖語の動詞活用形に

（不定形ではなく）特有の接尾辞である(§.13参照）。アオ・ 3・単 C'¥I 

CTヽ を アオ・ 1・単 C'¥IX"ヽ <*bhu-H2-sー と同じシグマ・アオリ

スト 拿bhu-s-tーと見るのは誤りである。何故ならば、スラヴ祖語及び古代

ブルガリア語アオリストの 2• 3人称単数は、原則として、シグマを取らな

いからである 一 cf. アオ・ 1・単 UA¥Cヽ に対して、 2• 3 nが『

ヽ ； アオ・ 1・単 P~X"ヽ， Pl:KOX''\ く * rek-s-, * rek-H2-sー に対

して、 2• 3 印韮く *rek-e-; アオ・ 2• 3・単 A.4CTヽ ，印CT

ヽ は、シグマ付加形である 単・ 1 AdX"ヽ， "'X'ヽ (1'1Cヽ ）とは違って、

シグマを取らないスラヴ祖語形 *dod-t'b' *ed-t'b から作られたもので

ある。

いわゆる加音 (augmentum)も、頭音 H (Hi, H2, H3)を持つ古い過

去語幹における畳音に由来するものであり、印欧諸語の一部（古典ギリシャ

語、古代インド語、アルメニア語、プリュギア語 (16)) では、この加音の助

けによって、過去時制（未完了過去 imperfect um、アオリスト aoristu 
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S、過去完了 plusquamperfectum、また動詞によっては完了 perfect um 

も）が形成された。加音はスラヴ祖語においても存在し、少なくとも、推

定される、助動詞 *es-(lf=C-Ub.)の非補充法 (suppletion)的過去活用に

存在したと考えられ、この活用の助けによって、古代プルガリア語の未完了

過去時制（インパーフェクト M H H a JI O H e C B b p ill e H O B P 

e Me)形が作られたのである。古スラヴ学者達は、通常、古代プルガリア

語動詞の未完了過去語尾、例えば、 1・単 H&C-'E-AX"ヽ， 6b.fJ-A-AX'ヽ， n

b.C-A-AX'ヽ， X'O~A-A-AX'ヽ に、助動詞の古い加音過去形があると見てい

る 一未完・ 1・単 *e-es- > *es-o-m (cf. 古イ 未完・ 1・単

asam く *esom)から、過去指標 hの一般化と *eh> *祖h- の変

化を介して(§.2参照）、母音間のヨット (j)の消失以後に -AX'ヽ が

得られたというのである。尤も、スラヴ祖語に加音が存在したという推定が

絶対不可欠のものだというわけではない。何故ならば、過去語幹 * e-es-

> *esー は、畳音過去語幹 ＊凡e-H1es- > *e-es- > 拿esー から直接

得られるからである。ギリシャ語の加音未完了過去 *es— が畳音完了幹の

継承であることは、例えば、 2• 単 介a0 a < *H1e-H1es-tha の形
が証明しており、また、この -0 a は古い完了語尾であり、古代インド

語2人称単数完了 vet-tha (=ギ o la 0 a, ゴ waist < 拿goid-th-)
「知った」及び da-datha < *de-deH3-thaの語尾と同じものである。
古代プルガリア語の未完了過去（インパーフェクト）語尾 ー 1・単

-AX'ヽ く*es-om, 2 -AW& く *es-es, 3 -A呻く *es-et,

1・複 -AX'OUヽ く *es-omos, 2 -ACT& < * es-te, 3 -AX'ぷ
く *es-ont ー は、助動詞の過去語幹 * H1e-H1es-> * e-es-> * es-

から引き出された可能性があり、またそこから非完了 (infectum)の e活

用の形が形成されたのである。 Cf.単純アオ・ 1・単（起源的には、古い

未完了過去） nAAヽ く *pod-o-m, 2 nA心く *pod-e-s, 3 

nAAヽ < *pod-e-t, 1 ・複 nAAOUヽ < *pod-o-mos , 2 nA 
Alf=T& < *pod-e-te , 3 nAAXt. く *pod-o-nt。スラヴ祖語のイン
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パーフェクトは、元来、回説合成的なものであって、 *nek'-e-(HヽC-'t-d

X'~ 参照）あるいは *bh b r-e-H2-(Gb.P-d-dX'ヽ 参照）型の過去不定形

（純粋過去語幹）から構成され、これに非完了活用助動詞過去形が合成され

たものである。ラテン語の、 legも ba-m 「私は集めた」 型のインパーフェ

クトの形成については、§. 13参照。

青年文法学派のモデルによれば、完・ 1・単 ガXa (ドーリス a X a) 
「導いた」 (cf.現・ 1・単 li r w 「導く」）の形は、語頭母音の延長、す

なわち時量的加音 (augmentumtemporale)によって形成されている。ラ

リンガル・モデルの観点からすれば、ガ xa は起源的には畳音形である

( *Hie—比eg'- > *a-ag'-> 拿ag'-; g の帯気音化については、§.
13参照）。同様にして、アオ・ 1・単 w</>Bnv「見た」は、畳音過去語

幹 ＊比e-H3ekw-> *o-okw-> *okw- から引き出すべきである。過
去語幹におけるいわゆる時量的加音 (augmentumtemporale)が音節的加

音 (augmentumsyllabicum)から得られた、すなわち「かつてある時」の

意味を持つ副詞的前置小詞の eから得られたものだという定説は、非常に

大きな矛盾にぶつかることになる。一面では、ヴェーダの（古代インドの）

頌歌やホメロスの言語において、音節的加音 (augmentumsyllabicum)は

義務的な現象ではなく、未完.3・単 a-bhar-a-t = e -</> t p-t < 
語根 *bher-「運ぶ」 の加音形と並行して、 bharat, ¢t p t の非加

音形が見られるのであり、このことからすれば、音節的加音は比較的新しい

特徴だという結論が為されるべきである。しかし、そうだとすれば、ギリシャ

語の E, + E, 及び t+o の縮合 (contraction)に際しては、 TJ' w 

ではなく、 t l, 0 U となって然るべきであろう ー アオ・ 1・単

* e -o </> _-0 TJ -1.1 , 未完.3・復 * e -t a-a v は、 w<1>0n1.1「私
は見た」 や 介aav「彼らはあった、いた」ではなく、 *ou</>Bn 

ツ や *t laav の形を与えたはずである。推定される E, + E, 

> TJ や t+o > w の縮合は、ある非常に古い古代ギリシャ語前
の時期にだけ発生し得たものであろう。しかし、このことは、時量的加音が
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音節的加音よりも古い現象であることを表している。ただし、過去語幹にお

ける本来の縮合は、 e+ a > a (アッティカ n), e + e > e (TJ), 
e +。>o (w) ではなく、 e + e > e, a + a > a, o 
+。 > 6 だったのである。時量的加音は音節的加音から出たものでは
なく、その逆に、音節的加音が時量的加音から出たのである。

ラテン語文法では、現・ 1・単 edo「食べる」 と 完・ 1・単 ed:i 

「食べた」 の相関関係、 odium 「憎しみ」 と 完・ 1・単 od:iの相関

関係は、母音の量的交替として記述されるのに対して、ギリシャ語文法では、

現・ 3• 単 t a r l v「それ（彼）がある、いる」 と 未完・ 2・単

ガa0a「君があった、いた」 の相関関係、未・ 1・単 0¢0カaoμ

a l 「見るだろう」 と アオ・ 1• 単 w¢0nv「見た」 の相関関係

は、非加音動詞語幹と加音動詞語幹（時量的加音を持つ）の差異として記述

される。しかし、何れの場合も、古い非畳音（非過去）動詞幹と古い畳音

（過去）動詞幹の相関関係である 一 現・ 1・単 edo「食べた」＜ ＊凡

ed-, 完・ 1・単 ed:i 「食べた」 ＜ ＊凡e-H1ed-; odium「憎しみ」

く ＊比ed-, 完・ 1・単 od:i 「憎んでいる」 < *H3e-H祀d-; 現・ 3• 

単 t a r l v「ある、いる」 < *Hies-, 未完・ 2・単 ガa0a「あっ
た、いた」＜ ＊凡e-H1es-; 未・ 1• 単 o¢-0か aoμa t 「見るだ

ろう」 ＜ ＊比ek立 (cf. OKO < *Haok立）， アオ・ 1・単 w¢-0 
n v「見られた」 < *Hae-H叫で—。現・ 1 ・単 l(IUb. < *ed-mi < 
*e-ed-miく汎e-H叫の原型は、ギ未完・ 2・単ガ a0a「あっ

た、いた」 < *es-tha < *e-es-tha く ＊凡e-H1es-tha の原型も加音
的であるのと同じ意味で、加音的なのである。

H(H1, Hぁ比）の脱落後、 *e-ed- > *ed- ; *e-es- > *es— 型

の過去形は、印欧諸語の一部ではもはや畳音とは感じられなくなってしまっ

たが、その特徴を表示する加音 e は古い非畳音過去形にも引き移される

に至った。加音は常に接頭辞と語根の間に措かれるという状況が、古い畳音

動詞幹から加音が作り出されたということを間接的に示唆している 一現・
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1・単 e l a-¢e p w「運び込む」，未完・ 1• 単 ela-e-¢epo 

v「運び込んでいた」。初め畳音語幹中の語頭音節、つまりそこから作られ

る加音は、独自のアクセントを持った個別の語として発音されたのである。

このことについては、語境界を示す符号（：）が証明している、 facio「為

す、作る」 の畳音形 *dhe-dhH,- > fe-fa-k-ed = FHE : FHA-KE 
n11のような古いラテン語の書き方。このようにして、古代インド語や古代

ギリシャ語の加音上のアクセントも説明がつ< - cf. 未完.3・単 a 

bharat , これと同系の ど-¢epe「（そのものは）運んでいた」。
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§. 13 古代ブルガリア語における過去語幹間の相関関係

古代プルガリア語には、始原的な過去語幹4型の痕跡が残っている：

1. 畳音を含む過去語幹（不 tctCTH < *ed-tei < *e-ed-< 
＊凡e-H,ed-; 畳音語幹は現在形にも一般化している ー ラ 現・ 1• 

単 edo「食べる」 に対して、 1 • 単 tctUh. < スラ祖 *ed-mi)。

2. 全ー的実現、完遂、完成、停止終結行為の指標として再解釈を受け

た一括多数性指標 H2 を含む過去語幹 (cf. 不 Ch.PATH, アオ・ 1• 

単 Ch.PAX''l¥ く *bh h r-e-Hr ; アオ・ 1・単 Hl:C-0-X'ヽ < *ne 
k'-H2-S-[ H2 > 0 への変化を伴う］； アオ・ 1・単""'ヽ く
*pen-H2-s-, 不 nがTH< *pen-tei < *pen-H2-[鋭音調 acute 
と 比脱落以後の二重母音の延長を伴う］）。

3. 語幹母音 eの延長を介して作られる過去語幹（不 Uh.H-~-TH 

< *mhnも； 未完・ 1 ・単 Hl:C-~-AX'ヽく *nek'-e-)

4. 語根母音の延長を持つ過去語幹（現・ 1・単 Hl:Cぷ 2 Hl:CI: 

WH < *nek'- に対して、 アオ・ 1・単 H~C'l\ < *nek'- )。こ
の型も、非常に古いものであるが、第一次的なものではなく、 H(H,, H2 , 

比）の消失後、第1型、第2型の過去語幹に生じた、現在語幹一短母音：

過去語幹ー長母音、という交替の類推（アナロジー）によって現れたので

ある。

同ー語根から二方法、また時には、三方法による過去語幹形成が可能であ

る。たとえば、 *bhuー 語根から、現在語幹の e母音の延長によって形成

される過去語幹 *bhu-e-> スラ祖 *bu-e-s- > *be-h-(未完・ 1• 

単 C~X'ヽ）、また、一括多数性指標 H2 を補って形成される過去語幹

*bhu-H. > スラ祖 *bu-(不 C'WTH, アオ.3・単 C'WCTヽ，
ギ非テーマ・アオ・ 1・単 e-¢u-1.1「生じた、起こった」）が立証

される ； cf. イタリア祖語のインパーフェクト活用に関与している *b 
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hu-e-H2- > イタリア祖語 *b1J.-a- > *baー の語幹も（次例参照、ラ

現・ 1・単 nego, 不 negareに対して、未完・ 1・単 nega-ba-m 

「拒否した」， 2 nega-ba-s ; 現・ 1・単 tego , 2 tegis < *teg-e-
s, 不 teg-e-re に対して、未完・ 1・単 tegも barn「被った」， 2 teg-

e-bas - eの延長幹母音をもつ純粋語幹 teg毛 は、イタリア祖語のイン

パーフェクト形成に際して、不定形の役割を演じた）。

助動詞の語根 *es- < *凡esーからの畳音過去語幹 *H1e-H1es-> *e-e 
s-> *esー を形成できる、 cf. 純粋過去語幹 *nek'も と助動詞 ＊凡e

sの畳音過去語幹 ＊比e-H1es-> * esー から得られる 未完・ 1・単 Hf: 

C-'E-dX'への -dX'- 接尾辞 Cs> hの規則的変化を行なうシグマ・ア
オリスト形の類推から sとh の交替を伴う）； cf. 更に、ギ未完・ 2• 

単 ガa0a < *凡e-H1es-tha。助動詞の現在幹 * H1es-e- > * es-e-
から、一括多数性指標比を補って、過去語幹 *H1es-e-H2- > *es-

a- も作ることができる (cf. ラ 未完・ 1・単 eram, 2 eras— これ

は母音間の sを rに変えてしまう r音化現象 rhotacismを伴う）。

語根 *nek'ーからは、一括多数性指標 H2 を補った過去語幹（アオ・

1・単 Hヽ C-0-X'ヽ < *nek'-H2-s参照）及び語根母音 e の延長によ
る過去語幹（アオ・ 1・単 H'EC'h. く *nek'ーs- 参照）を形成できる。

一方、未完・ 1・単 Hf:C-'E-'1X'ヽ における過去語幹 Hf:C-'Eー は、語幹

母音 e の延長によって、非完了 (infectum)幹 *nek'ーe- より出てい

る（現・ 1・単 Hf:Cぷ， 2 Hf:C-f:-WH, アオ・ 3・単 Hf:Cヽ ＜ 

*nek'-e-t 参照）； cf. ラ 未完・ 1• 単 teg-e-bam「覆った」の過去

語幹は、現・ 2• 単 tegis< *teg-e-sに立証される非完了幹 *teg-e-
より作ったものである。

語根 ＊比em-「取る」 からは、一括多数性指標 H2 を補った過去語

幹が形成される ー アオ・ 1・単 Ateヽ く *em-s- < *H1em-H2-s-
（比の脱落後、二重母音 em の延長） ； 一括多数性指標 H2 が非完

了幹 *H心 m-e-(語根母音の低減階梯を伴う）に付加されると、別の過去
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語幹が形成される 一 不 JIU-d-TH, B~3-h.U-d-TH の過去語幹 HU 

4 は、 *H心 m-e-H2-> スラ祖 • b m-aー の継承である。非完了幹

*H心 m-eーからは、語幹母音 e の延長によって過去語幹 *H心 m毛

＞ スラ祖 * b mも が作られるが、これは HU-'E-TH に立証される；

ラ 完・ 1・単 emi「買った、獲得した」は、畳音過去語幹 *H,e-H,em-

> *e-em- > *emー から出たものである。スラヴ祖語においては、
過去語幹 *H心 m-e-H~ > * h m-a-「取った」が、「持つ」の意の現在形
として再解釈を受けたのである 一 現・ 1・単 HUdUh., 2 HUdW 

H 参照。この動詞の過去形は、補充法 (suppletion)語幹 * b mも（不

HU-'E-TH 参照） より作ったものである。始原的な過去語幹 HU-d-

は、同時に、派生動詞現・ 1・単 E:U,¥鼠, 2 E:Ut¥E:WH の不定

詞・アオリスト幹でもある。

語根拿凡i-「行く」 からは、一括多数性指標 比 を補って、過去語

幹 *H,i-H2- > *I-(不 H-TH 参照） が形成される。この語根 *H, 
iーは、すでに印欧祖語において dh による拡張を受けている(§. 14参

照）。この派性語幹＊凡i-dh- から、一つは、能動過去分詞 叫 Jヽ が
作られたが、この W は頭音 H, の継承である。 HTH の能動過去

分詞皿~Aヽ を動詞 X'OAHTH の語根 *hodーから作った補充 (supp

letion)形であるとする定説は正しくない ー スラヴ祖語の語根 *hod-

は、語根母音の低減階梯による *h b d- > 皿t.A~ の様な変種は持ち

得ない；語根母音 e及び 0 の低減階梯は、鳴子音の前以外では現れ得な

いのである 一例、現・ 1 ・単 CE:J)ぷ，単• 主 cヽ-COJJ-~, 不 E

h.JJ-d TH ; O-nOH-d 「幕、帳」， 現・ 1・単 nいHぶ。 現・ 1• 

単 Eヽ A-&, 2 KEA-、-WH BO~A-.ii., BOA-H-WH uor示，

UO~l:WH KOCH示， KOCHf=WH のような動詞の能動過去分詞におい

ては、 *Rh.A-, *Uh.I"―' *'lh.C- 型の語根は、絶対に許容され得ない。

更に、 X'OポA示， X'OAHWH, X'OAHTH の能動過去分詞は X'O~Ab. で

ある。拡張語根 ＊比i-dh-からは、更にもう一つ、一括多数性指標 H2 
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を補って過去語幹、アオ・ 1・単 HA-0-X'ヽ ＜ スラ祖 * hdoh'hく

＊凡i-dh-H2-Sー が作られた。古代プルガリア語では、 H-TH の不定詞幹の

母音 H (スラ祖 *i く ＊比i-H2-)は、動詞の全活用に一般化している

ーチ不 jiti (上ソルプ hie)< スラ祖 *i-tei く＊比i-H2-

に対する チ 現・ 1・単 jdu=上ソルブ du< スラ祖*bd- < 寧

H1i-dh- の形は、現・ 1・単 HAぷ， Eヽ H-HAぷ， アオ・ 1・単 HA-0 

xヽ， K~H-HA-OX'ヽ の形よりも古い。非完了幹 ＊凡i-eー を、先ず H2 

で拡張し、その後 dh あるいは sで以て拡張すると、 * H1i-eH2-dh-

＞ スラ祖 *iad- (cf. 現・ 1• 単 tctAぷ， 2 tclA-1!:-WH「（乗って）

行く」）あるいは ＊比i-eHi--s- >スラ祖拿iah-(cf. 不 tclX'ATH)

なる語幹が得られることになるが、これらは補充法活用を構成するに至って

いる。畳音過去語幹＊凡e-H1eiーは、 ギ未完・ 1・単 ガa「行った」

（ ＊比e-H1ei- > *e-ei-> ガ ）に立証されるが、これは、一人称単
数語尾 —a が示すように、古い完了形（パーフェクト）に由来するもの

である（〔完了語尾を持つ〕未完・ 2・単 ffeta0a も参照）。

畳語法（畳音、語根重複）は、過去語幹の形成手段としては、すでにスラ

ヴ祖語期が始まる以前に使われなくなった。例えば、 拿ed- (cf. tctu~ 

く *ed-mi く 汎 e-H1ed-)のような、起源的には畳語法であるいくらか

の始原的な語幹が残っているが、それは、これらの語幹における H (Hi, 

H2, H3)の脱落後は、もはや本来の語根重複は存在しなかったからにすぎな

い。スラヴ祖語においては、加音も発達していない。畳音過去語幹の消滅の

故に、例えば、 ギ完・ 1・単 入も入 UIC a 「解いた、解き放った」あ

るいは古ラ 完.3・単 *fe-fa-k-ed「為した、作った」(§.12参照）

のような、畳音語幹と 比指標を結合したような、複合派生的な過去形

の痕跡も残っていない ー ラ完・ 1• 単 fed 「私は為した、作った」

や ieci 「私は投げた」（現在幹、例えば、現・ 1・単 facio, iacio の

接尾辞 -k- は完了形のアナロジー） やギ完・ 1・単 入t-入U-IC-

a 「解いた、解き放った」 に見られる接尾辞 -k- は、 アオ・ 1• 
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単 Hf:C-0-X'ヽ < *nek'-H2-sーや古イ アオ・ 1 ・単 a.-bodh-i-~am

「目覚めた、気付いた」 < *bhoudh-Hi-s- に見られる、始原的な一括多
数性指標 H2 に由来するものである。 ラ 完・ 1・単 fed「為した、

作った」（同語幹 *dheH,-H2ーは、ギ アオ・ 1・単 e-07]-K,-a「置い

た、据えた」にも見える） や ieci「投げた」（同語幹 *ieH1-H2ーは、

ギアオ・ 1・単 かK-a「送った、投げた」にも見える）は、ギアオ・

1・単 eowKa「与えた」と共に、それぞれ * dheH1-H2-, *ieH1-H2-

及び *deH3-Hi- より得られたもので、この比が H(Hi, H2, H3) 

の先行を受けて、後舌子音に変じたのである。完・ 1・単 入£ 入uK a 

の に は、 H(Hi, H2, H3)が比の後続を受けて発生したことを間接

的に示しているのが、完・ 1・単 ガXa (ドーリス a X a)「導いた」
< * Hie-H:ieg'-H2-(現・ 1• 単 lir w < *H:ieg'-) やてe-てP
o </>-a「向きを変えた」< *te-trop-H2-(現・ 1・単 てpも冗 0 「向き

を変える」< *trep-) のような形にみられる lr, fJ > <I> 及び
K, r > X の変化である。
かつて同一類であった、接尾辞 H2 のある過去語幹（アオ・ 1・単 E 

'WX''k < *bhu-Hi-s-, nがCヽ <*pen-H2-s-, Ch.JJAX'ヽ < *bh hr-
e-Hi-s- , Hf:COX'ヽ < *nek'-H2-s-)は、語幹が母音または子音で終わる
語根（非テーマ）過去形と接尾辞もー を持つテーマ（幹母音）過去形に

分解したのである。子音で終わる非テーマ（無幹母音）過去語幹には、二種

類ものが現れている ： 

I. アオリスト形に繋ぎ母音 0 を欠き、過去語幹が鳴子音 (P,A, 

U, H)で終わり、かつ鋭音調 (acute)の種類 一 cf. アオ・ 1・単 n 

.IC'k く 拿pen-s- < *pen-Hi-s- (不 n.lTH の語根母音上にアクセ
ントを持つ）。これらの動詞のあるものは、その現在語幹に接尾辞 —e を

持つ一例、現・ 1・単 nh.H示， 2 nh.H-f:-WH, 不 nHtTH,

アオ・ 1・単 n.1cヽ (cf. ロ p a C II H T b) ; Uh.I)~, Uh.j)-f:-WH, 

UJ)'E.TH ( ｀ cf. ロ yM e p e T b), UJ)'E.X''h. ,Kh.H示， ,Kh.H-1:-WH,
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XがTH(cf. ロ }K a T h), ~/ACヽ、 また、あるものは、現在語幹に接

尾辞—ieーを持つ一例、 現・ 1・単 Uf:dl&, 2 Uf:d-f:-WH, 

不 Ud'ETH (cf. セ・ク M JIらTH), アオ・ 1・単 Ud'EX'ヽ

COP騒， E.OP-f:-WH SPATH (cf. ロ 60 p O T h C H), E.PAXヽ 。

これらの動詞類は単純アオリスト (rrpocT aopHcT)(古いイ

ンパーフェクト過去）を持たない。

Il. 過去語幹が鳴子音でない子音で終わり、そのアオリスト幹に繋ぎ母

音 0 (起源的には、古い一括多数性指標 H2 )を持ち、不定詞語尾

-tei にアクセントを持つ種類。例、 現・ 1・単 Hf:C示， 2 Hf:C-f:-W 

H, 不＂紅 CTH(cf. 口 H e c T ii), アオ・ 1・単証coxヽ； uor&, 

UO~f:WH UOWTH c (f. 口 IIO -M O q h), UOf'OX''l¥ ; B'l¥d'£3示， Bヽ

,¥'E3f:WH, Bヽ ,¥'ECTH( cf. ロ JIe 3 T h), Bヽ ,¥'E30X'ヽ； 'lh.1ぷ，叫

Tf:WH,'IHCTH ( cf. ロ IIp O q e C T h),'lh. TOX'ヽ； OAA示， OAA

血 H, nACTH (cf. ロ y -II a C T h), OAAOX'ヽ (8)。これらの動詞類

は、単純アオリスト（古いインパーフェクト過去）形も持っている ー 2 • 

3・単細C-1: < *nek'-e-s, *nek'-e-t UO~f:, B'l¥,¥'£31:'lh. Tf:, 

OAAf:, 3・複 Hf:C& く *nek'-o-nt, uor &, B'l¥d'E3ぶ， 叫 TA., n 

AA& 。これらの動詞の一部は、語根母音の延長を伴う第 1シグマ・アオ

リスト形も持っている：現・ 1• 単 Hf:C示， 2 Hf:C-ヽ WH, アオ・ 1• 

単 H'ECヽ <*nek'-s- ; OTBPh.3示， OTBPh.31:WH, OTBP'ECヽ ＜

*yerg'h-s-; B印ぷ， Bf:A岬 JH, B'EC'l¥ < *yedh-s-; GOAぷ恥
Af:WH, SACヽ く *bhodh-s-; Pf:K&, Pf:'lf:WH, P'EXヽ ＜拿rek-s-・

rpi:c示， rp,;c呻WH, f'P'Eへく *ghrebh-s- 。次のような動詞は、

第Ilアオリスト形以外のシグマ・アオリスト形を作ることはできない：現・

1・単 B'l¥,¥'E3&, 2 B'l¥d'E3畔WH,不 Bヽ d'ECTH, アオ・ 1・単

B'l¥d'E30X'ヽ； (Cヽ）OACぷ (Cヽ）nACf:WH, (C'l¥) nACTH, (C'I¥) nA co 

xヽ； KPAA示， KPAAf:WH, KPACTH, KPAAOX'ヽ； OAA示， OAAf:WH,

OACTH, OAAOX'ヽ； uor &, UO~f:WH, UOWTH, UOf'OX''l¥ ; BPh.f'ぷ，
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BPh.~11:UJH, RP'EUJTH, Rph.rox-ヽ； dh¥rぷ，＾＾ポ曰皿， dl:WTH, ,¥Er 

OX'ヽ； Ch¥A示， Ch¥Al:UJH, C'ECTH, CtAOX'~; OCPA¥WT示， OCjJA¥UJTl:W

H, OCP'ECTH, ocptTOX'~; HA示， HAl:WH, HTH, HAOX'ヽ； tctAぷ

lclAヽUJH, lclX'ATH, tclAOX'ヽ。

接尾辞 -e-の現在幹を持ち、鳴子音でない子音で終わる非テーマ（無幹

母音）不定形を持つ動詞については、第IIシグマ・アオリストが一般的であ

り、したがって、これらの動詞の一部にのみ固有の、語根母音延長を伴う第

1シグマ・アオリストと比べれば、より基本的な部類である。第IIシグマ・

アオリストの語幹の方が起源的にもより古いものであり、 * nek'-H2-s- > 
Hl:C-0-X'ヽ 型の、一括多数性指標 H2 を伴う過去語幹は、 より後に

類推（アナロジー）によって発生してくる * nek'-s- > HtCヽ 型の、
語根母音延長を伴う過去語幹に先行するものである。この類推の出発点の一

つは、 i, u に終わる、語根母音ゼロ階梯の両子音語根から作る過去形で

ある 一次例参照、 ラ現・ 1・単 ru-m-po「破る、引き裂く」，

完・ 1・単 rupi「破った」 < *ru-H2-p- ; スラ祖現・ 1・単
*bu-n-d-o-m (cぷAii.) < *bhu-n-dh-, アオ・ 1・単 *bu-d-h-(四
xヽ） < *bhu-H2-dh-s- ; ラ 現・ 1・単 linquo 「残す、去る」＜
*li-n-k立 (cf.ギ現・ 1・単入 El冗 0 「残す」< *lei-kw-), 完・

1 • 単 Hqui 「残した」< *li-H2-kwー；スラ祖現・ 1・単 * ci-t-5-m 

（叫Tぶ）< *kヰt- 「読む、数える、敬う」 (cf.同語根であるが、 -t-
による拡張のない次の語根 U. tHA < *kwoi-n-「価格、敬意」、また、
不定詞語幹 *kwoi-> KAI& Ch¥, KA畔 IH Ch¥), アオ・ 1・単 *cits-
om (IIHへ） < *kwi-H2-t-S-o 
現・ 1 ・単 ~HBぷ 2 ~HR畔JH < *gwei-u-(§. 2, 第 7項参
照） に対する 不 ~HTH は、 *gwl_ < *gwi-H2一に由来する。
比音の痕跡は、 ラ 完・ 1・単 vixi「生きた」 < *g斗 H2-s-(i-
H2-s > iks への変化を伴う） に見られる（これに対して、 ~HRii. 

< *gwei-uーと同系の現・ 1・単 vivo)。 Cf. ラ 現・ 1・単
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struo に対して、完・ 1• 単 struxI「積み重ねた、建てた」< *stru-H2"" 

s- 。青年文法学派のモデルでは、完・ 1• 単 vixI, struxI は、古 flu 

vo > fluo, fluxI「流れる」， 古 fivo > flgo, fixI 「穿つ、刺し通
す」といった、その原語根 拿bhleugw-, * dheig立に後舌子音を含む動詞

の類推によって説明されている。ラテン語における—iH2s > -Iks の変化
については、次例参照、 古イ datri 「女贈与者」< * doH3-tr-i-H2 (女

性の接尾辞としての -iー については、§.27参照），ギ 06てE t p a 

< *ooて Ep t a < *dH:i-ter-i-H2 に対して、単数主格用の語尾
sを補足的に付加した形、 ラ datrix < *doH3-tr-i-H2-s o 
第IIシグマ・アオリストは、全く新しい過去形で、恐らくは9世紀に現れ

て、次第に非シグマ・アオリスト（単純アオリスト）形や語根母音延長を伴

う第Iシグマ・アオリスト形に取って代わった、とする説が一般的である。

しかし、もしそうならば、現在形に幹母音 e を持つ動詞で、第Iシグマ・

アオリスト形を持たず、この説からして、元々第11シグマ・アオリストのな

、い動詞類、例えば、現・ 1・単 UAA&, 2 UAAf:WH ; uor &, u゚ xヽu

H ; i¥A¥r'&, AA¥ポf:WH のような動詞は、スラヴ祖語の時代には一般にシ

グマ・アオリスト形を持たなかったということになるが、それは不自然であ

る。スラヴ祖語文法の観点からすれば、アオリスト 1人称単数形である ’’ 
f:COX'ヽ く *nek'-H:rsー と H'EC'h. く *nek'ーs- の相関関係は年代順

的であり、前者のタイプは後者のタイプより古く、後者はいくつかの動詞に

だけ後で広がったものである。古代プルガリア語文法の観点からいえば、 H

CヽOX'ヽ と H'ECヽ の相関関係は年代的なもの（伝統的分類では、 H'tC'h.

の方が古く、 Hf:COX'ヽ の方が新しいタイプ）ではなく、古代プルガ

リア文章語に対する異なる方言的影響によるものである。 H'tCヽ 型は、

プルガリア西部地方で書かれたグラゴール文献に特徴的であり（この点で最

も首尾一貫しているのが、マリア写本 Codex Marianus とシナイ詩編

Psarterium Sinaiticum)、一方、 Hf:COX''h. 型は古代プルガリア語の東部

の特徴を反映したキリール文献（スプラシル写本 CodexSuprasliensis と
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サヴァの本 CassnHa KHnra)に特徴的なのである覧

語根母音延長を伴う過去語幹 (1・単 *nek'-s-> H'ECヽ， 3・複 *ne 

k'-s-:t;tt > H'ECh¥)の出現以後、かつまた非完了活用 (2・単 *nek'-e-s 

> Hl!:CI!:, 3・単 *nek'-e-t > Hl!:CI!:)が意味的にアオリストに等

しい過去形へと再解釈を受けて以後（すなわち、いわゆる単純アオリスト、

換言すれば非シグマ・アオリストの出現以後 一 §.19 参照）、現在語幹

に接尾辞 -e- を持つスラヴ祖語の全ての動詞において、また現在語幹に

接尾辞 -neー を持つ動詞（例えば、現・ 1・単 ABHrHぷ 2 ABHr-

Hl!:-WH)の一部においてアオリスト形が二つずつできあがり、また非完了

幹の語根母音に正常階梯すなわち e階梯を持つ動詞においては（例えば、

現・ 1・単 Hl!:C示， 2 Hl!:C岬 JH; Bl!:A示， Bl!:Al!:l皿；不町示， ~11=,心

皿骨； Pl!:KJi., P四 11!:WH・Tl!:KJi. T印曰皿）、三つすつのアオリスト形が

成立することになった 一 1・単 *mogh-o-m > uorヽ， 2 *mog 

h-e-s > UO~I!:, 3 *mogh-e-t > 110ぷI!:, 3・複 *mogh-o-nt > 

uorJi. ; 1・単拿mogh-H:i-s- >スラ祖拿mog-o-h-om(単純アオリ

ストから借用した語尾 om を持つ） > uorox-ヽ， 2 * mogh-H2-s-s, 

3 *mogh-H2-s-t , 3・複 *mogh-H2-s-:t;tt > uoroぃ； 1 ・単 *ne 

k'-s-om (単純アオリストから借用した語尾 om を持つ） > H'EC'h., 2 

*nek'-s-s , 3 *nek'-s-t , 3・複 *nek'-s-1}-t > H~Ca\ ; 1 ・単 ＊ 

nek'-o-m, 2 *nek'-e-s > Hl:CI:, 3 *nek'-e-t > Hf=Cli, 3・複

*nek'-o-nt ; 1• 単 *nek'-H2-s-om > Hl:COX''h., 2 * nek'-H2-s-s , 

3 *nek'-H2-s-t , 3・複 *nek'-H2-s-:t;tt > HliCOWA¥ 。

スラヴ祖語方言において、この不必要な多様性は次のようにして次第に統

ー的な過去パラダイムヘ変わっていった。単数 2• 3人称においては単純ア

オリスト形が定着した： *mogh-e-s > UO)KI:, *mogh-e-t > UO 

~-= ; *nek'-e-s > H紅Ii, *nek'-e-t > H紅ヽ。開音節法則に従えば、
2・単 *nek'-s-s 及び 3・単 *nek'-s-t , 2・単 *1J.edh-s-s 及び

3・単 *1J.edh-s-t からは、 *ne及び *1J.e のような実際には表面化しな
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かった形が得られたかも知れない。また、第11シグマ・アオリストは、 2人

称単数形に *nek'-H2-s-s > *neso, *uedh-H2-s-s > 拿yedoを、 3人
称単数形に *nek'-H2-s-t > *neso, *uedh-H2-s-t > 拿uedoをもたら
したはずであるが、これらの形は単純アオリスト形の * nek'-e-s, * nek'-e-

t > HECE 及び *uedh-e-s, *uedh-e-t > REA& の形によって簡
単に置き換え得るものであった。こうして、アオ・ 1・単 HtC:'11, 2• 3 

HECE ; 1 ・単 uoroxヽ， 2• 3 UO}Kf= ; 1 ・単 UAAOX'ヽ， 2 • 
3 ""狂型の補充法 (suppletion)的パラダイムが現れたのである。

1人称単数及び双数、複数においては、語根母音の延長階梯を持つ形が、

可能な限り定着した 一 1・単 HtCヽ < * nek'-s-om 及び PtX'ヽ
＜ 拿rek-s-o-mが、 1• 単 *nek'-o-m 及び *rek-o-mに取って代わ

り、 3• 複 HtCA く *nek'-s-~t 及び ptWA く拿rek-s-~t が、

3・複 *nek'-o-nt及び *rek-o-nt を駆逐した。

上述の過程は、スラヴ祖語諸方言に均等に及んだものであり、古代プルガ

リア西部方言も古代プルガリア東部方言も、この祖語方言から発生してきた

のである。根本的な違いは次の点にある。現・ 1・単 nAA示， 2 UAA属

WH; uor示， UO}KEWH 型の動詞（現・ 1・単 HECぶ， 2 Hf=C皿WH;

REA示， REAEWH 型の動詞とは違って、アオリスト形に語根母音の延長

がない）の場合、古代プルガリア西部方言の基になったスラヴ祖語では、単

純アオリスト形が一般化したのであり (1・単 UAAヽ， 3・複 nAA示；
1・単 uorヽ， 3・複 uor;v.)、古代ブルガリア東部方言の基になった
スラヴ祖語方言では、第11シグマ・アオリスト形が一般化したのである (1• 

単 nAAOX'ヽ， 3 ・複 nAAOWA; 1 ・単 uoroxヽ， 3・複 uorowA)。
しかし、古代プルガリア東部方言では、すでに文献出現以前の時期に、第11

シグマ・アオリスト形（接尾辞 -OX'- の形）が、かなりの程度で語根母

音延長を伴う第1シグマ・アオリスト形に取って代わったのである 一 ス

プラシル写本やサヴァの本では、 1・単 HtCヽ， 3・複 HtC"' に対し
て、 HIECOX'ヽ， HECO皿ヽ による規則的な代替が見られる。現・ 1・単
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Pl!:Kぷ， 2 PIE韮 WH の動詞の、語根母音延長を持った第1シグマ・ア

オリスト形 1・単 P~X'ヽ， 3・複 P~WA. は、スプラシル写本にもサ

ヴァの本にも特徴的であるが、これは古代プルガリア東部方言のアオリスト

活用のもっと古い状態の痕跡である。

古代プルガリア東部方言のアオリスト活用が古代ブルガリア西部方言のア

オリスト活用に比して新しいというのは、第IIシグマ・アオリスト形を含ん

でいるからではなくて、より統一性が取れているからである（マリア写本及

びシナイ詩編での二種類の異なる過去形 ー 単純アオ 1・単 nAAヽ，

3・複 nAA~ と 第1シグマ・アオ 1・単 H~Cヽ， 3・複 H~CA. 

ー に対して、スプラシル写本及びサヴァの本では、第IIシグマ・アオリ

スト一種類の形 ー 1・単 RAAOX'ヽ， 3・複 RAAOWA.; 1・単 Hf: 

COX'ヽ， 3・複 Hl:COWA. だけが対応している）。第IIシグマ・アオリス

トは、 10世紀の古代ブルガリア西部方言の特徴を最も完全に反映したマリ

ア写本やシナイ詩編には見られないから、この方がより新しい言語現象だと

する主張には根拠がない。古代ブルガリア語西部方言の原型においては、す

でに文献出現前の段階で、第IIシグマ・アオリストは限られたものであった

かあるいは完全に排除されていたのである。その後、 11世紀以後になって

ようやく、古代ブルガリア西部方言のアオリスト活用の完全統一の過程で、

始原的に第IIシグマ・アオリストを継承してきた古代ブルガリア東部方言の

影響下に、あらためて第IIシグマ・アオリストが再興復活したのである。



98 

§.14 始原的な動詞非完了 (Infectum)幹

と完了 (Perfectum)幹

古代プルガリア語過去時制前史から明らかになることは、スラヴ祖語の多

様な過去動詞幹及び非過去動詞幹も、ほとんど全て、二つの第一次動詞類か

ら引き出せることである：

1. 動詞非完了幹でテーマ（幹）母音 e を持つ、次のようなタイプの

もの一現・ 3• 単 Hf:C-1:-Tヽ E町P-、Tヽラ， 現・ 2・単 legis 
< *leg-e-s「集める」，ギ現・ 2・複 <p E p-E-てc「運ぶ」。
2. 動詞完了幹で、大多数の場合は畳音 (reduplication)を伴うもの（ギ

完・ 1・単 re-r pa  <I>-a 「書いた」 タイプのもの）、あるいは非

畳音タイプのもの（ギ完・ 1・単 o lo a「知っている」 < *yed-
H心で、これはすでにスラヴ祖語の時期に消失したが、古代プルガリア語

の動詞活用全体にしっかりと痕跡を止めている（始原的な完了活用と非テー

マ動詞間の関係については、§.18参照；また、現・ 3• 複 AAAがrヽ

< *dod-:r;it < *deHa-dHa-:r;it の畳音も参照）。
可変性を持たない（複雑化しない）非完了幹からは、現在時制や単純アオ

リストが発達した (cf. 現・ 3・単 Hl:C-ヽ Tヽ < *nek'-e-t-i , 単純
アオ 3• 単 Hl:CI: < *nek'-e-t)。第一次的な非完了幹 e 語幹は、
能動的で持続的な、終止していない行為を表したのであり、それは原則的に

は他動詞、つまり主体以外に、行為の及ぶべき直接的客体も持つことを前提

とするものであった。第一次的な非他動詞で、接尾辞 —e を持つもの、

例えば、単純アオ 2• 3・単 -i¥l: ぷI: (現在幹については、以下を参照），

不ヽ¥1:WTH; 現・ 1・単 Tl:K& 2 T四 f:WH, 不 T岬町『H 「走

る、流れる」 ；現・ 1・単 Uh.P示 2 Uh.Pl=UIH 不 UP'ITH< *me 

r- < *mer-Hi--(§. 12参照）のような動詞は比較的少数である。それ
らの大多数は、例えば、現・ 1・単 B'l¥-i¥'I3示， 2 B'k-d°I3畔 JH 不
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g、ーヽ¥'tCTH; 1・単 nAAぶ 2 nAA畔 JH 不 nACTH ; 単純アオ

2• 3・単 C't狂， 不 C'tCTH (現在幹については、以下を参照）

のように、語根母音延長を含んでおり、これは完了幹の側からの影響を証す

るものである (§.18参照）。現・ 1・単 GOAぶ 2 COA岬 JH, 不 E 

OCTH (刺す） < *bhodh-(ラ fodio「掘る、刺す」 と同系） におけ
る語根母音の 0 階梯については別の説明を行うべきである。そもそもこ

れの非完了幹動詞は、 e 階梯の語根母音 (cf. リ bedu, b~sti 「掘る」）

を持っており、一方それに対応する反復相（多回相 iterative)動詞の表徴

が o 階梯である (§.6及び §.17第 5項 b 参照） 一 cf. リ b 

adau , badyti「刺す」（リ bedu , b~sti , と badau , badyti 間の

関係は、現・ 1・単 Hl:C& と HOW& 間の関係と同様のもの）。スラ

ヴ祖語においては、語根母音の o 階梯が非完了幹にも一般化するに及ん

で、第一次的な非完了幹動詞と反復相動詞間の違いが目立つようになったの

である。

語根母音の e 階梯を持つ非完了幹 e 語幹は、語根母音に o 階梯

を持つ名詞 0 語幹と極めて密接な関係を持っている (§.6参照）。現・

1・単 Hll=C示 2 Hl:C岬 m に対して、 KOAOHOCヽ 「水運び人、水運

び桶（容器）」 < *nok'ー0-が対応し、以下、 Kll=3ぷ Kl:31:WH - K03 
ヽ「（荷）馬車、荷ぞり」＜拿lJOg'h-o-; TJ)/ACぷグ Wb3c£83c£,TJ) 

/ACll=WH - TJ)示C'k,グ Wb3c£8o8; n町9ぷ， n&J)l:WH- Cヽ nopヽ 「闘

い」； 3/ACぷク 8v3c£ ビ3<£3/ACl&WH 「櫛で、何か尖った歯形のもの

で椋く」， cf.単純アオ 3・単 npo31A証「突き刺した、（種子が）発芽

した」ー 3示Eヽ ，グ 8v3c£ 巳8・61直 Ch.1:WH < *bhei-e-(§.2参照）
ー ルl360Hのような対応を示している。このことは、当初、行為の名

称とその行為に関連する特質の名称の間には本質的な違いはなかったことを

示唆している。

いくつかの古代プルガリア語動詞、例えば、現・ 1・単 6&A示 2 6 

示Al=WH く拿bhu-n-dh-e-・rp/A,じK rJJIAA日WH < *ghr-:o-dh-e-; H 
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Aぶ， HAeWH< *H1i-dh-e-(§.13参照）；はAぶ，はAeWH く拿凡i-e
H:r-dh-e-のような動詞は、古い接尾辞の -dh- を含んでいるのだから非他

動詞（自動詞）である。これは、ギリシャ語の受動アオリスト形の接尾辞

-dh- と同系関係にある 一例、 1・単 E,-7[ll lo  E u-0-n 1,1 「教育

された」， cf.未・ 1・単 冗 atotu-0ーカ aoμa t「教育されるだ

ろう」。接尾辞の -dh— がない場合には、その動詞は他動詞である 一 c 

f. ラ eo Romam「ローマヘ行く」 < * eo < * ei-o < *比ei-o, ギ
tlμt op0tov「険しい道を行く」。もう一つの古代ブルガリア

語自動詞はその現在形に接中辞 (infix) ーn- を含み、これは起動相 (inch

oative)動詞の接尾辞 -nー と同系関係にある（例、現・ 1・単 ABHrH 

示 2 ABHrHl:WH ; KOCH示， KOCHl:WH; §.17第2項参照）。 Cf. 

アオ・ 3• 単 Eヽ3dl:~I: に対して、現・ 1・単ヽ¥A¥r& 2 dn¥ポe

WH, グ cti3cf:ぷ直J'8; アオ・ 3・単 C'EAヽ <*sed-e-t (ラ現・ 1• 

単 sedeo に対する 完・ 1・単 sedi と同じく、過去語幹の語根母音

延長を伴う）に対して、 CA¥A示， CA¥Al=WH。

接中辞 —nー を持つスラヴ祖語動詞は起動（始発）相的な意味を得て、

他動詞には発展しなかったのである。鼻音接中辞は、次例のような、語根拡

張子を持つ動詞に存在する古い起動相用接尾辞 -n- に起源を持つ 一

例、 *bhu-H2-dh- >アオ・ 3・単 li'WCTヽ に対して *bhu-n-dh-

＞現・ 1・単（単純未） li&A示； *ru-H2-p-> ラ 完・ 1・単 r 
upi 「破った、引き裂いた」 に対して、 *ru-m-p-> ラ 現・ 1・単
rumpo「破る、引き裂く」。語根拡張子（上例の dh や p )と起動

相語幹や過去語幹との接合以後は、接尾辞要素 n は接中辞として再解釈

を受けたのであり、例えば、＾＾「 く *legh- あるいは CA¥A- < *s 
ed-, *s乱 のような他の動詞語根（この場合の gh や d は古い語

根拡張子ではないが、鼻音要素は本来の接中辞である）に対しても、類推に

よって添加されることになったのである。
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§.15 始原的な活格活用

(aKTHBHO cnpe双 eHM e)と

不活格活用

(MHepTHO cnpemeHMe) 

幹母音 e を持つ古代プルガリア語の現在語幹及び単純アオリスト語幹

に存在している第一次的な非完了活用は、 現・ 1・単 *nek'-o-m , 2 * n 

ek'-e-s , 3・複 *nek'-o-nt 型のものである。この活用は、始原的な活格

動詞活用に起源を持つものである。そして、活格動詞は基本的には主体と客

体を具備する動詞に発達したが、極く希には非他動的な動詞にも発達してい

る。不活格動詞は、活格動詞とは違って、原則として、主体・客体関係（他

動性）を表す動詞には発達していない。この不活格動詞は、就中、生物及び

無生物体のおかれている状態を表す動詞であり、精神状態や思考過程を表す

動詞、また感覚器官を通しての知覚を表す動詞を含むものである。スラヴ祖

語や古代プルガリア語においては、このような動詞は概ね非他動詞（自動詞）

である 一 §.11参照。言語発達の更に古い段階では、動作（行為）主

(agens, agent)によって為される行為を表す動詞は全て活格動詞であった。

活格類には、 「横たわっている（ブ n ellia)」(cf. 単純アオ 3・単

“；芯I:)' 「座っている (cenH)」(cf.単純アオ 3 ・単 C~A-1:),

「走る (6HraM)」(cf.現・ 2・単 Tf:'1-1:-WH), 「死ぬ (Mpa)」(cf.

現・ 2・単 UL.P-1:-WH) のような動詞も入っていた。古い完了活用がす

でにスラヴ祖語期に消失している以上、古代プルガリア語の適当な例を示し

得ないが、「赤い（プ qepeeH C'hM)」（逐語的には、私の赤いこ

と [MOHTa qepeeHHHa] 「病気だ (6oneH C'hM)」、

「善良だ (no6np cnM)」、「死んでいる (yMpHJI CbM)」 と

いった意味の動詞は活格動詞ではない。 ギ完・ 1 • 単 o lo a (=古

イ veda く *yoid-H2e)「知っている」（逐語的には、「私の知（ってい）
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ること」、 §.6第 3項参照）という動詞も、不活格動詞の例となろう。も

ともと、この動詞は動作主の側からの働きかけを前提としたものではない。

後 (§.18)に見るように、現・ 1・単 K~Uh. く *lJoid-mi、プレスラ

フ (Ilpecnas)の古代プルガリア語文献では K~A~ < *1Joid-a-
i く *1Joid-H母 i(§.19参照）となり、 2 K~CH となる動詞は、不

活格活用の継承たる古い完了活用の最も著しい痕跡を残す現在形を有してい

るのである（不定詞語幹 K~A~-TH < *1Joidも については、 §.17
第 4項参照）。

非完了動詞幹ー完了動詞幹という二分法に先んじて、活格動詞ー不活

格動詞という二分法があったのである。スラヴ祖語の動詞組織は、活格動詞

幹（原則として他動詞幹として、一部は自動詞幹として再解釈された）と不

活格動詞幹（原則として自動詞幹として、主として、人あるいは物がおかれ

ている状態の語幹として再解釈を受けた）の対立は知っていたが、時制面の

対立、すなわち非完了行為 (infectum)と完了行為 (perfectum)の対立は

知らない始原的な動詞組織の継承なのである。原初の体系においては、活格

動詞語幹は、不活格動詞語幹とは独立した存在であった。始原的な活格活用

語尾 1・単 -m, 2・単 ーS, 3・単 —t, 3• 複 -nt を持つ第一

次動詞は、 1・単 -Hze > -a, 2・単 —tH2e > -tha, 3・単 -e (す
なわち、始原的な純粋名詞語幹 ― §.34参照）， 3・複 —r となるよ

うな始原的な不活格活用語尾を持たなかったのである ； cf. キ‘‘ 完・

1・単 o lo a「知っている」 < *1Joid-H2e, 2 o l a 0 a < 
*lJoid-tH:ie, 3 o l o e < *1Joid-e ラ完.3・複 egere(agere 
「導いた、駆った」に代えて） ＜ ＊凡e-H,eg'-er-(§.12参照）（古代プル

ガリア語の状態動詞[§.17第 4項参照］の場合と同じく、幹母音 e の

延長を伴う）， 古イ 完.3・複 cakrur「した、行なった」 < *kwe-
kwr- 。また、逆に、不活格活用を持つ第一次動詞は活格活用を持たなかっ

た（例えば、ギリシャ語完了 1人称単数 o lo a 「知っている」 は、い

わゆる絶対完了類 [perfectivatantum]である）。活格活用と不活格活用
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は、同一動詞の二つの異なる形ではなく、二つの異なる動詞類であって、こ

の内、形態面では、活格動詞の方がより発達しており（より多数の異なる形

を持っており）、もう一方の不活格動詞は発達性のより劣るものであった。

始原的な不活格活用の本来的な特徴は、畳音（語根重複）語幹ではなく（畳

音法は、現・ 1・単 *1Joid-H2e > ギ o lo a, 古イ v~da 「知って

いる」 の動詞形を除くギリシャ語及び古代インド語の全完了形の表徴であっ

たけれども）、その独自の語尾 一現・ 1・単 -Hie> -a, 2 -tH2e 
> -tha 等ーにあった。
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§.16 古代ブルガリア語の —ER 語幹の起源

活格活用と不活格活用を持つ言語においては非分離的所有（属性）ないし

は有機的所有（属性） (HeOT)leJIHMa HJIH opraHHqH  

a IIPHHa)lJie:>KHOCT)のカテゴリーが強い発達を示している。

このカテゴリーの形態指標は、特別な所有の接辞 (affix)であって、それ

は、近親者、身体部分、必需品の名称を含む一定の名詞群に付加されるので

ある。空間的、時間的位置づけを示すいくらかの副詞もこのカテゴリーに属

している（古代人は、自ら自身を宇宙の中心に据えて、その位置から世界の

中での事物の位置を決定したのである；世界の中での位置判断は、世界に

属する「私」の一部であり、したがって、この基本的な天地座標は、人たる

個性の非分離的な所有（属性）であった）。

不活格活用の接辞機能を果たしたのは、この非分離（有機的）所有の指標

である。例えば、完・ 1・単 *1Joid-H2e「知っている」（ギ o lo a, 

古イ veda, ゴ wait, B~A~[補足的な現在指標 i を伴う、 §.19

参照］） のような不活格活用動詞は、本質的には「私の知（ってい）るこ

と」の意であった (§.6第 3項参照）。恐らく、かつての不活格活用動詞

の大部分は語根母音 o 階梯の始原的な名詞語幹から作られたものである

（同じく、同所参照）。このことを証明しているのが、始原的な不活格活用の

継承であるギリシャ語畳音完了活用における語根母音 o 階梯の例である。

次例も参照、完・ 1・単 *1Joid-H2e > 現・ 1・単 B~A~ も参照，

cf. Hli-Cヽ-B~A-A 「極めて多数、無限数（逐語的には、知らないこと、分

からないことの意）」 < *1Joid-e-H2 (§.10参照）。 ギ完.3 • 単 0 

lo e =古イ vedaく *lJ.oid-e は、述語的用法の純粋名詞語幹（不定

格 casusindeflnitus)だと思われる。 3人称動詞形の名詞起源について

は、 §.34参照。

名詞付加接辞でもある、不活格活用動詞3人称複数語尾 r は、本来非
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分離所有（属性）表現一般の指標たる r に由来するものであり、以下の

ような特徴を表示する：

1. 近親（血縁）者の名称。次例参照、 古イ pita.r-, ギ 冗 aて力P,

ラ pater, ゴ fadar「父」 ； 古イ mata.r- 単•生 UA T-1: JJ-1:, 

ギ μ 力て TJp' ラ mater 古高ド muoter「母」 ；古イ duhita.r-, 

単•生いUJT-f=J)-11:, ギ eu r aてTJp' ゴ dauhtar, リ単• 生

dukters「娘」；古イ bhratar-, CPATPヽ ラ frater 古高ド bru

oder「兄弟」， ギ </JP aてTJp「フラトリア（胞族）の成員」19 ; 古イ

sva.sar-, Cf=CTJ)A, ラ soror, ゴ swistar, リ単•生 sesers

「姉妹」 。

2. 夫の死後も自分の氏族には戻らず、夫の父及び兄弟のところに残って

生活する妻 (cf.古代の逆縁婚制 levirate20)の側から見た、夫側氏族の成

員の名称。次例参照、 古イ deva.r-, A'ERf=JJヽ， ギ oa力P, ラ le 

vir, リ 単•生 dievers, 古高ド zeihhur「夫の兄弟」；古イ sva.sur 

a-, CRl:KJ)~, リ §斡uras ギ t:Kup6~, ラ socer, 古高ド s 

wehur「舅、夫の父」 。

3. 複数 1• 2人称物主代名詞（ラ noster, vester, ギ カμtてeP 

o~, bµe て epo~, ゴ unzar, izwar 参照）。これは、原始印欧

語族社会における非分離所有のものとして、先ず第一に、共有財産があった

ことを示している。

4. 内臓の名称。次例参照、 古イ uda.ram, ラ uterus, 古プ wed 

ers, リ vl3daras「胃、腸詰め」；ギ 介て pO li 「胃、腹」， ガて 0

p「心臓」，古高ド adara「血管」。

5. 空間と時間の副詞。次例参照、 ギ U 冗 eP, ラ super, ゴ uf

ar, 古イ upa.ri「上から」， ゴ undar「下から」， ラ infernus「下方

にある、地下の」， 古イ a.dhar-a}_l. 「下の」， 古イ a.par-a-「遠方の、

もっと後の（遅い）」 。これらの諸例における指標 r は、次第に、対立

を前提とした、対置あるいは対比の接尾辞に変わっている 一 cf. 古高
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ド fordro, fordaro「前へ、もっと早くに」， ゴ aftaro「後ろから、後

ろに」， ラ dexter「右の」， sinister「左の」 。

接尾辞 -r- を伴う極めて多数の始原的な名詞の、古代プルガリア語に

おける継承として、次のような語がある： UdTH, 生 UATl:Pli ; Aヽ w

TH, 生 Aヽ WTl:Pli; 男・複•主 '111:T'IJPI:, 女・中・複•主 '111:T'IJP 

H (cf. 古イ catvara}:i, ギても aaape~. ラ quattuor, ゴ fi

dwor「四」） 一 この語は、空間的定位（東西南北の四基本方位）に関連

する語であり、子音幹名詞曲用でもある；接尾辞干 の付いたいくつか

の近親者名 - E:PdTPヽ， Cl:CTPd,A iBl:Pヽ， CBl:KPヽ， CBl:KJ)'IJ,生

CBl:KP1'BI: (CB郎""'からの派生語） ；がrp'IJ,生がrp、Bl:「夫
の姉妹」 (CBl:KP'IJ,CBl:KP1'Bヽ との類推による）；接尾辞 -r- の付い

た身体部分や器官のいくつかの名称 ー がrpo「肝臓」 (cf. ギ E V て

epa「内臓、腸」）， Ji.TPOE:A, BiAPO「水運び容器、バケッ」 ＜ 

「皮嚢」 ＜ 「胃、腹」 (cf.ラ uterus (子宮、腹）， リ v{}daras「腹」），

lilAPO「内臓」（ギ ガて op「心臓」と同系）， E印APA, 餌 E:PO,H03A 

，，H, U~3APd 「皮下膜」 ；方位の名称 CiBl:P ; 古い対置接尾辞 —ter­

(-tor-) を含む代名詞的形容詞 ー B1'TOPヽ， 11:Tl:Pヽ， KOTl:P'IJH(cf. 

ラ uter「二つの内何れかの」， 古イ katara.}:i, リ katra.s「二つの内

の何れかの」） 。

イタリック語派・ケルト語派の中間受動 (medio-passivum)の語尾 r 

も、同一起源である (cf.ラ 現・ 3・単 dicitur「と呼ばれている、とい

う名である」， 複・ 1 dicimur, 複・ 3 dicuntur)。この r は、当

初は不活格（完了）活用の 3人称複数形だけの表徴であったが、後に中間受

動の意味を持つ他の全ての形に一般化したのである（完了活用動詞の一部に

ある中間受動の意味については、 §.18参照）。不活格活用動詞は自動詞で

あり、このことから、行為が他の対象に及ばないという意味で、非遠心的な

動詞だと言えるであろう。中動相動詞も非遠心的な動詞である。そこでは、

行為は、他の対象に及ぼされず、主体の不可分一体（非分離）的な領分にと
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どまるからである。
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§.17 始原的活格活用動詞における

動作態 (Aktionsart)カテゴリー

印欧祖語の活格活用にも不活格活用にも時制のカテゴリーは存在せず、こ

れに代わって強い発達を示したのが動作態 (Aktionsart)範疇である。か

つての活格動詞類に存在していたのは、以下の指標である：

1. 全ー的（一括的）実現行為の指標 H2 。一連の原語根に立証される

もので、後に非過程的な過去として、すなわちアオリスト (MHHaJIO

CBbpmeHO speMe)幹として再解釈を受けている。次例参照、

アオ・ 1・単 Hl:COX'ヽ < *nek'-H2-s-, アオ・ 1・単 Ch.PAX'~ く

*bh h r-e-H2-s-, アオ・ 1・単 n.1cヽ < *pen-s- < * pen-H2-s-, 
古イ アオ・ 1• 単 A-bodhi-$am「目覚めた、気付いた」 < *bho1Jdh-
H吟， ギアオ・ 1・単 e-o血 K-a 「与えた」 < * deH3-H2-:rp, ア
オ・ 1• 単 C'lt.lX'ヽ < *bhu-H2-s-, ギアオ・ 1・単 e-¢uv「生

じた」 < *bhu-H2-m 。
2. 起動性 [inchoative](行為の開始）指標 n 。次例参照、 現・ 1• 

単 CTAH示， 2 CTAH畔 JH< * ste-H2-n-e- ・ABHPH示， ABHPHI:
WH・KOCH示， KOCHl:WH, キ現・ 1・単冗 t1) w 「飲む」， oa 

I(, 1) w「かむ」，ゴ現・ 1・単 frafhna「質問する」， fullna「満たし

始める」。

過程全体ではなく過程の開始を表した、接尾辞 -nー を持つ語幹は、ス

ラヴ祖語のアスペクト体系が生成されるとき、基本的には完了体語幹に代わっ

た。次例参照、 現・ 1・単 ABHPHぷ 2 ABHPHfWH ; KOCHぷ

KOCHl:WH ; TヽKH示， T~KHfUJH ; APh.3Hぶ， APh.3HfUJH ; KdHKH 

ぷ K,¥HKH畔UJH。スラヴ祖語動詞の特徴は、同ー語根から起動相語幹（接

尾辞 -nー を持つ語幹）も、第一次的接尾辞 —e を持つ非起動相語幹も

作ることができたという点である。スラヴ祖語の時制体系の構築に際しては、
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ne 語幹からは現在（単純未来）時制の形が、一方 e 語幹からは単純ア

オリスト形が作られたのである。次例参照、 現・ 1・単 ABHrH示， 2 

ABHrHEWH, アオ・ 3・単 ABH~f: ; HdB'WKH示， HdB'WKHf:WH

HdB'W'lf: ; H3A'll.X"Hぶ， H3Aヽ X'Hf:WH, H3Aヽ w& ; npo3~cH&, npo 

3~CHIEWH, npo3~6:& ; KOCH示， KOCHEWH,KOCヽ い（スプラシル写

本 56h) ; OYUA'll.KH示， OYUA'll.KH畔WH, oyu、¥'ll.lf& ; UOCTHrHぷ
noCTHrHEWH, noCTH~IE ; HWTf:3H示， HWT&3Hf:WH,HWTf:3& 。

起動相接尾辞 -n— へのアナロジーによって発生した鼻音接中辞を持つス

ラヴ祖語動詞にも、同様の相互関係ができあがっている (§.14参照） 一

現・ 1・単 C~Aぷ， 2 C~A&WH, アオ・ 3• 単 CtAE ; A~r&, 

A~~&WH, A&~& ; 06:P~WT示， 06:P~WTf:WH, 06:PtT& (単純アオリ

スト形 1・単 CtAヽ， 06:PtTヽ 2• 3• 単 CtA& 06:PtT& ・, 3 
複 CtA示， OCPtT示 は、過去語幹の表徴である、語根母音 e の延長

階梯である、 §.11参照）。

すでにスラヴ祖語期に、現在幹に n 指標を含んでいた動詞の不定形は、

接尾辞 —ney- 、対応階梯 —noy- を持ち、それが鼻音特徴面での同化を

経て —non- > -Hぶ に変化した、補充法 (suppletion)的語幹によって
形成された。接尾辞 -Hぶ のより古い響きの痕跡が、 APh.3HOBf:H'll.(c 

f. 現・ 1・単 APh.3H示， 2 APh.3Hf:WH, 不 APh.3H示TH) 型の

受動過去分詞であり、またこれと同系の次のような動名詞である： AOYHO 

BIEHh.& (cf. AOYH示， AO'{'H岬WH,AO'{'H示TH), UOK'WHOBEHい (cf.

K'WH示， K'WH&WH,K'WHぷTH), n、¥HHOB&Hh.f:(cf. n、¥HH示， n、`＂＂
&WH, nAHH示TH), Kヽ¥HKHOB&Hh.&(cf. Ki¥HKH示， KAHKHEWH, K 

AHKH&TH)。この場合の接尾辞 -HOB- は -ney-(§.2参照）あるい

は -noyー の継承である。 -HOB-,-Hぶ に再編された接尾辞 -ney.-(-n 

oy-)は、次のような現在幹の特徴を表示しているギリシャ語の接尾辞 →l 
0ーと同系関係にある：アオ・ 1・単 l-oetfa く *deik'-sー に

対して、現・ 1・単 oe t K-v u-μt「示す、指摘する」 ；アオ・ 1• 
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単 ea Ea に対して、現・ 1・単 lir-vu-μt「砕く、こわす」 ； 

アオ・ 1・単 wμoaa に対して、現・ 1・単 oμ-vu-μt「誓う、

誓約する」。この接尾辞は、また古代インド語の接尾辞 —no- (< -neu—あ

るいは -nou-): -nu-(-nv-) とも同系関係にあり、次例のような動詞の現

在幹の特徴を示している：現・ 3・単 min6ti (3・複 min van ti) 「損

じる、害する、減じる」 (cf.ラ 現・ 1・単 mi-nu-o「砕く、減じる」）

; rJJ.oti「起こる、生ずる」（ギ Op-J.JfJ-μl 「動かす、起こす」 と

同系） ； dhfinoti「震える」 。 1・単 HAB'WKH示xヽ， 2• 3 HAB 

'WKH示； 1・単 OyC'h.):H.i'lX'ヽ， 2• 3 oyへX'H示 型のアオリスト
形が、次第に単純アオリスト形 (1・単 HAB'WKヽ， 2• 3 HAB'W韮；

1・単 oyc'h.):'h., 2• 3 OYC'h.Wli)に取って代わり始める。それ故に、

現在語幹に -ne- を持つ動詞にあっては、第IIシグマ・アオリストの痕跡

は極僅かに見えるにすぎない (cf. スプラシル写本 391ぉの例、 1・単

APヽ 30X'ヽ）。

3. 動作（行為）の集約性 (intensive)(頻発性 [frequentative])指標

比。行為の一括性（全一性）を表す（第 1項参照）集合・多数性の接尾

辞 比 は、集約的（頻発的）行為の接尾辞として発達する可能性を得たの

であり、この接尾辞の使用はしばしば動詞幹の意味の変化（強め）に連動し

た。次例参照、 ラ 現・ 1・単 duco 2 ducis「引く、引き出す」＜

*duc-e-s に対して、現・ 1• 単 educo 2 educas (-as < -eH:i-s) 
「育て上げる、教育する」 ； fligo, fligis「打つ」 に対して、 pro-fligo, 

pro-fligas「打ち砕く、破壊する」 ； dico, dicis「話す、言う」 に対し

て、 dico, dicas「宣言する、布告する、知らせる」 ； HAぷ HA岬 JH

く ＊比i-dhe-(§.13参照） に対して、 tclAぷ tctA血m「旅する、（乗っ

て）行く」< *H,i-eH2-dh-, cf. 古イ現・ 3 ・単 ~ti, リ 不 eiti

「行く」< *H,ei-t- に対して、古イ 現・ 3・単 ya.ti「遍歴する、旅

する、（乗り物で）行く」， リ 現・ 1• 単 j6ju「（乗り物で）行く」 ＜ 

＊凡i-eH2- o 
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動詞幹、名詞幹の集約性（強調性）特徴や意味的にこれに近い、動詞幹の

頻発性（継続性 [durative])特徴は、多数性の意義を持った形や語幹を形

成するのと同じ形態手段によって表された。その形態手段は、以下の通りで

ある：

a) 畳語法（語根重複）。次例参照、 非重複語根 rAACヽ < *gal-s-
に対して、 重複語根 rAArOAヽ く *gal-gal-o- に見られる語根

*gal- の重複例；同じく、 ギ Ka入ew, ラ calo「呼び集める、召
集する」< *klー に対して、 KAAKOAヽ （鐘） < * kol-kol-o-
T&叫「雹雲、霰雲」 < *ton-k- に対して、 TぶTb.Hヽ （轟音、雷鳴）
く *ton-th n-o- ; ギ現・ 1・単 <J>bpw「かき混ぜる、かき回す、

混乱させる」 < *bht- に対して、 冗op</Jbpw「波立つ」 < *b 
hor-bht- ; ギ </Jalvw「現す、見える」< *</>aいi- < *bh 
Hn-i- に対して、冗 aμ</Jalvw「光る、輝く」＜ 拿bhHn-bhHn-(bh 

>P の異化を伴う） 。
b) 語根重複の継承としての語根母音延長 (§.12及び以下の c項参照）。

c) 多数性指標 H2 (§.10参照） と i (第 5項参照）の付加。

スラヴ祖語期に、接尾辞 -a-< -eH.- は、不完了体の二次的（派生）
動詞の接尾辞として再解釈を受け、それは、語根母音の延長が可能である場

合、その延長階梯を持つ語根の後ろに付加された 一 次例参照現・ 1• 

単 Ub.P示， 2 Ub.P畔 JH(不完了体）： OYUb.P示， oyUh.Pl:WH(完了

体）： OYUHPAI&, OYUHPAEWH (二次的不完了体） ； KAb.l紐， Ki¥b.lに

WH : 3AKAb.H&, 3AKAb.Hl:WH : 3AKヽ ＂`＂^騒， 3AKAHHAl:WH ; Cヽ

騒^， C'kAEWH: noc~A峰， nOC'kAl:WH : noC'I.IAAI&, noC'I.IAAl:WH ; 

rHETぶ， rHETl:WH: oyrHET示， oyrHETl:WH: oyrH'ET A騒， oyr

H'ETAl:WH ; KOAI&, KO、¥1:l皿： 3AKO,¥瓜,3AKO、¥El叫： 3AKAAA瓜
3AKAAAl:WH ; roHI&, rOHHWH : H3rOHI&, H3rOHHWH : H3r AH 

騒`， H3rAH'EEWH ; C'EKぶ， C°E'II道IH: noc'EK示， noc'E111:wH : noc 

'EKAI&, noc'EKAEWH ; nAA示， nAAl:WH: HAnAAぶ， HAnAAl:WH : 
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HAnAAA騒， HAnAAAll:WH゜
不完了体派生語幹は、現在幹に接尾辞 —ne- を持つ動詞からも、同じよ

うにして作られる ： 現・ 1・単 k 3ヽAヽ X'Hぷ 2 B'h.3A'h.X'Hl':WH 

（完了体） ： K'h.3A'WX'.41&, K'h.3A'WX'.4細 JH(不完了体）； nf)HKOCH示，

nJ)HKOCHl&WH : nJ)HK.4CAI&, nJJHK.4CAl:WH ; Kヽ 3AKHrH示， kヽ

3ABHrHl':WH : K'h.3AKHS.41&, K'h.3AKHSAl':WH 。 現在幹に接尾辞

-e- を持つ動詞、例えば、現・ 1・単 Ei:l:f)A., 2 £1:J)血WH, 不

Ch.PATH のような動詞の場合は、語根母音を延長した形は不定詞・ア

オリスト幹に立証されるような語根の変種に変わったのである。例、 Ei:l:J)A.,

Ei:11:f)l&WH, Ch.PATH : C'h.Cl:J)示, C'h.Ei:11: 1)11:WH, C、Ch.PATH : C'h.Ei:H 
f).41&, C'h.Ei:HJ)Al&WH, Cヽ £HJ)ATH ; nep示， nEJ)l&WH, nh.f)ATH : 

nonep品， nonepewH, nonh.JJATH : nonHJJAa&, nonHP.411:WH, no 

nHPATH ; 30KA., 30Kl:WH, 3ヽ KATH : nf)H30KA., nf)H30Kl:W 

H, UPH3ヽ KATH : nPH3'WK.4騒， nPH3'WKAl&WH, nJ)H3'WKATH 。

恐らく、延長語根母音と接尾辞 -a- を備えた二次的不完了体動詞は、 Ch.

PATH : Cヽ Ch.PATH : Cヽ Ei:HJ)ATH ; 3ヽ KATH : nf)H3'h.K.4TH 

: nPH3'WKATI骨 類に真っ先に現れたのである。このような場合の、頻

発性接尾辞 -a-の起源は、スラヴ祖語動詞の過去語幹における接尾辞ーa-

の起源（第 1項参照）と同じである。

4 . 始原的活格動詞の幹母音 e を延長して得られる状態指標 e (§. 

11参照）。このタイプの動詞幹は、古い完了活用（特別な語尾と語根重複を

備える）が完全に消失した（スラヴ語群、バルト語群）か、副次的な役割を

果たしている（イタリア語群、ゲルマン語群）印欧語群に見られる。古い完

了活用が生き残ったギリシャ語では、 e 語幹は、行為に対する主体の不活

発な態度を表す第IIアオリスト受動形 (aoristussecundus passivi)にの

み特徴的である (§.11参照）：現・ 1・単 K, 6冗口0 「切る」，アオ・

1 • 単 t K, o冗 nJ.J「切ってある、切断済である」。スラヴ祖語において

は、接尾辞の e は状態動詞の不定詞・アオリスト幹の特徴である 一
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例、 C'h.A"ETH, UkH"ETH, CKP'h.C"ETH, TPkRiTH, BHA "ETH, 3 

kPiTH, UPk3iTH, CU Pk A "ETH, 3B'h.HiTH, CiA "ETH, COd'ETH, 

BHC'ETH, rop"ETH, APkmATH, BPk T"ETH, Ui¥k'IATH。原則とし

て、これらの動詞は自動詞である (§.11参照）。

リトアニア語の過去 e 語幹は、古代ブルガリア語の e 語幹と同様の

意義を持ち、ー連の場合それと完全一致を行う 一 例、 不 pavydeti 

「羨む」 = BHA'ETH, mineti (回想する） = UkH'RTH, 

smirdeti (悪臭を放つ） = CUPkA'ETH, budeti (目を覚ましてい

る） = li'h.A "ETH, sedeti (座っている） = CiA "ETH, garet 

i (蒸発する、気が抜ける、しおれる） = f""OP"ETH。 ゴート語では、

原接尾辞も は、次のような状態動詞に立証される 一不 haban

「持つ」 (cf.HU"ETH) , thahan「黙っている」 (cf. Ui¥k'IATH), ha.ha 

n 「ぶら下がっている」 (cf.BHC"ETH) , thulan 「我慢する」 (cf.TJJ 

kn"ETH), trauan「深く悲しむ」 (cf.CKPkC'ETH)、これらの大部分は自

動詞である。ラテン語では、接尾辞も は、次のような動詞の現在幹の

特徴である 一例、 dolere「苦痛を感じる」 (cf.coヽ¥i TH), tacere 

「黙っている」 (cf.U,¥k'IATH), havere 「持っている」 (cf.HU"ETH), v 

idere 「見る、見える」 (BHA,gr『H と同系）。一連の場合には、接尾辞 ー

e を持つスラヴ祖語動詞は、古い完了形に取って代わったのである(§.1 

8参照）。

5. 行為の使役性 (causative)(作為性）ないしは反復性 (iterative)

（多回性）指標 ei (i)。語根母音 o階梯の語根の後ろに付加した(§.

6参照） ： 

a)使役動詞。次例参照、ラ 現・ 1・単 moneo「思い出させる」， cf.

語根母音低減階梯 ラ mens, 属 mentis「知性、思考」< *m h n-ti-= 

OA-Un¥1ヽ； torreo「乾かす」 < *tors-ei-o, cf. 語根母音 e 階梯
terra 「陸地、日照り」 ； doceo 「教え込む、習得させる、礼儀作法を教

える」< *dok'-ei-o, cf. 語根母音 e 階梯 decet 「穏当・妥当であ
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る、適する、べきである」， decus 「気品、品格、栄誉、徳」 ； ギ 現・

1・単 </J O /3 E W 「（恐怖のあまり）逃げたくさせる、恐れさす」 ＜ 

*bhogw-ei-o, cf. 語根母音 e 階梯 </Jef3oμat「（恐怖のあまり）

脱走する、恐れる」。スラヴ祖語においては、接尾辞 —ei- は、ギリシャ語、

ラテン語、古代インド語の使役動詞に見られるような、幹母音 e (対応階

梯では 0)による拡張を受けていない。 Cf. 古イ 現・ 3・単 bodha. 

yati「呼び起こす、喚起する」 < *bhoudh-ei-e-ti に対して、 CO'(AHT
ヽ<*bhoudh-ei-ti。

古代プルガリア語の使役動詞には、以下のものが挙げられる：現・ 1・単

GOY~A示， 2·CO'(AHWH く拿bhoudh- (cf. 単• 主 C'h.APヽ ，現・

1 • 単 C'h.~Aふ， 2 Cヽ AHWH,不 G'h.A'ETH< *bhudh-) ; O'('I 
&, O'('IHUJH < *ouk-(cf. HAB'h.lKH&, HAB'h.lKHl:UJH く *uk-ne-、
これは添加音 pro thesisの E を持つ、語根母音の延長については §. 

18参照） ； OC'EUJぶ。G'tCHUJH < スラ祖 ＊ ob-uo;is-(cf. BHUJ示，

BHCHUJH < スラ祖 *ueis-) ; CA~A示， CAAHWH < *sod-(cf. 
単純アオ 3・単 C'EAヽ < *sed-) ; royGd騒， royCHUJH < *g 
houb-(cf. r'h.lCH示， r'h.CHl:UJH); TO'I騒， TO'IHUJH「濾す、注ぐ、流

れさす」 (cf.Tl:K&, T四畔JH「流れる、走る」）； O'(UOf)I&, O'(UOf)H 

UJH (cf. Uh.f)示， Uh.f)畔 JH); noi&, noHUJH < *poi-ei-(cf. nh.1&, nh. 
血 H < *pei-e-、§.2参照） ； OUf)A'I&, OUJ)A'IHUJH < * mor-k-
(cf. UJ)h.KH& Uf)h.KHl:UJH * < m b r-k-) ; nodo~ 示， UOdOぷ血JH

(cf. di=ぷ示， dl:~I皿H) ; nJ)Hd'End騒， nJ)Hd'tnHUJH < *loip-(cf. 
nJ)Hdh.nH示 npHヽ:¥h.nHl&UJH < * lip-) ; nor p&~ ぷク f'3~b3c£

甚3c£norp示3HUJH「‘沈める、浸すだろう」 (cf.norf)Rt3H示，グ f'3~ 

b3令ev.Ptc£,norp紀3Hlf:WH「沈むだろう」）； HCぶ叩,, グ 88訳澤3c£,

HC示'IHUJH「止めさせるだろう」 (cf. HCRtKHぶグ 883如択tc£,HCRt 

KHf:UJH「止むだろう」）。これらには、次のような動詞も挙げておくべき

である： O'(T'EUJ& O'(T'EUJHUJH <ス―フ祖 *tois-(cf. THX'ヽ ＜ 
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* teis-) ; OU,'EWT ii¥ OU,'ECTHWH < koid-t-(cf. IIHCTヽ <*keid-

t-)。

b)反復動詞。次例参照、現・ 1・単 <popも0 「運ぶ」 < *bhor-e 

i-o, cf. 語根母音 e 階梯現・ 1・単 r/J E p W, ラ fero 「運ぶ」，

同系語として Clf=P示， Clf=P畔 JH; 現・ 1・単 oxew「動かす、運ぶ、
転がす」 < •uog'h-ei-o, 同系語として BOiK示， B03HWH, cf. 語根

母音 e 階梯 E配I&, Blf=3畔m。使役動詞の場合と同様、接尾辞—eiーは、

幹母音 e(対応階梯では 0) による拡張を受けていない。

古代ブルガリア語の反復動詞としては、以下のものが挙げられる：現・ 1• 

単 BOポA&, 2 BOAH皿 (cf.Blf=,Aぷ， Blf=Alf=呻）； f""OHJIK, f""OHI皿＂

(cf. H,KAlf=H&, H,KAlf=Hlf=WH, 不四r,HATH) ; HOW示， HOCHWH

(cf.Hlf=C示， Hlf=Clf=皿） ・BdAII示， BAAIIHWH <•uolk立(cf. Bd'EK 

ぷ Eヽ¥illlf=WH < *uelkw-) ; B,,¥AiK& Bヽ dA3H山＂ < *log'h-(c 

f. Bヽ ,¥'£3示 B,A'E31f=WH < *leg'h-); BOぷ示， B03Hl町 (cf.

B配3示， Blf=31f=l皿）； U&町r&,グ需3c£WUU3c£,II& THI』H (cf. II.ITぷ

グ需3暉 3cf:,11.ITlf=WH)。いくつかの反復動詞、例えば、不 HOCHTH,

BOAHTH B03HTH B,dA3HTH のような動詞は、定動詞である Hf= 

CTH, Blf=CTH (1・単 B印ぷ）， Blf=CTH(1・単 紅 3示）， B, ヽ¥'EC

TH のような動詞とは対照的な不定動詞（一定の方向を持たない運動を表

す動詞）に転化したのである。

非使役動詞と派生使役動詞との本質的な違いは、遠心性（他動性として再

解釈を受けた） 一 非遠心性（自動詞として再解釈を受けた）特徴の面で

の違いである。基本的には、使役動詞は、以下の動詞から形成される：

a)第一次自動詞から。例、 現・ 3• 単 Tlf=lllf=Tヽ (TOIIHTヽ に対

する）， U~Plf=T, (UOPHTヽ に対する），アオ・ 3・単 Alf=1心 (nod゚

iKHT, に対する）。

b)現在幹に接尾辞 -ne-を持つ自動詞から。例、 現・ 3・単 f""'IJC 

Hlf=Tヽ (f""O'(CHTヽに対する），町J~KHlf=Tヽ (UJJAIIHTヽに対する）。
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c)不定詞・アオリスト幹に接尾辞 -e-を持つ自動詞から。例、 不

C'I\A~TH (CO'{ AHTH に対する）， KHC~TH (OC~CHTH に対する），

C~A~TH (CAAHTH に対する）。

使役性を通じて、非他動的行為は他動的行為となり、そのことによって動

詞語幹の意味も変化する。第一次動詞が遠心性動詞（すなわち、スラヴ祖語

期における他動詞）であるときには、派生動詞は、他動性を残しつつ、反復

動詞となる。例、現・ 3• 単 E印Aヽ T'I¥- KOAHTヽ， Hf:Cl:T'I¥- HOC 

HTヽ， ~l:Hf:Tヽ— f"'OHHTヽ， Kf:31:Tヽー K03HT'I\゜

反復動詞も使役動詞も起源的には古い集約性動詞であって、その接尾辞ー

ei- (ゼロ階梯では —i- )は、多数性指標 iと同系関係にある(§.27 

参照）。集約性動詞の多数性の意義については、§.5参照。ゴート語やリ

トアニア語では、接尾辞 —ei- はゼロ階梯である。次例参照、ゴ現・ 1• 

単 liga「横たわっている」 < *legh-o に対して、現・ 1・単 lagja 
「（横にして）置く」< *logh-i-o (cf. 接尾辞—ei-の e 階梯、現・ 1 • 

単 no、\O~示， 2 ROdO~HWH < *logh-ei-) ; リ不 vartyti 「回
転させる」 (cf.接尾辞—eiー の e階梯、 KPAWT&, KPATHWH < 
*uort-ei-)。

6 . 意思の指標 ieH1 (ゼロ階梯では、 iH1 > i)。希求法 (optativ
e)指標として、再解釈を受けた。次例参照、ギ希・現・ 3• 単 </Jep 

0 l「（彼が）運ぶように」< * bher-o-iH1 , ゴ希・現・ 3・単 binda 

i「結び付けるように」< *bhendh-o-iH1 , 古ラ 接・現・ 2・単 SleS 

「あるように」 < *H1s-ieH1-s, 複・ 1 simus < * H1s-iH1-m-, 即WA
（スプラシル写本）「願わくは・・・ならんことを、させたまえ」 ＜ 希・

3・単 ＊比es-ieH1-t、これと次は同系、ラ 希.3・単 siet = 古イ

syat 「あらんことを、あれかし」 < * siet < * H1s-ieH1-t。スラヴ
祖語では、希求法は、命令法として再解釈を受け、古代プルガリア語文献で

は、これの単数、複数、双数のほとんど全人称の形が文証される：例、 2• 

単 UOSH< *mog-oi-s < *mogh-o-iH1-s, 3• 単 UOSH < *m 
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ogh-o-iH1-t, 1 ・複 uostu'h. < *mogh-o-iH1-m-os, 2 uost咋
< *mogh-o-iH1-te, Cf. 2・複 B'EAHTI: く *y.oid-iH1-te, 2 ・単
B'E~Alt.. < *lJ.oid-i-o-s < *y.oid-iH1-s (語末閉音節での 比＞。
への変化を伴う）。

古代プルガリア語の条件法分析型式を構成する動詞 1・単 CHUlt.. < 
*bhu-iH1-m, 2• 3・単 CH の活用も、古い希求法語幹 *bhu-iH1-

> *bh1J.-i-> *団から出ている。動詞 1・単 X'OUIT示， 2 xo 
UITIE:UIH の現在形も、希求法語幹から作られたものである。不 X''h. T"ET 

H (スプラシル写本 114ふ 現・ 1・単 x、UIT.ift.(1693, 53411), 3 X'ヽ
UITIE: (1531)のような形における X''h. Tー という語根がもしも X'OUITぶ

における X'OUIT— の形より古いとすれば、 X''h.UIT示 の形は希求法の

形 *hut-iH1-o > *hut-i-o から引き出されようし、この場合の *h 
utー は、不定詞 Eヽ C-X''WT-HTH ないしは X'BdT-H-TH の語根と同

系関係にある、すなわち XOUIT.ift. の本来の意味は「つかまえんとする」

であったことになる。動詞現・ 1・単 Bl:d騒， 2 BIE:dHUIH の現

在形が、古い希求法語幹 *1J.el-iH1- に由来するものであることも、極めて

蓋然性が高い。 Cf. 同じ動詞のゴート語希求法活用 ー 現・ 1・単 w 

iljau, 2 wileis < *uel-i-s < *uel-iH1-s a 
このようにして、同一のスラヴ祖語語根からは、活格活用における様々な

動作態 (Aktionsart)用原語幹の直接的ないしは間接的継承である、極め

て多数の語幹を作ることができたのである。始原的不活格活用の場合は、活

格活用とは違って、同一動詞用にそれほど多数の異なる動作態 (Aktionsar

t)指標があった訳ではない。不活格活用の枠内では、指標 k やギリシャ

語完了形の一部に見られる語根末無気音の帯気音化から明らかなように、ー

括（全ー的）行為指標である 比のみが使われたにすぎない(§. 13参

照）。この 比指標は古代インド語の次のような完了形の i の背後にも

隠れている ー 2 • 単 bubodhitha「君は目覚めている」< *bhu-bho 

1J.<lh-H2-tHze, 1・双 bubudhiva. 「私達二人は目覚めている」。
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§. 18 古代ブルガリア語における始原的な

不活格活用の痕跡

活格活用動詞と不活格活用動詞間の原初的な相関関係を崩すような最初の

重大変化は、活格動詞類が動作（行為）動詞と状態動詞という二群に分解し

たこと、さらにこの状態動詞群は意味的に不活格動詞と均等化したことであ

る。同時に、活格動詞と不活格動詞の原初的な独立性 ー 同ー語根から作

ることができたのは、同時に二つの活用（パラダイム）を持った動詞ではな

くて、活格活用動詞か不活格活用動詞の何れかであること ー も、損なわ

れることになった。一方では、新生の状態動詞群は、形態面で一様ではなく、

接尾辞も を持つ始原的な活格動詞 (§.17第4項参照）も、始原的な

不活格活用動詞も含むものであった。場合によっては、この形態的不均質性

は、補充法的語幹形成を招いている 一 例、現・ 1・単 B'EA'E(B'EUb.) 

（始原的な不活格活用の名残り）に対して、不 B'EA'ETH (古い e語幹）。

また一方では、始原的な活格動詞は、次第に不活格活用を整理し、その不活

格活用は過去として再解釈を受けることになった。

過去語幹は、通常、多数性（一括多数性）指標を含んでいる 一 cf. 

古代プルガリア語アオリスト幹における一括多数性指標 H2 の痕跡例、ア

ォ・単・ 1 Ch.PAX'~. Hf=COX'ヽ， PACnA¥へ(§.12参照）。しかし、多
数性は、語根重複によっても表すことができる一 cf.次の畳音例、ギ完・

1・単 I(, tに入 o</Ja「盗んだ」，古イ caka.ra 「した、遂行済だ」，

ゴ lailot「残した（てある）」，ラ pepercI「節約した、大切にした」。活

格動詞（動作動詞）と不活格動詞（性質動詞）という本源的対立は、非完了

(infect um)と完了 (perfectum)という対立として再解釈を受けたのであ

る。

完了活用動詞が表すことができたのは、 a)精神状態、思考過程、感覚器

官を通しての知覚をも含む、生物及び無生物が置かれている状態、 b)過去
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性、であった。完了のこの二つの意義の間の共通性は、発話時における、行

為に対する行為主の不活発な態度である ー 前者においては、行為主は行

為に参与しているが、それに対して働きかける訳ではない、したがって、こ

の動詞は自動詞であり、また後者においては、行為主は過去には活動してい

たが、現在活動しているわけではない。このような意義について証明してい

るのが、ギリシャ語完了形である。その一部は、例えば、完・ 1• 単 入£

入u,r,a「解いた、ほどいた」，冗 e</JureuKa「植えた」， rtrp 

a¢a「書いた」のように、過去を表しており、また一部は、次のように、

非過去の意味を持った、性質ないしは状態を表す自動詞である： 例、完・

1・単 冗も冗 TJr a「突き出ている、突っ立っている」（現・ 1・単 冗

カ7Ii Uμl「突き刺す、打ち込む、固める」）， otoTJa「燃えている」

(o al w「燃やす、焼く」）， 冗と冗 0 l 0 a「確信している」（冗 el 0w 

「確信させる、納得させる」）， 6入o入a「駄目だ、死んでいる」 Co入入。

μl「滅ぼす、駄目にする」）， ど¢0opa「壊滅状態だ、駄目だ」 (¢0

e l p w「破壊する、壊滅させる」）， i r p力ropa「寝ずにいる、用心

している」 (irelpw「目覚めさせる、喚起する」）， opwpa「動<'

進む」 (opvuμt「呼び起こす、動かす」）。

その語幹から現在形を作れない、現・ 1 μeμova「望む、欲する」，

てt0 TJ冗a「びっくりする」， olo a 「知っている」， μeμ[J,r,a

「鳴く」のようないくつかの、現在の意を持ったギリシャ語完了活用動詞は、

不活格活用が完全に活格活用から独立してあった、明らかにもっと古い状態

の痕跡である。

もう一つの痕跡は、現在形と完了形が別々の語根から作られるギリシャ語

第VlH類動詞 (verbasuppletiva)21である 一例、現・ 1・単 i a 0 l 

0 「食べる」に対して、完・ 1・単 f) E f) p W K a 「食べてしまった」；

rptxw「走る、急ぐ」に対して、 OeopaμT]Ka「走った」 ； ¢ 

もPW「運ぶ」に対して、 ivカIio X a「運んだ」 ； cf. ラ fero 「運

ぶ」に対して、完・ 1• 単 tuH< *te-tul-1「運んだ」。
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状態を表す、次のようなゴート語の過去現在動詞 (praeterito-praesen tia) 

も、同様の痕跡を示したものである 一 例、 1• 単 wait「知っている」

（現・ 1・単 B'&A'& と同系、 cf.不定詞 6 語幹の B'&A'&TH), lais 

「理解する、分かる」， kann「知っている」， man 「考える、思う」 (Mb.H-

'&-TH と同系）， og「恐れる」 (cf. 不定詞 e 語幹の COlilTH CAI)、

これらは、現在の意味と完了の語尾を有するものである。ゴート語 1・単

aih「持つ」も、ここに属する； これは、バンヴェニスト (E.Benvenis 

te, 1960)によれば、二つの名詞（一つは主格、もう一つは対格）を所有

の関係に置く古い状態動詞 (cf.e語幹の不定詞 HU'&TH)である。実

際、動詞 HU'&TH は、ゴート語動詞 aih と同じく、擬似他動詞であっ

て、 HM'&"『H からは、他の他動詞とは違って、受動構文において使用すべ

き受動過去分詞を作ることはできない。

本来的な不活格活用は、完了活用としてだけではなく、中動相活用として

も再編を受けた。最古の中動語尾 (1・単 -a < -H2e, 2 -tha < -
tH2e, 3・複 -r)は、それぞれ始原的な完了語尾と完全に一致する。語尾

-H2e > -aは、例えば、ヒッタイト語中動相 現・ 1・単 eshahari 
Ce的alJ.ari)「座る」に立証される。これの重複語尾 -ha = -H2e は、古

い比指標を含んだものである (r は補足された中動相指標である、これ

の起源については、 §.16参照）。 Cf. 語尾-'&の 現・ 1・単 B'&A'& 

「知っている」 ＝ ラ 完・ 1・単 vidi「見た」< *uoid-H20—i 、この

iの要素は現在指標であって (§.19参照）、ギ完・ 1・単 o l oa = 
古イ veda 「知っている」には欠けているが、古イ 中動 (middlevoic 

e = 反射態 Atmanepadam)・過去 (imperfect)・1・単 bhare < 
*bher-H面 に立証される。 -tH2e > -thaの語尾は、例えば、ヒッタ
イト語現・ 2• 単 ar-ta-ti「立つ」に見られるが、この ti は補足付

加指標である。また、古イ 過去 (impf)• 2・単 abhara-tha-}:i「運ん

でいた」も同様の例であるが、この場合の語尾 -tha に対しては、 2人称

単数の始原的な活格指標 s が補足されている(§.35参照）。語尾の — 
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r は、例えば、中動・古イ 現・ 3• 複廷re 「横たわっている」に見ら

れる。

始原的な中動相動詞も、その源である不活格活用動詞と全く同様に、概ね

非遠心動詞（自動詞）であり、大部分自動詞である状態動詞として再解釈を

受けたのである。次例参照、現・ 1・単 てpt冗0 「回転させる」に対し

て、中動・現・ 1・単 口pも冗 0μal「自分の向きを変える、回る」 ； 

,r,lvew「動かす」に対して、 ,r,lveoμal「動く」 ； 冗lμ 冗

入nμl「満たす」に対して、冗 lμ 冗入 nμat「一杯になる」 ； ど入

冗0 「期待させる」に対して、 ど入冗 0μal「期待する」、また次のよ

うな絶対中動相 (mediatantum) : ,r, E tμa l「横たわっている」 ； 

ガμal「座っている」。

早くもスラヴ祖語期には、古い完了形はすでに姿を消している。起源的に

不活格活用の語尾を持ち、かつ過去の意味を持った古い形は、活格活用の語

尾を起源とするアオリスト形によって 一 例えば、 1・単 Cb.PAX'ヽ

< *bh b r-e-H2-s-om, 2 Cb.PA < *bh b r-e-H2-s-s, 3 Cb.J以＜
*bh b r-e-H2-s-tによって 一 、あるいはまた完・ 1・単 AAヽ¥1' I: 

CUb. 型の分析形式構文によって、置換されたのである 一 レスキーン

(A. Leskien, 1884)によれば、これは、当初 dator sum (私は与える者

である）の意であった。また一方、状態を表し概して自動詞である、起源的

に不活格語尾を持つ形は、これまた状態を表し概して自動詞であるが、起源

的に活格語尾を持つ e 語幹動詞の形 (§.11参照）によって、置換され

たのである。なお、スラヴ祖語期には、古い中動相も発達しないか、あるい

は消失してしまったのである。

古代プルガリア語における、古い完了（不活格）活用の痕跡が最も顧著に

現れているのが、 K"EUb. 動詞の形であり、これの不定詞・アオリスト幹

K"EA'ETH は、過去現在活用 *uoid-H2e (=ギ 完・ 1・単 o l o 

a; 古イ v~da, ゴ wait「知っている」）と e 指標を持つ状態語幹

(§.17第4項参照）の間の、スラヴ祖語における補充法的パラダイム関係
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について証明している。これらの痕跡が、現・ 1・単 B'EA'E く *yoid-

比e-i(§. 27参照）， 2・複 K'ECTI:(ギ完・ 2・複 r aてe < 
*yid-te と同系），そして恐らくは、 1・複 B'EUO (古イ 完・ 1・複

vidm~ と同系）である。現・ 1・複 -UO の語尾は、古代ブルガリア

南西部の原典より書き写された中世ブルガリア語のテキスト（例えば、「オ

フリドの使徒」 [OxpHilCKH anocTon]、「セヴァスチャン選

集」 [CeaaCTUHHOBUH c6opHUK]中のクリメントによ

る「キュリロス礼賛」 [IloxaanHo cnoao 3a KHpHn 

]22)の非テーマ動詞に極くまれに見られるものである 一 さらに、 ecu

0, UAUO < スラ祖 *ihmamo, AAUO 参照。これは、 K'EA'E < 
*yoid-H面 あるいは tc1U~(古い完了の畳音＊凡e-H,ed- > * e-ed-
> *edー を持つ、§.12参照）のような動詞の始原的な完了活用の遺産で
あり、非テーマ動詞パラダイム全体に一般化したものである。

始原的な完了活用では、語根母音は単数では正常階梯ないしはその対応階

梯、複数ではゼロ階梯の形であった。次例参照、古イ 完・ 1• 単 veda,

ギ o lo a, ゴ wait に対して、 1・複 vidm~. l aμe 1,1 , witu 

m 。これは、活格構造言語の初期の状態の名残であり(§.28参照）、この

場合の動詞の単数形、複数形は補充法的に 一 異なる語根から、後には異

なる語幹から ー作られたのである、 cf.ギアオ・ 1• 単 e o w K a 

「与えた」< *deHa-H2-:rp., 2 e owんas;, 3 eowKe に対し

て、 1• 複 eO Oμeッ< *dHa-H2—, 2 eoo-re, 3 eooa 

av。しかしながら、スラヴ祖語期には、古い不活格活用を持つ動詞にあっ

ては、単数語幹が一般化したのである：現・ 1・単 B'EA'E - 1・複

K'EUヽ 参照。現・ 1・単 uor示， 2 UO~l:WH も古い不活格活用

の動詞である。これは、ゲルマン諸語では、過去現在動詞（完了語尾を持つ）

である：ゴ 1・単 mag 「～できる、～してよい、～かもしれない」，

2 magt < *mogh-tH2e参照。スラヴ祖語では、この動詞は、特別の
アクセント・パラダイムを持ち、それは、現在幹に接尾辞 -e- を持つそ
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の他の動詞とは違ったものである 一 cf. ロ Mory, MOmeIIIb 

に対して、 Hecy, HeceIIIh; rreicy, rreqeIIIh 等。

大部分の始原的な完了形の特徴は、語根重複であるが、これは、語頭子音

H (H1, H2, Ha)を持つ語根にあっては、 H (H1, H2, Ha) の脱落後、完了

幹語根母音の延長を惹起した。次例参照、ラ 完・ 1・単 edi 「食べた」

く ＊凡e-H1ed-H2e-i (cf. 古い完了幹と活格語尾を持つ 現・ 1・単

tclUh.)に対して、現・ 1・単 edo「食べる」 ＜ 非畳音語根 * Hied- o 

スラヴ祖語期には、完了活用はすでに消失していたが、完了幹の一部の最も

重要な特徴の一つである語根母音の延長は、スラヴ祖語の語幹に広がり、そ

れが始原的な完了形に取って代わった。それの一つが、語根母音延長の現れ

る過去（アオリスト）語幹であり（例、現・ 1・単 PliK示， 2 Plill呻WH

に対して、アオ・ 1・単 P'EX'ヽ ）、もう一つが、接尾辞毛を持ついく

つかの状態動詞語幹である（例、不 Ct~dTH, CT'IJA'ETH C.I, CtA t 

TH)。また、延長にはなじまない語根母音ゼロ（低減）階梯もこの状態語

幹の特徴である（例、不 Uh.H'ETH, 3h.P'ETH, CUPh.A'ETH)。

過去語幹における語根母音延長は、何といっても、古い完了活用が完全あ

るいはほとんど完全に消失してしまった印欧語群に観察される。延長が重要

な役割を演じているのは、スラヴ祖語（古代プルガリア語）、ラテン語 (cf.

現・ 1・単 lego 「集める」に対する 完・ 1• 単 legi「集めた」 ； 

現・ 1・単 veho 「運ぶ、引っ張る」に対する 完・ 1・単 vexi「運ん

だ、引っ張った」）及びゲルマン祖語 (cf. 現・ 1・複 niman 「取る」

く *nemーに対する 完・ 1・複 nemun 「取った」<*nem-; 現・

1・複 qiman 「行く、来る」< *gwem-に対する 完・ 1・複 qemu

n 「着いた」 < *gwem-; 現・ 1・複 slahan「打つ」 ＜ 苔lak-に対
する 完・ 1・複 slohun「打った」< *slak-)であって、完了活用が

存在しているギリシャ語では特徴的でない。しかし、古代インド語のシグマ・

アオリストには、古代プルガリア語やラテン語のシグマ・アオリストと同じ

語根母音延長が見られる 一 cf. 古イ アオ・ 1 ・単 A-va~am, ラ
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vexI, K'ECヽ く *ueg'h-s-「運んだ」であるが、現・ 3・単 va.hati, ラ

vehit, Kl:31: く *ueg'h-e-「運ぶ」では、非延長語根母音である。古

代インド語のアオリスト形の延長は、明らかに、 1・単 ada「食べた」

< *H1e-H1ed-(cf. 現・ 1• 単 l(!Uh.)や 1・単 asa「あった」 ＜ 

＊凡e-H1es-型の完了形（古代ブルガリア語のインパーフェクト M H H a 

JI O H e C B b p III e H O B p e M e 形の A): 指標と同系である、

これについては、§.12参照）における延長からのアナロジーである。始原

的な過去形の母音延長のそもそもの原因となったのは、 H (H1, H2, H3)の

音である。現・ 1・単 Ch.I&, Ch.EWH < *bhei-e-: アオ・ 1・単 E 
H): ヽ < *bhi-H2-s-; 現・ 1・単 E示A&< *bhu-n-dh-: 不 C'IJTH 
< *bhu-H:r- 型の交替については、§. 12, 13参照。 Cf. ギ 現・
1・単 ¢uoμat「育つ、生じる」 ＜ 拿bhuー と 11アオ・ 1・単

e¢u11「成った、生じた」< *bhu-H2ー。ラテン語の、現・ 1・単 cap 

io「掴む、取る」< *kH1-p-: 完・ 1・単 cep1「つかまえた」 < *ke 
H,-p-; frango「破砕する」 < *bhrH,-n-g'-: freg1「破砕した」 < *bh 
reH1-g'-; pango「打ち固める」 < *pH2-n-g'-: peg1 (pagI 「打ち固めた」
< *peH2-g'ー にかえて）型の交替は、 H (H,, H2, Ha)に終わり、現在
幹がゼロ階梯、過去語幹が e 階梯である語根として独立したのである。

ラテン語の、 1・単 ed1 「食べた」 (cf. 現・ 1・単 l(!Uh.)は、明ら

かに、畳音語幹 *H1e-H1ed-に由来するものであり、それは、例えば、ドー

リス完・ 1・単 冗も冗 ara「固定させた」< *pe-peH咽'-(ラ現・

1・単 pango「打ち固める」 < *pH2-n-g'-と同系）が証明しているの
と同じものである。

現在語幹に接尾辞 -ne-を持ついくつかの自動詞、例えば、現・ 1・単

c'ErH&, 2 c'ErHEWH ; CT'WAH示， CT'WAHEWH; r'WCH示， r

'WCHEWH のような動詞（例えば、 G'E~ATH, CT'WA'ETH のような e 

語幹の状態動詞や r'WC'E、¥h. のような名詞に対応する）の語根も、延
長語根母音を含んでいる。名詞派生 (denominative)語幹としての始原的
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完了語幹の一部は、語根母音の o 階梯を持つ(§.6第3項参照）。不

定詞・アオリスト接尾辞毛 を持ついくつかの古代プルガリア語状態動

詞 (cf. 不 CO"'TH Ch¥ roJJ'E"『H,COA'ETH ）も、消失した完了活

用の側からの影響によって、語根母音の o 階梯を持っているが、その活

用から、過去形あるいはまた状態動詞が作られたのである。スラヴ祖語の動

詞形にあっては、語根母音の o 階梯は、ゴート語単数過去形に発生した

ようには 一例えば、現・ 1・単 nima「取る」< *nem—に対して、

1・単 nam 「取った」 < *nom-; 現・ 1・単 qima「来る、行く」
く ＊ずemー に対して、 1・単 qam 「来た」 ＜ ＊ずom—のようには、

ー 、過去（アオリスト）幹に浸透しなかったのである。
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§. 19 古代ブルガリア語時制（テンス）の起源

スラヴ祖語のテンス・アスペクト体系は、全て始原的な活格活用の枠内で

発達したものである。 §.10において指摘したように、集合多数性指標 H2 

の助けによって、一括（全ー的）、完遂、完了的な行為を表す語幹が作ら

れ、それがアオリスト幹に転じたのであった ー 1・単 Cit. 釦lX'ヽ ＜ 

* bh h r-e-H2-s-, Hf COX'ヽ <*nek'-H2-s-, URIC~< *pen-s-< *pe 

n-H2-s-、cf. §. 12。語根母音延長を行うアオリスト幹は、例えば、現・

3・単 HliCliTヽ <*nek'-e-, KEAliTヽ く *y.edh-eーに対する、

1・単 H'ECヽ <*nek'-s-, K'ECヽ く *y.edh-s— のような形は、完

了活用と H (H1, H2, H3)で始まる語根の完了用畳語法（畳音）を持つ、始

原的な過去語幹の影響下に生じたものである 一 §. 12参照。 * bher-e-

(cf. 現・ 3• 単 61iPET~), *nek'-e-(cf. 現・ 3・単 HliCliTヽ，

単純アオ・ 3• 単 Hece), *p h n-e-(cf. 現・ 3 ・単 nlt.HliT~) のよ

うに、もともと一括多数性指標 H2 による拡張を受けない活格語幹は、持

続行為を表したものである。ここからは、接尾辞 —e を持つ動詞非完了

(infectum)幹が作られたのである。それは、一つは、現在形であり、もう

一つは、以前はインパーフェクト（発話時以前に終わった持続行為）形であっ

た、単純アオリスト形である。

当初存在していたのは、唯一、幹母音 e (対応階梯では 0)と 1 • 

単 -m, 2 -s, 3 -t, 3・複 -nt の語尾 (*nek'-o-m, * nek'-e-s, 

*nek'-e-t, *nek'-o-nt)を持つ非完了活用のみであり、その直接的継承が

単純アオリストである ー 2• 3・単 HliCli, 1・単 DAAヽ， 3・複

nAA&。この形は、持続行為一般を表したのである。現在 ー インパー

フェクト (MHHaJIO HeCB'hPilleHO speMe)の対立は、

非完了活用の範囲内に、もっと後に現れたものである。現在形（例、 3・単

HECliTヽ <*nek'-e-t-i, 3・複 HEC示Tヽ く *nek'-o-nt-i)は、



127 

-m, -s, -t, -ntの語尾の後ろに、 i 指標(§.27参照）を付加すること

によって得られたもので、その結果、第一次的な非完了形（語尾を拡張しな

かった形）の方は、非現在（過去）の意義を獲得したのであり、それは古代

プルガリア語の単純アオリスト形が引き継いでいる。

幹母音 e を持つスラヴ祖語の動詞形の大部分は、その第一次的な非完

了活用を失ってしまっている。古代ブルガリア語文献には、現・ 1・単 E 

印示， 2 61:J)EWH, 不 Cb.PATH; nb.H示， nb.HliWH,nがTH ; Uh. 

p示， Ub.JJEWH,UP'ETH 型の動詞の場合、単純アオリストの痕跡が文証

されない。古代ブルガリア東部方言では、単純アオリストの中で残っている

のは、第IIシグマ・アオリストを持つ動詞の補充法 (suppletion)活用とし

ての 2• 3人称の形だけである 一 1・単 nAAOX''h., 2• 3 UAAE ; 

1・単 HECOX'ヽ， 2• 3 HECE、また、動詞 Pf=K&, J)li'IEWH の

アオリストの活用における 1・単 P'EX'ヽ， 2• 3 PE韮(§.13参照）

も。古代プルガリア西部方言では、単純アオリストは、シグマ・アオリスト

を失った動詞の個別的なパラダイムとして生き残っている 一 例、 1・単

HAヽ， 2• 3 HAii, 1 ・複 HAOUヽ， 2 HAl!TI!, 3 HA示 。つ

まり、ここでは、非シグマ・アオリスト（古いインパーフェクト）の方が、

シグマ付加の過去形よりも好まれたのである (§.13参照）。古代プルガリ

ア西部方言においては、語根母音延長によってシグマ・アオリストを形成す

る動詞は、 2• 3人称単数に単純アオリストを持っている 一 例、 1・単

H'ECヽに対して、 2• 3 Hl!CI! ; 1・単 CACヽ に対して、 2• 

3 COAi!。第一次的な非完了形 (infectum)は、現在形の発生以後インパー

フェクトとして再解釈を受けたが、それは、スラヴ祖語の分析型のインパー

フェクトに抑えられ、かつまたそれによって置換されてしまった。この分析

型インパーフェクトは、活格活用型の助動詞の重複語根によって作られたも

ので、それを、始原的な不定形 ー 一括多数性指標 H2 の助けによって

作られる、完遂行為用不変化動詞幹 一 の後ろに付加するか、 e の延長

幹母音の助けによって作られる、状態用不変化動詞幹に付加したのである。



128 

前者のタイプは、 1・単 Eh..P-A-A-X'ヽ < *bh h r-e-H2ー に、後者のタ
イプは、 Hf:C'EAX'ヽ く *nek'もに立証される。

完了形（パーフェクト）の消失を通じてその使用範囲を拡大して行った、

スラヴ祖語動詞の e 語幹 (§.18参照）は、完了語幹と全く同じように、

1)状態、と 2)過去性、すなわち発話時における、行為に対する行為主

の不活発な態度を表したのである。接尾辞 e を持つスラヴ祖語のインパー

フェクト形は、 e 語幹のこの第二の意義を基に構築されたものである（ラ

テン語の 1・単 leg-e-bam「集めた」型のインパーフェクトの形成につ

いては、 §.12参照）。インパーフェクトの語尾自体 (1・単 -AX'ヽ ＜ 

＊凡e-H1es-o-m, 2 -AWf: <訊e-H1es-e-s, 3 -AWf: <汎e-H1es-

e-t, 3・複 -AX'ぷ < *H1e-H1es-o-nt)は、古い畳音語幹とそれに付加
された非完了語尾である (§.12参照）。
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§. 20 スラヴ祖語の動詞・名詞接尾辞 一s-

スラヴ祖語のシグマ・アオリスト形を作った s 指標は、古い過去性指

標ではない。過去性を表したのは、接尾辞 心 が付加される語幹自体で

ある。そうした語幹の一部は、例えば、アオ・ 1・単 Ch..J}-A-X'ヽ < *b 
h h r-e-H2—, HIEC-0-X'~ く *nek'-H2-S-,nがCヽ (RA¥X'ヽ） < *pen-H2-s-
のように、完遂、完了した行為の全一性を強調する、一括多数性指標 H2 

を含むものであった。また、ある一部の過去語幹は、例えば、 1・単 H'E 

C~, R'ECヽ のように、いくつかの完了幹の類似の延長からのアナロジーに

よって、語根母音延長による形成を行った (§.12参照）。始原的な接尾辞

-sー は、古代プルガリア語、ギリシャ語、古代インド語、また一部ラテ

ン語動詞の過去語幹に見られる。しかし、この接尾辞それ自体が、行為の、

対時間関係を表す訳ではない。ギリシャ語、古代インド語及びリトアニア語

では、この接尾辞によって、未来形も作ることができる (cf. ギ 1・単

owaw, 古イ dasyami, リ duosiu 「与えるだろう」）。スラヴ祖語

においても、恐らく、プレスラフの古代ブルガリア語の原本から書き写され

た一連の古代ロシア語写本に見られる分詞 C'WWA¥WT Ala (てaea 6μ 
E Ji a)から判断して、シグマ型の未来形も作られたのである。 s 指標

によって、いわゆるシグマ型現在 (s-praesentia)も作られたのであって、

このことは、古代プルガリア語の、現・ 1・単 TJJA¥-C-ぷ 2 T JJA¥-C-1: 

WH (cf. ラ 現・ 1・単 tremo「振動する、震える」、この場合、接尾

辞ーSーを欠いている）、不定詞幹はX'-ATH「（乗って）行く、旅する」

＜ 汎 i-eH2-s-、また更に後の文献の、現・ 1・単 UAX'A騒，不 UAX'A 

TH  (cf. リ mostioti「手を振る」）といった語に証明される。プルーク

マン (K.Brugmann, 1906) によれば、現在、未来及びアオリストの接尾

辞心 は、スラヴ祖語の es 語幹の接尾辞の -esー と同系関係にある

一例、単・主 Hl:60,生 HIEC-l:C-1: ; CdORO, C,¥OR-IEC-1: ;'10'( 
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AO, 110'(A-l!=C-1!=。

動詞・名詞接尾辞 —S の広範な使用が暗示しているのは、これが始原

的な文法的表徴ではなく、むしろ語彙的な表徴だということである。それは、

何らかの古い文体、人間の何らかの古代的な行動様式、何らかの原始世界観

に関連しているはずであり、その世界観を表す、動詞・名詞の墓本的な用語

が、共通指標 s を含んでいるのである。動詞接尾辞心 と同じ接尾辞

を持つ、スラヴ祖語の es 語幹名詞は、あるすぐれて古代的な世界観の中

心概念を表しており、その世界観は、ヨーロッパの文明人には消えてしまっ

ているが、 18-19世紀の民族学上の記録によると、シベリア諸民族の世界観

には類例がある。そうした世界観の最も重要な構成要素は、以下の通りであ

る：

1. 地上の他に天空と地下の世界があるという考え。天 (H印co,生 HI: 

Cl!=CI!=, 古イ n~bhas- 「天、空」，ギ v e rt> o~ 「雲」における es 語

幹参照）と地を結ぶものは、世界に広がる木 (AJJ'EBO,生 AJJ'EBl:CI: に

おける es 語幹参照； cf. ラ arbor, 属 arboris < * arb-os-is 

「木」における es 語幹）であり、この木を伝って、人間は天空の中心に、

また北極星に上りつめることができ、あるいはまた、地下の世界に降りて行

くことができる。夜の星空は、車輪がその軸の回りを回転するが如く、北極

星の回りを回転している (KOヽ¥0,生 KOdl:CI!= = ギ ても入 0~. 属

ても入 eo~ < *kwel-es- 「あるものがその回りを回転する先端」にお

ける es 語幹参照； 同ー語根、ただし語根母音 o 階梯の語として、

ギ男 冗 6 入 o~< *kwol-o-「（車）軸、蒼弯、天の北極」がある）。

北極星と結びつくのが、星座の大熊座（プルガリア民間信仰では、 "K o n 

a Ta" [荷車座］）と小熊座である。普通の荷（馬）車の一部分の名称が、

夜の星空で天空の北端点（北極星）の回りを回転する星座を「荷車」と見た

古代人の表象を反映している。＜びき（次の es 語幹参照、 Hro,生 H 

~,cヽ，ギ teiJro~. ゴ jukuzi「くびき」，ラ iugerum「くびきを

はめられた連畜牛が一日の間に耕すことができる地積単位」 < *ioug-es-) 
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を、輯（次の es 語幹参照、スラ祖 • oi-es-, cf. ス oje, 生 ojesa 

「較」，古イ I-~-a 「戟」）に取り付けている位置は、原始スラヴの言い伝

えでは、北極星に当たるところであった。 -esー という接尾辞は、荷車の

別の部分の名称にも広がっている 一 T A¥'9(1:C.4「家畜が荷車を引っ張る

ときの紐」，ポラーブ 主・複 *zvenesa「荷車の輪縁（リム）」参照。

2. この天空と地下世界に到達することができる者は、 f光惚状態に没入し

て、狂ったような忘我の状態になる、あるいは熱病的な興奮状態に達する

（ヽ¥IOTO, 生 dlOTl:Cli「狂乱状態への精神的衝動」における es 語幹

参照）、あるいはまた、自分自身の中に閉じ込もって自己の夢幻世界に浸る

ことができる者だけだという考え。 f光惚状態の目的は、魂が彼岸世界を自由

に遍歴することができるように、魂を肉体（次の es 語幹参照、 TtdO,

生 Ttdl:Cli ; cf. ラ corpus, 属 corporis「体、物体」＜拿corp-os-

es)から解放することにある。天との接触交流は驚きを通して得られる (A

HBO, 生 AHBl:Cli < 語根 拿di-, *di-u-「天、神、天上の神」にお
ける es 語幹参照）。原始スラヴにおける驚嘆 (qynene)は、喫驚

(nHeene)とは違って、 f光惚として地下世界を巡歴することであった

（次の es 語幹参照、ギ ,ceiJ0os; 「地下深部、内奥」と同系である

'IOYAO, 生 ＂゚YAl:Cli; 同一 es 語幹、ただし語根母音 e 階梯に
替わって、 o 階梯の語として、口 KyneCHHK「魔法使い」，中・

複 Kyneca「妖怪、悪霊による奇跡」）。 f光惚陶酔の時、人は目と耳

（次の es 語幹参照、 OKO,生 。'11:Cli ; OYX'O, 生 。YWl:Cli ; Cd 
OYX'O, 生 CdOYWl:Cli)に変じて、忘我驚嘆し、星空空間と地下世界への

不可思議の旅の見聞に浸るのである。飛ぶことは、魂が肉体を離れて、宇宙

を巡歴する能力を象徴化する。 f光惚陶酔の時に、人は肩（ポラープ語複・

主 *ramenesa 「肩」における es 語幹参照）から両手を翼のように動

かす。そのことによって鳥の飛行を表すのである 一 肩は、魂が乗って飛

ぶ翼であった。より速く鳥に変身することができるように、 f光惚陶酔状態に

入った者は、羽（ポラープ語複・主 *peresa 「羽」における es 語
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幹参照）でおおった特別の衣を纏う。接尾辞 -sー を付加する動詞 (1 • 

単 TいC示， 2 TPAIC!eWH [揺る、震える］、不 UAX'ATH [振る］，

lilX'ATH [乗り物で行く、旅する］）は、悦惚陶酔時の基本動作名 一 魂

が飛行準備体勢に入った時の熱病的興奮状態、彼岸世界への驚嘆の旅を表す

両手の揺さ振り 一 に関連がある。

3 . 独特の転生を体験した者こそ、最も容易に天空と地下世界に到達でき

るという考え。この転生とは、目、耳、内臓（次の es 語幹参照、 oyAO, 

複•主 O'(A!eCA「内臓」 ； HCTO, 複•主 HCT!eCA「腎臓」 ； OKO, 

生 。11ece; oyxo, 生 。ywece)が入れ換えられるために、肉体が自
己分離するか、あるいは分離される可能性を持つという考えである。転生の

目的は、魔法の言葉と魔法の業の力 (CAOBO,生 CAOBece ; A~i\O, 

生 A~,,ece における es 語幹参照）を習得することである。転生者、

すなわち新しい内臓と新しい腎臓 (cf. 双•主 HCT!eC~) を受け供えた

者こそ、 HCTヽ 、すなわち真正の人となる（その者の肉体が自己分離を行っ

ていても、未だ自己分離を完了していない時には、その者は、 HleHCTOB、
である）。転生の後、その者は、予言者としての才能と、自分の臓腑 (IIP

~BO, 生 11p~sece における es 語幹参照）の動きによって予言した

り、魔法の呪文（次の es 語幹参照、 r'PAH゚ ，生 rPAHece「詩句、祭

司の極まり文句」 ； rルlHO は、ポh.Ph.U.h.[祭司］と同ー語根）を唱え

る能力を得るのである。

名詞形以外にあった接尾辞 -s- は、一つは、祭司的予言の言葉の動詞

形の表徴でもあった。その結果、最初は祭司的文体の範囲内に希求（願望）

(desiderative)の形が発達し、そこからシグマ型未来形が発生してくるの

である。もう一つは、この接尾辞 -sー は、彼岸世界への驚嘆の旅につい

ての話しの中の動詞形の特徴を表示するものでもあった。これらの話しは、

筋立てがヨーロッパの古典的な魔法昔話に極めて近いものであり、通常1人

称単数で行われた。話し中の基本的時間は、完了した行為の時間、すなわち

当初はむしろ動作態 (Aktionsart)的な文法範疇であった過去時制(§.17 



133 

参照）である。こうして、祭司的文体 (3人称単数をその基本人称とする魔

法昔話の語り部の文体と同じ文体）の枠内に、シグマ付き過去時制が現れる

前提環境が整ったのである。このシグマ付き過去形は、後になって、スラヴ

祖語を含む個々の印欧語群に時制体系が生成されて行く中で、過去時制全般

の範疇（シグマ・アオリスト）に変じたのである。

始原的な中性名詞は、形容詞機能も担うことがあった ー 中性名詞の古

い主格及び対格は、かつての絶対格 (casusindefinitus 不定格）に由来

するが、それは純粋語幹に相当するものであり、また形容詞的用法も有して

いた(§.28参照）；最初は、性、数、格の一致は存在しなかったの。一

連の古代インド語の es 語幹名詞は、アクセント記号を使って、形容詞に

転用することができた 一 次例参照、 taras-「力」に対して、 taras-「カ

のある、強い」 ； mahas-「偉大さ、雄大さ」に対して、 mahas-「偉大な、

大きな」 ； duvas-「礼拝、崇拝」に対して、 duvas-「崇めるところの」。

しかし、もう少し古い時代には、形容詞形におけるこのようなアクセント移

動は不必要であった。このことは、いくつかの古代インド語の例から明かで

あり、ここでは、接尾辞 —es- (ゼロ階梯では、 -s-)が、古い u 語幹

の後ろに付加されている 一例、 vapu~- 「奇跡」と「奇跡的」 ； tapu~­

「熱気、暑熱」と「熱気を発散するところの、燃えているところの」 ； ca.k~ 

us-「目、眼」と「見えるところの」。接尾辞 —u- (ゼロ階梯）と -es-

（正常階梯）の結合によって複合接尾辞 ―uesー が得られ、これによって、

古代インド語では、完了分詞として使われる動詞派生形容詞が作られたので

ある 一例、 babhuvas-「あったところの、以前の」< *bhe-bhu-H2ー

u-es-。同様の分詞は、スラヴ祖語にも立証されるが、ここでは、 ues 指

標の二要素ともゼロ階梯 (u+ s)である 一 cf. C'IJBヽ 皿（添加音

E を伴う） < *bh.u-H四 s-i-o 
形容詞比較級も、同様にして作られている。古代インド語では、接尾辞

-es-(対応階梯では —os-) は、 i 指標(§.27参照）に付加された。こ

の指標の助けをかりて、形容詞の i 語幹は、集約的な意義(§.5参照）
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を獲得したのであり、それが比較級 (elativus揚意級23 <ラ elatio 

「高めること、上昇」）の形成に適していたのである。次例参照、古イ nliv 

al)「新しい」< *neu-o-sに対して、 nlivyas-=ラ novius「より新し

い（中性形）」 < *neu-i-os-(この —OS- は、接尾辞 —es—の対応階梯）。

同じ複合接尾辞 -i-es-(-i-os-)は、スラヴ祖語の形容詞比較級中性単数

主格形にも立証される 一 次例参照、 AIOT~ に対して、 AIOWTIE < 
*leut-i-es ; AHX'ヽ に対して、 i¥H血く*lei kw s-i-es。二要素 ei

と es のゼロ階梯から、形容詞斜格の指標 is > h.W が発生した；
形容詞の比較級において 一 cf. AIOWTh.W- < * leut-iis-i-o-。能動
過去分詞指標 US 及び形容詞比較級指標 is の後ろに付加する接尾辞

-iー の起源については、§.27参照。なお、以下を参照、ラ 副詞 magi 

s 「更に、より以上、より多く」 ＜ イタリア祖語 中・単•主 *mag-

i-s (接尾辞 —es- のゼロ階梯）に対して、中・単• 主 mai-us「より大き

い」 ＜ イタリア祖 *mag-i-os (接尾辞 -es- の o 階梯）， maie 

stas 「有力、卓出」 < * mag-i-es-( e 階梯），男・複• 主 maiores 
「長老達、先祖」 < *mag-i-os-es (接尾辞 -es- の延長対応階梯； こ
の延長は、比較級の接尾辞の古い集約的意義に相当する）。 Cf. ゴート語

比較級接尾辞 -iz—(< -es-)及び -oz- (< -os-) の場合、 manags
「大きい」 (U~HOI""ヽ と同系）に対して、 managiza「より大きい」 ； har 

dus 「堅い」に対して、 hardiza 「より堅い」 ； froths 「賢い」に対して、

frodoza 「より賢い」 ； swinths「健康な」 (CBがTヽ と同系）に対して、

swinthoza 「より健康な、より丈夫な」 ； いくつかのギリシャ語形容詞

形における接尾辞 -ios-(i + os) の場合、男・複• 主 と入 aaao

u~ 「より小さい」< *t 入 ax-,-o~-e~; 最上級形における接尾

辞 -is-(i + s)の場合、 ,r,a 入 6~ 「美しい」に対して、 I(, a入入 t

a て 0~ 「最も美しい」 ； tx0p6~ 「敵意のある」に対して、 l X 

0 l a て 0~ 「最も敵意のある」 ； て axu~ 「速い」に対して、 r a 

X l a て 0~ 「最も速い」。
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接尾辞 -esー による形容詞比較級の形成は、かなり新しい方法だと思わ

れる。もっと古い時期には、性質の比較級の形成は補充法語幹を通して生成

されたのであり、その痕跡が、ラテン語 bonus 「良い」に対する melio 

r「より良い」， optimus「最も良い」 ； malus 「悪い」に対する peio 

r「より悪い」 ； parvus「小さい」に対する minor 「より小さい」 ； m 

ultus 「大きい」に対する plus 「より大きい」 ； ギリシャ語 ara 

06~ 「良い」に対する aμeLJJWlJ 「よい良い」， aptaて 0ヽ

「最も良い」 ； μl ,r, p 6~ 「小さい」に対する と入 a1:1:wv「より

小さい」である。古い補充法的比較級形成の名残は、古代プルガリア語にも

存在している 一例、 K&Ah.H,K&AHK'h. (比較級 K&、¥HlldH)に対す
る 男・単•主 COdh.H, 生 COdh.Wd; U'h.HOr"ヽ （比較級 U'h.H゚md

H)に対する KHtWTh.H,K8'WTh.Wd ; Uddヽ に対する 山1.Hh.H, Uh. 

Hh.l皿； Cddr"ヽ， AOCPヽ に対する 、¥OYllh.H, AOYllh.Wd, OYHh.H, 
oyHh.Wd, coydh.H, COYdh.Wd ; 3'h., いに対する rof)h.H,r"Of)h.Wd。

接尾辞 —esー は、比較級用の補充法語幹ないしは非補充法語幹に、後に付

け加えられたものであることは確実である。次例参照、ギ K, a 入 6~ 「美

しい」に対する ,r, a入入 tw lJ「より美しい」 ；力 ou~ 「楽しい、美
味しい」に対する 力otwv「より楽しい」 ； ara06~ 「良い」に

対する /3 E入て tw 1J「より良い」、これらの比較級では、接尾辞 —es-

は欠けている。形容詞の比較級（起源的には、揚意的 elative, 集約的

intensive)語幹の第一次的な指標は、多数性指標 i であった。



136 

§. 21 青年文法学派の形態モデル

古代プルガリア語の形態前史の基本問題は、スラヴ祖語の名詞、代名詞及

び動詞語尾の起源と意義についての問題である。名詞語幹と動詞語幹の始原

的な共通性 (§.9参照）ということから、古い両子音語根を含む二大主要

品詞である名詞と動詞は、名詞語尾、動詞語尾という二つのタイプの語尾の

発生によって、次第に相互分裂した、という結論を下すことができる。動詞

語尾は、誰が当該行為を行い、誰が当該の性質を持つのか、話し手か、その

聞き手か、それとも当該時点における対話の直接的参加者ではないある第三

者なのか、を表示した。また一方、名詞語尾は、一定の性質の担い手との関

係を表示した 一 生物や物が、行為に直接参加しているのか（働きかけを

行う者としてなのか直接的働きかけを受ける者としてなのか）、それとも、

行為には直接的参加を行うのではなくて、ただ行為がどのように推移して行

くのか、例えば、行為の起点はどこか、それの終着点はどこか、どのように

してそれが行われたかを、説明したのである。

概して動詞・名詞語幹の第一次的な接尾辞を以て形成された、始原的な代

名詞語幹もまた、名詞語尾を得たのである。代名詞が名詞と異なるのは、 1)

単子音語根であること（このことから、代名詞語根においては、語根母音交

替はあり得ないはずである）、 2)補充法、つまり相互補完的な語幹構成を行

うこと、である 一次例参照、単•主 d3'h. に対して、生 Ul:Hヽ ；

複•主 U'ltJ に対して、複•生 HdCヽ；男・単• 主 OHヽ に対し

て、生 1:ro(固ro)< *i-o-go ; ギ男・単• 主 o < *so に
対して、対 て6l,I 。この現象の理由は、§.33, 35 に示されている。

いくつかの古代プルガリア語の代名詞曲用においては、語根は同一であって

も、第一次的接尾辞あるいは第二次的接尾辞が交替する 一 例、男・単・

主 K'h.-TO < *kw-o-s に対して、 中 'lh.-TO < *kw-i- ; 女・単・
主 Td < *t-e-H2 (§.10, 24参照） に対して、 生 TO鼠， TOA¥,
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グ OU33-f:< *t-o-i-a-ns < *t-o-i-e-H.ns ; 生虹HI:< *m-e-n-
es に対して、 与 UH < *m-o-i ; 男・単•主 Cit.< *k'-i-s , cf. 女・
単・主 CH < *k'-i-H2 に対して、男・中• 生 csro < *k'-e-go 。
代名詞曲用のもう一つの特徴は、当該代名詞語幹に対して別の代名詞語幹、

あるいはまたある種の指示小詞 (deicticparticles)を結合し得ること、そ

の結果、格語尾が単純語幹ではなく、拡張代名詞語幹に付加され始めること

である。次例参照、 *kw-0-S 及び *k立iー に、指示代名詞語幹 *t-o-

を付加して得られた、男・単•主 K~TO, 中 lilt.TO; 古い生格形 り

霰CO に、語尾 —ro 及び -UOY を付加して得られた、 中•生 111:CO 

ro 111:couoy (11eco の方は、代名詞語幹 *kw-eー と 代名詞語幹 *s-

〇ー の結合である、§.33 参照）；主格形 lilt.TO > IITO > WTO と
単数造格語尾 U から得られた、中世プ 中・単・造 町＂＂~（現代

方言 Ill OM)。歴史的にみれば、代名詞 OHヽ も OBヽ も複合語幹を含

んでおり、それは指示的語幹 *n-o- と *u-o- 及び前置的な指示的要素

e (対応階梯で 0 )によって得られたものである。この要素は、例え

ば、 IE-Cl: (スプラシル写本）（はるかに頻繁に用いられる CIE と併用さ

れる）、現代プルガリア語の e-T 0、ロシア語の (B)-0 -T (= e -T 0、

ただし、 e の対応階梯と添加音 B を伴う）及び 3-T OT に立証さ

れる。

スラヴ祖語（古代プルガリア語）も含む印欧諸語の名詞、代名詞、動詞の

語尾の起源については、二つのモデル、ないしは二つの理論が存在している。

一つは、青年文法学派モデルであり、もう一つは、活格モデルである。これ

は、印欧語及びスラヴ祖語の形態の説明にとって、類型論的に極めて重要な

前提条件となる諸特徴を持っている活格文法構造という名称によって、この

ように呼ばれている。活格モデルについては、 §.28参照。

青年文法学派モデルによれば、文献以前の非常に古い印欧諸語の全てに、

古代インド語及びギリシャ語の基本的な文法範疇とその形態指標が生きてい

たということであるから、青年文法学派モデルは、古代インド語・古代ギリ
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シャ語モデルと言っても良い。このモデルは、文証される古代プルガリア語

の語形をそれに対応する古代インド、ギリシャ、リトアニア、ラテン、古代

ゲルマン等の語形と比較しながら、スラヴ祖語の曲用と活用及びその語尾を

再構する（文字の形にして提示する）のである。再構の目標は、ー連の同系

関係にある形（動詞の場合には、当該の人称、数、時制、相 [ voice]、法

及び活用形、名詞、代名詞にあっては、当該の性、数、格及び曲用形）と比

較・歴史言語学の設定する転写法によって記述した単一の形の相互置換であ

る。再構形は、そこから、青年文法学派が発見した規則の助けを借りて、そ

れぞれの文法範疇の文証形のほとんど全てないしは全ての形を引き出すこと

ができるため、原形と見なされている。例えば、青年文法学派モデルによれ

ば、 拿1J.lk立 0- 「狼」 の男性複数対格の原形は、 拿1J.lkw-o-ns= 古イ

複・対 vfkan , ギ入 UK,OU~' ラ lupos, ゴ wulfans, KA 

b.K'W リ vilkus である。複数対格語尾 —o-ns は、ゴート語、古代ギ

リシャ・クレタ方言、例えば、 E,-入eu0-ep-oツヽ「自由人出身の人々、

両親が奴隷でない人々」、古プロシャ語、例えば、 deiw-a-ns「神々」に立証

されるが、これは明らかに本源的な形である。複数対格 拿1J.lk立 o-ns の、

子音の n ないしは s が脱落して、先行母音 0 がその後続子音の脱

落が原因で延長したとするならば、 そこから ラ 複・対 lupos も 古

イ vf'kan も引き出すことができるのである（複数対格 Kdb.K'W の語

尾 U の起源については、§.2参照）。古代プルガリア語には、始原的

な複数対格語尾が鼻子音を含んでいたという間接証明がある 一 複数対格

t-3.P3c£(キリール KOHA¥) では、鼻音要素 € はかつての語尾 —n 

s の n の継承である。男性複数対格の原形 *1J.lk立 o-ns の再構、し

たがってその語尾 -ns の再構によって、男性複数対格語尾の起源の問題

は、青年文法学派のモデルにおいては、解決されたものと見なされるのであ

る。青年文法学派は、同様の手法で、ほとんど全ての名詞、代名詞、動詞の

語尾の原形を設定したのである。

青年文法学派は、同一形に対して二つの異なる指標が存在する場合には、
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古代インド語及びギリシャ語に一致するものを原形と見なし、また、古代イ

ンド語とギリシャ語の間に差異が現れる場合には、古代インド語に見られる

方を原形と見なすのである。例えば、複数生格に対しては、二つの語尾が存

在する：古イ複・属 vfkan-am , リ vilkij , ギ入 U/CWJ,J< 
*ulkw-o-m に立証されるもm と複• 生 B,\b.K~ く *ulk立 o-m、

また同じく、ウムプリア方言複•生 fratrom< *bhratr-o-m<10)に立証
される —om である（スラヴ祖語の —on, -om > -ヽ については、§.
2参照；始原的な複数生格語尾は、本来 —on である、 §.36参照）。青

年文法学派モデルによれば、古代インド語もギリシャ語も長母音であり（リ

トアニア語も長母音を証明している）、一方、スラヴ祖語の語尾 —om > 
ーヽ は、後に、 -om 中の母音 0 の短縮を経て得られたものであるか

ら、複数生格の原語尾は もm であった。ドイツ人学者シュトライトベル

ク (W.Streitberg,1892)は、この短縮を説明するために、曲音調 (circum

flex)の時スラヴ祖語の もm は -om に移行した、とする特別な法則

を設定したのである。

0 語幹名詞曲用の男性複数主格の場合も、二つの語尾が存在する 一

一つは、幹母音 o と語尾—es から得られる語尾 もS であり（古イ

複• 主 vfka}:i , ゴ wulfos < *ulkw-o-es を参照）、もう一つの
語尾は、 -oi である（複•主 B,\b.U,H, ギ 入U/COl, ラ lupi , 

リ vilkai < *ulkw-o-i)。青年文法学派モデルによれば、この原語尾
は もs< -o-es である。古代インド語に見られるのはまさにこの語尾
であり、語尾 —oi は、代名詞曲用から名詞曲用へ転用されたものだから

である 一次例参照、複•主 TH, 古イ te, ゴ thai< *t-o-i , 
ギ o l < *s-o-i「これらの」。青年文法学派によれば、語尾 —es が、

子音幹曲用の全てに、また古い接尾辞 -i- 及び -u- を持つ名詞男性に

特徴的であるという状況も、名詞男性複数主格形語尾 もs の始源性を証

するのである 一次例参照、古イ 複•主 mata.ra}:i , ギ μeても

pe~ 「母達」< *mat-er-es ; 古イ A vaya}:i , ギ o l e~ 「羊」
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< *oy-ei-es 
'WHOBI=, 古イ

es 。

; Kd細 HI& < *ka-men-es < *比k'-eH団men-es; C 
sunAval_i < *sun-ey-es ; roCTh. ヽ < * ghost-ei-

青年文法学派モデルにおいては、名詞の文法範疇も同じ様にして再構され

る 一 名詞の始原的な基本的形態指標は、三つの性（男性、女性、中性）、

三つの数（単数、複数、双数）、及び、 0 語幹男性単数名詞曲用の古代イ

ンド語における様々な格形の数によって、八つの格（主格、属格、与格、対

格、具格、処格、奪格、呼格）（古代インド語のその他の曲用では、格形の

数はもっと少ない）である。青年文法学派モデルにおいては、古代インド・

ギリシャ語的同系関係に基づいた主要な語形変化諸範疇は、もともと独立し

たものであり、形態的に不浸透性のものである 一 数の形は、格の形と同

一起源を持ち得ないし、性の形は、数の形と同一起源を持ち得ない、等。
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§. 22 古代ブルガリア語の女性の起源

すでに19世紀最終四半世紀と20世紀初頭には、古代インド・ギリシャ語的

照合から出てくる再構全部を、一般的な印欧語前史に当てはめることができ

る訳でないこと、またその全てがスラヴ祖語や古代ブルガリア語の形を引き

出す基礎となり得る訳ではないことが、明らかになり始めた。中性複数の主

語に対して、述語（名詞述語以外の）が単数におかれる（例、冗〇入入a
てiiJv b冗oturlwv a冗〇入 cてo b冗b 入lμ0iJ「多
数の労役用家畜が飢えのために死んだJ24)アッティカ方言の特殊な一致の仕

方から出発して、ドイツの学者シュミット CJ.Schmidt,1889)は、中性複

数の原形は本来単数の集合名詞であること、すなわちギリシャ語 てo o 
EJ.JOPOJ.J 「樹（中・単•主）」 と てaoもvop a「樹（中・複・
主）」の関係は、プルガリア語の TP'bH (リンボク、男・単）と T 

p'b H H (複）との関係ではなくて、 T p'b H と TP'bHaK (リンボ

クの茂み、男性集合名詞）の関係に近いものであることを示した。

シュミットの発見から、二つのことが引き出される： 1)スラヴ祖語の女

性名詞の一部は、次のような集合的な意味を持つ抽象（派生）名詞であるこ

と 一例、 f'OCUOAA 「男性仲間、集合」（サヴァの本では、 f'OCUOAA

は、 「食堂、旅篭屋、居酒屋」、すなわち男性の集まるところ、といった

意味である。意味については、チェコ語 hospoda「旅篭屋、居酒屋」 を

参照）， IOHOTA 「青春（時代）」（シナイ祈祷書 Euchologium Sinaiticu 

m では、 IOHOTA は、「若者、青年」の意）， c,,oyrA「使用人、下僕」、

もっと前は、「奉仕、奉公」の意も）」 (cf. リ slauga, 「世話、看護」）、 2) 

女性範疇と集合多数性の間には、解明すべき何らかの始源的な関連性が存在

すること。 恐らくは、 CRHH~tcl のような語（古文献には、例えば、複・

造 CRHHい.IUH のような斜格形だけが文証されるが、これは 女・単・

主 CRHH~H の形でもあり得る）は、 ~11:HA < *gen-, *gwen-「産
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む」 (§.1参照）が、もっと古い時期には、「家族、子供達を連れた母」 (C

f. ギ reJJe&「氏族、種族、一族」） の意であった可能性があるのと

同じように、豚の完全無事な（母子とも）出産を意味した可能性がある。

-a 語尾の、ある種の中性集合名詞が単数女性名詞へ移行して行った過程

は、ブルガリア語の歴史的諸文献中に追跡できる、長期にわたる過程である。

今日の女性名詞単数形である Y CT a (口）， epaTa (戸、扉、門），

KO  JI a (荷馬車） は、古い中性複数形であり、古代プルガリア語テクス

トには、これを確証する資料がある 一 例、複・与 BPがr-O-Uヽ， oyc

T-0-Uヽ ，複・所 KOil-°E-X''h. (Cl&ilO の与、所格複数形 C霞il-0-U'lt.,C霞

il-'E-X'ヽ と同じ変化であって、 X霞＂^ の与、所格複数形 不誓H-A-Uヽ，
ぷ霞H-A-X'ヽ の変化ではない）。次のような一致も参照、沼 eJI e 3 H H 

epaTa, roneMH ye  Ta, CbpJlHT Ile TKO  - n 

p ,a 3 H H M y K O JI a T a (鉄の扉に、大きな口、暴れ馬には、空荷

の荷馬車） これは、 epaTa, ye  Ta, KO  JI a が、古い複数形で

あることを示唆するものである。

シュミットの推論からして、本来、単数主格に も語尾を持つ独立した

女性範疇は存在しなかった、という結論を下すべきである。スラヴ祖語の

a 曲用の原形は、単数名詞として使われる、同語尾の集合名詞形を包摂

するものであった（アッティカ方言の一致を参照）。後に、この a 形の

中から、ーつは、女性名詞が発生し（ポl&HA ギ xwpa「国、地方」，

ラ terra「土地、国、地方」）、もう一つは、中性複数主・対格形が分離し

たのである (Cl&i¥A ギ oeJJopa「木々」， ラ loca「場所、地方」）。

印欧語の歴史における女性範疇の後進性については、次のような事実が証

明している：

1. 単数主格に男性、女性、中性の三語尾を持つ、一般に見られる形容

詞タイプ（例、 AOE:Pヽ， AOE:PA AOE:PO・ ， キ IC a入6s:, ,ca入力，

IC a入6Ji ; ラ bonus, bona, bonum) と並んで、ギリシャ語、ラテ

ン語には、単数および複数の、主格および対格に二語尾のものがある 一
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例、単•主ギ aw¢pwJJ (男・女）と aiiJ</Jp o v (中）「賢い」，

eve 入冗 l~(男・女） と e u e入冗 l (中）「有望な、希望に燃え
る」 ， ラ brevis (男・女） と breve (中）「短い」 ；単・対 aw¢ 

p o v a (男・女） と 。w</Jpov(中）， E v E入冗 llJ (男・女）

と e u e入冗 l (中）， brevem(男・女） と breve (中） ；複・
主 aw</Jpoves;(男・女） と 。w¢pova(中）， e iJ t入
冗 lO e~ ~ 男・女） と e iJ e入冗 lO a (中）， breves(男・女）

と brevia (中） ；複・対 aw¢pova~(男・女） と 。w¢p
o v a (中）， eiJ t入冗 lO a~(男・女）と e iJ e入冗 lO a (中），

breves と brevia (中）。 単数主格の -s 語尾には存否があるが、複数

主格に、語根母音延長と語尾 —es を持つような形容詞形は、男性、女性

名詞の両形に一致するのに対して、主格でそのような語尾を持たない形は、

中性名詞の形に一致する。換言すれば、このようなタイプの形容詞にあって

は、中性は、男性、女性に対して、個別に対立しているのではなく、男性、

女性の共通特徴を含んでいるため、有生 (on y III e B e H , animate)と

呼び得るような、同一共通性に対して対立しているのである。このような場

合には、中性は、無生 (He o n y III e B e H, inanimate)と呼び得るの

である (11)。

2. 単数主格において、三語尾、すなわち -0~(男性） , -a (n) 

（女性），-0 lJ (中性）を持つ、いくつかのギリシャ語形容詞にあって、男

性形が女性形に代替する場合がある。例えば、 力 e P力μTJ o o 6 s; 
「人気のない、寂しい道」 に代えて， TJ epnμos; 006~ を使

うことができる。このことは、単数主格に二語尾、すなわち -0 s; と — 

0 lJ を持つ形容詞体系は、三語尾形容詞体系よりも古いこと、また、形容

詞曲用には、女性範疇は比較的遅く現れたものであることを示唆している。

接尾辞（幹母音） —〇-及びもー を持つ形容詞についてのこの結論は、単

数主格に —OS 語尾を持つギリシャ語、ラテン語 0 語幹名詞が、男性名

詞（例、ギ b 入UICOS;'= ラ lupus「狼」）だけではなく、女性名詞
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（力 冗ap0evo,「年頃の娘」， iJ 006, 「道」，力 vf}ao 

「ヽ島」，カ l'tμ 冗e入o,「葡萄の樹」， populus「ポプラ」， quercus

「かし、オーク」， laurus「月桂樹」）も含むものであることに着目するなら

ば、名詞に対しても一般化することができるのである。単数に -s 語尾を

持つ 0 語幹名詞は、始原的な男性ではなく、もっと一般的な有生類に由

来するものであり、それが後に男性と女性に分化したのである。さらに、始

原的な有生類の範囲内に性の区別が欠けていることについては、ソナント接

尾辞 (-i-,-u-, -r-, -n-)を持つギリシャ語、ラテン語の男性、女性名詞曲

用が証明している一 o araxv, 「穂」と 力 冗lr v, 「松」、

0 0 </J l'「蛇」と 力 冗 6入l'「都市、国家」、 b 冗aて力 p
「父」と 力 μ 力て TJp 「母」、 b 力reμw11「案内人、指導者」と

ヵ ar;owv「鴬」、 fructus「果実」（男性 u 語幹） と quercus 

「オークの木」（女性 u 語幹） のそれぞれのパラダイム間には、いかな

る差異も存在しない。男・複•主 KAUfiH一に と 女・複•主 UATfiPH 

；男・複•主 dlOAh.fi と 女・複•主 KOCTH の語尾の差異は、もっ

と後の推移の結果である。 b 入u,r,o,「狼」 と 力 冗ap0e110

C「若い娘」、 o araxv, 「穂」 と力冗 lr v, 「松」、 b 冗

aて力 p「父」と 力 μ 力て TJp「母」 の原形間の真の性の区別が始まっ

たのは、ようやく、これらの名詞の一部が 0 語幹形容詞と一致し、また

別の一部がゑ語幹形容詞と一致し始めた時になってである(§. 20, 注

9参照）。

3. ヒッタイト語に、またルウィ語25にも同じく、名詞の二分法（有生類

ないしは活性類と無生類ないしは不活性類）が存在しているが、これは、明

らかにその他の印欧諸語にみられる名詞の三分法（男性、女性、中性）より

は古いのである。

有生（活性）類が始原的に統一性を持っていることは、古代プルガリア語

の次のような形態特徴がこれを示している：

1. 疑問代名詞の曲用における、中性（すなわち無生）形（主・対 '1-h.-T 
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〇，生 '1-fi-CO, 与 '1-E-CO-U町，造 '1-HーUh.,所 'l-1:-CO-Uh.)に対立

する男性、女性（すなわち、有生）共通形（主 K~TO, 生 K-o-ro, 与

K-0-U町，造 I¥'£Uh. < *kwo-i-mi, 所 K-0-Uh.)。疑問代名詞 kヽ
TO は、男性、女性、単数、複数の人の名前の代わりに使用される 一

例、ルカ Vll-39 マリア写本 B'EA'Ed~ CH 0'(60 KTO H KAK 

OBA ~l:HA UPHKACAAT~ CA. 1:Uh. ((その人は）自分にさわって

いる女が誰だか、どんな女か判るはずだ） ；ヨハネ VI-64 マリア写本

KTO C示T~ Hl:B'EPO'(I贔町rsH(誰が信じないものであるか） ；マタイ

X 11-48 K~TO 匿CT~UATH UO'E H KTO Cぶ rヽ CPATPH

'E UO'E (私の母とは誰のことか、私の兄弟とは誰のことか）。事物や抽象

的な名称の代わりには、 'lb.TO が使われる 一 例、ルカ XXIV-17マ

リア写本 'ITO C示Tヽ C,¥OBf:CA CH (この話しは何のことか） ；マ

ルコ VI-2 マリア写本 OTヽ K&AOY Cl: l:CT~ cr:uoy. I 'ITO 

np'EU&APOCTb. AAHA'E l:UO'((この人は、このことをどこから（得

たの）か、この人の授かった知恵はどうだろう）

2. 古い o 語幹は、指示、承前、複合疑問代名詞の女性単数において、

主格、対格以外の曲用では、男性形が作られている語幹に一致している。次

例参照、男・単•主 Tヽく *t-o-s, 生 T-o-ro,与 T-0-UO'(, 女・

単•主 TA < *t-eH2, 生 T-0-誠，与 T-0-H ; 男・単•主 OHヽ，
生 1:-ro, (固ro) < *i-o-go, 与 1:-UO'(, 女・単•主 OHA, 生
鼠ヽ， 与 1:-H ; 男・単•主 K'IJH, 生 K-0-1:ro, 与 K-0-1:UO'(, 

女・単•主 KAtcl, 生 K-0-、誡， 与 K-0-1:H 。対応階梯、すなわち

o 階梯に代わって、正常階梯、すなわち e 階梯が現れる場合について

は、指示代名詞 Cb. を参照：男・単•主 Cb. < *k'-i-s, 生 C-1:-
ro < *k'-e-go, 与 C-1:-U゜V 女・単• 主 CH < *k'-i-H2, 生¢
誡ヽ，与 C、-H 。 Cf. 以下の *t-o-(*t-e-) 語幹：古イ 男・単・
属 t-A-sya「これの」，与 t-A-smai, 女・単・属 t-A-syal;L, 与 t-A-s 

yai ; ゴ男・単・属 this < *t-e-so, 与 thamma < * t-o-s-m-, 
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女・単・属 thizos, 与 thizai < * t-e- 。古代インド語やゴート語
の女性単数属格形が、それぞれの男性属格形から得られたものであることは

極めて明瞭であり、このことは、かつての無生類中での男性 ー 女性の対

立は二次的なものであることを間接的に証明するのである。

a 曲用の基になったも語尾は（単•主ぷ后H-4'1, 複・与 ~l:H-4'1-

＂ヽ ，造ポ 1:H-4'1-UH,所 ~l:H-4'1-X'ヽ；ギ単•主 Xw p-a 「国、

地方」，属 xwp-a-~, 対 xwp-a-v; ラ terra 「土地、国、地

方」，古ラ terr-a-s, 対 terr-a-m)、当初は女性範疇とは無関係であり、

集合多数性というサプ・カテゴリーも含めたもっと一般的なカテゴリーに関

連するものであった。双数形（例、主・単 CfJ4'1 T P-")を持つが、本当の

複数形を持たない 男・単•主 CP4'1 T fJ'b. を参照。絶対単数 (singularia

tantum) である補充法的集合名詞 CJJ4'1 T Ph.Iii「兄弟仲間、集団」が、

複数の意味で使われる。次例参照、マタイ XII-46 マリア写本 Cl: U4'1 

TH  H CfJ4'¥TJ)h. "E ero CTO"EX'示 Bh.H"E (その母と兄弟達は、外に

立っていた）；マタイ XXII-25 マリア写本 C"E ~ 霞 B'b. H4'¥C'b. C 

1:AUh. CJJ4'¥TfJH誡（さて、私たちのところには七人の兄弟があった） ；マ

タイ XXIII-8 マリア写本 Bh.CH ポI: B'W C釦lTfJh."E 1:CTI: (あ

なた達は皆兄弟である） ；マタイ XII-48 マリア写本 KTO C示Tヽ E 

，，4'¥TJ)h. "E UO"E (私の兄弟とは誰のことか）。

集合多数性の語尾 —a は、幹母音正常階梯 e と集合性（一括性）指

標 H2から、すなわち eH2> a (§. 3参照）から発生したものであ
る。 も語尾の集合名詞の一部は、中性の先行形である無生（不活性）類

名詞の複数形として使われ始めた。ギ中・単•主 てo oevopov 
「樹木」，複 てaoevopa ; 中・単•主 ce,,o, 複 Cl:d4'1; 

ラ 中・単•主 iugum 「（連畜の）＜びき」，複 iuga のようなペアの

原形は、初めからパラダイムを構成していたのではなく、ブルガリア語の

T p b H (リンボク）と TPbHaK  (リンボクの茂み）のように二つの

独立した単語であった。原接尾辞 —e- (及びそれの階梯）を持つ有生（活
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性）類の名詞のあるものは、それの複数形（分割多数性の形）と並んで、集

合形（非分割多数性の形）も持っていたのである。無生（不活性）類名詞も

同じく、それの集合形と並んで、分割多数性の形も持つことができた、すな

わち現代語の T p b H (単数形）， TPbHaK (集合形）， T p b H H 

（複数形）という三つ組の形が可能であった。 T p b H a IC の接尾辞 -k-

が、中性複数語尾 -a< -e-H2 を作っている比指標と同じものであ
る可能性については、マルティネ (A.Martinet, 1955) が書いている。

彼によれば、 比音は、始原的な活性類名詞の表徴である単数主格語尾 — 

s の前で、後舌子音 K に変わったのである。

二種類の異なる複数形は、ギリシャ語及びラテン語に立証される。そこで

は、男・単•主 locus 「場所、位置」， acinus 「果実の実」， ICE: 入EU 

0o~ 「道、細道」， µnpo~ 「股、股肉」に対して分割（可算）多数性

の形一 loci,acinI, IC e入eu0ot,μnpol と非分割（一括、不
可算）多数性の形一 loca,acina「房、葡萄」， ICE: 入eu0a,μfJpa 

が対応している。古代プルガリア語の、中・単• 主・対 Hro, 複 Hr 

，^双 HS'£ のタイプの三つ組には、古い集合形 HrA < *iug-e-H2 
と双数形として再解釈を受けた、可算多数形 HS'E く *iug-o-iを判別

することができる。

性におけるいくつかの揺れも、一つは可算多数性の、もう一つは不可算多

数性の形という二つの形の存在によって、説明すべきである。古代ブルガリ

ア語においては、中・単•主・対 E3EJ)O の形と並んで、男・単•主 に

3EJJヽ (cf.ス jezer)の形も存在している。後者の単語は、リ 男・単

競eras,臨 eras「湖」から判るように、古い単語である。しかし、集合形

E3ヽい（＝中・複•主・対）は、古い語尾 -oi を持つ複数形（＝古プ

-H)を駆逐し、 E3后PA を基にして、中・単•主・対 E3EJJO の形

を作りだしたのである。同様の過程は、中・単• 主・対 assaran 「湖」

の形から判るように、古プロシャ語にもある。いくつかのラテン語の、例え

ば、 raster (男）と rastrum (中）「鍬、鋤」の性の揺れも、複数形
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rastriと rastraと併せて、同様の説明を行うべきである (12)。

一連の事物や現象は、古代人の意識の中で、ある時は有生、またある時は

無生として存在した。ギリシャ人たちは、現れたり消えたり、また生き物の

ように夜の天空に自分の運行を続ける個々の天体を aaて力 p (男）（星）
と呼んだ。 lzaてpO JJ (中）「星座」という名詞は、その全体が非分割

（不可算）多数の星一 lzarpaーを構成する不動の天体によりふさわ

しいものであった。ラテン語 pira (女）「梨」は、生き物のように果実を

生み出す果樹の名称である； 一方、 pirum (中）は、個々の果実の名称

であって、果実全ての総体が、樹に点々と散りばめられている、非分割多数

である pira「梨」を構成しているのである。
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§. 23 古代ブルガリア語における男性カテゴリー

後期スラヴ祖語期には、新たに男性名詞（主として o, io 語幹）の再

編が始まった。この曲用の範囲内に、も (-Iii)語尾を持つ単数生格形を単

数対格の意味で使用することを基本特徴とする、いわゆる人間類 (JIHqe

H rron~on) 名詞が発生したのである。人間類名詞（その全てではな

いが）は、単数与格に常に —oy (-IO)を持つ非人間類と違って、時として、

単数与格に -OBH (-&BH)語尾を持つことがある。

男性人間類には、人の名前、とりわけ社会的要職を占める人物の固有名詞

が属している。次例参照、マタイ XIV-10 マリア写本 I noc1'dABヽ

oyc'tKH示 HOAHA Bit. T&Ult.HHU,H (人を遣わして、獄中でヨハネ

の首を切り落とした）；マタイ I -2 サヴァの本 ABPAU1' POAH 

HCAKA (アヴラハムはイサクをもうけた） ；マタイ XVII-1 マリア写本

no紬T1'HC n&TPA H H'tKOBA H HOAHA BPATPA 1:ro 

（イエスは、ペテロ、ャコヴと彼の兄弟ヨハネを連れていった）；マタイ I 

X-8 マリア写本 BHA'tB、Ulf: ~& HAPOAH 'II゚AHUJA. CA. H np 

OCdABHW,1 四（群衆は［それを］見て驚き、神を讃えた） ；マタイ I 

X-9 マリア写本 BHA't 'li¥KA HA U'I.ITlt.HHU,H C'tA岬 A IUl:H 

印 It. UAT&A (マタイという人が収税所に座っているのを見た） ；マルコ

V-35 ILITO ABH~f:UIH OYILIHTI: 心（どうしてあなたは先生を煩わ

すのですか） ；スプラシル写本 2324 H Rh.CH HACAA~AA犀WT&H

CA ILIOYA&Cヽ.CdABA Tヽ OT'U,A H CHA H CTAAro AX'A 

（神の御業を味わう人たちは全て、父と子と精霊を讃えよう）。いくつかの例

では、男性人間類の特徴としての、対格での単数生格の使用は、擬人法の義

務となっている。次例参照、ヨハネ XVI-8 マリア写本 OCdHILIHT1' 

UHPA O rp'tc't (世［の人々］の罪について、明らかにするであろう）；

スプラシル写本 33840 H AAA BHAHUIH rocnOAlt.CKOUlt. ROBE,¥ 
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~HHHUh. (汝は、主の命によりて、黄泉の世界を見ることになる） ；ヨハ

ネ XII-36 マリア写本 B~POYHT霞 Eヽ CB~• 『A(汝ら、光を信じな

さい）；スプラシル写本 2425 H npo3ACOCT A ni¥OAA CAAf"OB~ 

J)'h.HdAf"O. H HAPヽKOWA HUA 16UOY KOHOHヽ （彼ら二人は敬虔

なる実を育てたが、彼らはその名をカナンと名付けた）；同写本 396s Cfi 

ro X'A~CA IIAJ)Htcl J)OAH (マリアはこのパンを産み出した） ；同写

本 505u T'IJ f"P~X"A B'h. nAh.TH OT'CぶAH(汝は、肉体に存す

る罪を断罪した） ；同写本 1551 J)h.U,H oyco HAU'h. KTO C'IJ T 

AKO Ah.CTHWH HAPOAA (それでは、汝は一体誰であり、また民を誘

惑するのか、述べてください）。中性名詞の場合も、単数生格が対格として

使われる場合がある。次例参照、スプラシル写本 44823 C'h.BA3AWA B 

&AHKAAf"O CAtOHA CA'h.H'h.U,A 豆（彼らは偉大なるサプソン、太

陽であるキリストを捉え縛った） ；シナイ詩編 CIII-2 nponHHAIAH H 

fiCA tclKO H KO~ ぶ（天を皮の如く礫にする者は） ；スプラシル写本

15423 OCPAWTヽ T霞 T~AA UOfif"O (汝らは我が肉体を得る）。

対格として使われる、 OTh.U,A,rocnOAA (rocnOA~). C'IJHA, IIぷX

＾，面A,HAPOAA, f"P~X'A 型の生格形に合わせて、単数女性生格形 " 

ATfi餌， Aヽ WT町Jfi(er 語幹）， U,J)h.K'h.Bヽ， H&nAOAヽ B&,CK&KJ)'h.Bヽ，

AIOG'h.Bヽ Cu 語幹）も、対格として使われた。次例参照、マタイ X-37 

サヴァの本 AIOC.t.l oif A AH iiTj餌（父または母を愛する者は） ； 

スプラシル写本 359 Cヽ Eヽ 'lfiPA HAJ.WT虞 Bh. Cヽ COJ)'h.H示鼠 田

uoy u,pヽ K'h.K&([彼らは］夕方より大聖堂に来ると） ；同写本 20323 

PA30Yll~BヽポIf= CAA~&H'IJH AOYX'OK'h.H示騒記IO dlOC'h.B& 

（至福なる者は彼ら二人の心の愛を悟りて）。

古文献には、男性の人の名称において、 -ヽ 語尾の単数対格形が残って

いる場合もある。次例参照、スプラシル写本 29218 corヽ ~- H~ 虞

npHCHO CBOH WTAAA POC'h. Af"f"&AOll'h. CBOHUヽ 3AnOB~

AA (さて、自分が使っている者をいつも大切にしている神は、自分の天使
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達に命じた）；クローツ文書 660 PA3COIHHKヽ cヽ X'llh. J)ACnlH 

“贔W Tヽ （彼らはキリストと共に強盗を礫にして）；マタイ XI-10マリ

ア写本 C霞 A3~noc~""騒 AH"lid~UOH RP'EA~i\HU,Ellh. T 

BOHUh. (私は、汝の前に我が天使を遣わす）。男性単数の対格形に代えて

の生格の使用は、いくつかの場合、動物名にも見られる。次例参照、ヨハネ

X-12 マリア写本 BHAH"『~ Bdh.KA r'J)A¥A"'l四（［その者は］狼が

近づいてくるのを見る）； スプラシル写本 192'n HU~ 34' OY3Aぶ

KOH'£ 記ro([その者は］）彼の馬の頭絡を取ってから） ；シナイ詩編 x 

C-13 nonepewH dh.l立 I 3Uh.'E (汝は、ライオンと蛇を踏みつけ

る）。

単数与格語尾 -OBH (-lf=BH)の使用は、男性有生類名詞にあって、はる

かにもっと一貫性に欠けている。次例参照、 GOr'OBH(マリア写本に 4回、

スプラシル写本では約 25回）に対して coroy (マリア写本に12回、ス

プラシル写本で約 150回；詩編では coroy だけである）， rocnoA1屯

H (マリア写本に8回、スプラシル写本で 1回）に対して、 rocnoAto(マ

リア写本4回、スプラシル写本 36回；シナイ詩編では rocnoAto だけ），

KECAJ)EBH (マリア写本8回、スプラシル写本1回）に対して、 Klf=CAJ)I゚

（スプラシル写本1回）， HCO'(COBH(マリア写本 33回）に対して、 HCO

'{'CO'((マリア写本8回）， HOAHOBH(マリア写本6回）に対して、 HOAH

oy (マリア写本2回）， neTJ)OBH(マリア写本 13回、スプラシル写本2

回）に対して、 neTpoy(マリア写本4回、スプラシル写本2回）。更に以

下を参照、 AAAUOBH, CdAr'OA'ETE、:¥EBH, BJ)い ll!=BH, HWCHいOBH
（スプラシル写本）， AJJX'HC'(HAr'Or'OBH, APX'HTJ)HKヽ`＂＂゚ BH, BHHA 
JJEBH, H3AJJAHdlf=BH U"'~EBH, U,'ECAJ)lf=BH (マ lァ） 写本）。人の名

前ではない男性名詞でも、中性名詞でも、どちらも擬人化される場合には、

単数与格語尾 —OBH (、BH)が見られる。次例参照、スプラシル写本 47 

61s r'dAr'O、:¥AAWII!= 4lAOBH (地獄に向かって話した）；同 4126 uope 
BH 3ARJ)'EWT Al&町rAAr'O(禁じている者の海に対して）。
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男性有生類名詞のこのような曲用（単数対格語尾 -a と 単数与格語尾

-ovi) は、チェコ語にも立証される。次例参照、単•主 pAn「方、紳士」，

対 pAna, 与 pAnovi, pa.nu に対して、単• 主 hrad「城」，対 hrad,

与 hradu。チェコ語の有生男性類名詞曲用と無生男性類名詞曲用の間に

は、別の差異も存在している 一 次例参照、単• 生 pAnaと hradu 

（古い u 語幹語尾），前置格（古い所格） pa.nu, pAnovi (=チ 与格）

と hrade (=  単・所 l"'JJAA'E)。ウクライナ語には、男性名詞の曲用

に三種類のものがある：

1. 理性ある生物（人間） 一 例、 6or (神）， aHreJI(天使），

CH H (息子）， qQJIOB i K (人）， Ha0MHT「作男、使用人」， B

i T e p 「風（擬人法）」， yqHTeJib (先生）， U i C a p b 「皇帝」，

IIIBeUb「仕立て屋、靴屋」， IIe T p o のような固有名詞ー 単数

対格（古い生格）語尾 —a と複数対格（古い生格）語尾 -i B (-OKヽ

から）。例、単• 主 6 or, 生・対 6 or a, 複• 主 6 0 r H, 生・

対 60 r i Bo 

2 . 動物、植物、ゲーム、貨幣 一例、 B i JI「去勢した雄牛」， ro 

JI y 6 (鳩）， pa  K (ザリガニ，エビカニ）， qepeaK (虫）， 0 C e 

JI (ろば）， n y 6 (樫）， nypaK (トランプ遊びの一種）， KO 3 a K 

（踊りの種類）， py6eJib (ループル［貨幣単位]),ii> p a H K (フラン

（貨幣単位）） 一 単数対格語尾 -a と複数主格に等しい複数対格形。例、

単• 主 roJiy6, 対 roJiy6a, 複• 主・対 r O JI Y 6 H゜
3 . 無生類のもの一例、 H a p i n 「国民、民（衆）」， ne H h 

（日、昼間）， C T i JI (テープル、机）， B Y r O JI「角」， r p i 6 「墓」

ー 単数、複数ともに、主・対格同形。例、単•主・対 r p i 6, 複・

主・対 r p O 6 H゜
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§. 24 始原的名詞接尾辞ーH2ー

語尾も を持つ女性名詞は、始原的には、集合名詞や集合的な意味を持

つ抽象名詞と同系関係にあった。概して、女性範疇は、比較的新しいもので

あり、無生類（後の中性）と対立する始原的に単一の有生類が、男性、女性

範疇に相当する二種類に分解した時点で始めて顕現してきたものである。印

欧祖語の統語体系の根本的再編こそ、こうした分解の必要条件であったが、

この再編については、§.33 及び §. 38 において検討することになろう。

中性範疇の複数の起源についてのシュミット説の観点(§.22参照）からす

れば、女性指標 a (単•主 ,Kf:H-.4, 複・与 ,Kl:H-.4-UH, 所 ,Kl:H-.4-

xヽ）は、複数中性指標 a と同じものである（複•主・対 Cl:d.4 < C 
l:dO)。ラリンガル・モデル(§.3参照）の観点からすれば、 a 表徴

を持つ女性形と同語尾を持つ中性主・対格複数形の基になった始原的な共通

範疇指標は、比の要素であった。

語尾のもは、 eH2 に由来するもので、比指標を含む一単•主・

対 Hro< *iug-o と 複•主・対 Hr.4 < *iug-e-H2 の原形は、
同一接尾辞を含んでいるが、ただし 2つの異なる階梯である対応階梯と正常

階梯としてである。 Hr.4 の原形においては、正常階梯の接尾辞の後ろに、

非分割（一括）多数性指標 H2 があったのである。我々は，同指標を、中

性複数主・対格形の指示代名詞 CH く 拿k'-i-H2にも見ておかなくては

ならない 一 cf. 男・単• 主 Cb.「これ」< *k'-i-s ; CH < *k'-
i-H2は、女性単数主格の形でもある。言い換えれば、女性単数主格と中性

複数主・対格 CH < *k'-i-H2 の、男性単数主格 Cb. < *k'-i-s に
対する関係は、女性単数主格と中性複数主・対格 T.4 く *t-e-H2 の、

男性単数主格 Tヽ < *t-o-s に対する関係と同じである。この同じ
比指標は、古い i 語幹の原形の特徴も表示している。次例参照、単・

主ポJ)b.H'IJ, 生 ,KJ)b.H~紅「石日、製粉所、水車」， ,Kf:、¥'IJ, ,Kf:、,~
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紅「亀」， KP~Bb. (古い対格形く *kru, cf. ス kri 「血」）， 生

KPヽ Bl:。 明らかに、 *Kl心く *kru< *kru-H2 は、 u 語幹
名詞の古い集合形であり、これは、中性複数主・対格形 Hrd く *iug-e-

比が、 e 語幹名詞（対応階梯では 0)の古い集合形であるのと同じで

ある。かつて *KP'IJ < *kru-H2に、比指標が存在したことを間接的
に証明しているのが、 Hze が a に変わる(§.3参照）、ギリシャ語中

性主・対格形 K p e a s;-< *kr-eu-H2-esである。
印欧祖語期には、二つの主要な名詞類が存在したが、一つは有生類ないし

は活性類で、後にそこから男性範疇及び女性範疇が発生してくるのであり、

もう一つは、無生類すなわち不活性類であり、そこから後の中性範疇が発生

して来たのである。それ以外に、 比指標による特徴表示を受けた派生名

詞類である、第三グループの名詞も存在した。このグループの中から、 a 

語幹名詞と中性名詞複数形が発生したのである。いくつかの印欧語（例えば、

古代プルガリア語、ラテン語、ギリシャ語）には、 ゑ 語幹男性名詞も存

在している一例、単•主 Cd゜yrA, BOl:BOAA, CTAP'EHWHHA, ラ

scdba 「書記、書く人」， homidda 「殺害者」， agricola「農夫」， 1,J 

ea1,.1las: 「若者」， aてpaてtw-rns;-「兵士」， rewμeてpTJヽ

「測量士、幾何学者」。

主格単数形が純粋語幹の形を成している、古代プルガリア語やラテン語の

形は、明らかにギリシャ語の形よりも古いものであって、ギリシャ語の語尾

sは、男性名詞の別の曲用からもらい受けたものである。極めて興味深い

古代プルガリア語の特徴として、 CTAP'EHWHHA や Cdoyrd のよう

な名詞が、単数では、形容詞や分詞の男性形に一致するのに対して、複数で

は、原則として、形容詞女性形、また稀には同格的用法の分詞の女性形と一

致するのである。次例参照、スプラシル写本 5825 Wl=Aヽ ~I: dlOT'W 

Cd町 r'A Tヽ（その悪しき僕がやってきて）；同写本 24014 BHA'EB~ 

ぷI=・CTdP"EHWHH.4 ~b.Pb.'lb.CKヽ（祭司長が見て）に対して、同写

本 260s TO Cd'IJWdB~WA OTヽ H自O CT dP'EHWHH'IJ Bdヽ Wb.C
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K'WA¥. PA3rH'EKAK、UJA CA 3'EAO. RORIE、¥'EUJA Cヽ KA3ATH H 
（祭司長たちは、彼ら二人からそのことを聞いて、激怒し、その者を縛るよ

う命じた） ；同写本 201s ROKl&A'E ml: U,'ECAPls. ,&IEWAOCHH. np 

HTH HA C'h.COP'h. H CTAP'EHI皿 HAU'h. l&Pl:TH叫 CKAUヽ （テ

オドシウス帝は、異教の族長達にも会議に来るよう命じた）；同写本 1230 

H RPHCTぷRh.WA CA町 r'W Cヽ KA3AWA 記uoy p;y.u,'E (使用人

達は、近づいてくると、彼の両の手を縛った）；同写本 1182 CAO'{rAU ｀ ポ霞 K'h.3rHl:THK1』 AU'h. orHls. (使用人達が火を焚くと）。ただし、
次例も参照、ヨハネ 11-9 マリア写本 CAO'{r'W K'EA'EX'ぶ no11p1s.n 

Wヽl:H KOAぷ（水を汲んだ僕達は知っていた）；スプラシル写本 116'rl 

OT'h.Hl:UOrヽ WIEU'h. mこ CAoyrAUヽ （絶対与格構文）（使用人達は疲

れ果てて）。恐らくは、 CTAP'EHWHHA Ki¥AA'WKA C、¥O'{rA のようt・ょ
語は、始原的な集合名詞、抽象名詞の意味あいの何がしかを残したのである

- CAO'{rA は、むしろ、召使い（集合）、奉仕、奉公の意、 CTAP 

'EHWHHA は、族長職、長老職の意、また、 KAAA'WKA は、支配（権）、

覇権の意で用いられたのである。このことは、次のような例に良く現れてい

る 一マタイ VIII-9 マリア写本 A3ヽ 'IAKK'h. l:CUls. ROA'h. K 

AKO犀=trw av0pw 冗 6~elµt u冗 o tどou al a 

J,I (て aaa6µevo~) 「私は権威の下にある者です（逐語的には、権

カの下にある、権威の下にある）」； cf. ギリシャ語の同じテクストが、

次のように翻訳されている、ルカ VII-8マリア写本を参照、 A3ヽ 'IABK 

'h. l:CUls. ROAヽ BAACTl&A'hi O'{'IHHl&H'h. (私は支配者の下に服して

いる者です）（アッセマーニ写本 Codex Assemanianus では ROAヽ E 

AACTIEAH、サヴァの本では ROAヽ BAAA'WKAUH)。語尾 も < e 
比を持つ集合名詞の原義は、語尾—a < e比 の女性名詞の原義と同
じだったのである 一 次例参照、ラ pira (女）「梨を産出する木」， pir

a (中・複）「梨の木の果実」。すなわち、印欧祖語においては、女性と集合

多数性とは、同一のものであった。それ故に、 c、,oyrA や CT AP'EHUJH 
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＂^ のような名詞の複数形が、形容詞やまた稀に同格的用法の分詞 (parti
cipia conjuncta)の女性形に一致するのである。
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§. 25 古代ブリガリア語の U 語幹の起源

名詞範疇内に見られる始原的末尾 H2 は、増大、増殖、増加の観念（す

なわち、生命の女性起源）、多数の肉体を卒むないしは含み込む一つの肉体

の観念（すなわち、増大多数性）、生きとし生ける物すべての共通の始祖た

る母なる大地の観念、そして滅びの観念、すなわち、産出をもたらす死（新

しきものが来るべく、滅び行く古きもの）の観念に関連している。大地 一

これは、陸地であり、島であり、国であり、都市であり、大陸であるが、

これらは、ギリシア語やラテン語では、女性起源の生物と全く同じように、

常に女性起源である 一例、力 Ata/30~(島名）， 力 Ko入o

<I> w 1) (都市名）， ヵ 0pq.KTJ (国名、地名）， 力 Eupw冗 TJ' カ
vf}ao~ 「島」，カ ガ冗 e, po~ 「陸地」，力 冗 6 入'~ 「都市」，

Aegyptus , Rhodus (島名）， Roma,insula「島」， urbs「都市」。母が自分

の子を産み出すと同じように、自分の果実を産み出す樹木の名称も女性起源

である 一例、 力 0 p i)~ 「オークの木」， カ (lμ 冗 c 入 0~

「葡萄の木」， 力 μTJ入ta「林檎の木」， pira 「梨の木」， quercus

「オークの木」， pomus「林檎の木」， CAHRA(プラムの木）， KPOYWA 

（梨の木）。産み出された生物の名称は、通常、中性起源である 一 K03ヽ＼

"'(小山羊）， ~P'ECA\ (小馬）， 111¥AO(子供）， てb てEKl.JOli「子供J,

てb 冗 atoaptOli 「小さな子供」， て0 μ1J入0 1) 「林檎の実」，

pirum 「梨の実」， pomum 「林檎の実」。

女性起源であるべき樹木の名称の、例えば、 A示Eヽ ［オークの木］（男）

のような、いくつかの、古代プルガリア語の、原則からの逸脱については、

神話的な解釈がなされるべきである ー オークの木は、原始スラヴの雷神

ペルーヌ（ン） nt:POYHヽ （バルト Perkunas) に献上されたのであ

り、したがって、原始スラヴの、母なる大地の観念ではなく、天界の天地創

造の、祭祀的なものについての観念に関係があり、それの言語的表現がスラ
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ヴ祖語の u 語幹名詞なのである。このことは、この単語の性にも曲用に

も反映している 一 cf. A&C~ の曲用における、スラヴ祖語 u 語

幹の痕跡。宇宙論の次元では、天空は大地（女性的起源）に対置されるもの

である故、ここでは、予めスラヴ祖語の U 語幹の意味について幾分解説

が必要であろう。

天と地は、宇宙の二つの半分である 一 cf. noA~ の曲用における

スラヴ祖語の U 語幹。天なる父 (cf. ロ He 6 o-6 a TIOJJIK a, 

He6o-oTeu, ラト Debess玲vs 「（逐語的には）天の父」，ギ

呼 Z E iJ 冗 aて£p, ラ Iu piter , ルウィ語 tiy.az tat追「（逐語的

には）天一父」；最後の三つの形は、始源的な u 語幹 * di-u-: ・* di-ey.-

「天」を含んでいる）は、母なる大地 (cf.ロ M8Tb-Cblpa 3eM 

JI fl' アッティカ △ TJμ カt'TJP, ドーリス △ aμtiてTJP < *g'h 
d h m-mater-「母なる大地、（後に）農耕と大地豊饒の女神」；語根 *g' 

hdemー とその階梯からは 3f=UA'41, ギ X 0w J.J「大地、土（壌）」，

ラ humus「大地、土（壌）」，ギ X aµTJ 入 6~ 「低い、小さい、取る

に足らない」，ラ humilis 「低い、卑しい」が派生している）に対立して

いる。天の雨は、母なる大地を肥沃にし、それに生命を与える (A~mAヽ

は、語根重複 *du-diu-< *di-u-「天」を含んでいる ； 古い U 
語幹については、形容詞 AOYポA-f:B-h.H~ < * dog-di-og— が証明し

ている； cf. リ lietus 「雨」 の U 語幹）。天の水（分）の象徴が

川であり、これは、ギリシア語、ラテン語では、常に男性である 一 例、

0 • ℃ f3 p O~ 「マリーツァ川」， Sequana「セーヌ川」， Tiberis「テ

ベレ川」。古代インドの神話では、天の水（分）は dan-u-(u語幹）と呼

ばれ、天界の植物ソーマから滴り落ちる樹液である ； 天の水（分）から

は、あらゆる川ができている一 cf.印欧の大河ドン川 (Ilo H < *dan-
u-)、ドネプル川（几 He n b p < * danu-apara「後方の川」）、 ドナウ
川 AoyHABヽ （ケルト・ラテン Danuvius, ゴ *D ・onaw1, ウィザン

ツ △ ouvaf3t~) の名称における語幹 *dan-u-o 
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古代的な U 語幹は（接尾辞 —Uー に転化したが）、古代インド語の g 

ravan-「ソーマを砕く石、天の水（分）を絞り出す石」にも立証される。

その他の印欧諸語では、この名称は、「手びき石臼、挽き臼」として再解釈

を受けている ； cf. キンプリー26 breuan「手びき石臼」，古代アイルラ

ンド bra.u 「挽き臼」（ケルト祖語の g > b への転化を伴う）。同じ
u 語幹は、ただし、接尾辞を挿入したものであるが、単•主ぷPb.H'W,

生 ,KfJb.H'l¥紅 < * gwr-H2-nii 「挽き臼、水車（小屋）に立証され、
また、ラト dzirnus 「手びき石臼」，ゴ asil u-q afrn us「ろばの動かす製

粉機」も同じである。原始スラヴの神話的伝承においては、天の水（分）は、

我が民謡にある蜜と油の川、豊饒の川にも似て、しばしば蜂蜜のイメージを

持っていた。 Cf. 古高ド metu「蜜酒、蜂蜜飲料」， リ medus「蜂蜜」，

古イ ma.dhu「蜂蜜（飲料）」，ギ μe0u「ワイン、酒」。この水（分）

は、天が地に送り出す果実であり、贈り物である 一 cf. nAOA'I¥ ゃ

AAPヽ の曲用における U 語幹の痕跡。

上述の宇宙観が古い起源を持つことは、「リグ・ヴェーダ」”の一連の頌歌

（例えば、 V .53, 5 ; 58, 3 ; 59, 7)が立証している。特に、頌歌の VDI. 

7, 16は注目に値するもので、ここでは、雨の役割は、単に大地を肥沃にす

るだけではなく、天地創造的なものである 一 雨は、世界の二つの半分、

天と地を分け、配置せしめる、すなわち最初のカオス（混沌）、無定形の自

然を秩序だった世界に、天球に、宇宙に変えるのである。頌歌 X. 121, 1 

では、雨に代わって、地の実が現れ、それが空間を満たす、すなわち、古

代インド的宇宙の状態（天と地の必要な距離）を支えるのである。頌歌 X. 

82, 6では、この実は、水（天の水［分］）から産み出される。この実が、

存在全体の象徴、生きとし生ける物全ての所有物の象徴として、宇宙の二つ

の半分ー天と地ーを満たすのである（頌歌 X.45, 6)。

原始印欧の神話的伝承においては、宇宙を支える主柱の役割を果たしたの

が、オークの木であり、それが、大地からの然るべき距離で天を支えている

のである 一 Cf.ラ quercus 「オークの木」< *perk立u-s と ゴ
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fairhvus「宇宙、天地」 < *perkw-u-s における語根と語幹の完全一致。
オークの木は、古い他の u 語幹名詞と同じく、印欧及び原始スラヴの雷

神神話に関連がある。ソヴィエトの学者イヴァノフ及びトポロフ (B.l1B 

a H o e, B. To rr o p o e, 1974)によれば、この極めて重要な神話は、

次の筋立てを持つ：

1. 雷神は、高く、天空に、また枝を四方東西南北に広げる世界樹の頂に

いる。印欧語の語幹 *di-u-「天」については、上述参照。同一語幹から、

古イ devA}.i, リ dievas, ラ deus, ギ Zeu'°, 属 △ l 6" < 
*di-y-os「神」 が形成される。当初は、神と天は同義の概念であった。

原始スラヴの雷神ペルーヌ ＂町JO'(Hヽ の名称は、 リ Perk-0.-nas, 
古プ Perc-u-nis (雷の化身），古代アイスランド Fjqrgyn (神トールの

母、これについては、以下を参照）とも、また同じく、宇宙樹たるオークの

木 *perkw-:U-S =ラ quercus 「オークの木」，ゴ fairhvus「宇宙、世界」

と同系関係にある。宇宙樹の頂の名称における古い U 語幹については、

リ virふi1-s,ラト virs-u-s「最上部、頂上、てっぺん」が証明しており、

また、 BJJh.X'ヽ のいくらかの格形に見られる U 語幹の痕跡もまた同じ

である。大木は全て、世界樹の象徴だと考えられている。古高ド wit-u 

「木（木材としての）」，ギ o 6 p-u「木（材）」， opiJ"「木、オークの

木」，ゴ tri-u 「木」，ヒッタイト tar-u「木」 における u 語幹、ま

た同じく、 triu, taru, o 6 p u , o p iJ " と同系関係にある AJJ'EBO 

く * der-y-o の接尾辞 —U— も参照。四方位も宇宙樹と関連があり、その

ことを示しているのが、 llfiT'WJ)fi < * kw et-ftー における接尾辞の—u-

（＜古い u 語幹）である； cf. 同ー語根派生の リ ket-u-ri, 古イ

対 cat-ti-ras,ラ quatt-u-or, ゴ fid-w-or「4」。

2. 雷神の敵対者が、下方、世界樹の根元に住まう世界蛇である。 3U 

h.H の曲用には、古い u 語幹の痕跡が見られる。副詞の AOAO'(, HH 

30'( の原形は宇宙世界の下方、世界蛇の住処に関連しており、これはス

ラヴ祖語の u 語幹曲用の所格に起源を持つ。
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3. 世界蛇は、有角家畜を盗んで、それを世界の懸崖絶壁の背後（世界樹

に等しい、世界の山の背後）に隠すのである。雷神は、その恐ろしい武器

（大槌、刀剣、槍、鍼）を用いて、懸崖絶壁を打ち砕き（切り裂き）、家畜を

解き放つ。神話の中には、雷神が、世界樹を打ち砕く異説もある。世界の懸

崖絶壁の名称は、ヒッタイト語 per-u-na「懸崖、絶壁」にも、また同じく、

ゴ fairguni 「山」<*per-gh-u-nー ゃ np'Er'WHH「深い淵によって、

切り裂かれた荒涼たる山地」< *per-gh-u-n-や古イ pa.r-v-ata- 「山」

< *per心にも見られる。世界の懸崖絶壁（世界樹）の名称は、雷神の
名称と同ー語幹なのである。特に興味深いのは、「リグ・ヴェーダ」の頌歌

皿 35,8及び X. 94 であり、そこでは、 pa.rvataー と呼ばれてい

るのは、植物のソーマ（天の水［分］）の樹液を絞り出す石のことである。

古代インド語の pa.rvatかの古い u 語幹は、単•主 ,KjJh.H'W, 生 ポ

Ph.H1'BI:, ラト dzirnus 「手挽き石臼」における古い U 語幹を我々に

想起させるが、これについては上を参照。印欧及び原始スラヴのどの武器も、

雷神がそれを用いて世界の懸崖絶壁を打ち砕き（切り裂き）、その敵対者で

ある世界蛇を打ち殺す恐ろしい武器を原形としている 一 単•主 CPAA 

'W, 生 CPAAヽ 紅における U 語幹、ギ 冗と入 EKU~ 「斧、鍼、

大なた」における u 語幹参照、これは古イ paraSt1}:i. 「斧、鍼、大な

た」，ゴ hairus 「剣、刀」と同系。古い u 語幹は、雷神が懸崖絶壁を

切り裂いた後に解放する家畜の名称にも立証される 一 cf. ラ pecus 

「家畜」，属 pecudis 「家禽獣、特に羊」、これは ゴ faihu「金銭、（当

初は、家畜の意）」（この意味については、ラ pecunia「所有物、財産、金

（額）」を参照），ゴ writhus 「家畜群」， AOC'WT-ヽ Kヽ （財産）28 と同系

; BOAヽ の曲用における古い u 語幹の痕跡も参照。世界蛇に対する

勝利は、世界の秩序が到来したことを表す。その宇宙論的かつ倫理的な意味

での、整った宇宙と世界秩序の同義語が、スラヴ祖語の名詞である * r(ld 

'b'*cin'b' *mir'b である。 *cin'b によって、原始スラヴ人たちは、

はるか昔から秩序だった世界と人間関係にあまねく定められ、慣習的に保持
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されなくてはならない全ゆるものを表している。一方、スラヴ祖語の *mi 

fb  は、蛇に対する勝利の後の、また二つの宇宙の半分である天と地が最

初のカオス（混沌）から脱した後の世界の平静と宇宙の平穏を表したのであ

る。 Pit. い， IIHH'h.,UHPヽ の曲用におけるスラヴ祖語の U 語幹の痕

跡を参照、 cf. 古高ド fridu 「平和、平穏」， situ「慣習、習俗」。

4. 世界蛇に対する雷神の勝利に継いで、天の水［分］（雨）が現れる。

その蛇は、大地の水の中に隠れている。 A'h.~Aヽ の古い u 語幹につい

ては、上述参照。世界蛇に対する勝利は、天地創造的な意味を持つのである。

「リグ・ヴェーダ」の頌歌 皿.32, 8によれば、インドラは、世界の懸崖

絶壁を打ち砕き、世界蛇ヴリトラを打ち倒して、雌牛と天の水（分）を解き

放つだけではなく、天地を創造して、太陽と月を産み出すのである。頌歌

VII. 51, 8によれば、世界蛇に対する勝利に次いで、大地の最初の住人も現

れる。勝利の天地創造的な意味合いについては、古高地ドイツ語の sigu 

「勝利」の u 語幹も、これを証明している。

古代プルガリア語文献に残る多数の古い u 語幹の痕跡につながる、こ

れら主要な印欧神話、原始スラヴ神話は、様々な異説中にも立証される。そ

のいくつかの異説の中では、敵対者が世界蛇ではなくて、宇宙樹の根元の水

中に住まう世界魚であるものがある。ギ lx0b~ 「魚」における U 

語幹、また同じく f)'IJCHTBヽ 「漁師」における接尾辞 —tuー も参照。ど

の原始スラヴの漁師も、世界秩序と世界の平安が到来するように、世界魚に

打ち勝ちあるいはそれを捕らえる神格化英雄を自己の庇護者として崇めてい

た。とりわけ、世界魚と戦ったのが古代ゲルマンの神トールである。その母

フィヨルギュン Fjqrgynの名は、リトアニア語 Perkunasゃ n1:poyu 

ヽ と同系関係にある (13)。他の異説では、世界蛇に対する勝利は、勝利者

を祝って、不思議な大釜を見つけて、酪酎させる飲料（ビール）を作ること

が、それを象徴した (u 語幹の痕跡は、 Odヽ 「アルコール飲料」に見ら

れる； この語は、リ alus「ビール」，古プ alu 「蜜酒、蜂蜜飲料」，

アングロ・サクソン ealu「大酒宴」 < *alu- と同系）。
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その曲用中にスラヴ祖語 u 語幹の痕跡を残す古代プルガリア語の名詞

は、ある非常に古い祭祀的、天体論的、天地創造的な術語類の名残である。

一つには、これらの術語類は、天の神（天そのものと同一であるが）の名称、

また同じく、天の神に、神とその敵対者である世界蛇との闘いに、直接的な

関係を持つ本質の名称を包摂するものであった。もう一つ、 U 語幹に属

する名詞は、世界秩序、つまり古代的な発想からして、整備整頓された世界

の状態を反映したものであった 一 整備整頓された秩序だった世界におい

ては、天空たる、宇宙空間の天井たる、男性源たるものは、大地たる、宇宙

空間の下層部たる、女性源たるものに対して、最高の衝の関係にあった。宇

宙の二つの半分、すなわち天と地は、二つの人間の性、つまり男性と女性に

相応している。印欧の主要な天地創造神話の一つによれば、世界は、ある第

一次的な無定形の（両性的な）（創造）物 (c'hIUeCTBO) から発生し

たのであり、その中から後に天と地（男性源と女性源）が分離したのである。

氷と世界蛇の毒素 一 太古から存在する死と沈滞とカオスの象徴 一

が、始原的な物質である。次の u 語幹参照、リ ledils, ラト l~dus 

「氷」， cf.AliAヽ，はAヽ の曲用におけるスラヴ祖語 U 語幹の痕跡。炎

熱と発汗が最初の創造の力であった (3HOH は、古代プルガリア語では、

汗の意であり、またこの意味は、我が方言の一部にも残っている； 3HOH 

の曲用における U 語幹の痕跡を参照）。最初の人間は、第一次的な両

性物の息子である。古イ sunu}:i, ゴ sunus, リ sunils の u 語幹、

また同じく、 C'WHヽ の曲用における古い u語幹の痕跡も参照、 cf.古イ

manu- 「人」， pur1i-「男」の u 語幹。最初の人間は、第一次的な創

造物が睡夢中に発汗して後に産み出される（睡夢は、大地が未だ創造されな

い、つまり天と地が未だ分離していない、無定型の混沌［カオス］状態の時

期に相応する）。いくつかの天地創造伝説によれば、最初の人間が、第一次

的な創造物の膝関節から産み出される ーキ r 6 vu, 古イ janu,

ゴ kniu,ラ genu「膝」における U 語幹参照。世界は、生け贄にされ

た第一次的な創造物の肉体の一部から創られるという、印欧及び原始スラヴ
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の天地創造神話がある 一 OYAヽ （部分、肉体の部分、四肢）の曲用にお

ける U 語幹の痕跡を参照、 cf.ゴ Ii thus「肉体の部分」の u 語幹、

また同じく、単•主 KPヽK~, 生 KPヽ Eヽ < *kru-Hrにおける U 
語幹、これは、ギ ,cpea~ 「肉」 < *kru-H2-esーと同系である(§.
24参照）。

ある非常に古い天地創造神話によると、世界は、悠久の海の水の中を泳い

でいたという亀の背甲の上で創られたり（ギ Xe 入 iJ~ 「亀」 と同系関

係にある、単•主 ~lfid'IJ [亀］，生 ~lfid~I立 < * ghel-uーにおける
u 語幹参照）、あるいはまた、悠久の海の水の上に芽生えたと言う一本

の細枝の上で創られたのである； その細枝が海水をかき混ぜると、その海

水は油に変わったという（スラ祖単•主 *m9ty, 生 m9t'hve「かき混

ぜるための細枝棒、油に変ずるべく、ミルクを泡立てる細枝棒」における

u 語幹参照）。水鳥が世界の海の底から取り出す一塊の粘土から、大地が

創り出されてくる話は、恐らく、印欧と原始スラヴの最古の天地創造神話で

ある一スラ祖主 *9ty,生 *9t'hve「カモ」，リ antuka「沼地の

シギ」における U 語幹、 ~lf=PAK~, リ g{!rve, ラ 単• 主 grus, 

属 gruis 「鶴」における古い接尾辞 —Uー を参照； スラヴ祖語の u 

語幹の痕跡をその曲用中に残す Hdヽ 「粘士」は、 U 語幹のギリシャ語

名詞 i 入 b~ 「泥土、粘泥、泥（寧）」と同系である。

小宇宙（家族の秩序としきたり）は、大宇宙の形に合わせて構成された。

宇宙の二つの半分である天と地に対応するのは、一族の半分である男性と女

性、つまり息子達とその妻達である（娘達や孫娘達は、他の氏族に嫁するも

のであるが故に、家族の一時的な成員と見なされた）。地上の住まい (AOU

ヽの曲用における U 語幹を参照、 cf. ラ domus及び 古イ vast 

u「家、住居」、またこれと同系の ギ aaru「町、都市」の曲用にお

ける u 語幹）は、天上の館（神のやかた）をモデルにして整えられた。

原始スラヴ人達にとって、地上の町（種族長の住処）は、神々が住み給う囲

みを持った中央空間を象徴したもの（写し取ったもの）であった。それ故に、
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AOUヽ （ラ domus女性 と対照的）や rPdAヽ（キ中 冗 6 入 l~. ラ

urbs 女性 と対照的）は、男性起源である。主として男系（すなわち天

の系統）親族は、何か小万神殿（パンテオン）の如きものを成していた 一

Eヽ¥H,KHKd 示,,KHKd「親戚、親類」 (H は iu< iu比の継承）に
おける古い U 語幹を参照； 古代プルガリア語では、これらの語は、集

合的な意味で使われており、恐らくは、現代語の H u: e c M e p o u 

H H Ha (我々は親族だ）に似た、絶対単数 (singulariatantum)的なも

のであり、これは、 Hu:e CMe POJlHHHH (我々 は親族達である）

より古いのである。

男性（天）の源の最高の代表は家長であり、半分である女性の観点からす

れば、舅（夫の父親）であった 一古イ SvA§-u-ra}:J., 古高ド swehur, 

リ §辟uras,ギ e ,c u p 6~ 「舅」 < *sye-k'一u-r-における古い接尾
辞 -u- を参照、この接尾辞は、もはや CKl:KP'h. には見られない； g 

ddA'W匹 は、接尾辞ーii-< -uH2ーを持った古い集合名詞であり、 pl
uralis majestatis (威厳の複数）、すなわち、敬重の複数の意味で使われ

たものである。 CdHヽ も、原始スラヴ人の、権力至高（天上）起源説の思

想に関連している ー スラヴ祖語の、この語の曲用における U 語幹の

痕跡参照 ； CdHヽ は、古代インド語の sanu 「頂上、上部、高さ」と

同じ語根起源である。 *sye-k'-u-r- のアナロジーによる、ただし接尾辞転

位を行った、接尾辞の -u- は、姑（夫の母親）を表す派生語にも一般化

した一単• 主 CK郎 P'W,生 CKl:KP'h.RI:,古イ §va§ru-< *sue-
k'-r-u-H2一， ラ socrus (単•主語尾 -s は新しいもの）を参照。単• 主

3'b.d'W, 生 3'h.d'l¥旺及びが＂心，が rpヽ 紅は、 CKl:KP'W,C 

Kl:KP'h. 証 からのアナロジーに従って形成されたものである。

古い接尾辞 -u- は、後に接尾辞の -k- を付加したいくつかの形容詞

の語幹にも見られる： CddAヽ kヽ く*sal-d-u-, r、¥dAヽ kヽ， CT'WAヽ
k，ヽ GPHA'l¥Kヽ 「差し込むように冷たい、寒い」， ¥ヽh.rヽ k ，ヽ＂“＂“

，ヽ Th.HいK'h.,KP'RUh.K'h., 示3'h.K'h., KPOTヽ kヽ， n、¥h.3'h.K1ヽ， c、し3ヽ k
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ヽ， IIP~3ヽkヽ 。古典ギリシャ語でこれらに対応するのは、純粋な（非拡

張の） u 語幹の形容詞である 一例えば、 r入Ulf,U'「甘い」， てa

X (J'「速い」， {3paou,「ゆっくりした」， 0 1]入u,「女性の」， サ
J1, l a U'「半分の」， 冗〇入u,「多量の、豊富な」。これらの形容詞の一
部は、明らかに、原始スラヴと印欧世界の秩序と第一次的な無秩序（世界の

カオス） 一 後に、主要な天地創造活動（世界蛇の抹殺、宇宙の二つの半

分である天と地の分離、大地の固定強化、中間の宇宙空間である大気の創造

; cf. ゴ luftus「空気、大気」における U 語幹）以後、整備整頓され

た世界に対立する 一 の構成要素を表徴する形容語（枕詞 epithet)で

あった。例えば、こうした形容語が、 KP'ER'h.Kヽ であり、これは、宇宙

の二つの半分を分け、所定の状態と所定の距離と整備整頓された印欧と原始

スラヴ世界の状態（ラ situs 「位置、状況、地勢」及び status「（所定

の）状態、関係、地位、立っていること」における U 語幹参照； cf. 

ゴ thaursus 「堅い、硬い」及び tulgus「健康な、強い」における u 

語幹形容詞）を支える、蜂蜜を塗った宇宙柱に関して、冠せられたものであ

る。また、原始スラヴの天地創造説や原始スラヴのしきたり（祭式）におい

て極めて重要な役割を演ずる蜂蜜 (Ulli,ft心 の曲用にある U 語幹の痕跡

を参照）に関して用いられた形容語 c,¥AA'h.K'h. (cf. ギ r入UIC U' 

における u 語幹） 一 宇宙柱は、原始スラヴ的発想においては、蜜蜂

の巣箱である宇宙樹の幹に相当する。形容語 。9入u,「女性の」は、形
容語の サμ,tau,「半分の」と共に、宇宙論的発想における母なる大地

に相当する、半分である女性に関係するものである。形容語 {3apu, 

「重い、つらい」< *gwbr-uー は、ラテン語の gravis「重い」と同系

であるが、古代インド語の gravan-「天の水（分）、ソーマを絞り出す石」

く＊ずr-eH2-u—や単•主 iKP~H'W, 生 iKP~H'h.証「挽き臼石、水

車、水力製粉所」 ＜ ＊ずr-Hz-nu-(上を参照）と同じ語根に由来するもの

である。宇宙論的発想においては、天の水（分）（その多量）を流出させる

ことは、重く困難な仕事であった。 TA\iK~Kヽ く *ten-g-i-u-k-における
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古い u 語幹参照、 cf. OTA¥r'h.llHTH < *ten-g-u-k-、またゴート語
形容詞 aglus 「難しい」の u 語幹も同じ。一方、 &3ヽ kヽ， Tb.Hヽ kヽ，

c、¥b.3ヽ K'h. ndb.3ヽ kヽ は、当初は、世界蛇（蛇魚）の形容語である
cf. *an-g'-u-「細い、狭い、密集した」（ぷ3'h.lへ，ラ angustus, ゴ ag 

gwus, 古イ amhu-「細い、狭い」）と *an-g-u-「蛇、蛇魚」（古プ angu 

rgis, リ ungurys <ぼngurys「鰻」，ラ anguis「蛇」， anguilla「鰻」

； 接尾辞 -u-のない語幹 *ang-は、 Al,,Kb.,古口 州9山［蛇の一種、

紐］，ス VOら（紐、ロープ），ポ w昭 「蛇、ホース」に立証される）に

は、共通の語根がある。 UJJA3'h. 及び現・ 1・単 UPb.3Hぷ 2 u 

J)b.3Hl:WH と同系の形容語 町Jb.3'h.lへ「厭うべき、忌まわしい、醜悪な」

や CTOYAヽ 「寒さ、恥」 と同系の CT'WAヽ kヽ 「恥知らずの、厚顔な」

は否定的な道徳的資質を表したのである。原始スラヴ的発想からすると、始

原的なカオス、不安定な世界、未分化な物質、冷却物質、氷（上を参照）に

特有なのは、無定型であることだった。氷と冷却性（冷寒）に関連するのが、

形容語 rdAA'h.K'h. (なめらかな、滑る、平らな）と liPHAヽ kヽ （苦々

しい、苛烈な、つらい、鋭い、厳しい）である。 Cf. twalibwintrus 「12

の冬の」におけるゴート語形容詞 wintrus 「冬の」における u 語幹、

rop1t..K'h. (b. < iu) (苦い）は、蛇の毒素の形容語である。
u の要素は、接尾辞 OB- < ou- (接尾辞 -u- の古い対応階梯）
を持つ一定数の形容詞の語幹にも現れている。接尾辞 -OB- (軟変化形

Bヽ-)を持つ形容詞の一部、例えば、 CBがT-OB-HT'h.(原始スラヴの光

の神の名称であって、起源的には古い形容詞である）， tclA-OB-HTヽ， n、¥0
A-OB-HTヽ， BOd-OB-b.Hヽ， AOU-OB-b.Hヽ， 3Ub.-l:B-ヽ, Aヽ ,KA-1:B-b.H'h.,

AOY,KA-1:B-'h. Aヽ ,KA-1:B-'h. は、直接古い u 語幹から作ったものであ

る。一方、他の一部の形容詞、例えば、 AO'{X"-OB-b.Hヽ， B'EP-OB-b.H'h.,C 

B'ET-OB-b.Hヽ， CTOYA-OB-b.Hヽ 「恥ずべき」， rP'EX" -OB-b.Hヽ (rP'EX"'h.

の曲用の古い u 語幹の痕跡を参照）は、新旧を問わず宗教・祭祀的な

いしは倫理道徳的な用語であって、原始スラヴ的宇宙信仰に関連する形容語
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をモデルにして形成されたものである。こうしたものとして、例えは、 f"'PO

U-OK-ヽ （雷神の基本的修飾語としては最古の形容語； f"'P'h.Uヽ 「灌木、低

木、叢林（地）」の曲用には、 rpouヽ 「雷鳴、雷」との音の類似の故に、古

い u 語幹の痕跡がある、ペルーンの声たる雷鳴の同様の連想が、 f"'dAC

ヽ の曲用の古い u 語幹のいくつかの形の原因ともなっていよう）， IOI"-

Oh.-'h., C'tKl!:JJ-OK-'h. (宇宙樹の四つの枝によって確定される方位に対する

形容語であるが、この樹上には nepoyu'h. ペルーヌの神が住んでいる

のであり、これは、リ Perkunasペルクーナスと同系関係にある； バル

ト・スラヴの U1:JJOY'Hヽ の神像は、四方位に向けた四つの顔を持ち、

一週間の四番目の日であり、リトアニア語で ペルクーナスの日 PerkO.no 

diena.、ポラープ語で Per恥ned証と呼ばれる木曜日が ＂町JOY'Hヽ に
捧げられた），大地の水（分）の形容語たる COYP-OK-ヽ (cf. ロ Ma  

Tb-CbIPa 3eMJIH 母なる大地）がある。

男性固有名詞及び男性活動体（有生）普通名詞から派生する一定数の物主

形容詞も、接尾辞 -OK-(ヽ K-) を以て形成される 一 例、 ,Kf:HHX'OK

ヽ<,Kf:HHX'ヽ， nACTOYX'OKヽ <nACTOYX'ヽ， CK示Afidh.HHKO

Eヽ < CK~Afi、lh.HHK'h. 「陶工」， KHTOK'h. < KHTヽ， dh.KOK'h. < 
dh.K'h., C'tCOKh.CK'h. < G'tCヽ ，町JA'lf:Kヽ， KJJA'lf:Kh.Hヽ ＜

KJJA'lh., OY''IHTI:、¥f:Kヽ く。Y''IHT印dh., U,'tCAPI這ヽく U,'tC
AJJh., AAOKヽ < AA'h. (擬人法での）， AAAUOKヽ < AAAUヽ，
HCOYCOKヽ < Hcoycヽ， AAK'WAOK'h.< AAK'li』Aヽ 。これらの語
派生タイプのものが広く普及するようになったのは、やっと古代プルガリア

語期に入ってからだと思われる。このタイプの派生力は、 U 語幹単数与

格の語尾 -OKH が、非常に広範囲に o, io語幹の、人及び有生類名詞

に置かれた(§.23参照）ことに関連している 一 例、単•主 “這ヽ ，

単・与ヽ¥h.KOBH,物主形容詞 dh.KOK'h. ; KPA'lh., KJJA'lf:KH, KPA 

'lf:Kヽ； U,'tCAPh., U,'tCAJJl!:KH, U,'tCAPf:Kヽ； HCOY'Pヽ， HCOY'COKH,

HCOYCOKヽ。
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女性派生名詞の語尾 — 'IJHH (単•主 BOr''IJHH, 6ヽ¥dr''IJHH r'Pヽ A

'IJHH, noyCT'IJHH, rocnoA'IJHH 参照）における接尾辞心L は、恐

らく、始原的な u 語幹形容詞に由来するものである。推定形 *bhag-u-

「神の」の幹母音 U に女性名詞を作る 比 指標が付加され、そこに得

られた形 *bhag-u-H:i-- > 拿bogu-に、さらに後に、接尾辞叫< -n 
i-H2- が付加されて、 E.Or''IJHH の形に至るのである。 —'IJHH の語尾を

持つ名詞の一定部分、例えば、 Bi¥dr'OCT'IJHH, UHi¥OCT'IJHH のよう

なものは、二次的な接尾辞 -OCTー を含んでいるから、語派生タイプとし

ては、非常に新しいものであり、また一方、例えば、 nordH'IJHH, KP~C 

T~l'1H'IJHH のようなものは、借用語起源のものである。第三のグループ

の名詞、例えば、 E.Or''IJHH,CBがr'IJHH「神聖なこと」， noyCT'IJHH

（世界の荒蕪地、蛇国、混沌世界の名称）は、恐らく非常に古いもので、明

らかにスラヴ祖語の祭祀的天地創造的意味の術語群に属したものである。第

四のグループの名詞、例えば、 rocnOA'IJHH f)dE.'IJHH Ciii.C'EA'IJHH 

のような名詞は、恐らく、 sorヽ， E.Or''IJHH をモデルにして、 rocnoAヽ，

，，dB'lt., Ciii.C'E, いから作られたのである。

本来、 u の要素は、祭祀的、天体論的、天地創造的な用語類とは無関

係であって、こうした用語類は、比較的新しいものであり、比較的発達した

社会組織と発達した神話思想なり天地創造思想の形式を前提としたものであ

る。 u の要素は、先ず第一には、遠隔、到達不能、彼岸、不可視的で内

部が遮蔽された事物、あるいはまた一瞥して即座に捉えきれないものを表す

指示小辞であった。始原的な内在指標 (HHeCHBeH IlOKa3aT 

e JI < ラ inesse「(-に）存在する、内在する」）である u は、 K
'lt.-Alli < *kw-u-(cf. 古イ kuha, リ kur 「どこで、どこへ」）， TOY
< *t-o-u, IO-~lli =リ jau「すでに」， HE IO「未だ～ない」 ＜ 
*i-o-uのような代名詞的副詞に立証されるのであって、これが時を経るに

したがって、もっと一般的な、場所的（時間的）用法を獲得したのである。

Cf. ラ ubI 「どこに、（～の）所に、（～の）時に」 < *u-bhei 。内
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在指標（ないしはこれと同系の双数・複数指標）の u は、強めの目的で

複数所格に付加された 一 例、 *ulkw-o-i-s-u > BAぃu.'EX'ヽ (§.31, 
32参照）、この場合の s は複数指標である(§.37参照）。単数与格 B 

,¥L.KOY く *ulkw-0-lJ は、始原的な内在格（特殊な所格）であって、そ

れが与格として使われるようになったのである(§.32参照）。

u の要素は、場所指標として以外に、過ぎ去った行為を表す際の時間指

標としても使われた 一 これを用いて、能動過去分詞形（男・単・主 H 

“へ，女 HliCヽ WH; C'h.CL.PABヽ， Cヽ CL.PAB'h.WH < *nek'-u-s-, bh 
h r-a-u-sーを参照）が作られ、また恐らくは、ラテン語の、 1・単 doc-u-I 

「教えた」， audl-v-I「聞いた、聴いた」型の完了形 (perfectum)が作られ

たのである（八皿指標を伴う能動過去分詞の起源については、§. 20参

照）。指示小辞 u からは、代名詞の 。B'h. も作られているが、これは
主に相関的に、ペア OBヽ … OB'h. で使われた 一例、マタイ XXII-

5 マリア写本 OHH ~Ii Hヽ POポAいWis OTHA&. OB'h. HA CliA 

0 CBOli. OB'h. HA KOYRAI& CBO瓜 （そこで、彼らはそ知らぬ顔を

して、一人は自分の畑に、一人は自分の商売に出て行った）。 u の要素は、

遠くに離れてあるもの（同時一気には知覚できないもの）を表す指標から、

二物（すなわち双数）を表す数詞ないしは形態指標に転化したが、それは一

連の名詞、代名詞、動詞形に見られる。例えば、 B'h.TOPヽ く 拿u-tor-,

ラ u-ter-「二つの中の何れ（の）」，古イ u-bhati「二っ」， 双・ 1• 主

B'E「私達二人」 < *u-e, 現・ 1・双 f=CB'E「私達二人はいる」（この
動詞語尾 -B'E は、人称代名詞形と一致する），古イ 双•主・対 vfka 

u- 「二匹の狼」 < *ulkw-o-u-, 双•生・所 BAL.K町 < * vlkw -o-u 
を参照。

u の要素は、ある純粋に双数を表す接尾辞が、祭祀的な、天地創造神話

に関連する指標に転化したのかもしれない 一 最古の全人類的な天地創造

神話伝承は、古代的な二元的（フラトリア的＝ 胞族的29)社会組織に相

応しており、この組織に関連する双子神話に起源を持つ ー より原始的な
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タイプの伝承では、二兄弟、双子兄弟は、デミウルゴス:ll (人類の庇護者）

であり、より新しい伝承タイプでは、この双子兄弟は、大地を創造して、次

第に天体論的な輪郭を帯び、鳥に変身したり、あるいは古代インドの Asv 

ina (<語根 *ek'u- 「馬」）のような天馬（翼を持つ馬）に転身する、

あるいはまたギリシャのディオスクーロイ（△ lOOKOUPOげ）のよ

うな神の子になるという説話である。しかし、接尾辞 -u- の祭祀的な意

味合いは、場所指示小詞 U の彼岸的（超越的 trascendent)意味から

も、非常に容易に、発達してきた可能性がある。本来、接尾辞の —u- (u 

語幹）は、天、すなわち、宇宙高所の要素の特徴も、世界の奈落深淵（太

古からのカオス）の、地獄（蛇国）の、すなわち、天地創造上の下部、した

がって肉体下部の、産み出しかつ吸い込む（くわえ込む）源 一 腸、母の

腹部、墓一 の要素の特徴も表示してのである ー ギ o e 入 ¢b~

「母の胎内」， リ vidus 「中、内部、内臓」，ゴ dauths「死」における古

い u 語幹、また同じく IIP'EKO (腹、内部）， ラ vul-v-a 「女性生殖

器」，ゴ hlaiw 「墓」， UPh.TK~< *mr-tu-=ラ mortuus 「死

せる、死人」における接尾辞 -u- を参照。宇宙の下部は、産出する大地

一種子が新しい生命のために死んで行く畑 ー である。ゴ fraiw 

「種」， HHI幻l < HH-3~ の語根 *nei-(ギ J,.i E l O~ 「畑、耕地」

< *nei-uー と同系），古イ niva.t「低地」における接尾辞 -u-を参照。
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§. 26 古代ブルガリア語の男性及び女性前史から

時を経ると共に、 も < -e比語尾、すなわち、多数の肉体を含み込む
単一の肉体を表す接尾辞（集合多数性の接尾辞）であり、産出（女性）を表

す接尾辞が、宇宙（そして肉体）下部の要素を表す基本指標となる。スラヴ

祖語の名詞類の特徴は、天の水（分）の要素（宇宙上部に属する）が地（す

なわち、宇宙下部）の水（分）の要素に変わり、いくつかの場合、印欧語の

対応形とは違って、接尾辞 —Uーを取らずに、形態的に女性名詞となった。

リ dangus (男性）「天、空」 (14)の u 語幹に対して、 A&rA「虹、弓」

の a 語幹(14)、ラ rivus (男性）「川、河、流れ、奔流」 < *rei-u— の

古い接尾辞 -u-に対して、 P'EKA < *roi-k-における a 語幹 を参
照、 cf. T示Th.H~ 「天の雷（いかづち）」 < *ton-th n-(すなわち、
語根 寧ten- 「轟く、爆ぜる」の畳音形）は男性であるが、 T示IIA < 
*ton-k-ia 「地の水（分）の源としての雲」は女性。同じ理由で、単• 主

,KJ)h.H'W, 生 ,KPh.H~RE 「石臼、水車」 < *gwr-H2-n-u-Hち U"h.Hh.H
＜ 拿叫-dh-ni-i-Hi--、また同じく、スラヴの新生河川名、例えば、 Morav

a, Laba, B o JI r a < *y}-g-a =チ Vlha (Laba の支流），ポ w 
ilga (Wislaの支流）（同一語根であるが、対応階梯なのが、 g、¥ArA
［露、水分、湿気］）は、女性である。常に男性起源であるギリシャ、ラテ

ンの河川名とは対照的に、 POCA (露、水滴） ＝ リ rasa. (露、水滴）

は、古い a 語幹起源であり、古イ rasa 「宇宙を回流する神話上の川、

湿気、水分」と同系関係にある。

地中、水中動物は、当然、女性に属した 一 例、 R'WAPA (川瀬） (R 

OAA 及び りowp「水」と同ー語根）， ,KASA(ヒキガエル）， JJ'WliA,

単•主 nh.CTP'W, 生 Uh.CTPヽ RE(ニジマス）， 3Uh.tcl(31:U"tcl < 
*g'hdem-, *g'hemーと同ー語根であり、ラ humus 「大地、地面」及び

プリュギア (Eμe入0 「母なる大地」と同系； cf. ロ Ma Tb -
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c hi p a 3 e M n H 「母なる大地」）； これは、世界樹の頂に住んでいた

男性起源の、例えば、鷹 (COKOAヽ ）や鷲 (OJ)h..ヽ ,~)と比べて対照的であ

る。ビーバー（海狸） (6069ヽ ）は、男性のスラヴ祖語 u 語幹起源であ

る (cf. リ bebrus, 古プ bebrus「ビーバー」）。原始スラヴ的発想からす

ると、宇宙の二つの半分である天と地を繋ぐ世界の木の根元に住んでいたか

らである。 ,KA6A の祖形 (cf. 古プ gabawo「ヒキガエル」）及び

単•主 nh..CT J)'IJ, 生 Rh..CTJJヽ 紅 ＜ 拿pik'-r-u-H2ー も、古い接尾辞

-u-を含んでいた。ヒキガエルもニジマスも、天（宇宙の上部、男性であ

る半分）に対立する世界の底（女性である半分、宇宙下部）の怪物・怪魚だっ

たのである。

月 (U~CA\U,h..) が男性なのは、天体が宇宙上部に属しているという理由

だけによるものではない。ある始原的な発想からすると、月と太陽は夫婦で

あって、月は新郎、太陽は新婦である。この古い信仰の名残は、今なおポー

ランド語の月の名称 ksiqzyc (月）（古ポ ks項dz「公」 の指小形） 一

新郎の意でもあった ー に現れており、また、度々若い娘を太陽に喩え

る、ベロルシア（白ロシア）の婚礼歌や我が婚礼歌の場合も同様である

（「静けき、ますらおの庭に、晴れやかに陽は昇りぬ」）。ブルガリアの婚礼歌

では、ベロルシアのそれとは違って、若者を月ではなくて、濃霧 一 雨雲

や雨、また種を蒔き、実りをもたらす男性の基（源）の隠喩（メタファー）

ー に喩えている（「静けき、乙女の庭に、深き霧の立ち込めぬ」）。月

（男性の源）対太陽（女性の源）の対置の本来の意味は、原始スラヴのもう

一つの月名で、女性である AOYHA の存在のため、揺れが生じている。

ある程度は、近東及び地中海文明の影響によって、またある程度は、月の周

期と女性の二月経間の周期の一致のために、月が女性名詞類に算入されるこ

とにもなっている (cf. ラ luna, ギ OE入カッ n「月」）。このこと

は、太陽と月の名称の文法性の上にも意味的特徴の上にも反映している。ラ

テン語 mensisとギリシャ語 μ 力J.I (男性）は、特に暦の概念（ーか月

の期間）として使う； ギリシャ語同語根の天体の名称は、女性である 一
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μ 力vn あるいは µnva~. 属 µnvaoo~ 「月」。 U'ECA¥U.b.

以外にも、古い男性は、ゴート語 mena, 古代インド語 mas-, リトア

ニア語 menuo「月」にも残っている。ギリシャ語、ラテン語では、太陽

の名称 (sol, サ入 tO~) は、男性名詞に転じており、また古代プルガリ

ア語では、 c、¥'h.Hb.U.11!: は中性であるが、原形 * suln-iー は女性であった
と考えられる。古い女性は、リトアニア語 sa.uleやゴート語 sunno 

「太陽」に残っている。極めて明白な理由であるが、古い天の光の名称 Ab. 

Hb. (く *di-u-「神、天」の語根 * di-; 古イ deva.}:i, リ dievas 

「神」 参照）は、男性である。それに対置される概念 HOWTb. (=  ラ

単• 主 nox, 属 noctis, ゴ nahts, リ naktls 「夜」）は、女性で

ある。

単数主格に語尾 A を持つ古代プルガリア語の一連の男性人間名詞も、

宇宙下部、肉体下部に属していた。これは、なかんずく、下僕や奴隷の名称

である。最下層で、虐げられた階層であった彼らは、自分の耕す土地や飼育

している家畜の排泄物に関係していた。概して、社会的な最下層、ルンペン

層、浮浪者層、貧困層、乞食が、土地に、宇宙下部に属するものとなった 一

cf. ロ q e p H b 「庶民、下層民」と古代インドで庶民層 vaisya 

の表徴であった土の黒色、これは、専制・司祭者バラモン (ra.j-bhrahma.n-

＝ラ rex flamen)のカーストの表徴であった、白色の輝ける天の色 (cf.

ロ 6enhl0 uaph)と対照的である。次例 A 語尾参照、 CA 

OYl"A, 古口 B03HHU.A「馬車大工、荷馬車の御者」， CHJ)OTd「肉親

のいない人、貧民」，古口 U'EX'OHOWA「自分の主人の毛皮外套を支え運

び従う下僕」， nJJ'EAいTl:'IA「主人の到着を告げる下僕」（後に、 nJJ'EAヽ

Tl:'IA は、 'Iwavvn~ o llpoopoμoヽ［先だって走る人

ヨハンネス］の古代プルガリア語訳において、バプテスマ［洗礼者］のヨハ

ネの名前の枕詞に変わっている），古口 B'ECTOHOWd「下っ走りの使者」，

古ポ smerda「下僕、召使い」＜語根 *(s) mer-「泥、汚れ、不潔な

もの」，また、乳児もよく smerdy と呼ばれることがあったという。 Cf. 
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ラ aurlga 「御者」， cacula「召使い兵士、伝令兵」， Hxa「輻重兵、酒

保商人」， advena 「新来者、新参者」， verna 「持ち主の家で生まれた

奴隷」， perfuga 「逃亡奴僕、逃走者」， scriba 「（奴僕）書記」， popa 

「（生け贄を捧げる儀式の時、生け贄を屠る）祭司補」 (popellus「平民、細

民」及び poplno 「放蕩者、飲み屋の常連」は同語根）， assecla 「従者、

付き人奴隷」， scurra「放浪者、旅芸人、ピエロ」， nappa 「怠け者」，リ

va.lkata「放浪者」， eigeta「乞食」， alata「貧乏人、浮浪人、ろくでな

し」，ギ i冗冗 6てa「馬丁、馬の飼育者」， avf3w1:ns: 「豚飼い」。

A 語尾は、自分の土地になれ親しんできた土着民の名称として、また

田舎に暮らし、土地を耕してきた人々の名称として、全く自然なことであっ

た 一次例参照、 no、¥h.叫HH.4(農民、百姓、村人）（スヴャトスラフ文
集 1073), ラ incola「（地方都市）居住民」， agricola「農夫」， ruricol 

a「農夫、百姓」， indigena 「その土地生まれの人、土着民」，ギ r e 

WP,81:PTJS: 「測量者」， 冗〇入 tてTJ"「都市住民」（ギリシャ語都市名

は、スラヴ語のそれと違って、女性である）。

バフチン (M.Ea x TH  H, 1965)の見事な分析によれば、この辱みと

いうことは、生と下半身との関わり、生と胃袋及び生殖器官との関わり、し

たがって、性交、妊娠、出産、食、排泄のような行為との関わりをも表して

いた (Uh.tclHHU,.4[大酒のみ]dlOCOA'EHU,.4 [私通者], tctAh.1.1,.4「食い

道楽」， UHRいい［大酒家], RHHOUHRh.1.1,.4 [同], RHHOUh.Hl.1,.4 [同］，

ラ gumia 「大食家、美食家」， galba 「太っちょ」， agaga「（情事の）

取り持ち、（売春）仲介者、女街」参照）。そして、結局、宇宙の下部及び下

半身は、生の積極的な源 一 健康で強い力の祇る青春(IOHOW.4[若者］，

IOHOT.4 [同］，ギ 1.1ea1.1 Las: 「若者」参照） ー にも、否定的な

源一横死、殺人、肉体切断、墓ー にも関係しているのである。次例

参照、 C'E'Ih.1.1, .4「刑吏」， O'{'COHU,.4(殺害者）， O'{'CいHl.1,.4 (同），＂~＾゜

R'EKOO'{'Ch.Hl.1,.4 (同）， 'lh.dOR'EKOO'{'COHU,.4(同），古口 r f)OCOf)h.tcl 

（墓地盗堀者）， ME韮 H畑W.4(主人の武器を持つ従者、太刀持ち） (10世紀の
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古代プルガリアの宝石入り指輪の碑銘），古口 町JA~HU,A 「武装した敵」，

ラ homicida「殺害者」，ギ 0 てpaてし〇て 7J"「（武装）兵士」， て

o E 6て7J"「弓兵」， b冗入 tて7J"「重装備兵」， alxμnてa「槍
兵」。

-a 語尾を持つ、スラヴ語の、男性ないしは総性（男性、女性両用）名詞

の卑語・罵言の類も、同じような意味分野の語と見なさなければならない 一

ポ ciapa (=  口 pac-THrr-a「ぼんやり者、うすのろ」）， 口

6 p 10 3 r a「不平家、やかましゃ」， HepHxa「だらしない人、ず

ぼら」， IIJl a K C a「泣き虫」， pa 3 ii H H 「間抜け、とんま」（これ
らは、俗語的文体に特有のものであり、したがって、古い文学作品にはみら

れない）。 も < -e比の語尾を持つ、スラヴ祖語の軽蔑語に対応するの
が、古代インド語の罵語で、語尾 —i < -iH2 を持つ男性人間名詞であ
る。これらの大部分は、男性に転用された女性名称である。バフチンの研究

が示しているように、罵詈雑言の本来の目的は、破壊根絶して新しい産出を

迎えるために、絶対的な下半身へ、産出、出産器官の領域へ、宇宙と肉体の

どん底の淵へ追放することであった。例えば、プルガリア語のバーバ 6 a 
6 a (ばあさん、女々しい男、腰抜け）のような、男性に対する罵言の、根

底には、多義的で両面価値的な性格があり、それは、一面では、破壊、すな

わち老いと死と滅びの暗示であり、また一面では、完成改善と再生復活へ向

けての独特の呼びかけなのである 一 我が方言では、人間ないしは動物が

この世界に出てくる基になる嚢（胎盤）のことも 6a6a と呼んでいる。

「老女」である 6 a 6 a も「胎盤」である 6 a 6 a も、元々二つの

異なる単語ではなく、始原的には同一の本質の総称である 一 卒める死滅

(6epeMeHHaTa CM'hPT)、つまり春の来たらんがために去り

行く冬 (6a6a 3HMa)を祭る奇祭である、プルガリア民族の春のカー

ニバルの参加者のことを、バプーレツィ 6a6ypeuu (<  6a6 

a)と呼んでいる。

CT AJJ'EHWHHA (長老、族長）， g、¥AA'WKA(主人、支配者）， BOl!:BOA
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" (司令官）， Bf=Alt.UO,KA(オプティマス、貴族） (BeJIMO)Ka なる

民間語は、つい最近まで、キュディール地方32で、家族共同体の長の意で残っ

て来た）， CAヽ¥lt.H(医師）， BiTlt.H(聖なるスラヴの民会 BiWTf= < 
•y.et-i-o—での演説者、発言者）， C~Alt.H (裁判官）（最後の三語は -i 

< -i比を含んでいる），ギ oea冗 ora「主人、支配者、所有者」，
IC p lてガヽ 「裁判官」， EUPVO冗 a「先見の明のある（人）」，μ,TJて

l Eてa「賢明な（人）」のようなゼウスに対する形容詞、あるいは a IC 
aてTJてa「情け深い、有益な（人）」のようなヘルメスに対する形容語は、
pluralis majestatis (威厳の複数）33の意味で使われている、集合的な意

味を持つ抽象名詞であった。
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§. 27 始原的な名詞接尾辞
． 
ー1-

古イ 絲 va]:i=ラ equus 「（雄）馬」< *ek'u-o-s (幹母音は対応階

梯）に対して、古イ 絲 va=ラ equa「雌馬」< *ek'u-e-H2 (幹母音

は正常階梯）となるタイプのように、男性名詞の語幹に古い語尾 H2 を付

加して作られる女性派生名詞は、古代プルガリア語には立証されない。この

女性派生名詞形成法は、印欧語期に広がったものではない。このことを証明

しているのが、 o l冗冗 o" < *ek'-u-o-s は「雄馬」の意、力 ［ 
冗冗 0 " は「雌馬」の意となるギリシャ語である。しかし、形容詞の場合

は、この上述の方法が、非常に広く行われている 一 男・単•主 HOBヽ，

女 HOBA,中 HOBO,ギ JJEO", vea, JJEOJJ「若い」，ラ no 

vus, nova, novum , < *neu-o-s, neu-e-H2, neu-oー を参照。女性派生名
詞が最も頻繁に作られたのは、 i の要素を含む語幹からである。この要素

は、起源的には、近辺にあって、手が届く範囲内の、可視的なもの、また同

じく、ー瞥すると同時に捉えられる、したがって、ー箇所に集中した小（規

模複）数（ないしは二つ）のものとして再解釈されうる（二つの）物を表す

場所指示小辞である。

この小辞からは、承前•関係代名詞が派生している 一 男・単•主 H­

~I:, 女 tc1-~ ヽ ，中 、ぷヽ（毘~I:)' ギ 0 "' サ， o,古イ ya.J:i, ya, 

ylid 「who,which」<拿i-o-s, *i-a < *i-e-H2, *i-o-dを参照。接尾
辞 -o-(-e-)によって拡張しない語根 *i- は、ラ 男・単•主 is「そ

れ」，対 im(eumは、より新しい形），中 id, ゴ 中・単•主 ita

< *i-d-, 古イ 男・単・対 im-lim,中 id-lim に立証される。男性単
数対格の承前・代名詞形 H 、また前置詞に後置されるときの If~( ゾ

グラフォス写本）の形は、恐らく *i-m あるいは *i-n から派生したも

のではあるまい(§.38参照） ； 曲用全体に特有である（単•生 lf1:r 

0, 与 u-1:uoy, 複•生 H-HX''h., 与 H-HU'h.)、前置詞結合 Eヽ H-~, 
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Hd Hb. の H の軟性は、むしろ 事i-o-mないしは *i-o-nといった原

形を前提としたものである。

i の要素は、場所指標(§.31参照）として以外に、時間指標としても

使われている 一 これは、古代プルガリア語現在形語尾の一部に存在して

おり (1・単 fiCUh. < *es-m-i, 古口 3・単 6f:J)f:Th. < *bh 
er-e-t-i, 古口 複• 3 6f:J)ぶTh. く *bher-o-nt-i参照）、発話時に遂

行された行為の印である 一 この要素の i が欠損すると、その動詞形

は、未完了過去形（インパーフェクト）、すなわち、持続的ではあるが、発

話時以前に終了した行為を表す形（古代ブルガリア語の単純アオリストは、

これから作ったのであるが）に転じたのである。 Cf.現・ 3・単 Hf:Cf:T 

ヽ < *nek'-e-t-i と単純アオ・ 3・単 Hf:CI:< *nek'-e-t, 現・ 3• 

複 Hf:CふTヽ<*nek'-o-nt-iと 単純アオ・ 3・複 Hf:C~ く *ne 

k'-o-nt。

古代ブルガリア語の物主形容詞の一部も、 i の要素の助けを借りて作ら

れている 一例、男・単• 主 OBh.'lh.(* ou-i-k-i-o-) < OBh.U,d 
(*ou-i-k-) , rOBA\~Ah. (*gwou-:i;id-i-o-) < rOBA¥AO, OTh.'lh. (* a 
t-i-k-i-o-) < OTh.U,h. (*at-i-k-o-)。本来、接尾辞の -iー は、所有
を表すのではなく、基となる名詞との、非常に一般的な近接性とか共存性と

かを表したのである ― OBh.'lh. の原形は、羊自体を表すのではなく、

羊に直接関係するもの、つまり、羊肉とか羊皮とか羊小屋とかを表したので

ある。

古い女性派生名詞も、この i語幹に 比指標を付加することによっ

て作られている 一次例参照、古イ deva.lJ_ 「神」< *dei-uー に対し

て、 devi「女神」（逐語的には、神の近くにいるもの、神に関するもの） ＜ 

*dei-u-i-H2 ; vf'kalJ_「狼」 < *ylkw-o-に対して、 vrki 「雌狼」 ＜ 
*1Jlkw-i-H2。始原的な iH2 > I のこの結合は、 B,¥h.'IHU,d < 
*1Jlkw-i-H2-k-aにも立証される。マルティネ (1955)が推定しているよう

に、 -ika > -HU,d 語尾の古来の子音 K (U,) は、恐らく、 比音
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の継承であろう。 -iHz-s の結合（この場合の sは、有生類名詞の古い

主格語尾）は、 -ik-sに変じ、一方、後に、女性名詞は補助指標 a を得

て、 a 語幹に転ずる、すなわち、 -Ik-sは -Ikもに取って代えられたの

である；同様に、 TPbHaK  (ブ集合名詞 リンボクの茂み）の語

尾 -a K も、 e-H2-s > -ak-から説明すべきである。
始原的な *1J.lk立i-H2の形は、逐語的には、「狼の近くにあり、狼に関係

する一括多数のものないしは女性のもの」を表したのであるが、これは他の

名詞に対する不一致的な付語（同格語）としても使うことができた 一 例

えば、 *1J.lkw-i-H2 pedes 「狼の足」。当初、組み合わせ全体に複数の意味

を付与したのは、 拿pedesにおける語尾の —es ではなくて、 *1J.lk立 i-H2

における一括多数性指標 H2 なのである。ここに示した *1J.lk立 i-H2pede 

sの組み合わせは、セム語の status constructus (構成位相） （二つの

名詞の組み合わせで、その内の一つは後に属格に転じた）、あるいは古代イ

ンド語文法で tatpuru~a- (限定合成語、 determinativecompound) と呼

ばれているシンタグマ (tatpuru~a- という用語自体は、本来は「ある人の

家来」の意味を持つ、文法上の使用例である）を想起させる％このシンタ

グマは、合成語であって、それの第一要素は純粋語幹で所有者を表し、第二

要素は屈折変化を行って、被所有物を表すのである 一 例、古イ raja-p 

utra- 「王子」（逐語的には、王一息子）。 lupi「狼の」 < *1J.lk立 iー比型
のラテン語男性単数属格形は、 *1J.lk立 i-H2pedes =ラ lupi pedes「狼の

足」の組み合わせに現れている。すなわち、 Bi¥h.'IHU..4 における語幹 E 

dh.'IH- < *1J.lkw-i-H2 (cf. 古イ vrki「雌狼」）は、ラテン語単数属格
の lupi 「狼の」に等しいのである。

語尾 —ina (男 X'P.4Uヽ ，女 X'f).4U-HH.4)を持つ女性派生名詞の接

尾辞 -i- も、 -HU..4 語尾の派生名詞（男 Bdh.Kヽ ，女 B,¥h.'IHU..4) 

の接尾辞ふと同一起源 (-i-H2)である。同様の語派生モデルは、ラテ

ン語男性主格 rex「王」 < *reg'-s, 女性 regina「女王」 < *reg'-i-
H2-na にも立証される。通常 a, ia語幹名詞から物主形容詞を作る接尾
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辞の -HH- < -i-H2-n-(例、 3Uh.HHヽ く ;SUh.lil, coropo>,H'lh.Hヽ
< coroPOAHU.A'UAPHHHヽ く UAPHA)は、 roCTHHヽ ＜
rocTh. (i 語幹、男）， TATHHヽ < TATh. (i 語幹、男）， 3B'EP
＂＂ヽく 3B'EPh. (i 語幹、男）， H&nPHは;SHHHヽ く H&nf)Hlil3H

h. (i 語幹、女）のような形が証明しているように、恐らく、 i 曲用の

枠内で発生したものであろう。 Bdh.'IHU.A く *y.lkw-i-H2ーや X'PAUH 

HA < *skorm-i-Hz-n-、また同じく、 GOr'WHH < *bhag-u-H2-n-
のタイプにおいて、女性語幹も作った一括多数性指標比 は、第一次接

尾辞と第二次接尾辞の原形に二回登場しているのである。

時が経つにしたがって、形容詞及び分詞の場合にも、 i の要素の助けを

借りて女性用派生語幹を作り始めるのである。次例参照、ギ男・単•主

μ も入 a"「黒い、暗い」，中 μe入aJJ に対して、女 μe入al JJ 

a < *μE入aJJ-、-a; 男冗 a"「全ての、全き」， 中冗 aJJ 
に対して、女 冗aaa く＊冗 aJJi--,-a; 男 r入UKU"

「甘い」， 中 r入UIC U に対して、 女 r入UKEta < *r入
u K-E F-,-a (接尾辞 u の e 階梯） ； 男・単• 主 ¢e P w JJ 

「運んでいる（分詞）」，中 ¢epoJJ に対して、 女 </JEpoiJaa 

＜ 刀 EP-0-JJ't'-,-a 。本来女性用派生語幹の表微であった i の

要素は、スラヴ祖語においては、男性・中性単数主格形を除く、能動現在分

詞、能動過去分詞の全ての形及び形容詞比較級の形に広がっている。次例参

照、男• 単•主 61:J心＜拿bher-o-nt-s (cf. ギ </JEPWJJ, ラ fer

ens)に対して、生 61:f)&町rA< *bher-o-nt-i-o- (女性形の影響によ
る i 挿入），女・単•主 61:P&WTH < *bher-o-nt-i-H2 (斜格の影響
により、 t >町r),生 E町9示町rA¥ < *bher-o-nt-i-e-H2ー，男・複・
主 espぷWT霞（女性形の影響による i 挿入； cf. ラ ferentes, ギ

</JEPOJJ て E'°)' 女・複•主 61:P&WTA¥ (女性単数生格と同じ語幹か

ら） ；男・単•主 OY-Uh.Pヽく *mr-u-s- (cf. 古イ 男・単・属

ma-mr-ti-e-al;i ー 畳音完了形），生。YUh.P"h.WA,女・単• 主 oyuh. 
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JJ~WH < *mr-u-s-i-H2 (cf. 古イ ma-mr-u-i,-i), 生 。'(Uh.f)~Wll

< *mr-u-s-i-e-H2 (cf. 古イ ma-mr-u-s-y-a-};i) , 男・複• 主 O'(Uh.JJ 
~w霞，女・複•主町Uh.P~WA\ (女・単•生と同じ語幹から）；男・単・

主 Uh.Hh.H,生 Uh.Hh.Wd < *min-iis-, 女・単•主山t.Hh.l皿＜

*min-iis-i-H2, 生 Uh.Hh.WA¥ < *min-iis-i-e-H2ー， 男・複• 主 Uh. 

Hh.WI=, 女・複•主 Uh.Hh.lい'(女・単•生と同じ語幹から）。

iの要素を介して作られる、同タイプの女性用派生語幹は、指示代名詞

Tヽ の曲用にも立証される 一例、女・単•主 TA < * t-e-H2, 対
Tぶく *t-a-n < *t-e-H:r に対して、単•生 TO誡，与 T叫，造

TOI£ く 拿t-o-i-a- 。この場合の *t-o-i- の語幹は、代名詞語根 *t

の 0 語幹から取ったものである (cf. 男・単•生 T-0-1"'0, 与 T-0-

＂町，所 T-0-Uh.)。

互いに近くに存在し、そのために集合多数性を構成するか、あるいは自然

と対を成すようなものについての派生集合名詞も、 i の要素の助けを借り

て作られる。古代プルガリア語期にも、それらの一定部分は、 singulariat 

antum (絶対単数）として用いられた 一例、 'IA¥Ah.「子供」，はAh.,C 

、-H~AI 「食べ物、食料」， K~Ah. 「知識」（見聞したもの、こと）， co、¥h.,
3~Ah. 「悪事、悪意」， nがr11.「五」（手を広げたときの五本指）（現・ 1• 

単 Dh.H.¥., 2 nいH岬WH[伸ばす、引っ張る］と同一語根から作る；

この同じ語根に、 -t- に代えて古い接尾辞 -d-を付加すると、 DIIAh.

「ぴんと張った親指と小指の間の距離」ができる）。当初、これらの集合名詞

は、性の特徴においては中立的であって、その原形は恐らく無生類に属した

のであるが、後になって、抽象（派生）集合名詞も含んだ(§. 10参照）

女性範疇に算入されたのである。語根 *ok立 (cf.単•主 OKO, 生 '゚I-

f=C-藝）及び * aus-(cf. 単• 主 oyxo, 生。YW-l=C-1=)に i 指標

を付加すると、語幹 *okw-i—及び *aus-iー が得られたが、そこから古代

ブルガリア語の双数形が作られるのである 一 双•主。＂＂く *okw-i-

; O'(l皿 < *aus-i- を参照。
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すでにスラヴ祖語期には、接尾辞 —L を持つ名詞の大部分は、複数形も

形成し始め、その結果、当初集合的に使われていた 3K'EPh., U'IJWh., KO 

CTh. のような単語（接尾辞 -i-のない語幹は、例えば、ギ 〇カ p 「野

獣」< *g'hyer-, 属 。 TJp6~, ラmus,ギ µfj~' 古高ド mus 

「ネズミ」に立証されるが、これらは単数の意味を持っていた）は、単数、

複数形を持つ完全曲用を発達させたのである。接尾辞 —L を持つ形の最初

の集合的な意味を基にして、スラヴ祖語集合名詞原形 * AN.Cl、*31&dh., 
*TPh.Hh. を推定させる BPh.Ch.l&「柳林」， AN.Ch.I& 「広葉樹林、カシ

の森」， 31&,¥h.l&「草木、緑葉」， TPh.Hh.l&「リンボクの林」のような中性

単数の派生集合名詞が作り出された 一 cf. 'IAIAh. と ＂町rAIAh.、
く HC'IAIAh.1&; 示AOヽ¥h.「谷」と示AOdh.l& 。 COヽ¥h., Addh.(cf. 

ロ !laJib)「遠方、遠望」， C'h.H-'EAh.,B'EAh.,'IAIAh., C,¥AIAh. 「思

い違い、失策」， KOHb.「初め、起点、終端、果て」， dh.CTh., CPh.Ah. 

「中、内部」のような始原的な集合名詞からは、 co、¥h.Hヽ， A.4,¥h.H'h.,C'h.H 
'EAh.Hヽ， Eヽ 3-K'EAh.H'h.,61&3-'IAIAh.Hヽ， CdAIAh.Hヽ， 3.4-KOHh.Hヽ， HC-

KOHh.H'h. np'E-dh.CTh.H'h. UH,¥0-CPh.Ah.Hヽ のような派生形容詞、""

Ah.I.I, ヽ， 'EAh.1.1,.4,C Ph.Ah.I.I,&, dh.CTh.1.1,h., C Ph.Ah.I.I,&-K'EAh.1.1,h. のよう

な派生名詞が発生した。スラヴ祖語においては、接尾辞 — h.H- や —h.1.1,­

は、派生力が強くなり、他の名詞にも拡大していった 一 例、 C示'lh.1.1,h.

< Cii.K'h. 「木枝」， rP.4Ah.ll,h. く r'P.4Aヽ， IOHh.1.1,h. < IOHヽ，
noTh.Hヽ <noTヽ， K'EPh.Hヽ < K'EP.4, C'ECh.Hヽ < C'ECヽ，

Hl&Cl&Ch.H'h. く単• 主枷恥，生 Hl&Cl&CI& 。変化 (declinable)

形容詞 CKOCOAh.H'h., P.43ヽ¥H'lh.H'h.,coyroyCh.H'h., OYAOCh.H'h. は、

ゴート語 i 語幹変化形容詞 hrains「清い、清潔な」， anasiuns「見え

る、可視の」， skeirs「光る、明るい」と同じ語派生タイプである、 i 語

幹の不変化形容詞 (indeclinable) CBOCOAh., P.43dH'lh., coyroych., 

OYAOCh. から発生したものである。形容詞比較級を作る集約性語幹の接

尾辞 -i- については、§.20参照。
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§.28 始原的な純粋語幹の文法的意義

始原的な有生類名詞と無生類名詞の本質的な違いは、前者は行為主（動作

主）にも性質の担い手にもなり得るが、後者は性質の担い手にしかなり得な

い、という点にある。古い有生類名詞は、活格動詞とも不活格動詞とも結合

できたが、古い無生類名詞は、不活格動詞以外とは結びつき得なかった。始

原的な二大活用である活格活用と不活格活用 (§.15参照）、及び二大名詞

類である有生類と無生類 (§.22参照）、換言すれば、活性類と不活性類の

存在は、スラヴ祖語の主格構文（他動詞の場合は主格主語と対格の直接補語、

自動詞の場合は主格主語のみの構文）の基になった古い統語構造が、活格構

造であったことを推定させる根拠になる。活格的統語構造にあっては、活格

動詞の主語は、特別な語尾を持った活格に立ち、直接補語は、純粋語幹であ

る絶対格に立つのである。直接補語を持たない不活格動詞の主語も、絶対格、

すなわち純粋語幹になる。活格的統語構造の言語においては、数のカテゴリー

の発達が弱く、単数形と複数形を区別する特別の名詞接辞 (affix)を前提

とすることはできない。数は、叙述的な方法、例えば、 「多数」の意味の副

詞を補って、あるいはまた、動詞の屈折によって、表されたのである。文法

上の格は、活格と絶対格の二つであった。属格（生格）、対格及び与格に相

当するような格は存在していない。しかし、所（処）格的、目的格的、奪格

的、共同格的、具格的な意味を持つ様々な後置詞（要素） (aannor) 

は存在しており、それらが場所、目的地、分離、随伴（協力）、手段を指示

したのである。活格構造の言語にあっては、受動構文や動詞の受動活用は無

縁であった。

活性（有性）名詞類には、二つの文法格 ー 活格動詞文の主語の機能を

果たす活格（特別の語尾を持つ）、不活格動詞文の主語の機能及び活格動詞

文の直接補語の機能を果たす絶対格（純粋語幹） ー が存在した。この他、

絶対格は、命名と呼びかけの機能も果たした 一 cf. Bi¥b.'lf:, リ vilk~, 
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古イ vfka, ギ 入UK E , ラ lupe < *1Jlkw-e は、純粋語幹。絶対
格（純粋語幹）は、古代インド語文法がカルマダーラヤ (karmadharaya,

appositionally defined compound 同格限定合成語） ー 不一致形容詞

十 名詞 ー と呼んでいる構文での形容詞の役割も演じている％。次例

参照、スプラシル写本 434s AOCJJOnOUO叩L.HHU,A(=ギ " a入力

/30T}06~), 同写本 49313 CAAf""OA'EAHHI:, (=ギ K,T}OEμ 

o li la) , 同写本 2634 6AAf""OH3BOヽ¥1:HHI:(=キ-: a p E't'カ）
同写本 30019 CAAf""OAATh. (=ギ xapt~) , ギ QKP07r0 

入 l~ 「城塞」 （逐語的には、上の町） ， μEaorata「内地、非

沿海地」， 古イ mahavira.-「偉大なる英雄」， pfir:t:ia.masa-「満月」。

これらの構文は、限定詞が性、数、格の変化をしない時代の名残である。次

のような、 i 語幹の不変化形容詞も、同様の古い統語特徴について証明し

ている 一 Hen心 Hit.(スプラシル写本 136. j)&U, t KJJヽ BE Hen、̀
L.Hh. [両の手は血に染まっている]) , CBOCOAL. (同写本 24420 noc 

,¥AH'l¥ C'WCTヽ CBOCOAh. f'P'EX'A [罪を免れて遣わされた]), PA3 

AH'IL. (同写本 4229 CTAAA PA3AH'IL. BOヽ:¥OB'l¥[様々 な牛の群れ］），

coyrocL. (同写本 4491 coyroycL. AL.Hl:Ch. npHWL.CTBHl6 ,... 

ocnoAL.H麟［今日は主の再来の日]), oy AOCh. (シナイ祈祷書 24 a 

8 B'EA'W oy AOCL. nor'WCl:H胆［軽い過ちを知って］）；副詞とし

て使われているものもある、例、 スプラシル写本 53025 OCHAO H oy 

AOCh. nOAAAt [大量にしかも簡単に落ちて］ 。

純粋語幹は、極めて多様な状況語的意味も持っていた。この語幹のそのよ

うな意味については、例えば、 U'l¥HOf""O, CKOPO, JJAHO, npH,\1:~L.H 

0, CB'ETL.AO, AOCヽ¥1:, oy AOGL., nJJABL. のような o 語幹、 io 

語幹、 i語幹の副詞が証明している 一例、詩編 CXIX 7 Uh.Hor 

0 nPHWl:Ah.CTBOBA A-WA U心． （久しく、我が魂が住んでいた） ； 

詩編 LXXVII 34 PAHO nJJIX'O~AAAX'示 kヽ西Y. (早朝から、

彼らは神の助けを求めた） ；ルカ VII-43 ゾグラフォス写本 nJ)ABL. 
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C~AHd~ ECH. (あなたの判断は正しい） ；スプラシル写本 3671s H 

H I"'dAAb. 3AIIO PH HH JJAH'W AACTヽ． （飢え死にもさせず、傷

も与えなかった）。形の上では、これらの副詞は、中性単数主・対格名詞と

一致しており、純粋語幹から直接作るか、純粋語幹に取って代わった中性単

数主・対格形から作ったのである (§.38参照）。

活格動詞の主語となり得ない不活性（無生）類名詞にあっては、活格の範

疇は欠如している。不活性類にとっての特徴は、絶対格としてあるいは様々

の後置要素 (saunor)と組み合わせて使われる純粋語幹だけである。

ハーファース (W.Havers, 1924)の研究は、ギリシャ語やラテン語では、

時に、不活性（無生）類名詞の絶対格の継承である単数中性名詞の対格が、

それ以外の斜格に代わって使われたことを示している。これは、不活性類名

詞が活性（有生）類名詞と比べて曲用が未発達である（後置要素によって作

る形の少なさをも含めて）、より古い状態の痕跡なのである。古い無生類名

詞は、とりわけ様々な意味を持つ純粋語幹として使われたのである。



187 

§.29 始原的後置詞 [ 3 a八JIor J 
（前置詞 noe八JIo r) * od (ot) 

未だ格体系が未構築であったスラヴ祖語に遥か先行する時期、文を構成す

る上で重要な役割を演じたのは種々の副詞 (adverbia)である。この副詞と

動詞語幹の合成から動詞の接頭辞が作られ、またこの副詞とそれに前置する

純粋語幹との合成からは、いくつかの格語尾が発生した。副詞のあるものは、

移動語根 (naTHBeH KOPeH <ラ latus「運ばれた」） *a 

dー： d- から形成された。古代プルガリア語においては、これは前置詞な

いしは接頭辞 (OTヽ， OT-, 0-, AO)として立証される。この移動語根は、

スラヴ祖語 0 語幹単数生格語尾 —a の基になる要素の一つである 一

例、単• 生 Bdh.KA < *ulkw-od'ulk立ad< *y_lkw-o-ad ; C 
f. ラ 単・奪 lupo< *lupod =古イ vfkat (語末の d > t の
無声化を伴う） に対して、リ vilko < *ulkw-a-d < *ulkw-o-ad。こ
の移動語根 *adー： d- は、ある起点から終点への運動を表したものであ

る。この最も一般的な意味からは、二つの対立的な個別的意味の発達が可能

であった ー一つは、離奪的な意味 (a6naTHBHO 3HaqeH 

He <ラ ab-latus「c-から）運び去られた、遠ざけられた、奪い去
られた、引き離された」） 一 例、 OTヽ ，ラ de 「～から」 （＝プ，

ロ 0 T), 生 g、¥h.KA <叫kw-o-ad=ラ単・奪 lupo , 古
ラ lupod , 古イ単・奪 vfkat , リ奪• 生 vilko ーであり、

もう一つは、接近的意味 (anaTHBHO 3HaqeHHe <ラ

al-latus < ad-latus「c-へ）運び込まれた、近づけられた」） 一 例、

AO, ラ ad「～へ（向かって）、まで」 （＝プ，ロ Il O) ゴ at < 
*ad「～へ、まで」 ，ギ olK6v-oe「家へ」 ，アヴェスタ vae 

sman-da「家へ」 ー である。この移動語根 * d- は、指示代名詞や

疑問代名詞の主格・対格形の形成にも与っている 一 次例参照、 主・対
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TO < *t-o-d ; cf. 古イ t-a.-t' ギて6< *t-o-d , ゴ th
ata < *t-o-d, ita < *i-d , ラ id「それ」， quid「何」。この移動
語根は、代名詞語幹（例、 *t-o- *i-, *k立 i-)の表す不活性類の名詞が行

為に参与したのは行為の起点（発源点）としてであり、したがって、それは

疑似主体 (rrceBnocy6eKT)の機能を果たすこと、あるいはまた、

行為に参与したのは行為の終（着）点としてであり、その場合は疑似客体

(rrceBnoo6eKT)の機能を果たすこと、を明確化したのである

(§.39参照）。

移動語根 *d- に由来する前置詞 OTヽ ゃ AO は、生格とのみ使用

されるが、この生格はさらに古い移動格の継承である（起点の格としてだけ

ではなく、限界の格、到達の格としての、古代プルガリア語における、生格

のさらに広い移動格的な用法については、 スプラシル写本 31i AOHAヽT

~ N'ECT"' Toro [その地に到る］のような例がこれを証明している）。

前置詞の AO は、他の古い印欧諸語に多数の類似対応例を持っていて 一

例ラト da「へ、まで (no)」，ゴ at「no」，ギー oe (o l 

,c611-oe「家へ」における），ゲルマン祖語 *d-(ゴ at-augjan「目に

近づける、示す、見せる」 ； cf. ドイツ zeigen < * z-ougen) , ゲル
マン祖語 *do =古高ド zuo (ド zu「へ」），ラ en-do -、「の中へ、

中で」の意を持つ古い移入前置詞 (HJiaTHBeH rrpennor < 
ラ il-latus < in-latus「中へ運び込まれた」）である。 AO とは異
なり、前置詞 OTヽ は (*ad の継承である点については、以下を参照）、

古い奪格語尾 —ad とラテン語前置詞 ad (<  移動語根 *ad-: d- ) 

に対応するにすぎない。前置詞の OTヽ く *ad の対応例が極めて少な

い理由は、大多数の印欧語では、副詞の *apo : po (cf. 古イ Apa「後

ろへ、脇へ、離れて」， ラ ab , ゴ af , ギ a冗 6「から［＝ ブ，
ロ 0 T]」）が奪格的前置詞に転じたからであり、この副詞は、古代プル

ガリア語では、上部存在的 (cyrrepcHBeH <ラ super-esse 

「上に在る」）かつ後部存在的 (rrocTeCHBeH <ラ post-esse 
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「後ろに在る」）な意味の前置詞及び接頭辞 no として使われている。

この前置詞（接頭辞） OTヽ は、古代プルガリア語（現代ブルガリア語

も）、ロシア語、白ロシア（ベロルシア）語、下ソルブ語、上ソルブ語にお

いては、無声子音を持っている。ウクライナ語では、 Bill あるいは 0 

n であり、セルビア・クロアチア語、スロヴェニア語、チェコ語、スロヴァ

キア語、ポーランド語では、 od である。古代ブルガリア語にも、 OA の

ついたいくつかの形が見られるが 一 OA~Hl:AH,KI: ([ _, の時以来］

マルコ IX-21 マリア写本）， OA~,\'EKヽ［残り］（＝ギ てaIf, aてa
入0 l冗 a;詩編 XVI. 14)、これは恐らくモラヴィア訛 (Mopae

H 3M)であろう。通説では、第一次形は *ot であり、 最初は有声子音

前にしか存在しなかった *od の形が、後になってスラヴ語の一部で一般

化した、ということになっている。しかし、逆のようにも考えられるのであっ

て、第一次形は *od であり、最初は無声子音前にしか存在しなかった

*ot の形が、後になって一般化したのかもしれない。スラヴ祖語の前置詞

*ot (od) には、二つの異なる語幹 ー その一つは、移動語根 *ad-

： d- から作った語幹、もう一つは、指示小辞 0 (正常階梯では e) 

とそれに指示代名詞語根 tー を加えたものから作った語幹 ー が融合し

ていると思われる、次例参照、 l:WTI:, ギ どて t「まだ、なお、さらにJ,

ラト at「～から、元の方へ、逆の方へ（接頭辞）」，ラ et, ゴ ith「と、

そして」，古イ a.t-i「（の）上に、上方へ、（の）外に」， a,t-as 「そのあと、

それから、これより」。 o (e) と周辺指標 (rrepH(1>epeH 110 

K a 3 a T e JI、§.34参照） t の組み合わせは、指示（プ e T 0 

［ここに、そこに：口 BOT]  参照）、すなわち、より近い空間からより

遠い空間への（中心から周辺への）目と手の動きを表したのである。この組

み合わせが、 「ここからそちらへ、～から、さらに（もっと）」 の意味を

持った副詞として再解釈を受けたのである。
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, §. 30 中間的代名詞語根 *m 

スラヴ祖語、バルト祖語、ゲルマン祖語の与格形及び造格形の形成に極め

て重要な役割を演じたもう一つの後置詞（後置素）が、中間指標 (MeJlH

0:HeH IlOKa3aTeJI) m である 一 cf. 単・造 KAl:t.K-0-

Ult., 複・与 BAl:t.K-0-Uヽ， 複・造 C'IJH-'h.-UH, 双・与・造 g、¥l:t.K-
0-Ud, リ 複・与 vilka.ms , 双・与・造 vilkam , ゴ複・与 WU  

lfam。 m の要素は、中央、中間、中心を意味する、非常に古い代名詞

語根である 一 ＂虞ポ AOY < *me-dhi-(「異なる二つのものの中央にあ
るもの」を表す、古い双数所格形）参照、 cf. ラ medius「中間の」 ， 

medium「中央、中心」 ， ギ μ, e a a o~ 「中間の、中央にある」 ， 

古イ ma.dhyas「中間の」 ， ma.dhyam「中心、中央」。前置詞 *me-t-

も、この中間語根 *m- に由来する (cf. ギ μ, eてa, ゴ mith= 

ド mit「（と）共に」） ；本来、この前置詞は、それが関係するものが、

手段、すなわち、行為者の行為遂行を助ける媒体、中心であることを表した

のである 一ギμ,eてa f)OlWてWll μ,axe a0a l「ボイオ

チア人達と戦うこと」 （逐語的には、ボイオチア人達の間で、中で） ；μ 

e 0'o冗入 W 11 「武器を持って、武器の助けで、武器によって」 ；μ, e 

てa0eiiJ11「神々の助けで、神々によって」。後置詞 m は、最初は、
純粋に中間的な職能を持ち、造格・共同格的な形を構成したのである。

この中間素 m は、ある行為や特性の中心ないしは集中点を表すスラヴ

祖語の men 語幹名詞、を作る接尾辞 -menー にも関与している 一

KdU'IJ, 生 KdUEHE < *比k'-eH2-menー の原形は、自分自身の中に鋭
度 (oCTPOTa ー 形容詞 OCTfJヽ ［鋭い］ は、同語根 *H2ek'-r-

に挿入音 t を添加して作ったもの）を集中体現しているものを表し、

CtMIA の原形は、播種作業の中心、焦点であるものを、 lif)tUIA,IIHCU/A, 

OHCIIIIA, 3HdMIA の原形は、それぞれ、運び、読み、書き、知るという
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行為の中心、焦点であるものを表すのである (3HAUA¥ は、消すと忘れて

しまうような覚え書き、目印を表す）。 BP~Iい く拿y_ert-menー は、

本来、天空の星座の回転を表している (cf. 古イ va.rtman-「生け贄献祭

に、したがって世界の事件の成りゆきに影響する天体の運行路」） ー B 

P~UA\ の原形は、大空の天体と星座の相互配置に関わる天体の回転の中心

たるものを表したのである。

行為の中心を表した古い名詞に起源を持つものとして、 UO,¥HU'll., 3HA 

f:U'll., Hl:COU'll., TAHU'll., BHAHU'll. のような、接尾辞 -mー の受動現

在分詞がある。 Cf. 古イ bha.r-amal)a}:J. , ギ </>epoµEvo~ , 

リ n辟amas「運ばれる」。 HOCHUヽ ＜ 他動詞 HOCHTH、あるいは、

BHCHUヽ く 自動詞 BHC~TH のような受動現在分詞の原形は、運ぶ

（運ばれる）行為ないしは掛かっている（掛けてある）という行為に関わる

性質あるいは能力を、自分自身の中に集中体現する人ないしは物を表したの

である。次例参照、スプラシル写本 56423 B'll. noH~BHU.H HOCHU'll. 

（亜麻布を纏っている） ； 同写本 48312 HA KPh.CT~ BHCHU'll. 

（十字架に掛かっている）。通常、他動詞から作る受動現在分詞にあっては、

しばしば名詞が造格に措かれるが、これは、その人あるいは物が、別の人あ

るいは物の関与を通して、当該の性質（能力）を集中体現することを示した

のである。次例参照、 スプラシル写本 21929 T~X'ヽ PAAH H3ヽ¥HX'A

AIOCHU'll. 記CTヽ corouヽ （その者達の故に、なお一層のこと神の愛

を一身に集めている） ；同写本 TIE:K~WTIE: c~r ""X'示 AK'W orH 

f:Uh. nAK'W roHHUH (彼らは再び火に追われる如く一目散に逃走して

行った）。

中間語根 *m- は、 1人称単数の人称代名詞でもある 一 次例参照、

生血細．ギ対 μt, ゴ対 mik< *me-g-, 古イ属 m
e, リ 対 man~, ヒッタイト 対 a-muk(ammuk)。古代人は、自分自

身を宇宙の中心と見なし、その自己の位置から世界のものの位置を決定した

のである。 1人称単数の人称代名詞指標 m は、 f:CUh., 古イ a.smi , 
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ギ e lμt , リ esmi , ラ sum , ゴ im「私は、ある、いる

（ブ C'b M)」 における動詞 1人称単数語尾 -m とも同系関係にある。

中間素 m は、スラヴ、バルト、ゲルマン語の造格・与格語尾を作る後置

詞（要素）である。

他の印欧諸語では、造格・与格の一部が、前置詞 Oli(O) =ラ ob「前

に」 や数詞 OCA と同系の別の古い後置詞 bh に起源を持っている。

後置詞（前置詞）の原形 *obh は、当該の人物ないしは事物が、他の人

物あるいは事物の近辺にあること、それと併せてペアを成し得ることを表し

たものである。後置詞 bh- の極めて広い意味については、ホメロスの言

語がこれを証明しており、そこでは、純粋語幹に —</J l く *-bhi の末尾

を付加することによって、様々な状況語的な形、なかんずく単数・複数の造

格・奪格の意味を持った形を表徴したのである 一 例、て 480(オデュッ

セイアー） ¢apuro~ 入a/,e oeE、て ep 7]. </> l J.J「（その

人は）右手で喉を掴んだ」 ； p 696 (イーリアス） oaae oaK,p 

U O </J l J.J 冗入 f]a0eJ.J「両眼は塾てあふれた」（下線は訳者による）。

後置詞 bh の具格的、奪格的、与格的意味は、この要素の対置的な用法

(o6eCHBHa ynoTpe6a < ラ obesse「の前に、に対して、
の為にある、対立する、妨げとなる」）から発達したのである； 後置的副

詞 bh は、行為遂行時の、局外的な人物あるいは事物の介在を表したの

であるが、それが、間接客体（目的語）、起点、状況促進を表す格語尾とし

て再解釈を受けたのである 一例、ラ複・与・奪 pedibus, 古イ 複・

与・奪 padbhya}:l , 複・具 padbhi}:l < ラ 単• 主 pes , 古イ

pat「足」。

単数では、 bh の要素は、若干の与格形にのみ認められる 一 古イ

tubhyam , ラ tibi , 古プ tebbei「君に」 を参照。単数与格形 T 

郎 t も、同一起源であり、これのスラヴ祖語の語幹 *te-b- < *te-bh-
は、他の斜格形にも一般化している 一生 Tl!:lil=, 造 TOCO騒 ， 

所 Tl!:li~ を参照。再帰代名詞も、 2人称単数の人称代名詞をモデルと
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した曲用を行う 一生 CE証与 CIEC'E 等。

あらゆる oc (0) の用法の中で、恐らく最も古いものは、所格を取っ

て、「回りに、周囲に」の意味を持つ用法であろう 一 例、マルコ V-2 

1 ゾグラフォス写本 cヽCh.PA Ch¥ HAPOA'h. UHOPヽ 0 HIEUb.. 

（大勢の群衆が彼のみもとに集まった）。 bh の要素は、 「回りに、前に、

そばに」の意味以外に、恐らく、同系の前置詞 * ambhi : lllhhi ― こ

れの継承が、ラ amb-(例、 ambio「巡回する、かこむ」）， 古高ド um 

bi「回りに、周囲に」 ー との混滑の故に、 「両側、両面から」の意味も

表すに至った。この bh「回りに、両側から」の要素は、数量代名詞双数

男性主格の 。四， 女性・中性 OC'E の語根であり、これと同系関係に

あるものとして、リ abu , ラト abl , 古プ abbai , ラ ambo , 

ゴ bai , ギ liμ¢w , 古イ ubha「二つ、両方、双方」 がある。

古い前置詞 *obhi 及び *epi (対応階梯では *opi) は、前置詞 OC 

(0)と合ーしてしまっている 一 cf. ギ E冗［「上に」。

幹母音の延長によって作った、始原的な非曲用双数形も、共同・具格的な

職能で使われた (§.5参照）。若干の印欧語では、双数主・対格形が、単

数造（具）格形と一致している 一次例参照、古イ 単・具 vf'ka「狼

と（共に）」 ＝双•主・対 vf'ka 「二匹の狼」 ，リ 単・造 vilku= 

双• 主・対 vilku。レヴィ( E. Lewy, 1913)は、フィン・ウゴル系

の言語でも、単数造格形と双数形の間に同一性が存在しており、あるフィン・

ウゴル語では同一形が造格であり、また別のフィン・ウゴル語ではそれが逆

に双数形であることに注目したのである。幹母音の延長を伴った、始原的な

印欧語の双数形（例、 *ulkw-o「二匹の狼、別の狼と一緒の狼」）は、随伴・

共同格 *ulkw-o「別の狼と一緒に」の意味でも使われたが、後に、共同・

具格形に転じ得た。それ故、一方では、拿ulkw-o から、 g、¥b..KA ゃ ギ
入(JK, w のような双数主・対格形が発生し、また一方では、ゴ wulfa 

（与格として使われた）のような単数造格が発生したのである (15)。幹母音の

延長を伴う純粋語幹は、すでにスラヴ祖語期に、共同・具格的な意味を持つ
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ことを止めてしまった。古代ブルガリア語のあらゆる単数造格形は、始原的

な中間的後置詞 m によって形成されたのである。
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§. 31 格語尾としての指示代名詞的小辞 i 

所格形形成に重要な役割を演じたのが、純粋語幹の後ろに付加される指示

代名詞的小辞 i である (§.27参照） 一 単・所 B,¥lt.U,t =古イ v 

tke「狼のそばに」 < *1J.lkw -o-i を参照、 cf. ギ ol/Cot 「家で
（副）」。所格形以外では、複数形も、指示代名詞的小辞 i の助けを借り

て作られている一主 B,¥lt.U,H, ギ入 UIC O t, ラ lupI , リ vi 

lkai「狼達」 < *1J.lkw-o-i 参照( i の要素の集合・多数性の意味につ
いては、§.27参照）。純粋語幹 *1J.lkw-o- と指示小辞 (deicticparticle) 

i 「近くに」 との結合である *1J.lkw -o-i のような始原的な形は、狼

の相対的近接性も絶対的近接性も表した。狼の相対的近接性とは、狼の近く

にあり、狼と同ー場所にあることを、また狼の絶対的近接性とは、ー箇所に

蛸集する狼達のことである。単数所格 * 1J.lkw -o-i = BAlt.U, t と 複数

主格 拿1J.lkw-o-i= BAlt.U,H の同一性は、いくつかのツングース・満州

語における、所格形と複数形の同一性を想起させるのであって、そこでは、

「と同じ場所に、と一緒に」の意味の所格・共同格的な指標を持った表現が、

複数形の意味でも使われているのである。 Cf.古代プルガリア語の疑問、指

示代名詞における、単数造格・共同格語幹 (T'RUlt.く *t-o-i-mi)と複数

語幹（主 TH, 生 T'RX"ヽ ，与 T'RUヽ < *t-o-i-)の同一性も。
始原的な不活性類の継承である中性名詞は、代名詞的指示小辞 i の助

けを借りて、双数形を作った 一 双•主・対 HSt= 古イ yug{l「二っ

のくびき」 < *iug-o-i 参照。 *lJ.lkw-o-i (= BAlt.U,H) の複数使用と
対照的に、 *iug-o-i (= HSt) が双数使用であるのは、不活性類名詞は、

一括多数性指標 H2 の助けを借りて複数形を作ったからである (§.10参

照）。当初は集合的意味を伴う抽象（派生）名詞であった、一括多数（非分

割多数、不可算多数）形 *iug-e-H2 (=複•主・対 HrA)とは対照的に、

*iug-o-i の形（＝単・所、双・対 mボ）は、近在的、並存的な小
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（規模複）数のもの、分割、可算多数のものを表したのであり、その結果、

双数用法を獲得したのである。双数が、小（規模複）数を表す特別な形から

発生したことは、ホメロスの言語が証明しており、そこでは、いわゆる双数

形なるものが、二つ以上のものについて述べるときにも使われるのである。

Cf. I 182 -198 (イーリアス）；ここでは、アガメムノーンが遣わした

三人の使者 ー オデュッセウス、アイアース、ポイニクス ーについて、

古典ギリシャ語文法の観点から見て双数である動詞、代名詞、分詞を以て語

られている。アリストテレス（弁論術、 p TJて. r .5)によれば、優れた
ギリシャ語話術の特徴の一つは、多数、小数、また単ーであるものの形を正

確に使用することである 一 i 11 r q> 冗 0 冗〇入入ac多数のもの）
,r,al o入lr a (小数のもの） Kat lv (一つのもの） opew 

（ヽ正確に） 01.JOμa(e l 11 (名を挙げる）。このことは、アリスト

テレスにとっては、いわゆる双数形とは、本質的には小（規模複）数を表す

形であったことを示している。

スラヴ祖語の子音幹曲用の名詞の場合、単数所格語尾は e であった 一

単・所 Hl':IェCl:, CJJtUl':Hヽ， UdT町JI':, OT POiiがrヽ 参照。この e
（対応階梯では 0) は、近くに在るものを指示し、 1:-CI':(スプラシル

写本） 現代プ e -T O, ロ (B) 0 T に立証される、小辞の e と同

系のものである。純粋 0 語幹（例、 拿ulk立 o-)が、指示小辞 i を付

加することによって単数所格（例、 Bd~U,t)、双数主・対格（例、 HSt)、

あるいは、複数（例、 Bd~U,H) の原形を作ったのと同じように、純粋な子

音語幹（例、 *mat-er-)も、指示小辞 e を付加することによって、単数

所格（例、 UdTl':JJー霰）及び双数（例、ギ主・対 μnrtp-e 「二人の

母」， rtpovてe「二人の老人」， 冗 otμeve「二人の牧人」）

の原形を作ったのである。単数所格形と双数（複数）形の意味の近似性につ

いては、上を参照。ラテン語の単数奪格形 homin-e「人から、人と」， m 

ater-e「母から、母と」， lapid-e「石から、石と」 は、恐らく、古い造

格（ないしは共同格）の継承であり、また、単数所格 CtUl':H-1:, Hl':CヽC
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If:, UAT印ヽゃギリシャ語双数主・対格 冗 otμ£J)-e「二人の牧人」，

KUJ)-e「二匹の犬」 と同じ e 指標を含んだものであろう。
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§. 32 状況格的（具格的、共同格的、所格的、奪格的）

意義を持つ古代ブルガリア語の格形の起源

スラヴ祖語の格体系は、次のような特徴を持つ活格構造言語の格体系から

発達したものである： 1)活性（有生）類名詞における二つの文法格（活

格と絶対格）と不活性（無生）類名詞における活格の欠損； 2)純粋語幹

に後置詞（素）ないしは指示小辞を付加して作られ、むしろ副詞的に用いら

れる、状況格的（具格的、共同格的、所格的、奪格的）意味の格形； 3) 

主格、対格、生格、及び与格範疇の欠損； 4)複数専用形の欠損 一 複

数範疇は、叙述的に (§.28参照）、あるいは集合的意味を伴う抽象（派生）

名詞によって (§.24参照）、あるいはまた副詞的に用いられる共同格及び

所格の形によって、表される。

単数、複数、双数に、主格、生格、与格、対格、造格、所格形を持つとい

うスラヴ祖語の発達した曲用の代わりに、言語史のさらに古い遠い時期に存

在したのは、二つの基本格形 ー活格と絶対格 ー だけ、しかもそれは

活性（有生）類名詞の場合だけであり、また同じく、ホメロスの言語で、奪

格、所格、具格の指標として使われる、接尾辞 -0EJJ, -0l, -</>l 

に似た状況格的意味を持った若千の副詞接尾辞であった 一 次例参照、

oupaJJ60eJJ「空から」， olKovoe「家に、家へ」， I(, 7J p 

6 0 l「心の中で」， K E l 0 l「あそこで」， 'I入l6 0 l 冗 p6 

「イリオンの前で」， f)lTJ</>l「力で、力によって」 ； 例、 r 6 cオ
デュッセイアー） f)lTJ</>l oら ¢tpてEp O l ガaav「彼ら

は、力において勝っていた」。

古い状況格的後置詞に起源を持つものとして、次の語尾がある：

1. 0 語幹単数生格語尾 -d (Rdh.Kd 参照）で、これは古い奪格

指標もd< -o-ad の継承である (§.29参照）。
2. 男性・中性・単数・造格語尾 -Uh. (R、¥h.K-0-Uh., C'WH-'b.-Uh., 
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nA'iT-~-U~ 参照）。これは、中間指標 m を含み、それを、近接性も

共存性も表した指示的要素 i によって補強したものである（この i の

要素は、ギリシャ語の副詞的後置詞 —</> t < *-bhi にも立証されるが、
これによって、意味的には造格に近い状況格的な形を形成する）。拡張され

ない中間指標 m は、女性単数造格形に立証される 一 例、 ,KfiHO凪

KOCT~ 輻 TO騒 < t-o-iも m (§. 27参照）。これは、人称、再帰代
名詞の単数・・造格形にも存在している 一 次例参照 TOE:O犀， COE:O瓜

U~HO騒 く *m-b n-o-i-o-m、この場合の o は幹母音、 i は共同性指

標(§.31参照）、 6 は延長を伴って反復された幹母音で、これは古い

共同格的な形(§.5, 31参照）に特有のものである。

当初、語尾 -mi は、行為実現のための状況（環境ないしは手段）であ

る人物や事物の、単一性も多数性も表していない。 Cf. ギ 0t6</>tv 

は、意味的には、単・与 0c(j)「神に」， 複・与 0cOlf;, 単・

属 。cO iJ, 複・属 。cii) 1,1 に等しい（ギリシャ語与格は、共同・
具格的な用法を、またギリシャ語属格は、奪格的用法も持つ）。複数造格の

語尾 -UH < -mi (例、 nぶT-~-UH, C'WH-~-UH) は、第一次的な語尾—

mi の語末母音の延長によって、すなわち、古い共同・双数的な形の形成

法に従って作ったものである 一 cf. 双•主・対 RA~KA< *lJ1kw-o , 
C'WH'W く *sun-u' 古イ 単・具＝双•主・対 vfka 「二匹の狼、

狼と（一緒に）」，ギ双•主・対 入UIC W 「二匹の狼」；小（規模複）

数形の意味を伴う、双数形のさらに古い用法については、上を参照。その他

の印欧諸語では、複数具格形は、単数具格に複数指標 s を付加すること

によって得られる（この指標の起源につては、§.37参照） 一 cf. リ

単・造 m6terimi「女性と」 ， 複・造 m6terimis「女性達と」

古イ 複・具 sunubhi}J「息子達と」<*sun-u-bhi-s ; また、数の点で

中立的な 0c6</>t 「神々 と、神々 に」 < * dhe1Js-o-bhi (AO'(X"ヽ ＜ 
*dhOlJS-0ー と同系）。

3. 0 語幹単数・所格語尾 (Ri\~U,~ < *lJ1kw-o-i 参照）、同じ
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< 0 語幹中性・双数•主・対格語尾 (HS'E < *iug-o-i 参照）、また
同じく 0 語幹男性・複数・主格語尾 (Bdh.U.H< *ulkw-o-i 参照）、
§. 31参照。

i 語幹、 U 語幹名詞においては、スラヴ祖語の単数所格形は、接尾辞

の母音 e の正常延長階梯を含んだ純粋語幹に起源を持っている 一単・

所 n示TH は、 *pont-ei の継承であり、 単・所 C'WHOY は、 *s 

un-eu の継承である（他の格の語幹の影響による eu > ou の交替に
ついては、 §.2 参照）。幹母音の延長階梯は、かつて子音幹名詞の中性主・

対格形の特徴も表示している。このことについては、ヒッタイト語単数 w 

atarーに対する複数 widar—のような例ー ギ uowp 「水」 や

BOAA と同系（起源的には、古い集合名詞、 §.2参照） 一 、また

アヴェスタ語単数 namanー に対する複数 nam~n- < *naman— の

ような例 ー ＂＂^く *i;imen< *H1:i;i-H-men と同系 (cf.ギ 0 1,./ 
oμa「名」<*H1on-H-mi;i, 古プ emmens「名」 ＜ 訊 en-H-men-)

ー が、証明している。古代インド語の主・対格形 namani「名（複）」

のような形においては、複数語幹 *namanー は、一括多数性指標 H2・ 

> i (§.3参照）によって補強されたものである。こうした例は、所格形
と複数形の始原的な関連性のもう一つの例証である。

子音幹曲用の名詞の場合、単数所格形は、指示小辞 e の助けを借りて

作られた。古代インド語単数所格、例えば、 aSman「石のそばで」の場

合とは違って、古代ブルガリア語では、単数所格の意味をもつ純粋子音語幹

は文証されない。複数所格形は、さらに後に現れたものである。それは、純

粋語幹あるいは単数所格形に、複数指標 s (これの起源については、§.

37参照） 及び指示小詞 u を付加して作ったものである。純粋語幹か

らは、 a 語幹（例、 ~l=H-A-X''h.) 、 U 語幹（例、 C'WH-'h.-X'ヽ く

*sun-u-su)及び i 語幹（例、 niKT-h.-X'ヽ < *pont-i-su)の複数所
格形が作られている。当初、単数と複数という範疇に対しては中立的であっ

た単数所格形からは、 0 語幹複数所格形が作られ (cf. 単・所 g、¥h.U.'E
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く *ulkw-o-i と複・所 Ki¥b.U,"EX'ヽ <*ulkw-o-i-su)、また同じ

く、子音幹曲用複数所格形が作られたのである (cf. 単・所 UATliP-li,

KAUl:H-1:, Ci¥OKl:Cーこ と 複・所 UATliP-li-X''h, KAUl':H-li-X'ヽ， Cヽ＼

OKl:C-1:-X'ヽ ）。複数所格形の一部( 0 語幹、 U 語幹、 i 語幹）では、

複数指標の s > X' の転化が音声学的な規則性を持つが(§.3参照）、
その他の形での語尾 —xヽ < -SU は、類推によって得られたものであ
る。

複数所格形において、複数指標 s に対して補足された小辞の u は、

指示代名詞的語根 *u- に起源を持つものであって、この場合の u は、

内在的な意味(§.38参照）を持つか、あるいは話者から離れてあるもの、

あるいはまた互いに離れていて一見しただけでは即座に捕捉できないような

もの (§.25参照）の表徴であった。この最後の用法の故に、 u の要素は、

双数（複数）指標の意味を獲得する可能性、したがって、複数所格形におい

て複数指標 s を補強する可能性を得たものであろう。複数所格形に起源

を持つ、ギリシャ語子音曲用複数与格形においては、補足的指示小辞が u 

でな< i になっている 一 cf. 複・与 μTJ 1: p a a t < * ma. t 
r-s-i (古イ 複・処 matr~u < *matr-s-u)。近くにあるものの表徴で
ある指示小詞 i は、共存（同）性も表したが (§.31参照）、そのため、

これもまた複数指標 s を補強することができたのである。所格（状況格）

としても用いられた純粋 o 語幹（例、 *ulk立 o-)からは (cf. 純粋語幹

単数所格 ""'TH < *pont-ei, C't.lHOY < *sun-ou < *sun-eu, 
古イ 単・処邸man「石のそばに」）、双数（複数）指標の付加によっ

て、双数所格形 *ulkw-o-u (K,¥b.KOY)が作られた。この形は、スラヴ祖

語の曲用を構築するに際して、双数生格形としても用いられるようになった。

双数（複数）の意味を伴うこの指示素 u は、古代インド語の双数主・対

格形 vfkau「二匹の狼」に立証されるが、これは古い共同格的な形 *ul 

kw-o = 双•主・対 Eヽ¥b.KA から作ったものである。

4. 複数与格語尾＂ヽ。語尾＂ヽ は、単数造格語尾＂ヽ 及び
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複数造格語尾 -UH と同じく、中間素 m を包摂している。与格は、同

様の状況格（所格、共同格、奪格、具格）と比べて、更に新しいものである。

これは、活格統語構造が主格構造へ転じて行った後、すなわち活格の主格へ

の転化と活格活用動詞に付いていた絶対格が対格に変わって後に、独立した

ものである (§.38参照）。状況格的な意義をもつ極めて多様な形が、与格

形の原形となった。例えば、人称代名詞の短語尾与格形 UH 及び TH 

(< *m-o-i , *t-o-i , cf. ギ単・与 μol , rol, 古
イ me , te)は、代名詞語幹 *moー及び *toーに、所格指標 i を

補ったものに起源を持っている。この同じ所格指標 i (正常階梯では、 e 

i)は、次のような形における単数与格語尾である 一 C'ltJHOBH =古イ

sunave < *sun-e1J,-ei , C、¥OBf=CH< * k'le1J,-es-ei , UATf=f)H 
< * ma ter-ei , ギ K入E.E l「栄光のために」 < * k'le1J,-es-i , ギ
μTJてPl 「母に」 < *matr-i (ラ matri < *matr-ei と同系），
ギ 入VK,<p=アヴェスタ vahrkai「狼に」 < * 1J.lkw -o-ei ; cf. 
lupo < lupoi ( -oi >も の変化を伴う）；古い決まり文句 popul 
oi Romanoi「ローマの民に」 も参照。ギリシャ語複数与格 入U/'C O l 

a l 「狼達に」 < *lJ.lkw-o-i-si ' μTJ r p a a l 「母達に」<*ma.tr-
s-i は、本質的には、古い所格形である。スラヴ祖語の古い i 曲用の単

数与格形 rocTH < *ghost-ei-ei は、イタリック系言語の -ei-ei 
の組み合わせと同じように、 -ei に短縮したものである 一 cf. ラ

単・与 hosti「異邦人に、敵に」 < *ghost-ei-ei。
a 語幹名詞の場合、単数与格語尾 ~(~f=H~) は、幹母音 a < 
*eH2 と e 階梯の語尾 -ei の融合( * gw en-ai < * gw en-a-ei)か
ら、また単数所格語尾 ~(~f=H~) は、幹母音 a < *eH2 とゼロ
階梯の語尾 i の結合( *gwen-a-i) から、発生したものである。単・

主 r、¥ABA 口 r o n o B a, cf. リ galva.) 一単・対 rA
AB.V. (口 ro n o B y, cf. リ galv印）； p示KA( p y Ka, rank 

a,) - f).V.K.V. (p y K y , rank屯);3HUA (3 11 Ma) - 3HU示
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(3 H M y) ; CT PAHA (c T o p o H a) - CT f)AH示 (CT 0 

po Hy) ; roぃ (rOp a) - ropぶ (ro p y) : CT'EH 

A (C T e H a) - CT'EH示 (cTeHy) のタイプの、移動アクセ

ントパラダイムを持つ a 語幹名詞の単数与、所格間のアクセントの差異

も、単数与格語尾 t と単数所格語尾 t の起源の違いによるものであ

る 一セルビア シトー (IIITO)方言単・与 rJiaBH <スラ

祖 拿golve に対する、 単・所 rJiaBH < スラ祖 * golve ; 
ロ方言与 3HMe, K CTOPOHe, K CTeHe に対する、

所 CTOPOHe, 3HMe CTeHe を参照 (§.38も参照）。

本来、与格は、意味的には、造格にも近いものであった。古い後置的中間

素 m は、与格的な意味も造格的な意味も持たず、行為の遂行者（行為主

agent)と行為が直接向けられるものとの間に、第三者（人、もの）があ

ることを示したものである。この第三者は、仲介者ないしは道具手段として

の意味付けを受ける可能性を得、そのことの結果、 m 指標は、造格語尾

に転じたのである（第 2項参照）。直接客体を表す特別の格（対格）の出

現後 (§.38参照）、付随状況を表す役割を演じた人や物は、間接客体とし

て再解釈を受ける可能性を得た結果、 m 指標は、与格語尾に転じたので

ある。

複数与格語尾＂ヽ は、後置的中間語幹 *moー に複数指標 s (こ

れの起源については、 §.37参照）を加えたものに起源を持っている。 -m 

OS > -Uヽ の変化については、 §.2参照。古代プルガリア語の複数与
格形（例、 KAIi.KOU~, UAT&f)&U~, C'J.IH~Uヽ）に一番近いのは、リト

アニア語の複数与格形（例、 vilk~ms 「狼達に」， m6terims 「女達に」， S

unums「息子達に」）とゴート語複数与格形（例、 wulfam「狼達に」， hr

othrum「兄弟達に」， sunum「息子達に」）である。スラヴ祖語の -mos 

語尾の与格形（例、 拿sun-u-mos> C'J.IH~Uヽ）は、構造的には、ラ
テン語の -bus < * -bhos 語尾の与格、奪格形（例、 pedibus「足（複）
に対して、足（複）の所に」）に近似しているが、対置後置詞 (o6eCHB
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e H 3 a n JI o r) -bh の代わりに、中間後置詞 (Men0eH 3 

anJior) m をもって形成されるのである。古代インド語の複数与格、

奪格、例えば、 vfkebhya]:i. 「狼達に対して、狼達から」 < *ulk立 o-i-bh
i-es , matfbhya]:i. 「母達に対して、母達から」 < *matr-bhi-es , pad 
bhya.]:i. 「足（複）に対して、足（複）から」 < *ped-bhi-es、また複数具格、
例えば、 matfbhi]:i. 「母達と」 < *matr-bhi-s , padbhi]:i. 「足（複）で」
< *ped-bhi-s のような形は、この対置要素 bh を含み、それが、一つ
は、単数造格語尾 -Ub. < -mi の中の i の要素と同じ要素 i に
よって、もう一つは、複数指標 es (s)によって、補強されているのであ

る。複数形において s 指標を加えずに、後置詞 -bhi から作ったもの

に、ギリシャ語の -¢l 語尾の形があるが、これは、ホメロスの言語で

は、単数、複数の状況格的（奪格的、与格的、具格的）な格の意味で用いれ

れている 一例、 an' lKpt6</>t「甲板から」， IC aて' 0 p E, 

a <pl「山々 から」， /3Ln</>t「力でもって」， 冗 apa JJaU<pl 

「船（複）から」。

古代プルガリア語の双数曲用は、三形だけしかないのであって、与格、造

格においては同一語尾ー＂＾ を持っており、このことは、古くはこの二つ

の格の意味の間に近似性があったことを証明している。この語尾は、中間語

幹 *mo— の末尾母音を延長したものから得られたもので、この延長は、

双数的な意味合いでも用いられる共同格 (§.31参照）に特有のものである。

代名詞の男性・中性・単数・与・所格形も、中間後置詞 -m をもって作

られる一例、 TOUOY< *t-o-mo-u , 所 TOUb. く*t-o-m-i。ス
ラヴ祖語の単数与格 *t-o-mo-u は、語尾 u を含んでいるが、これは、

0 語幹名詞単数与格形の表徴でもあった 一 例、 Kdh.KOY < *ul 
kw-o-u ; 与格語尾 -OY の起源については、以下を参照。近接性も共存

（同）性も表した所格的指標 i は、代名詞男性・中性・所格形 TOUb. 

< *t-o-m-i に立証される。 *ulkw-o-ei > *ulkw-oi (=ギ単・与
入uI(, <p, 古ラ lupoi, アヴェスタ vahrkai) と複数指標 s から出
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てくる、 *ylkw-o-ei-s > *ylkw-ois > K、¥h.K'W(§.2参照）タイプ
の複数造格形も、与格と造格の意味の古い近似性について証明している。複

数造格 KAh.K'W < *ylkw-o-ei-s に最も近い対応形は、複数具格形と
して用いられる、古イ vfkai}:i 及び リ vilkaisである。

単数与格 *ylkw-o-ei > *ylkw-oi の語尾もi からは、 -'E が得ら
れてしかるべきであろう(§.2参照）。ところが、古代プルガリア語の

男性、中性 o 語幹名詞にあって、与格語尾 -'E < * -oi < * -o-ei 
は、文証されない。 n03A'E ~Ii &'WKヽ woy(後になってから） の構文

(Dativus absolutus絶対与格構文）には、恐らくその痕跡があり、この場

合、性、数、格ともに C'WK~woy に一致した U03A'E は、古い格形

( 0 語幹中性単数与格）だと解釈すべきであり、それが副詞に転化した

ものである。スラヴ祖語の 0 語幹名詞にあって、与格の職能で使われた

のが、かつての内在格 (uHecuaeH rranelli) (所格 locativu 

s の一種）である。 *ylkw-o-y >単・与 KAh.KOY における内在指

標 u については、 §.38参照。遥か遠い時代に、古い内在格と所格は意

味的に均等化したのであり、このことを示唆しているのが古代ブルガリア語

の —'E < -oi < -o-ei 語尾の副詞と -OY < -o-y 語尾の副詞の
対応である一示Tf)h.&A'E, KぶA'E, HH&A'E, C&A'E, Kh.C&A'E, OT 

~Kh.CぷA'E, OT~CぶA'E, T示A'E, OTヽ T示A'E, Kh.H'EL'KA'E に対する、

示TPh.&AOY, KぶAOY, OTヽ k示AOY, HH品AOY, OHぷAOY, H3K~H 

示AOY, OT~H騒AOY, C示AOY, Kh.C&AOY, OT~Rh.C示AOY, OTヽ C&A

oy, TぷAOY, OTヽ T&AOY, OKぷAOY, Kh.H'E瓜AOY, ぶTPh.L'KAOY, K 

~H&TPh.l&AOY, H3&TPh. 騒AOY, 060騒AOY を参照。
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§. 33 始原的代名詞語根 *s-

文における活格統語構造が、主格構造へ再編されて以後、主格に転じた古

い活格は、 -s 語尾を持っていた。 ギ単•主 入 UICO~, ラ lup 

us, 古イ vfkal). , リ vilkas「狼」 < *y}kw-0-S の s 語尾を参照。
男性単数主格 BAb.K~ も、この原形 *y}kw-o-s から、語末の s が

脱落して以後 (§.2参照）、発生して来るのである。この活格語尾 -s 

は、古い代名詞語根に起源を持つ。この語根は、純代名詞的な用法では、

古イ男・単•主 sa., ギ 0, ゴ sa「これ」 < *s-o- 語幹に
立証されるもので、この語幹は、かつて指示代名詞 *t- の活格として用

いられ、したがって、活性類名詞だけの代替を務め得たにすぎない。指示代

名詞の絶対格として用いられたのは、補充法的語幹 *t-o-(男・中・単．

生 T-0-1"'0, 与 T-0-U゚Y,中・主・対 T-0)であり、この語幹から、

後になって、指示代名詞斜格形が作られるのである 一 ギ男・中・単・

属て 0u, 与 1:{j), 対て 61i ; 古イ属 ta.sya, 与 ta.smai, 

対 ta.m ; ゴ属 this , 与 thamma , 対 thana く *t-o-

を参照。スラヴ祖語では、この代名詞語幹 *t-o- は、男性単数主格に

も一般化したのである 一 Tヽ<*t-o-s , cf. リ 男・単• 主 ta.s。

指示代名詞の活格の古形 (*s-o)を作り、また活格（後には主格）語尾

の機能も果たした代名詞語根 *s- は、古代プルガリア語において、再帰

代名詞の語根としても立証される 一生 Cll:611:, 与 C霰C'E, 造 い

COi&; cf. ラ与 sibi, 対 se, 古ラ sed , ゴ対 sik , 与 si

S 。かつての活格構文（活格動詞文）においては、代名詞主体は、代名詞語

幹 *s-o (=古イ 男・単•主 sa., ギ b「これ」）によって表され、

一方、名詞主体は活性（有生）類名詞の純粋語幹と、代名詞語根 * s- を

起源とする —s 語尾によって、表されたのである。客体は、もしそれが名

詞類であれば、純粋名詞語幹によって、また、もしそれが代名詞類で、主体
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と同一でないときには、補充法的代名詞語幹 *t-o によって表された。代

名詞客体が、主体と一致する場合には、それは、活格動詞の代名詞主体と同

じく、代名詞語幹 * s-e-(* s-o-)によって表され、それが再帰代名詞語幹

としても機能し始めたのである。その再帰代名詞は、主格形なしのまま残っ

たのである。

始原的な語幹 *s-o は、絶対格として機能する指示代名詞語幹 *t-o 

に対する活格として使われたのである。その結果、 拿SO は、指示代名詞

*t-o の補充法活用における男性単数主格形に変わったが、それは、古イ

sa, ギ 0 'ゴ sa に立証される。語幹 *s-e-(*s-o-)が、再帰代

名詞としても使われ、その曲用を構築し始めると、この語幹は、 「良き、自

分の、血縁の（もの）」を意味する語根 *su-(cf. CBOH, ラ 属 sui , 

リ 対 sav~, 生 savijs , 造 saviml)と混滑したのである。 「良

き（もの）」と「自分の（もの）」の意味の近似性については、ロシア語

Jl O 6 p 0 「財産、不動産、所有物」 を参照。また、次例も参照、ギ c 

0 「良く、善、財」<*seu, 古イ SU- 「良く」 , C~-UJ)h. Th. く

*su-m b r-ti-「（逐語的には）良き、自然な死」 (cf. プ Y Mp H 0 

T CM'bPTTa CH, ロ yMepeTb CBOe0 CMep 

Tb IO =リ savo smerciil mirti [天寿を全うする］ ；原形 *su-m 

b r-ti「（逐語的には）良き死」は、意味的には、ロシア語の CB OH 

CMePTb「自然死」に近く、またこれに対立して、 H e C B O H C 

Me p Tb「不幸な、不自然な、非キリスト教徒的な死、例えば、自殺死」

がある）， C~'IAICTh.E <スラ祖 *su必~Sthie 「（逐語的には）良き分

け前、自分の持ち分」 （次も参照、スラ祖 * su-bozbie = ポ zboze 

「穀物、穀粒、自分の食べ物、豊かさ」，上ソルブ zboらo「幸せ、平安」 ， 

ウクライナ 36iJKJKH「穀物、財産」 ； cf. 古イ su-bhaga-「自分

の持ち分を有する、幸せな、富んだ」）， C'WHヽ (cf.リ siinils, 古イ

siinti}:J., ゴ sunus < *sii-n-us , sun-u-s「息子、 （逐語的には）血縁
の、自分の（者）」；家父長制時代からのロシアの概念範疇としての、不動
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産、財産の意味での no6po [財産、所有物］ の語は、息子達も含ん

でいた）， CBISKP'IJ, 生 CBISKP~BIS < • sue-k'ru- , CB郎 Pヽ
< *sue-k'r-(この場合の 事su-e- の構成は、 CBOH における語幹 * su-

〇ー と同じ）。語幹 *su-e- あるいは *s-e- は、さらに、印欧語の姉妹

の名称にも現れている 一 CIECTPA, リ sesuo, 生 sesers, ラ sor 

or, 古プ swestro, 古イ svasar- , ゴ swistar を参照。

語根 *suー からは、先ず最初に、代名詞的形容詞語幹 * SlJ_-0ー が作ら

れ (CBOH, ラ suus, 古ラ sovos「自分の」， 古イ svas「自分自身

の」 ， ゴ swes「自分自身の」，ギ e 6~ < * seu-os「自分の、自分
自身の」を参照）、それに関連する生格（属格）形が作られたのである (cf.

ラ 属 sun。生格形 CIECIE は、恐らく、 • seu-es から、与格形中

の E の一般化と共に発生してくるのであり (cf. 与 CISC'E , これは、

ラ与 sibi< *se-bh-ei 及び古プ与 sebbei とも同系、 §.30 
参照）、この与格形をモデルにして、造格形 COCO!& 及び 所格形 c, 
C'E が作られている。リトアニア語では、 *sev- < *seu- 語幹が、再
帰代名詞の曲用全体に一般化している。単数2人称の物主代名詞（男・単・

主 TB叩）及び単数2人称の人称代名詞（生 TISCIS, 与 TIEC'E 等）

の曲用は、再帰物主代名詞（単•主 CBOH)及び再帰人称代名詞（生 CIE 

CIE, 与 CIEC'E 等）の曲用をモデルにして構築されたものである。
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§. 34 古代ブルガリア語の 3人称動詞形の起源

始原的な活性類の名詞は全て、二つの文法格 ー 活格 (-s 語尾を持

っ）と絶対格（純粋語幹） ー を持ち、また加えて様々な後置詞を付けて

作るいくつかの状況格を持っていた (§.32参照）。数の範疇の発達は弱く、

複数専用形がなくて、むしろ状況語的副詞である状況格のいくつかが、大な

いしは小（規模）の多数を表す形としても使われたのである。したがって、

例えば、 *ulkw-o (cf. 古イ 単・具 vrka 型の共同格の形が、双数 (c

f. 双・主・対 R,¥b.KA)の意味も持ち、 *ulkw-o-i (cf. 単・所 g、¥b.
LI,'£)型の所格形が、複数 (cf.複・主 R,¥b.U,H)の意味を、また不活性類

名詞（例、双•主・対 HS'£ < *iug-o-i 参照）の場合には、それが双
数の意味を兼ね備えたのである；—e 語尾を付けた子音幹曲用の所格形 (c

f. 単・所 KAUl:H-1:) も、双数形として使われている ー ギ双• 主・

対 冗 0 lμ もJ.J-e 「二人の牧人」 参照。

活性（有生）類名詞の状況語的な形が、絶対格の意味の複（双）数形とし

て、すなわち、通常、遠心的動詞（他動詞）である活格動詞の非単一的な客

体の表現として、あるいはまた、通常、非遠心的な動詞（自動詞）である不

活格動詞の非単一的な主体の表現として、使われたのである。本来、活性

（有生）類名詞だけが持っていた -s 語尾の活格は、数範疇に対しては中

立的であった。活格構造文の行為主の数は、主体の格形から現れてきたので

はなく、単一主体の時には、純粋語幹ないしは —t 語尾を持つが、非単一

主体の時には -nt 語尾を持つ述語の形から顕現してくるのである。数範

疇の発達に伴い、名詞接尾辞や語尾の母音の交替によって、次第に、活格構

文の単一主体の形と非単一主体の形とが区分されるようになるのである。活

格（後に、主格）には、二つの異なる形、すなわち、一つは単数形、もう一

つは複数形が現れ、それはその末尾の階梯によって区別されるのである。次

例参照、 単•主 C団H~=古イ sunul_i < *sun-u-s, 複・主 C'WHOR 
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If: =古イ suna.va};t く *sun-eu-es(cf. ギ単• 主

じ」，複•主冗力 XE l~ く＊冗 ax-eF-e~).

冗 TJX uヽ「ひ

単•主 rocT

b., ゴ gasts 「客」，ラ hostis 「敵」<•ghost-i-s , 複• 主 r

OCTb.lE コ gasteis, フ hostes < *ghost-ei-es (cf. ギ単• 主

冗 6 入 l' 「都市」，複•主冗 6 入 E l'<• 冗OA-El-E,), 

ギ単•主冗 0(;'< . 冗0o-, 「足」，複•主冗 6 0-E'o  

語尾 —t の3人称単数及び語尾 -nt の複数 3人称の活格形は、起源

的には、不変化の動詞派生名詞であって、それが、次第に、動詞活用に吸収

されて述語に変わるか、あるいはまた、曲用を発達させて分詞に転じたので

ある（ここで念頭においているのは、アオリスト 3 人称単数語尾—Tヽー

例、 O'(IIP'ETヽ， PACnがr"h.,nHTヽ ー のことだけであって、現在3人

称単数語尾—Tヽー例、 CIEPIET"h. =古イ bhlirati「［彼は］担う」

< *bher-e-t-i ー やインパーフェクト ［未完了過去J 3人称単数語尾

-t 一例、古イ a.bharat 「［彼は］担っていた」 <•e-bher-e-t -

のことではない）。 3人称複数の非完了動詞形、すなわち、古いインパー

フェクト（単純アオリスト、 §.12参照）形及び現在形と、非完了（能動現

在）分詞形との関連性は、明らかである 一 次例参照、 単純アオ・ 3• 

複 nAA示く *pod-o-nt, 現・ 3・複 UAAぷTヽ<•pod-o-nt-i 

(§.27参照）， 男・複・主 nAAぷ町rヽ < *pod-o-nt-i-es (§.27参照）

; 3・複 HIECぶTヽ，男・複•主 HIEC示町re;現・ 3・複 CIEP&'Jヽ（＝

古イ bhiiranti , ギ ¢ipouat , ドーリス ¢ipovて l く

*bher-o-nt-i) , ギ未完.3 • 複 E-</>EPOJ.i (=古イ li-bharan 

「［彼らは］担っていた」 < augmentum syllabicum を伴う • bher-o-n 

t より、 §.12参照）， 男・複• 主 CIEP示町re < * bher-o-nt-i-es 

（ギ ¢ もpO Z,J てE' ' ラ ferentes と同系）。当初、接尾辞 —nt­

の付いた述語と分詞は、能動性 一 受動性という特徴に関しては中立的で

あった。分詞接尾辞 -nt- と同系の接尾辞 -anzaー を伴うヒッタイト語

分詞は、他動詞から作るときには、受動の意味を持ち（例、 adanza-「食べ
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られた」、しかし、男・複•主 1'9A示町r1: [食べるところの］、またその

同系語、 ラ edentes「食べるところの」 < * H1ed-e-nt-, ラ dentes 
「歯、［逐語的には］食べるところの」 < *H心e-nt-;kunanza-「殺され
た」； appanza-「つかまえられた」）、自動詞から作るときには、能動の意

味を持つ（例、 akkanza-「死んだ」， huyanza-「逃げた」， panza-「動きだし

た」）。これは、それ以前の古い言語状況の痕跡であって、 nt 付きの述語

や分詞の原形は、主体ないしは被（限）定項としての活性類名詞が、相 (v

oice)的な表徴抜きの動詞的特徴 (rnaroneH IIPH3HaIC)を

付与されたことを表したものである。

始原的な接尾辞 -nt- は、集約的な意味を持っていた。同接尾辞は、ギ

リシャ語では、形容詞最上級を作る接尾辞として立証される（スラヴ祖語の

形容詞比較級の集約的な意味については、 §.20参照） 一 例、 li E 0 

C「若い」 < *neu-o-s に対して、 li E lil て a て 0~ 「一番若い」 ＜ 

*neu-o-t-:i;,it-(集約語幹幹母音における延長、 §.5,6参照）。同様の、形容

詞の集約語幹は、 チ drahy「大切な、愛する」 に対して、 古チ dr 

ah11ci 「大変大切な」 ＜ スラ祖 * dorg-o-nt-i-o- ; bily「白い」

に対して、 b帥l11ci「非常に白い」 ＜ スラ祖 * bel-o-nt-i-o- のような

例から結論できるように、スラヴ祖語にも存在したのである。さらに、チ

div div11ci「非常に奇妙な」， svet svるt11ci「全世界、世界中」， pravdapr 

avd11ci「まぎれもない真実」，口 ThMa TMYIUaH (無数、［逐語的

には］ 真っ暗闇）のような語源的な固定表現形も参照。

集約語幹からは、指小 (diminutive)名詞も作ることができた。ガーター

ス (A.Gaters,1954)は、ウラル・アルタイ諸語において、形容詞比較級

の接尾辞が、指小名詞の接尾辞と同一であることに注目し、同時に印欧語の

類型的な対応例も示したのである。スラヴ祖語では、接尾辞 -nt- の助け

を借りて、動物及び人間の子供の名称が表された 一 次例参照、単•主

OTPO'IA¥, 生 OTPO'Iがr1:, npACA¥, npACA¥ Tl:, ~P'ECA, ~,'Eeがr1:,

OCAA¥, OC、¥A¥TI:, K03i¥A¥, K03AA¥TI:, ORk'lh¥, ORk'lh¥TI:, K,¥IQCA¥, 
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Kヽ¥IOCltTle「繋がれている家畜の子供、駄獣」。その他の印欧語にも、いく

つかの、接尾辞 -nt- の指小的用法例がある。クレッチマー (P.Kretsch 

mer, 1925)によれば、ラ Plcentes「中部イタリアのピーケーヌム Plcen 

um地方の住民」 は、 plcus「キッツキ」に由来するもので、「若いキッ

ツキ、キッツキの子供」を表し（キッツキは、この地方の入植者を守護する、

トーテム崇拝的な動物）、また、ローマ七丘の一つの名称である、ラ Aven 

tlnus は、 avis「鳥」 の派生語 *aventes「若い鳥」 に起源を持つ

という 一 cf. 古高ド hrind く拿kr-ent-o「若い雄牛、若い雌牛、若

い有角家畜、 （逐語的には）小さな角、小牛」 (KPAKA や ラ cornu 

「角」 における語根 *krー， k'r- から）。揚意 (elatlvus)級（最上級）

語幹が、特徴の増大を表す一方（例、 スラ祖 bel-o-nt-i-o- = 古チ b 

eluci「大変白い、真っ白な」）、生物の名称を表す語幹は、生物自体の増大・

増殖、すなわち、生物の生長と増殖の時期を表したのである。最初は、能動

現在分詞は、増大的な動詞特徴を表す動詞派生形容詞である 一次例参照、

古口 uor示T-h.H'lt. <スラ祖 *mog-o-nt-「強力な、力のある」 (cf.

現・単• 1 uor&, uoぶleWH),CAOKOYT-h.H'lt. [ <スラ祖 *sloy-

o-nt-「高名な、誉れ高い」 (cf. CAOK示， Ci¥OKヽWH), チ mrzuty < 
スラ祖 *mhrz-o-nt-「厭うべき、忌々しい、むかつくような」 (cf.llf)h. 

X示， UPh.3HWH「うんざりさせる、嫌悪をもようさせる」）。スラヴ祖語の

能動現在分詞の原形、例えば、 *ber-o-nt-i-o-> Clef)&町『 における
i 指標の起源については、 §.27参照。

-T- 指標を付けた受動過去分詞（例、男・単•主 nHT'lt., n'tTヽ，，，^

enがr'lt.,noポPh.Tヽ 「飲み込まれた」）と -Tヽ 語尾のアオリスト 3人

称単数の動詞（例、 nHTヽ 「飲んだ」， n'tTヽ 「歌った」，，，ACnが rヽ 「礫

にした」， no~Ph.T'lt. 「飲み込んだ」）の発生源である、接尾辞 -t- を持

つ名詞も、相的特徴付けを持たない動詞的特徴の指示を含んでいた。一方で、

接尾辞 -t- のある受動過去分詞を作り、もう一方で、語尾 —Tヽ の2• 

3人称単数アオリスト形を作る古代ブルガリア語の動詞類の間には、ほぼ完
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全な一致がある。時に、受動過去分詞形が 2• 3人称アオリストと語根母音

階梯に差異を持つことはある 一 例、単• 3 npoCTP'ETヽ に対して、

受過分男・単・主 RPOCTPh."『ヽ。

接尾辞 —t のある動詞派生名詞は、人が動詞的特徴を付与されている

ことを表した。動詞的特徴の付与は、通常、行為がすでに遂行済の場合であ

る。それ故、接尾辞 —t の付いた古い名詞は、 -Th.f: 語尾の動（詞派

生）名詞を作る一方で（例、アオ・ 3・単 oyup'ETヽ に対して、 oyup

b. Th.f: ; アオ・ 3・単 RHTヽ， 受過分・男・単・主 RHTヽ に対し

て、 RHTb.f:; アオ・ 3• 単 ,KHTヽ に対して、 ,KHTb.f:; アオ・ 3・単

がr~, 受過分・男・単•主 A¥Tヽ に対して、 A¥Tb.f: ; アオ・ 3・単

R'ETヽ，受過分・男・単•主 n'ET~ に対して、 R'ETh.ヽ）、 3人称単

数アオリスト形か受動過去分詞形に変わったのである。もしも他動詞的な特

徴を受け取るのが主体であれば、活格構文では文法的客体の役割を果たす絶

対格はなくなる、すなわち、接尾辞 -t- の付いた名詞は自動詞に転じ、

そこから受動過去分詞が発生することになろう。もしも他動詞的な特徴を受

け取るのが行為の客体であれば、すなわち、活格構文に絶対格である行為の

受け手も存在するのであれば、接尾辞 —t の付いた名詞は、他動詞述語

として、すなわち、動詞3人称アオリストとして、使われることになろう。

主体が自動詞的特徴を付与された場合にも、 3人称アオリストの動詞が得ら

れよう。

t 指標の受動分詞がある印欧諸語（古代インド語、スラヴ祖語、ギリシャ

語、バルト語、ゲルマン語） ー ギ K 入 u て 6~ 「知られた」＝古イ

sruta}:t「聞知された」， 入eK て 6~= ラ lectus「選ばれた、優れた」，

ゴ wasiths 「を着た」，リ siutas「縫われた、刺繍のある」＝プ WH  

T、ただし 古ブ Wb.Bf:H~ — では、これら受動分詞は、基本的には、

通常始原的な活格活用の継承である、他動詞（遠心的動詞）から作られてい

る。通常古い不活格活用の継承である自動詞（非遠心的動詞）は、基本的に

は、接尾辞 —t を持つ受動過去分詞を形成しない。本来、接尾辞 -t-
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の付いた分詞は、相的表徴は持っていない。ラテン語のいくつかの過去分詞、

例えば、 praeteritus 「過ぎ去った、過去の」， occasus「沈んだ」 (solocca 

SUS「沈んだ太陽」）は、受動的な意味は持たない。自動詞から作る、古代イ

ンド語の、例えば、 gata.-< *gwIJ1-tO- 「去ってしまった、過ぎ去った」の
ような接尾辞 —t 付きの分詞も、受動の意味は持たない 一 cf. 語根に

ついては、ラ 現・ 1・単 venio, ゴ qima「来る」<*gwemーを参照。

時が経つに連れて、 COl""ATヽ， KPHdATヽ， CPAAATヽ，，，Ol""ATヽ (cf.

ラbarbatus「ひげのある」， cornutus 「角のある」， auritus 「耳のある、

耳の長い」）のような、名詞派生形容詞も、接尾辞 -t- を以て作られた。

これらは、人物（事物）が基の名詞によって決定された特徴をもつことを表

したのである。

最初は、 3人称単数動詞の意味を持った、接尾辞 -t-(-to-)付きの述

語的動詞派生名詞は、純粋語幹、すなわち絶対格として使われた。無客体活

格構文においては、この述語的名詞は、自動詞述語の意義を獲得し、そこか

ら、受動過去分詞（動詞派生形容詞） (OYCHTヽ ，古イ hata. = ギ ¢ 

a て 6~ 「殺された」<*gwh:i;;,.-t-o-、すなわち、ギ </>OJ.JEUW「殺す」

と同語根；ギ K 入 u て 6~=古イ sruta.-, ラ in-clutus 「知られた」

< *k'lu-t-oーのタイプの分詞）と中動的自動相の 3人称単数過去形（ギ
中動・未完.3・単 e,<f>epei-o= 古イ a.-bharata「（自分のため

に）運んだ」<*bher-e-toーに、後に augumentumsyllabicum を付加し

たもの[§.12参照］ 一 のタイプの過去形）が作られたのである。活格

の主体（語尾 -s を伴う）と絶対格（純粋語幹）の客体を持つ活格構文に

おいては、接尾辞 —toー を持つ述語的動詞派生名詞は、他動詞的な意義を

持つ 3人称単数過去形に発展した。次例参照、アオ・ 3・単 IITヽ，＂＂

P'ETヽ,nHTヽ， n'ETヽ, 3A'IIITヽ， npOKdllT~, npocT P'ETヽ， no~

P~Tヽ， noBHTヽ、これらの大部分は、他動詞派生である。

スラヴ祖語の 3人称単数アオリスト語尾 -t'b は、恐らく、 -tos 語尾

に起源を持ち(§.2参照）、それは、述語的名詞の純粋語幹に付加された
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有生類名詞の始原的な活格指標 s (すなわち、後の単数主格語尾 -s)を

含んだものである。恐らく、活格構文における述語的動詞派生名詞は、格の

上では構文の主語と一致していたのである。実在しているのが、印欧語の絶

対（独立）分詞構文（古代プルガリア語の絶対与格 dativusabsoliitus、ギ

リシャ語の絶対属格 genitivusabsolutus、古代インド語の絶対処格 loca 

tivus absoliitus. ラテン語の絶対奪格 ablativusabsolutus)型のシンタ

グマであり、文証される諸言語では、これは状況語的な従属文の意義で使わ

れている。かつての語尾 —s の痕跡は、古プロシャ語の過去形に生き残っ

ている ー アオ・ 3・単 billats「言った」， immats「取った」を参照。

アオリスト 3人称単数語尾 —tb と不活格活用の 2 人称単数語尾—th (cf. 

古イ完・ 2• 単 vettha, ゴ現・ 2・単 waist, ギ完・ 2・単

o l a 0 a < *uoid-th-「君は知っている」）は、混滑してしまっている。
そのため、 3人称単数アオリストで —tb 語尾を持つ動詞にあって、 -tb 

は、 2人称単数アオリスト語尾としても使われだしたのである。 一 cf. 

アオ・ 2• 単がr~. npoKヽ＼がr~. oyup~Tヽ 。この混滑は、スラヴ

祖語の、その他の活用の 2• 3人称形が、語末子音の脱落後、一致してしまっ

たという状況によっても助けられたのである。
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§. 35 古代ブルガリア語の 1• 2人称人称

代名詞と動詞語尾の起源

始原的な人称代名詞と動詞活用における始原的な人称語尾の使用は、 1つ

は、話者 (1 人称）と非話者 (2• 3人称）の対立、もう 1つは、対話者

(1• 2人称）と非対話者 (3人称）の対立を前提としたものである。先ず

最初に現れたのは、 1• 2人称範疇の場合の、人称代名詞と、起源的に代名

詞的な動詞語尾である。当初、 3人称形は、特別な代名詞語尾を持たず、動

詞の純粋語幹か、あるいはまた、動詞派生名詞（分詞）の純粋語幹であった。

3人称の人称代名詞も、さらに後の発生である。古代ブルガリア語において

も、真の 3人称代名詞は未だ現れていない。 3人称代名詞として使われてい

るのは、指示代名詞である（男・単•主 Cb., 生 ce:ro, 複• 主 CH, 

男・単•主 Tヽ，生 Toro, 男・単•主 OH'h., 生 oHoro, 複• 主

OHH)。代名詞の OHヽ が、人称代名詞として使われるとき、その斜格の

機能を務めるのは、承前代名詞の形である（男・単•生 こro,与 f=UOY,

複• 生 HX'ヽ，与＂＂ヽ ）。

活格活用動詞の 1人称単数指標は、中間的代名詞語根 拿m— であったが

(§. 30参照）、この語根から、 1人称単数の人称代名詞斜格（生 Uf=Hf=, 

与 Uh.Ht,対 UA¥,cf. 古イ属 ma.ma,me, 与 ma.hyam,me, 対

mam, ma; ギ属 eμou, μo u, 与 eμol, μol, 対£

μe, μ も；ゴ対 mik, 与 mis;ラ属 mei,与 mihi,対 me)

と1人称複数の動詞形 (f=CUb. く *es-m-i, 1・複 f=CUヽ < * es-m-
OS参照； cf. 古イ 現・ 1・単 a.smi, ギ E lμl, リ esmi, ラ

sum, ゴ im「プ C'b M」；古イ 現・ 1・複 sma.}:i, ギ eaμ 

e v, ラ sumus , リ esm~, さsme,ゴ sijum 「ブ CMe」)が作られ

たのである。 1人称単数人称代名詞は、補充法 (suppletion)的な曲用を行っ

た 一 絶対格は、後の斜格の基になった語根 *m- から作られたのに対
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して、後に主格に変わった活格は、語幹 *eg'- から作られたのであり、

この場合の e は、恐らく、 E-CI: や プ e-T O (=口 BOT) と同

系の指示的小辞 (deicticparticle)であり（ギリシャ語 1人称単数人称代

名詞斜格のトーン・アクセント強意形である 属 Eμ0 iJ, 与 eμo l, 

対 eμe は、これと同一の小辞を伴う）、また、 g (摩擦音ヴァリア

ント g' あり）は、単•生 TOl"'O の r と同系の指示的小辞であり

(cf. ゴ対.mik < *me-g-)、先行語の強調を行う後置要素であった 一
OHヽ ms(ギ o oら）， 'EKom&(=ギ w~. w~ oら），男・
単・主 Hぶこ（＝ギ 0~) における mE を参照， cf. てoiJro

re「それ（こそ）」， op a r E 「（ともかく）見よ」， E U r E 「大変
見事に」 における re。

1人称単数主格 A3~ に最も近い対応形は、古イ aha.m < *e-g'-H:i-
om (g'H2 > g'h > hの変化を持つ）、また同じく、ギ e r ti) (cf. ホ
メロスの言語における ' e r w J.J < *e-g'-o-H2-m), ラ ego< *e-g'-
比であり、これらの m や比は、強調のための 1人称指標である。

前者の指標は、人称代名詞の斜格語根 *m- (例、生 Ul:HI: 参照）と同

系であり、一方、比の要素は、不活格（完了）活用の 1人称単数語尾と同

ーの要素である ー ギ完・ 1・単 o lo a「知っている」＝ 古イ

v~da < *uoid-H:ieを参照 ； cf. 現・ 1• 単 K'EA'R, スラ祖 *uoid-

a-i (現在指標 iを付加して、 *uoid-H2-e> 寧y.oid-a から作ったもの）。
完了活用の 1人称単数形に H (H2)の語尾があることは、ヒッタイト語 S 

akhi (saktii)「知っている」が証明しており、この場合の iは、現在指標

であって(§.27参照）、現・ 1・単 f:CUh. = ギ E lμl' 古イ

a.smi , リ esml < *es-m-i「私はある」の i語尾と同系のものである。
また、この比指標を似て作られたのが、 ギ ¢ もPW, ラ fero, ゴ

bafra「運ぶ」 < *bher-o-H2タイプの 1人称単数現在形であり、この
形は、恐らく、最初は中動相的な意味 (HOCH CM  [自分（のため）に

運ぶ］）を持っていた可能性がある。 1人称単数現在 Cf:J)示 のような形
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は、 *bher-o-H:.mに起源を持ち、これは、 1人称指標 m が、 1人称単数

*bher-o-H2 > *bher-oの形に付加されたものである。 Cf. * bher-o-H2ー
m に補足的現在指標 i を付加した、 古イ 現・ 1・単 bharami 

「担う」。古代インド語の 1人称複数現在形 bharama}:i. 「私たちは担う」

は、 1人称単数現在形の語幹 * bher-o-H2-m > * bha.ram に、複数指
標 es(os)を補って作ったものである。 A3ヽ の語尾 ーヽ は、恐らく

は、 ーom に起源を持つものであるが (cf.古イaha.m< *eg'-H2-om)、
語頭母音＾は、 ギ tr血 ラ ego, リ a.s, ゴ ik「私」

< *e-gし における古い e に対応しない。主格（古い活格）の語幹 *e-
g'ー は、恐らく今一度指示的要素 e による補強を受け (cf.ギ t -μ, o 

D < *e-mo-s-)、その後 *eg'-< *e-eg' — が、スラ祖 *iazb を

与えた可能性がある 一 cf. プ方言 0a3, Ra, ~3, ロ H, セ・

ク ja, ス ja.z,ja, 古チ ja.z, ポラープ joz,jo。

活格構造の言語の特徴は、複数専用語尾の欠損である。それに代わって、

動詞活用で支配的なのは、語幹の補充法 (suppletion) 一 単数形と複数

形が別々の語幹から形成される ー である。印欧語（古代プルガリア語も）

は、始原的な活格構造言語の継承であるが、ここでは、単数と複数の動詞語

幹の間の補充法構成は、消失してしまっている。しかし、いわゆる不規則動

詞における、単数語幹と複数語幹の語根母音の階梯の違いは、始原的な状態

の痕跡であり、これらの動詞は、過去の言語史の段階の特徴を包含している

点で格別な動詞である。 Cf.古イ 現・ 1・単 a.s-mi「私はある」<*Hie 

s-m-i, 2 a.si, 3 a.sti に対して、 1・複 sma.}:i. < * H1s-m-es, 2 
stha., 3 sa.nti ; ゴ 1・単 im〔畑動詞〕， 2 is, 3 istに

対して、 1・複 sijum , 2 sijuth, 3 sind ギアオ・ 1・単

eowKa「与えた」 < *deH3-H2-m (これに、 augmentumsillabicu 
m を伴う）， 2 e ow Ka~, 3 e owK e に対して、 1・複 ど

o oμe v < *dH3-H2-m-, 2 e o oてe, 3 eooaav : ア
オ・ 1・単 e0T}Ka「置いた」 < * dheH1-H2-m , 2 e 0 TJ K a 
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"' 3 E0TJKE に対して、 1・複 e 0 eμE v < *dhH1-H:i-m-, 
2 e 0 Eてe, 3 e0Eaav ; ギ現・ 1・単 e lμt 「行

く、来よう」 ＜ ＊凡ei-m-i, 2 E l, 3 E l a t に対して、 1• 

複 lμE JJ く ＊比i-m-, 2 tてE, 3 ta at ; 古イ

完・ 1・単 v~da 「知っている」 < *y.oid-H2e. 2 v~ttha, 3 v~d 

a に対して、 1・複 vidmii く *y.id-mo , y.id-me, 2 vida, 3 v1 

dur (cf. 完・ 1・単 o l o a, 2 o l a 0 a, 3 o l o e に

対して、 1• 複 t aμe v, 2 t aてe, 3 taaat) 

ゴ現・ 1・単 wait「知っている」， 2 waist, 3 wait に対して、

1 ・複 witum , 2 wituth, 3 witun 過・ 1・単 nam 

「取った」 < *norn-, 2 narnt, 3 narn に対して、 1・複 nernu 
m < *nern-, 2 nernuth, 3 nernun ; ヒットタイト 完・ 1• 

単 sakhi (saklJi) (a < oを伴う）「知っている」， 2 sakti (sakti), 
3 saki (sakki) に対して、 1・複 sekweni (sekueni), 2 sekteni 

(sekteni), 3 sekanzi (sekkanzi) (語根母音の正常階梯、すなわち e 

階梯）。動詞の単数語幹と複数語幹の古い差異の古代プルガリア語におけ

る唯一の残滓は、 3人称複数形 C示Tヽ とそれに連繋する能動現在分詞

形（男・単•主 C'W, 生 C示町『A;§. 34参照）が、語根母音の階梯に

おいて、残りの全現在形（例、現・ 1単 f=CUh., 2 紅CH 等）に対立す

る非テーマ（無幹母音）助動詞の現在活用である。

当初、活格活用の単数1人称と複数1人称の形の間に存在した差異は、語

根母音階梯にだけあった。どちらの形も、語尾 -rn を持ち、それに対し

て後に複数（多数性）指標 s (これに起源については、§. 37参照）が

付加され、その結果、より新しい複数形が得られたのである。 Cf. 現・ 1• 

単 f=CUh. く ＊凡es-rn-i, 1・複 f=CU~ < *比es-rno-s; 現・ 1• 

複 ferimus< *bher-e-rnos = 現・ 1・複 Cf=J)f=Uヽ における、ラ
テン語語尾 -mos > -mus も参照。 1人称複数語尾 -mo-s > -U~ 

と並んで、 -mo (-UO)の語尾も存在したが、これは、一部の古代プル
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ガリア語文献にだけ文証されるもので、非テーマ動詞の場合である（例、現・

1・複 AAUO) ; セルビア・クロアチア語、スロヴェニア語、ウクライナ

語、スロヴァキア語、そしてプルガリア語西部ウ方言 (J¥> yの変化を持
つ）では、また、中世の西部ロシアのテクストでも同じく、 -mo は、 1

人称複数一般の語尾に変わっている。恐ら<、 -mo は、例えば、古イ

完・ 1・複 vidmli が *uid-moの継承である場合、古い不活格活用の

複数 1人称語尾の継承であろう。複数1人称のもう一つの語尾は、 -me 

ないしは -mes (複数指標 sを補っている）である。中世プルガリア語

の非テーマ動詞複数 1人称形 K~UI:, AAUI:, 1:CUI:、HUAUI: を参照、

この複数1人称語尾 -UI: は、ここからさらに後に過去語尾 —X'OUヽ ＞ 

-X'田 に転移し、また同じく、 1 人称単数現在で語尾— M を取るテー

マ（幹母音）動詞の現在形にも転移したのである、 cf. プ現・ 1・単

LiaBaM, 1・複 LI a s a M e。中世プルガリア語の ＂ヽ 語尾は、
-me, -mes のどちらからも出た可能性がある 一 ドーリス 現・ 1• 

複 ¢epoµe~ 「運ぶ」，リ 現・ 1・複 v競ame 「（乗せて）運ぶ」

参照。

活格構造言語の特徴は、 1人称複数に対して二種類の異なる形が存在する

ことである。一つは、内包形 (inclusiveform 2人称を包摂する形）であ

り、「君と私（君達と私）」を表すのに対して、もう一つは、外包形 (exclus

ive form 2人称を除外する形）であって、「彼と私（彼らと私）」を表す。

1人称代名詞の内包形と外包形は、スラヴ祖語（古代プルガリア語）や他の

印欧諸語が継承した、活格構造の形態・統語組織の原形にも存在した。 1人

称複数代名詞の内包形と外包形の違いは、文証される印欧語に（古代プルガ

リア語にも）現れている。代名詞のかっての活格と絶対格が、異なる語根か

ら作られたことを示唆する唯一の補充法曲用が立証されている。

内包形は、代名詞語根 *u- から作られ、これは、本来、一見して即座

に捕捉不能なものに関係する語根である(§.25参照）。双数的な意味も持っ

ていたこの語根からは(§.32第3項参照）、 1人称複数の、補充法的内包
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形代名詞曲用の活格だけが作られ、それは後に主格に転じた。古イ 1・複・

主 vayam「私達」を参照ー これは、 *y-e-,y-o-語幹に、古い所格的

後置詞 i (§. 31参照）に起源を持つ多数性指標 iと古い中間語根 *m-

に起源を持つ 1人称指標 m (§. 30参照）をもって補強したもの。 Cf.

ヒッタイト 1 ・複• 主 wes (y緑）「私達」は、 *y-e- の語幹に、多数性

指標 s (これに起源については、§.37参照）を付加したものであり、

また同じく、ゴ weis「私達」も、語幹 *y-e- と二つの多数性（複数）

指標 i と s から作ったもの。双数 1人称形も、 1人称内包形語幹 *u-

e-「君と私（君達と私）」から作っている。 一 次例参照、双• 主 B'E 

＜ ＼も（幹母音の延長を伴う、§. 5参照）；リ 双•主・対 v~-du = 

ゴ wit「私達二人」（語幹 *y-e-を語根 *du-「二つ」をもって補強したも

の一 cf.Aヽ Bd, ラ duo, ギ tiv w < *du-o「二っ」）。 u の要
素は、双数及び複数 1人称の動詞語尾でもあった 一 次例参照、現・ 1• 

双 SCB'E(この語尾の -B'E は、双数主格 B'E と同じもの）， リ さsv

a, esva. 「私達二人はある」（複数指標 s を補った 古イ sva.}:t く ＊ 

H,s-ye-s と同系），ヒッタイト 現・ 1・複 ep-wen-i (ep-yen-i)「掴む、

取る」 (-ye-n〔以下を参照〕を現在指標 i 〔§切参照〕にょつて補強し

た1人称複数語尾）。

1人称複数代名詞の同じパラダイムの斜格は、語根 *n- から作られた

が、これは、本来、外包的な意味（彼と私、彼らと私）を持っていた。同語

根は、「彼（彼ら）」だけも表していた；これに指示的要素 e (o) を補強

して、指示代名詞 OHヽ < *o-no— が作られ、それが、古代ブルガリア

語で3人称代名詞としても用いられるのである 一 cf. リ ans「それ、

彼」，古イ ana-「あの、その」， 古高ド ener =ド jener 「あの、その」。

ギリシャ語中動相 1 人称複数語尾—µe 0 a (例、現・ 1・複 入u6μ

e0a「解ける、ほどける」）は、 1人称代名詞語幹 *m-e- と始原的な不

活格活用 2人称単数語尾 —tH2e = ギ-0 a (cf. 完・ 2・単 o la  0 

a「君は知っている」）から構成された合成内包指標だと見なすべきである；
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完了形及び中動相両方の原形としての始原的な完了活用については、§.15 

参照。古代インド語の 1人称複数語尾 -mahe (例、中動・現・ 1・複

bruma.he「話す」）も、同様の説明がなされるべきであり、この語尾は、 th

> dhの有声化（原因不明）と古い現在指標 i を補った -me-tha-iか
ら作ったものである。 Cf. 古代インド語中動相〔反射態〕 1人称双数語尾

-vahe < *ue-tha ー この場合の —tha (起源的には、不活格活用動

詞の 2人称語尾である —tH2e から）は、内包指標を補強する役割を果たし

ている。ギリシャ語中動相 1人称複数の完全語尾 -μea0a (アッティ

力方言の 現・ 1・複 </Jpa(6μe0a「考える」に対して、ホメロス

の言語における </JpaC6μea0a を参照）においては、合成中動語

尾—me-tha< -me-t枷の 1人称指標 -meは、多数性（複数）指標 s
（これの起源については、§.37参照）による補強を受けたものである。

ヒッタイト語中動相 1人称複数語尾 -wasta (-uasta) (例、現・ 1・複

eswastati (esuuas紐〔 ti〕）「座っている」，過・ 1・複 arwastat (arua 

stat)「立っていた」 参照）は、始原的な内包指標 *ue 「二つ」 ＞ 

「君と私」を、複数指標 s と始原的な不活格活用 2人称指標 tha < tH2 
eとによって補強したものである。内包・双数的要素 ueと不活格2人称

語尾 —tha の逆配列によって得られたのが、古代インド語中動相2人称複

数語尾 —dhve < -th-ue (原因不明の th > dhの有声化を伴う）で
ある 一 次例参照、中動・現・ 2・複 bha.radhve 「君達は自分のため

に運ぶ」。

-t-the に起源を持つ、ギリシャ語中動相2人称複数語尾-a 0 e (次例

参照、現・ 2・複 冗 atoeuea0e「君達は教育を受ける」）は、複

数2人称語尾 —te (次例参照、現・ 2・複 Cl:f)l:Tヽ＝ ギ <PEPEて

c「運ぶ」）の内の t の要素を、不活格活用 2人称語尾 -0e (-0a 

に代えて） <—tH2e によって補強したものと見なすべきである（ギリ

シャ語では、能動相2人称複数語尾 —te の影響によって、 —tH2e > 
-0 a に代わって、 -0 e 語尾が分離独立した；この語尾の起源につい
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ては、以下を参照）。ギリシャ語中動相 1人称複数語尾 -μe 0 a < 
-me-t枷及び 2 人称複数語尾— a 0 e < -t-tH2e の起源を解明する
上で、有効な類型的対応例となるのが、南アメリカ・インディアンの言語グ

アラニ語の活格的文法構造であるが、ここでは、不活格活用の 2人称指標は

接頭辞 nde-、活格活用 2人称複数指標は接頭辞 pe-、不活格活用 1人称

複数内包指標は接頭辞 na-nde— であるのに対して、接頭辞 pe-ndeー は

不活格活用2人称複数指標である。

ギリシャ語 1 人称複数語尾—µe v (次例参照、現・ 1・単 冗 al 0 

euoμev「私達は教育する」）は、語尾 -μe 0 a とは違って、当初

は外包的な意味（彼と私、彼らと私）を持っていたのであり、 1人称語幹

*meー とそれに指示的指標 nを加えたものから成っている。この n 

は、男・単•主 OHヽ < *o-no-, 生 ouoro, 複・主 OHH の構成
要素の n と同一のものである。ヒッタイト語1人称複数語尾 —wen (-u 

en) (例、現・ 1・複 epweni (epy.eni)「私達は取る」、 i は現在指標、

§. 27参照）も、意味的には外包的であって、双数語幹 *ue— に OHヽ

の H と同系の指示指標 nを付加したものから成っている。

1人称複数の古い外包的人称代名詞語幹の機能を果たしたのが、双数的な

意味も持っていた古い共同形 (CO U H a T H B H a qJ O p M a) * no 

(§. 5参照）である。次例参照、 双・ 1・対 HA「私達二人」 < *n 
6, 双・与・造 HAUA < *no-mo (§. 32 第4項参照），複・与 H 
AUヽ < *no-mo-s (同所参照）．所 HAC'h. (§. 32第 3項参照）。双数

所格形 HAIO は、生格形としても使われたが（私達の所にあるものは、

私達のものである）、 *noに所格的指標 i (§. 31参照）と双数・複数的

指標 u (o階梯では 01J)を加えて得られたものである 一 cf. 複数

所格における u の要素 *no-s-u > HACヽ， *lJ.lkw-o-i-s-u > B,¥h. 
u,'EXヽ 。複数対格形 H'W は、 拿n-o-n-s (-ons > 'I.I の変化について
は、§.2参照）から作ったもので、 -n は対格語尾(§. 38参照）、 s 

は複数指標である； cf. ラ 複• 主・対 nos「私達は、私達を」，複・与・
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奪 nobis く *no-bhi-s では、 -bhi は対置後置詞(§.30参照）、 S

は複数語尾である。ゴート語対格 uns「私達を」，属 unsara「私達の」

等は、 *i;;i-s から作ったもので、 s は複数指標である。 Cf.古イ 具

asmabhil}- 「私達と」＜ 冴s-mo-bhi-s, 処 asmasu 「私達の所で」

く *i;;i-s-mo-s-u では、複数指標を含む語幹 *i;;i-s- が、 1人称語幹（起

源的には、中間語幹、§.30参照） *mか ないしは *meー によって補

強されたもの。これは、双数（複数）的な意味も持っていた、 *me-(*mo-) 

語幹の古い共同格である。 Cf.レスボス 対 aμμE, ドーリス むμ も

く *i;;i-s-me の me は、補強1人称語幹。複数主格 U'lt.l「私達は」

は、 *mos に起源を持ち、 *mか は双数（複数）的な意味も持って

いた古い共同格、 s は二次的に付加された複数指標である。 Cf.リ 複・

主 mさs「私達は」 < *me-s。
「君と私、君達と私」の意味を持っていた内包的複数1人称代名詞の語幹

*1J.-e-は、 2人称複数代名詞語幹としても使われた 一 次例参照、対 E 

'It.I く *1J.o-ns, 主 K'lt.l < *lJ-5S , 双•主・対 KA < *lJ-5, 複・与
RAU~ く *1J_o-mo-s'双・与・造 KAUA < *1J_o-mo, 複・造 E 
AUH く *1J.o-mI; cf. ラ主 VOS< *1J_o-s, 対 vos< *1J.o-ns, 
古プ対 wans く *lJ-5-n-s-, ラ 与・奪 vobis 等。 2人称複数代名

詞の補充法曲用の古い活格は、語幹 *i-u-から作られたものであり、この

場合の i は、近接性を表す代名詞語根(§.27参照）であり、 u は、

双数性（複数性）指標である。 Cf.ゴ複•主 jus「君達」、これと同系の

ものに、 リ jus「君達」＜ 拿i-u-sがあるが、この s は、多数性（複

数）の補足的付加指標であり、語幹は、かっての共同格の形と合ーした双数

形に見られるように、語幹末母音の延長を伴っている(§.30参照）。 Cf.

古イ 複•主 yuyam 「君達」< *i-u-は、 1人称複数代名詞の形 vay 

a.m (これの起源については、上を参照）から借用した補足的接尾辞 —yam 

を伴う。古代インド語や、リトアニア語では、当初活格だけに特有であっ

た語幹 *i-u (i-u-s)が、曲用全体に一般化するが（次例参照、古イ 具
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yu~mAbhil) 「君達と」 ＜ 拿i-u-s-mo-bhi-sの接尾辞 -moは、 1人称複

数具格形 asmAbhil)から借用したもの；リ jumlsく *i-u-m-i-s、§.32 

第2項参照）、スラヴ祖語では、曲用全体に一般化したのは、 *yか語幹

である一 cf.主 K'W =ラ主 VOS< * yo-s'対 K'W =ラ対
vos < *yo-n-s ; 古プ対 wans も参照。対格 izwis 「君達を」
< *i-s-ye-sタイプの、ゴート語斜格形は、代名詞語根 * i-「近くに」に
複数指標 s を加えたものと、語幹 拿ye- にこれまた複数指標 s を加

えたものの合成である。

代名詞の 1人称単数形を作った中間指標 m (例、生 MEHi:, 与 "~ 
Ht, ギ対 iμt, μt, 与 iμol, μol, ゴ対 mik, 与

mis)に対立したのが、代名詞2人称単数形（生 TISCE, 与 TISC'E, ラ

与 tibI, 対 te, ゴ対 thuk,与 thus)と指示代名詞形（男・単・

主 Tヽ，生 Toro, 与 TOMOY, ギ対て 6J.J, 与 't'(j),古イ

対 tam, 与 tasmai, ゴ対 thana, 与 thamma 型のもの一

これは、ブルガリア語史の上では、 3人称代名詞形として使われるに至っ

ている）を作る周辺指標 (rrepucpepeH rroICaaaTeJI) t 

である。男・単•主 T，ヽ 生 Toro 型の指示代名詞の原形と 2人称単

数代名詞の原形との違いは、語幹にあるのではなくて（語幹は両者とも同じ）、

語尾にある。すなわち、語幹 *te-(*to-)は、人称代名詞語尾を伴えば、

人称代名詞曲用を行い、指示代名詞語尾を伴えば、指示代名詞曲用を持つに

至るのである 一次例参照、 男・中・与 TOMOY「これに、彼に（対

して）」 < *t-o-mo-u (§. 32第4項参照），与 TEC't「君に」< *t-
e-bhoi < *t-e-bho-ei (§. 31参照）。
古い指示代名詞曲用の活格は、代名詞純粋語幹 *s-o である ー ギ

男・単•主 か古イ sa' ゴ sa「その、それ、彼」 を参照。当初、

s の要素は、動詞活格活用の2人称単数の語尾でもあった 一 次例参

照、現・ 2• 単 K"ECHく *yoid-s-, CEPEWH < *bher-e-s-, cf. 古
イ現・ 2• 単 bharasi, ゴ bairis「君は運ぶ」< * bher-e-s-, ラ fe 
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rs「君は運ぶ」<*bher-s-。Cf.ギリシャ語現在 2人称単数語尾 —e l b、

例えば、 aretb く ＊凡eg'-e-i-s の場合は、現在指標 i の後ろに、

代名詞要素 s を加えたもの。恐らく、古代プルガリア語 2人称単数語尾

-CH (K'ECH 参照）及び—WH (C町Jf:WH 参照）は、中動相現在形に

特有の語尾—sai の継承である 一 cf. 古イ 中動・現・ 2・単 bhar 

ase =ギ </J t p e a tく*bher-e-sai、この場合の i は、 古口現・

2・単 CEJ)EWh.= 古イ bharasi < * bher-e-si にも継承されている
現在指標である。スラヴ祖語の 2人称単数語尾 -sai の末尾の -ai は、

古い不活格活用動詞の 1人称単数現在から移されたものである 一 cf. 現・

1・単 K'EA'E く *yoid-ai , 2 K'ECH く *yoid-s-ai。古代プルガ

リア語の現在2人称単数語尾 -CH (-WH) に一番近い対応形に当たるの

が、古プロシャ語の語尾、例えば、現・ 2・単 assai =f:CH「君はある」，

waissei =K'ECH「君は知っている」， eisei「君は来る」のような形におけ

る -sai (-sei)である。

スラヴ祖語 1人称単数現在 *yoid-a-i から現在指標 i (§. 27参照）

を排除すれば、拿yoid-a (=古イ 完・ 1 ・単 v~da , ギ o lo a 「私

は知っている」）の形が残ることになるが、これは、 *1Joid-H2e (§. 3参

照）に起源を持っている。 Cf.古イ 中動・現・ 1・単 bhare「自分のた

めに運ぶ」< *bher-H企 i、この iは現在指標。完了形と中動相の形が、

共に始原的な完了活用に起源を持つことについては、§. 16参照。ギリシャ

語の中動相 1人称単数現在語尾 -μa l (例、 </JEpoμal 「自分（の

ため）に運ぶ」）は、不活格活用 1人称単数語尾 -a < -H2e に現在指
標 i を補ったものと始原的な活格活用 1人称単数語尾 -m との合成だ

と見なすべきである、 cf.現・ 1・単 f:CUh.。この語尾 -ai は、始原的

な1人称単数の完了ないしは中間受動 (medio-passive)語尾 -ai (-mai) 

から、中動相活用 2• 3人称単数及び3人称複数にも移された（次例参照、

ギ現・ 2・単 </JEpeat < *</JEpeaal, 3・複 </J t p o 
v-rat, 古イ 現・ 2・単 bharase=Cf:J)f:WH, 3 bharate =¢t  
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p E てal, 3・複 bha.rante=¢e p o li r a l)。明らかに、もっと古

い中動相語尾は、ギリシャ語及び古代インド語の indicativus praeteritI 

mediI (直接法中動相〔反射態〕過去）の形に立証されるが（例、 2 • 

単 € </J E p E O , e </J E p O U < * e -</J E p E a O , cf. ラ中動・
2・単 sequere 「君は従う」< *sekw-e-se , 3• 単 a.-bharata = t -¢ 

E p E てo, 3・複 a.-bharanta = t -¢e p o li r o)、ここには補足付

加現在指標亀 i は置かれていない。しかし、もっと古い起源を持っている

のが、不活格活用 2人称語尾 —th を含む、古代インド語の中動相過去

2・単 a.-bharathasである。したがって、 2人称単数活格語尾 —S は、

2人称単数不活格語尾 -t (-th < -tH2)と対応関係をなしており、そ
れは、始原的な活格代名詞語幹 *so が始原的な不活格代名詞語幹 *to 

と対応をなしている(§.33参照）のと同じである。

恐らく、古イ 中動・現・ 2・単 bha.rase, 3 bha.ra te , 3・複 b 

ha.rante は、 *bhere-so-i , *bhere-to-i, *bhero-nto-i の直接的な継承

であり、このことは、古プ現・ 2• 単 waisseiく *lJ.oid-se-i= B'EC 

H のような形に立証されるとおり、 2・単・現 CIEJ)IEWH が *bher-e-s 

o-i ないしは *bher-e-se-i から引き出され得ることを表している。 2人

称単数不活格語尾の 比指標は、 1人称単数不活格語尾から引き移された

ものであり、それは、このようにして2人称単数形と 2人称複数形を区別す

るためである。

2人称単数人称代名詞斜格及びスラヴ祖語の指示代名詞 *t-o-(男・単・

主 T ，ヽ生 Toro,与 TOU町を参照）の格形は、代名詞語根 *t-

から作ったものである。 2人称単数動詞語尾としての、代名詞要素 t 

は、古い不活格活用形に立証される 一古イ 完・ 2・単 v~ttha= ギ

o la 0 a, ゴ waist 「君は知っている」< *lJ.oid-t-Hz-e を参照(§.

15参照）。 OYUJJ'ETヽ， j)dCnAtTヽ のような形の、アオリスト 2人称単

数語尾 nへも、恐らく、同一要素から発生したものであろう。印欧語の
2 人称複数語尾—te も同一起源である 一 次例参照、現・ 2・複 CIE 
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J)l=Tli, ギ ¢epere, ゴ bairith, 古イ bha.ratha 「君たちは運ぶ」

（古い不活格活用 2人称単数語尾の影響によって、 t の帯気音化を伴う 一

cf. 古イ 完・ 2• 単 vettha「君は知っている」），ラ fertis「君たち

は運ぶ」 < * bher-te-s (この s は、補足付加複数指標）。古い2人称
双数語尾が複数語尾と異なるのは、末尾音の階梯 (-te に代えて —to) だ

けである 一古イ 2・双 bha.ratha}:i < * bher-e-to-s (t の帯気
音化 ー これについては上を参照ーと補足付加複数指標 s)を参照；

cf. ゴ 2・双 bairats 「君達二人が運ぶ」< *bher-e-to-s, リ v該at

a「君達二人が運送する」 < *ueg'h-o-to。双数2人称 E町9ヽ rA の語
尾 -TA は、末尾母音の延長を伴った —to から発生したもので、同じ

ことは、双数の意味も持っていた古い共同格形に見られる(§. 11参照）。

不活格活用動詞の第一次的な 3人称単数形は、純粋語幹である 一 古イ

完• 3 veda (=ギ o lo e, ゴ wait)「知っている」 < *uoid-
e 参照。恐らく、活格活用動詞の純粋語幹を 3人称単数形として用いるこ

とも可能であった； cf. 現・ 3• 単 </> e p e t < * bher-e-i (i は、
古い現在指標、§.27参照）。しかし、基本的には、活格活用動詞の 3人称

単数形は、周辺指標 t を含むものであり、これは、スラヴ祖語の指示代

名詞の一つ（男・単•生 T-01""0, 与 T-OUOY, 男・複•主 T-H 参照）

の語根であり、また2人称単数人称代名詞（生 T 6ヽ1E, 与 T 6ヽ'£ 参

照）の語根である。この周辺指標は、現在3人称単数形に立証される 一

証 J)IET'l¥< *bher-e-t-i (この i は、古い現在指標）を参照； cf. 古イ
現・ 3・単 bha.rati「担う」＝ゴ現・ 3・単 bairith, ギ i aて i

「彼はある」 ＜ ＊凡es-t-i, ラ vehit 「運送する」< *ueg'h-e-t-i, ヒッ

タイト epzi (epzi) 「取る」（この—zi は、 -ti の継承）。古代プルガリア語

の3人称単数現在 61EJ)IETヽ と比べて、古代ロシア語の 3人称単数現在

形 61EJ)IETh. の方が、原形 *bher-e-t-i = 古イ bha.r-a-t-i に近い。

3人称単数の予期される語尾 —Th. に代えて -Tヽ が現れたのは、 OYU

J)'ETヽ， J).ACnh¥Tヽ 型の 3人称単数アオリスト形（これの起源については、
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§. 34参照）の影響であり、また同じく、 3人称代名詞としても用いられ

る 男・単•主 Tヽ代名詞の影響でもある。 ーヽ の語尾は、 3人称複

数現在形としても一般化したのである 一 cf. 古プ X'OAがTヽ と 古

ロ X'OARtT~ 。

双数 3 人称語尾は、—te であった 一現・ 3・双 &CT&, E:f=P&T&, 

ギ taて6JI 「彼ら二人はある」， <f>epeて0 JI 「彼ら二人は運ぶ」（語

末 o 階梯の -to と 男・単•主 OHヽ の要素 n と同系の遠心性

指標〔 eill e p e H T e H rr o K a 3 a T e JI〕 n を持つ入古イ 乱

a.}:i 「彼ら二人はある」< *H1s-te , *凡s-to, bha.rata}:i. 「彼ら二人は担

う」 < *bher-e-te , *bher-e-to (これに補足付加複数指標 s を付ける）。
当初、双数 2• 3人称語尾は同一であり、また起源的には、 2人称複数語尾

-te に一致していた 一 cf. 現・ 2• 複 HA&T& と 3・双 HA 

&TE, 現・ 2・複 E:&Af=T& と 3・双配KAETE。 -te 語尾は全て、

周辺的代名詞指標 t を包摂したのであって、これは、 2人称の人称代名

詞としても、指示 (3人称）代名詞としても用いられた指標である。

いくつかの古代プルガリア語文献には、双数3人称語尾 —TE と並んで、

-Td 語尾のものもある 一例、マタイ XXIV-40 A'h.Bd E:ill.Aヽ TE

（マリア写本及びアッセマーニ写本）に対して、 A'h.Bd Cill.A&T d (ゾグラ

フォス写本及びサヴァの本）。これは、恐らく、 3人称人称代名詞としても

用いられる指示代名詞双数主・対格 Td「これら二つ（二人）」 < *t-o 
(§. 11参照）の影響によって現れたものであろう。 Cf.古イ 未完.3 • 

双 a.bharatam 「彼ら二人は担っていた」 < *e-bher-e-te-n, * e-bher-e-
to-n (ギ未完.3・双 e-</>eptてTJJI と同系）、この場合の語尾

-te (-to)は、周辺（指示）代名詞 *t- の双数・複数形と一致したので

あり、 nは、古い遠心性指標である(§.38参照）。いくつかの古代ブル

ガリア語例で、また中世プルガリア語文献では極めて頻発的に、双数女性主

語の場合に、 3人称双数語尾が、―T'E となる 一 例、ヨハネ XI-3 n 

OCi¥dCTE (ゾグラフォス写本、マリア写本、アッセマーニ写本）に対して、
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noci¥.ACT'E ,K謳 Cヽ CTJ)°E〔二人の姉妹は人を遣わした〕（サヴァの本）；

この語尾は、指示代名詞双数女性主格形 T'E の影響を受けたものである。

中世プルガリア語の文献例には、双数中性の主語の時にも、双数3人称語尾

として —T'E を用いるものがある 一 cf. 双・中・主・対 T't。

当初、双数 2• 3人称語尾は、語末母音 -teの階梯の違いによって、 2

人称複数語尾とは区別されていた 一 次例参照、現・ 2・複 Cf=J)f=Tf==

ギ ¢epeてe「君達は運ぶ」< *bher-e-te に対して、ギ 2• 3• 

双 ¢t p E, て 0 J.J 「君達二人は運ぶ、彼ら二人は運ぶ」＜ 拿bher-e-to-n

( n は、 OHヽ の要素 n と同じ補足付加遠心性指標）， cf.古イ 未完・

2・双 abharatam =ギ t¢tpeて 0 J.J 「君達二人は運んでいた」。

動詞複数形を形成する場合、 n の要素は、語尾 -men及び —1J0Il (上を

参照）を持つ 1人称複数（双数）の外包形の表徴であり、また同じく、もっ

と後の 2 人称複数形や 2• 3人称双数形の基になった同一共通形の表徴であっ

た 一 cf. ヒッタイト 2・複 sek-te-n-i (sek-te-n-i)「君達は知って

いる」， ap-te-n-i 「君達は取る」（この iは、古い現在指標） ； 古イ

2・複（命） hantana「君達は殺す」 < * gwhen-e-te-n, vadathana 
「君達は話す」< *1Jod-e-te-n (Bい~A~, B.AAHWH 〔とがめる、動かす、

駆り立てる〕と同系）； cf. ヒッタイト 過・ 2・複 kuen-te-n 「君達

は殺した」。古イ 現・ 2・複 vadathana「君達は話せ」のような形は、

古イ 未完・ 2• 双 abharatam=ギ E, <p E p E て 0 J.J 「君ら二人は運

んでいた」， 3 abharatam =ギ t¢E, ptて nv「彼ら二人は運んで

いた」における末尾の m は、弱化した n に由来することを示してい

る(§.38参照）。

古代インド語の 中動・未完・ 2・複 の語尾 -dhvam < -th-1Je-n 
（上を参照）、例えば、中動・未完・ 2・複 abharadhvam「君達は自分

（のため）に運んでいた」 は、ヒッタイト語 中動・ 2・複 の語尾 —tu 

ma-t < -th-u-n-(双数・複数接尾辞 u のゼロ階梯と先行の uの円唇的
影響によって、遠心性指標 n > m の変化を伴う）と同系である；次例参
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照、中動・現・ 2・複 pahhastuma (pal}l}astuma)「君達は、自衛する」

(nACぷ， nACIEWH と同系），中動・過・ 2・複 kistumat (kistumat) 

「君達は残った」。古代インド語の、さらに古い n の継承としての語末弱

化子音 m については、§.38参照。古代プルガリア語には、動詞複数

2 人称及び双数 2• 3人称の始原的な遠心性指標 nのいかなる痕跡も残っ

ていない。
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§. 36 古代ブルガリア語の生格の起源

古い活格統語構造（活格活用動詞と活格主体を持つ）は、所有の意義を持っ

ていた。再構文 *1Jlkwos OlJi nek'et を検討してみよう。この場合の

*1Jlkwos (cf. Bd~Kヽ，ラ lupus , ギ入 Ulf,O~, リ vilkas 「狼」）

は、 *1Jlkw-o 「狼」の活格で、文法的主体（行為主、行為者）の役割を果

しており、一方、 *olJi (cf. OB~-U,A, 古イ Avil}-, -フ OVlS, リ avis,

ギ 0 i"~ 「雌羊、羊」）は、絶対格で、活格動詞 *nek'ーe- の文法的客

体の役割を果している（活格構造の言語での語順は、通常、主体 ー 客体

一 述語である）。この文の意味は、大体、「狼の・羊・運ぶこと」 (H

a BbJIKa OBUeHOCeHeTo)であった。活格構造が主格構

造（活格が主格に変わる）に転換して以後始めて、この文は、「狼が羊を運

んだ」という文に転換するのである。 *lJlkwosOlJi nek'et「狼の・羊・運ぶ

こと」型の動詞的所有構文と並行して、 *ulkwosped「狼の・足」型の、活

格を伴った純粋な名詞的語結合句も可能となった 一 cf. 古イ 単•主

pat, 与 pad~, ギ単•主冗 OU~, ドーリス冗 w~, 与冗 0

o l, ラ 主 pes,与 pedi 「足」。ヴァン・ヴェイク (N.van Wijk, 

1902)は、印欧語の一連の単数主格形が、単数属格形と共通の起源を持ち、

かつ属格との差異は、その末尾の階梯にだけ存する、ことを示している 一

cf. 単• 主 rocT~< *ghost-i-s と単• 生 r"OCTH < * ghos 

t-ei-s, 古イ単•主 Av-i-1}- 「羊」 < * OlJ_-i-s と単・属 Avyal}-

く*ou-i-es, ギ単•生 0 i"~ 「羊」 < * OlJ_-i-s と単・属 。
l 6~< *oui-os, 単•主 C'WHヽ＝古イ単•主 sunu}J. , リ sun

us < *sun-u-s と単• 生 C'WHOY= 古イ属 suno}J., ゴ sunaus,

リ sunaus < *sun-01J-S, ラ単• 主 pes「足」< *ped-s と単・

属 pedis < *ped-es (ギ単• 主冗 OU~, ドーリス冗 w~ 「足」

く *pod-s と単・属 冗 006~ と同系）。
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本来、 s 語尾の生格（属格）形は、同語尾を持つ活格の変異形 (varian

t)であった。古い活格指標 s が、主格語尾に転換する一方で所有的指

標（属格語尾）に変わると、この所有的指標は、人称代名詞語幹とは違って

物主代名詞を作れない、指示代名詞や疑問代名詞の語幹にも付加され始めた。

Cf. 中・単• 生 'IIECO< *kw-e-so , 古イ 男・単・属 ta.sya (=ギ
て0 f 0 ー ホメロスの言語）「それの」< *t-o-s-i-o (この場合の i 

は、指示的要素 i 咽.27参照〕に由来するもので、所有の意の強め

指標），ゴ男・単・属 this「それの」< *t-e-so。

この所有的語幹 *kw-e-s- 及び * t-o-s-(* t-e-s)は、単数斜格の語幹

に転換した 一中・単• 生 'IIECO,'IIECOro,'lh.Coro,与 'IIECOUOY,

'lh.COUOY, 所 'IIEUh.,'IIECOUh., ゴ男・単・与 thamma「それに」

く *t-o-s-m-, 古イ 男・単・与 ta.smai< *t-o-s-m-oi , 処 ta.sm 
in, 奪 ta.smad参照（この場合の m は、古い中間指標〔§.30参照〕）。

スラヴ祖語の指示代名詞斜格は、古い活格指標によって拡張されない代名詞

語幹から作ったものである 一 例、男・単・与 TO UOY < * t-o-mo-u 
(§. 32第4項参照），造 T~Uh. < *t-o-i-mi (§. 31参照），所
TOUh. <拿t-o-mi。Cf.古リ 男・単・与ぽmui< *t-o-m-oi, 造
tuomi < * to-mi (この *tか は、幹母音の延長を伴う古い共同格形
〔§. 10参照〕） ；中・単・造 """~ く *kw-I-mi も参照、この *k吋
（＝ポ czy)は、古い共同格 ー非延長語幹 *k立iーは、中・主・対

'lh. TO に立証される。
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§. 37 古代ブルガリア語の複数形の起源

活格統語構造の言語では、数範疇の発達が弱いため、 s 指標を持った古

い活格は、単数形にも複数形にも用いられた。古い活格を継承したのは主格

であるが、一連の場合、その単数主格形が複数形と区別されるのは、末尾の

階梯においてだけである。次例参照、単•主 rocTh. (=ゴ gasts)「客」

< *ghost-i-s と複• 主 rocTh.E(=ゴ gasteis)< * ghost-ei-e 
s' 古イ単• 主 a.vi}:i (=ギ oi',)「羊」< *ou-i-s と複・

主 a.vya}:i(ギ 0 l E ,) <拿ou-ei-es, ギ単•主冗 0(J'' ドー

リス 冗iiJ, 「足」< *pod-s と複•主冗 6 0-E'。単数も複数
も表す古い活格の所有的用法から s 語尾の属格形が発生したが、この属

格形もまた当初は単数、複数両用であった。このことを証明しているのが、

ヒッタイト語の antuhsas Cantu脳as)「人」 タイプの単数主格形であり、

これは、複数属格としても使われる。初めは、 s 指標は古い活格形特有の

性質を持ち、それは所有的な意義も持つが、単数・複数特徴を表さなかった。

スラヴ祖語の代名詞曲用の構築に際して、この指標は、複数生格形に込めら

れた一複•生 T~X'ヽ< *t-o-i-s-on, HACヽ < * no-s-on, KAC~ 

く *uo-s-on参照、この on は、複数生格用の補足付加指標(§.38参

照）。 Cf. 1、2人称複数の物主代名詞 HA皿i.., KA皿~ の語幹も、 s 

指標を伴う古い生格形 (*no-s-, *uかs-)に、代名詞語根 • i-(§. 27参

照）に由来する所有指標 io を付加したものに起源を持つ。この所有指標

io については、古イ 単・属 vfkasya (=ギ 入VK,OtO -

ホメロスの言語）「狼の」 < *ulkw-o-s-ioを参照。
古い活格統語構造が、主格構造に転換され、不活格活用動詞の主体が絶対

格に代わって、主格（古い活格）でもって表されるようになると、有生類名

詞（活格活用動詞、不活格活用動詞何れの主体でもあり得る名詞）にだけ特

徴的であった s 語尾の古い活格形が、主格形に変わるのである。それは、



235 

不活格構造文の古い絶対格を駆逐し、単数、複数の主格形として使われだし

たのである。古い有生類に起源を持つ名詞の単数形と複数形の違いは、末尾

の階梯に存する 一 cf. 単•主 C'1'IHヽ（＝古イ sunu}:i' ゴ sunus) 

く *sunus と複• 主 C'1'1HORS(古イ suna.va}:i, ゴ sunjus)

< * sun-elJ -es。例外は、男性 o 語幹の名詞及び代名詞である。これら
の複数主格形は、 s ではなく、 oi で終わるのである 一 複•主 RA 

ぃU,H(=リ vilkaI,ギ入 UKO l, ラ lupi 「狼達」） < *1Jlkw-o-i 
と複•主 TH(= 古イ t~' ゴ thai 「彼ら、それら」） < *t-o-
iを参照。

*1Jlkw-o-i 及び *t-o-iは、起源的には、指示的小辞 i (§. 27参照）

を用いて作られる古い所格形であるが、これは、複数（多数性）の意味を持

つ絶対格の形としても用いられた、すなわち、複数の場合の、不活格活用動

詞の文法的主体の役割も果たしたのである。後に、 *1Jlk立 o-i と * t-o-i 

は、複数主格形（文法的主体の形）一般としても用いられ始めるのである。

恥ぃU,H(=リ vilkaI,ギ入 UKO l, ラ lupi 「狼達」） < *1Jl 
kw-o-i タイプの複数主格形は、古代インド語の vfka}:i(=ゴ wulfos) 

「狼達」 < *1Jlkw-o-es タイプの複数主格形に比べて、古体であり、この
語尾の—es は、古い有生類名詞を含む他の曲用の複数主格形の類推によっ

て付加されたものである 一 次例参照、複•主 C'1'1HORS< * sun-elJ_-e 
s , rocTいく*ghost-ei-es, 古イ pada}:i「足」< *ped-es。 。
語幹名詞複数形の i 指標が古いことについては、古代インド語の複数斜

格形、例えば、複・与・奪 vfkebhya}:i 「狼達に、狼達から」 < *1Jlk立
o-i-bhi-esのような形がこれを証明している（この es は、後に補われた

複数指標）。 i語幹、 U 語幹名詞の場合は、始原的な所格形が、複数の

意味で用いられることはない。それは、代名詞的指標 i を含まず、接尾

辞の延長階梯を伴う純粋語幹だからである 一 cf. 単・所 roCTH < 
* ghost-ei, C'1'1H町（古イ単・処 sunau, ゴ与 sunau 「息子に」

と同系） ＜ 困ftil-elJ (スラヴ祖語の接尾辞 -OlJ_- の一般化を受ける、
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§. 2参照）。子音幹曲用の場合、スラヴ祖語単数所格形は、 i の要素で

はなくて、指示的指標 e を含む (cf.単・所 KAUEHE, UAT町9ヽ）の

であるが、これは、ギリシャ語 μnてEp E 「二人の母」や 冗 0lμE 

l.i E 「二人の牧人」 タイプの双数主・対格形にも立証される(§. 31参

照）。

時が経過すると共に、始原的な活格語尾 —s に起源を持つ語尾の —es 

は、古い有生類名詞の複数主格形の一部の特徴を表示し始めた 一 次例参

照、 C'IJHOBE < *sun-eu-es, f"'OCTぃ<* ghost-ei-es, KAUEHヽ ＜
*ka-men-es < *Hぷ'-eH2-men-es。この —es (-s)語尾は、名詞形の、

さらにその後、いくつかの動詞形の、複数一般の語尾に転じて行った(§.

32, 35参照）。これは、恐らく、次のようにして生成して行ったものであろ

ぅ。鳴子音に終わる子音幹の始原的な有生（活性）類名詞は、単数主格語尾

-s (例、単• 主 KAU'IJ < *kamonsく＊比k'-eH2-mon-s, UdTH 
< *ma-ter-s)と複数主格語尾 —es (例、複•主 KdUEHE < * ka-
men-es , ギ複・主 μnてEp E f: =古イ mat~ra}:i < *ma-ter-
es-)を持っていた。すなわち、単数主格形も複数主格形も、 -s 語尾を持

つ同一始原的な活格の継承であり、それは、元々単数の意味でも複数の意味

で使われて来たが、時が経つに連れて、その末尾 (-s,-es)の階梯の違い

によって、数も表現し始めたのである。単数主格形において、鳴子音に後続

する語末子音 s は脱落し、接尾辞母音が延長したのである ーギ単・

主 μ 力て TJp < *ma-ter < *ma-ter-s, KdU'IJ <スラ祖 *ka 
mun < *ka-mon-s 参照。いくつかの印欧語では、古い -s 語尾だけ
でなく、先行鳴子音も脱落している ー ラ 単•主 homo= ゴ guma

「人」< *g'hdom-on-s すなわち「大地の、大地から生まれた」の意，

古イ mata「母」＝リ mote 「妻、母」 < *ma-ter-s参照。スラヴ祖
語においては、鳴子音の脱落が、接尾辞の延長母音の狭めを伴った一単・

主 UATH < *ma-ter-s, KAU'IJ < *ka-mon-s 参照。 Cf. 語
末 s の同様の脱落が、先行母音の延長を伴う場合として、古イ 単•主
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pat「足」< *ped-s (拿pod-s), ギ能動現在分詞・男・単• 主 ¢ 

e p w v (=61:P'I.I)「運ぶところの」 < *bher-o-nt-s。
子音幹曲用名詞の一部での、単数主格形語末の s の脱落後、かっての

活性（有生）類の古い活格形の表徴であった —es 語尾は、複数主格指標

に変わった 一 cf.古イ 単•主 mata (次も同系、 UATH, ギ μ 力

てTJp, ラ mater「母」，リ mote 「妻、母」）に対して、古イ 複• 主

matAral;t (次も同系、 UATl:PH，キ µTJ て EPE~, ラ matres,

リ m6ters)。曲用の構築に当たっては、語尾の -es は、他の格にも一般

化し、単数形と複数形の弁別手段となった。次例参照、単・所 Eヽ¥b.U.'E(= 

古イ 単・処 vf'ke) < *ylkw-o-i (cf. §.31)に対して、複・所

Rilb.U.'EXヽ （＝古イ 複・処 vf'ke~u) < *ylkw-o-i-s-u (u は、所格

ないしは複数形の補足付加指標 一 §. 32第3項参照）；単・対 Kilb. 

K'h. (=古イ単・対 vfkam, リ vilka.,, ギ入 UKOJJ, ラ lupum

) < *ylkw-o-n (対格語尾 nの起源については、§. 38参照）に対

して、複・対 Bi¥b.K'lt.』(=古イ 複・対 vfkan, ギ 入 UKOU~'

クレタ 入 UKOJJ~, ラ lupos, ゴ wulfans) < *ylkw-o-n-s ; ギ

単•与入 uI(, <p, ラ lupo, リ vilkui< * Ylkw -oi < * Ylk立 o-ei
(§. 32第4項参照）に対して、複・造（起源的には、古い具・与格） E 

心匹（＝古イ複・具 vfkail;t, リ 複・具 vilkais, ラ奪・与 lu

pis) < *ylkw-oi-sく *ylkw-o-ei-s (§. 32第4項参照）。

始原的な、子音語幹、 U 語幹、 i語幹名詞の曲用と 0 語幹名詞の

曲用の間には原理的な差異が存する。かつての活格の前者型の曲用では、末

尾母音の交替によってのみ、単数主格形（例、 C'J.IHヽ く *sun-u-s, rocT 

b. < *ghost-i-s , ギ μ 力て TJp < *ma-ter-s)、単数生格形（例、 C

'J.IHOY < *sun-oy-s, rocTH < *ghost-ei-s, ギ µTJ て p6~<

*ma-tr-os)、及び複数主格形（例、 c団HOBヽ < * sun-ey-es , rocTb. 

I: < *ghost-ei-es, μTJても pE~< *ma-ter-es)が得られたが、始

原的な 0 語幹名詞の場合は、一つの基本の格からこれら諸形を得ること
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ができるためには、音交替のメカニズムだけでは、明らかに不十分であった。

接尾辞—e の対応階梯、すなわち、 o 階梯は、拿1Jlkw-o-「狼」の曲用に

おいては不変のままであった 一 同接尾辞の e 階梯から得られたのは、

動詞非完了幹であり（次例参照、単.. 主 Kdb.Kヽ く *ulkw-0-Sに対し

て、現・ 3• 単 Kd'Elll:T~< *1Jelkw-e-t、§.9参照）、一方、ゼロ階

梯であれば、本質的には子音幹曲用である ギ単•主 冗 0 U~ (< 
*pod-s), 属 冗 oo 6~ (<  *pod-os) 型の非テーマ形になってし

まうであろう。始原的な o 語幹名詞は、単数生格（属格）と複数主格の

形をもっと複雑な方法で形成したのである。 o 語幹名詞は、生格（属格）

として、奪格を利用したり（例、単•生 Kdh.KA= リ 単• 生 vilko < 

*1Jlkw-o-ad、§.29参照）、あるいは活格を利用したり、ただし所有的接

尾辞—io によって拡張したり（例、古イ 単・属 vrkasya =ギ単・

属 入UIC O l 0 〔ホメロスの言語〕く *1Jlkw-o-s-io、§. 27参照）、

あるいはまた、所有的接尾辞 -i- に一括多数t生指標 H2 を付加した形に

よって拡張することもあった（例、ラ 単・属 lupI < *1Jlk立i-H2、§.
27参照）。 i 指標を持つ形は、複数主格の意味（例、複•主 Kdh.U,H=ギ

入UICOl, リ vilkaIく *1Jlkw-o-i)を獲得したが、それは、所格の

意味も持つものであった（例、単・所 Kdh.U,'E=古イ Vf ke < *1Jlkw -0-

i、§.31参照）。
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§. 38 古代ブルガリア語の対格の起源

活格統語構造の主格統語構造への再編以後、活性（有生）類名詞にだけ特

有であった、 -s 語尾を持つ古い活格は、主格に転じた。それは、不活格

活用動詞の文法的主体の役割を果たしていた活性（有生）類名詞の純粋語幹

（絶対格）を駆逐したのである。それと並行して、古い活格は、かつての活

格的述語構文の枠内で持っていた所有の意味を失った。非述語構文内でのこ

れの使用 (§.36参照）は、 -s 語尾の新しい所有格（属格）の原形となっ

たが、これは主格と同一起源のものである。

古い活格が、人の命名機能も果たす一般的な主体の格に変わると、すなわ

ち、主格としても使われるようになると、活性（有生）類名詞の古い絶対格

（純粋語幹）は、名詞の基本形ないしは一般形であることを止めてしまった。

古い活格構造文では、活格は、文法的主体（主語）の役割を果たし、一方、

絶対格は、文法的客体（直接補語）の役割を果たしていた。古い不活格構造

文では、絶対格（純粋語幹）が、主体（主語）の役割を果たしていた。活格

構造文の主要部は、述語と絶対格（客体）である。さらにまた、不活格構造

文の主要部は、述語と絶対格（主体）である。

主格構造文では、その主要部は、述語と、主語、すなわち、かつての活性

（有生）類名詞の活格の継承である主格の名詞である。主格統語構造におい

ては、絶対格（純粋語幹）は、もはや客体関係の表現の用をなさない 一

主格文では、客体は、主体に比して、二次的なもの（重要性が劣る）のであ

る。したがって、絶対格（直接補語の役割を果たす）に活格指標 s を補っ

た形から主格の前身である活格を作った、始原的な活格構造文におけると同

様のやり方を以て、客体の格（純粋語幹）の形から主体の格（主格）の形を

引き出すことはできないのである。かつての活性（有生）類の継承である名

詞の場合、語尾 -n を持つ始原的な状況格の一つが客体の格（対格）の役

割を果たしたのである。
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主格構造文の客体の格（対格）の基になった、 -n 語尾の状況格は、本

来は、方向指示的、終点指示的 (terminative)な意味を持っていた。それ

は、遠心運動 (e<l>epeHTHO JlBH>KeHHe <ラ ef-fero 

「持ち出す、運び出す」）による方向と到達点の表現、すなわち、ある人に発

して、別の人ないしは別の物に運び及ぼされる運動を表したのである。遠心

的な方向指示（中心から周辺へ向けての）を行う場合、 n の要素は、遠

隔性を表す指示代名詞の意味を持っていた 一 男・単•主 OHヽ < 
*o-noー を参照（この語頭の o は、古い指示小辞であって、 Ii-Cl&〔＝

ラ ecce, ギ loo u, ロ BOT〕や ブルガリア語 e -T 0 〔＝

ロ B O T〕の e、またロシア語の (B) 0 T の 0 とも同系である）。

遠心的なジェスチャーは否定の意味も持っていたのであり、語幹 *n-e は、

否定小詞としても使われている 一 HI&, リ n~' 古イ na, ラ ne 

(ne-scio「知らない」における），ゴ ni 参照。代名詞語根 拿nーからは、

前置詞の HA も作られたが、これは、所格と共にするとき、遠心的な位

置（物の表面ないしは終端における）を表し、一方、対格と共にするとき、

遠心的な運動（物の表面、終端へ向けての）を表したのである。遠心運動を

伴う、現代（プルガリア）語の Ha! 「（物を差し出し、指さして）さあ、

ほら、そら、取れ」 も、前置詞 HA と同系である。

遠心運動の一変種に、移入運動 (uJiaTHBHO lIBH>KeHHe 

＜ラ il-latus「運び込まれた、持ち込まれた」）があるが、それを表すの

が、遠心指標 n と同系の語幹 事 en— である。接頭辞および前置詞 B~,

B~H (例、 アオ・ 3・単 B~H-HAI&, 男・単・対 B~ Hh. 「それの中

へ」）も、同語幹から派生しており、これは、古いゼロ階梯 I) > bil 
と語頭添加音 (prothesis) B を含んだものである（この場合のかつての

n は、超越・内在指標〔 TpaacueHJleHTeH H HHec 

H B e H II O K a 3 a T e JI〕である u 〔四〕との混滑のために bil 

が bil に代わっている；この指標の継承が、内在的・移入的前置詞の

OY であり、それは、否定小詞の意味も持っている 一 次例参照、 E:Of'
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-dTヽ 〔富んだ〕に対して、 OY-liOr'l¥〔貧しい〕）。 Cf.ギ e v (=ゴ in)
< *en, ラ in (=リ i)「の中で、の中へ」 < *:r;i。移入語幹の
o 階梯からは、 Eヽ H-ぶ TPh.(重複語幹 *:r;i-on-) (内部で、内部へ）と

il'i.TPOlid (内蔵、腹、子宮、内部）（グ炉8ヤ-3<€-叩遠と 9邸町遠巴ぶ）

が派生している。移入指標 en は、後置詞としても使われていた 一 古

イ 男・単・処 ta.smin 「そこに、彼のそばに」( *t-o-s-m-i 〔§. 36 

参照〕と古ぃ移入指標 nから）参照。

遠心指標 n は、動詞語幹と結合すると、受動過去分詞を作った 一

次例参照、 pe韮 Hヽ、 Hl:Cl:H'l¥、lih.PdHヽ 。受動過去分詞は、遠心運動、
すなわち、他の人物ないしは事物に発源する行為ないしは運動、の結果たる

性質を表した。それ故、受動過去分詞は、原則として、他動詞（遠心動詞）

から形成される。次例、ヨハネ I-6 ゾグラフォス写本 noc'l¥,¥dH'l¥ o 

Tヽ lid (神から遣わされている）タイプの受動過去分詞付き受動文を参

照、この場合、行為の起点は、 OTヽ と生格名詞との離脱的結合句によっ

て表されている。 n 指標を持つ受動過去分詞は、古代インド語、古代ゲ

ルマン語の何れにも固有のものであるが（古イ girl)a. 「飲み込まれた」

と現・ 3・単 gira.ti 「飲み込む」 一現・ 1・単ぶh.Pぷ 2

,Kh.PE:WH 〔飲み込む〕 と同系；ゴ gibana「与えられた」 不 giban 

「与える」 を参照）、作り方は、男・単•主 OYliHTヽ型の、 t 指標

を持つ受動過去分詞(§.34参照）に似ている。前者の場合、分詞指標 n 

は、遠心的、したがって、周辺的指示代名詞の語根 *n- と同一である

- cf. 男・単•主 OH'l¥, リans 「それ」，古イ ana-「これ」，古高ド

ener =ド jener 「それ、あの」。後者の場合には、分詞指標 t は、

周辺的代名詞要素 t (§. 34参照）と同一である。人物（事物）が、他

の人物が行った行為によって得られた特徴を付与され得るのは、その行為が

完結している場合だけである。それ故に、 n 指標を持つ受動過去分詞も、

t 指標を持つ受動過去分詞(§.34参照）も、動詞過去語幹から作られる

のである。受動過去分詞の形成にとって最適なのは、他動詞であり、その場
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合こそ、行為は他の人物ないしは事物に運び及ぼされるからである。

再構文 *ulkwos oui nek'et 「狼の・羊・運ぶこと」 (Ha B'hJIK 

a OBUeHOCeHeTo)型の構文(§.36参照）においては、絶

対格である * ov.i に代えて、方向指示格である *ouin を用いることも

できた。このような場合の再構文 *ulkwos ouin nek'et が表した意味

は、「狼の・羊に向けられた〔関わる〕・運ぶこと〔運搬〕」 (Ha B'bJI 

Ka uoceHeTo,Hacoqeuo 〔゚ TH8CHlll0 ce〕K 

'bM OBUaTa)であった。活格統語構造の、主格構造への転換ととも

に、活格 (*ulkwos)は主格に変わり、絶対格 (*oui)は、方向指示格

(*ouin)によって置換され、それは、客体（対）格に転じた。すでに、

古い活格構造文の文脈の中で、（絶対格 ＋ 活格活用動詞）の組み合わせ

拿ov.inek'et「羊・運ぶこと」は、所有的な意味「羊の運搬〔運ぶこと〕」

(genitlvus objectI 〔客体の属格〕の意味）を持っていた。これは、同じく

所有的な意味であるが、ただし、 genitivussubject! (主体の属格）の意味

である、（活格 ＋ 活格活用動詞）の組み合わせ *v.lkwos (oui) nek'et 

「狼の・（羊）運搬〔運ぶこと〕」とは、対照的である。 Cf.古代インド語の

tatpurui;;a (限定複合語）型の構文(§. 27参照）、例えば、 rajAputrA-

「王子、（逐語的には、王ー息子）」においては、第一要素 rajA-(絶対格、

純粋語幹）は、所有者を表すのに対して、語形（屈折）変化指標を含む第二

要素は、所有されるものを表している。

活格構造文における絶対格に取って代わった、 -n 語尾の方向指示格も、

所有的な意味を獲得した 一 拿ouinnek'etは、 *oui nek'et と同じよ

うに、初めは、 genitivus objectI の意味での「羊の・運ぶこと（運搬）」

(HoCeHeTO Ha OBUaTa)を表したのである。 *ped ouin 

「羊の・足」 型の名詞的所有構文も、 *ouin nek'et (*nek'et ouin) 

「羊の・運搬」型の動詞的所有構文をモデルにして、構築された。当初は、

所有的意味を持つ二つの格形が存在したのであり、一つは、古い活格指標

-s を含むもの、今一つは、古い方向指示（遠心）指標 -n を含むもので
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ある。この古い状態の痕跡は、ヒッタイト語が残しており、そこでは、属格

に -as と -an という二つの異なる語尾がある。これらの語尾を以て形

成される形は、単数にも複数にも使われている。その他の印欧諸語の名詞語

尾の生成の場合は、 -es (-s) 語尾の所有形は、単数属（生）格形となり

（例、単•生 UATヽ 餌 < *ma-ter-es , ギ µn て p6~ , ラ matr 

is, リ m6ters ; 単• 生 C'WH町＝古イ sun6}:i, リ sunaus, ゴ

sunaus < *sun-01J.-s)、一方、 —en (-n) 語尾の所有形は、複数属格

形なった（例、複• 生 UATl:Pヽ < *ma-ter-on , ラ matrum , ギ
μnてE:p WV;  複•生 r"OCTh.H < * ghost-ei-on , 次も同系
ラ hostium 「敵達の」 < *ghost-i-on ; 複• 生 Eヽ¥h.Kヽ < * lJ.l 
kw-o-n , 次も同系ギ 入uK, w v, 古イ vfkan-am 「狼達の」）。古代
インド語やギリシャ語の形は、複数属格語尾 —on が、子音幹曲用から 。
語幹に引き移され、それが先行幹母音 0 及び e と融合して、 6 と

なったことを示している（次例参照、ギ複・属 入UK, W 2J < *lJ.lkw 
-o-on) ; 同様にして、複数主格語尾—es も、子音幹曲用から 0 語幹に

移されたのである一古イ複•主 vfka}:i = ゴ wulfos「狼達」 ＜ 

*1J.lkw-o-esを参照(§.37参照）。古代インド語の複数属格 vfkanam 

「狼達の」は、重複の格指標 an < -o-on を含んでいるが、複数主格 v 
fkasa}:i「狼達」が、重複格指標 es を含んでいるのと同じである。この

ようにして得られた複数属格語尾 もn は、その後、全ての複数属格形に

一般化したのである ーギ複・属 μnてepwv「母達の」， o l w 
V < *oF,wv「羊達の」， 冗力 XE W V く ＊冗力 xeFwv「肘
の、前腕の」参照。スラヴ祖語は、この逆の現象 一 複数生格語尾の、全

曲用の生格語尾への一般化 ー について証明している。それ故、ウムプリ

ア方言に対応形を持つ(§.21参照）、 UATf=Pヽ < * ma-ter-on, C'WH 
OKヽ < *sun-elJ_-on , r"OCTh.H < *ghost-ei-on 型の規則的な複数
生格形と並行して、複•生 g、\h.Kヽ< *ulkw-o-n . (ギ複・属 入uK, 
w V < * 1J.lkw -o-on に対して）の様な多数の古い形も、複• 生 iKl:H~ 
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< *gwen-on (ギ複・属 XWPWJ.J「国々 の」 ー語尾心 u
< -a-on の語尾を持つ； cf. 単•主 xwpa「国、地方」 ー に
対して）のような新しい形も存在したのである。

一般に、始原的な複数属格語尾と単数対格語尾は、 -m であるとされて

いる。この再構は、古代インド語とラテン語の文献に基づくものであって、

そこでは、これらの格形の語末子音は、常に、 m である 一 例、ラ

単・対 lupum, 複・属 luporum(これは、複•生 Bdh.K'k ゃ ギ

複・属 入uK, (J) J.J と同系の、より古い形 *lupum く *ylkw-0-Il あ

るいは *ylkw-o-n に取って代わったもの）； ラテン語の語尾 もrum

は、語尾もs-on の継承である 一 cf. 始原的な二つの所有語尾—es

(-os) と -on 語尾の合成形である 複・属 ea-rum「彼らの」 ＜ 

* ei-o-os-on。さらに、次例参照、古イ 単・対 vfkam < *ylk立 o-n,
複・属 matrIJ.am 「母達の」、この場合、 -n 語尾を持つ古い属格形

*ma-tr-n-(ヒッタイト語の単数・複数属格語尾 —n と同じ語尾）が、所

有語尾もm < -onによって補強されたものであり、これは、例えば、
ギ複・属 入u,r, w v < *ylkw-o-on に立証される。 *ma-tr-n と
*ylkw-o-on > 拿Ylkw-on における所有語尾の結合から、合成的複数属
格語尾 non > nam が現れたのであり、この語尾は、古代インド語の
ほとんど全ての曲用で一般化したのである一例、複・属 vfkanam「狼

達の」， Avinam 「羊達の」， su-nu-nam 「息子達の」、ただし、複・属

padam「足の」（ギ複・属 冗 00 w J.J, ラ複・属 pedumと同系）。

単数対格語尾と共通の起源を持つ、複数属格の始原的な語尾は、 -m で

はなくて、 -n である。印欧語の大部分では、語末の位置にあって、例え

ば、ギリシャ語では n 調音が一般化し、ラテン語や古代インド語では、

文字上 m を以て示される弱化した鼻音調音が一般化したように、二つの

鼻子音 m と n は、弱化するか、あるいは発音面で均等化した。一連

のラテン文法家達（クインティリアヌス、大ロンゴス、プリスキアヌス）の

伝えるところから明らかなように、語末では m は発音されず、ある弱化
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鼻子音の曖昧調音であった。後続語が母音で始まる場合は、ウェリウス・フ

ラクスは、 M を書かず、 M の前半分を思わせるような特別な文字記号

を書き、また、同位置で、カトー・ケーンソーリウスは、回転した M 、

すなわち 2 を利用したが、クインティリアヌスは、これを E と見な

している36。一連の古いラテンの碑文では、語末の M が抜け落ち、ある

箇所では N が記されている。古代インド語の語末子音の m も、似た

ような曖昧調音であった。その複数属格と単数対格の始原的な鼻音指標は、

m ではなくて、 n であった。このことについては、ヒッタイト語の単数・

複数属格語尾 —n や古代インド語の所有語尾—narn 及び—an-am (複・

属 rnatr:t:i-arn「母達の」， vfkanarn「狼達の」）以外にも、次の諸事実が

証明している：

1. スラヴ祖語 —ia 語幹名詞の単数生格語尾 —^。単•生 COYJJA¥, 

AOYWA¥, 3f=UdA¥ を参照、この場合の幹母音 a は、始原的な不活性

（無生）類名詞の集合性語尾 —a < -e-H2 (§. 10参照）と同系である。
単数生格語尾 A は、語尾 —ians の継承であり、この s は、古い活

性（有生）類から借用した所有の補足付加指標である 一 cf. 単•生 M 

AT町JIS < *rna-ter-es, 単• 生 HOWTH < *nokwt-ei-s。これに
対応する a 語幹の語尾は、 -ans である 一 単• 生 ~ISH'W < 
＊ずen-a-n-s 参照（ゑns >'W 及び —ians > A の推移について
は、§. 2参照）。 a Cia)語幹名詞における所有指標 n は、他の印欧

諸語に立証される所有指標 s (次例参照、リ 単•生 rankos「手の」，

ギ単•生 xwpa~ 「国の」，ゴ単•生 gibos 「贈り物の」）よりも

自然である。始原的な不活性（無生）類名詞の集合性語尾 -a (-eH2) な

いしは—a (H2) に関係する a 語幹名詞 一例、複•主 Hr'A < 
*iug-e-H2 (ギ複•主・対 r u r a, ラ iu-ga 「くびき」 < *iug-
比 と同系） ー は、 -s 語尾所有形の発展の基となるべき —s 語尾の

活性（後の主格）を持たなかったのである一次例参照、単• 主 ~E:HA 

< *gwen-a < *gwen-e-H2 , cf. 古イ単•主邸va=ラ equa



246 

「雌馬」，ギ X lil Pa「国、地方」，リ ranka. = PぷKd,ゴ giba「贈

り物」。古代インド語の単数属格 asvaya}.l. 「雌馬の」型の、 -s 語尾を

含む形は、明らかに、二次的なものである 一 ここでは、古い所有指標は、

ya < ioであり（これに起源については、§.27参照）、これは、古
イ単・属 vfkasya(=ギ入 UK O l 0 ー ホメロスの言語）「狼

の」 < *ylkw-o-s-i-o (io でもって拡張した、所有的意味の古い活格
形）や npopo111.t.. < *pro-rok-i-o 型の物主形容詞、における io指
標と同一である。

2. 1人称単数人称代名詞生格 Uf:HI:: < *me-n-es (この—es は、

所有の補足付加指標）の表徴となっている接尾辞 —n- 。属格形は、印欧

語の曲用の生成過程における最も古い斜格形であった。その他の斜格形、例

えば、所格、共同格（具格）、奪格は、今なお状況語的副詞の意味を持って

いた。それ故に、属格形は、他の斜格の形成基盤にもなった 一 例、古イ

男・単・与 tasmai「それに、彼に」 ＜ 九o-s-mo-ei,奪 tasmat 

「彼から、それから」 ＜ 九o-s-mo-ad,処 tasmin「彼の所で」＜

*to-s-m-i-n (この *tos は、古い所有形であり、 m は古い中間指標

[§. 30参照］である）。 Cf.ギ単・属 r l v o~ 「誰の」 < *kw 
-i-n-os, 与て lJ.J l <拿kw-i-n-i,対て lv a く拿k立 i-n-:r;i(こ

の *k立 i-n は、古い対格形であり、この形は所有の意味 [genitivus

objectIの意味］も持っていた）。 1人称単数人称代名詞形の場合にも、

*menーの語幹( n は古い所有指標）が、与格、造格、所格形に一般化

したのである 一 与 Uh.H~, 対 U'h.H゜騒，所 Uh.H~ を参照。

3. 印欧語の中性不規則 (heteroclite)名詞の斜格の表徴であった接尾辞

-n- 。次例参照、古イ 単• 主 ahar, 属 ah-n-as 「日、昼」，単• 主

udhar, 属 udh-n-as 「（動物の）乳房」 (cf. 単•主ギ o u 0 a p, 

属 。 u0a て 0~ 「（動物の）乳房」 < *oydh-:r;i-t-os), 単• 主 yakr 
t, 属 yak-n-as 「肝臓」 (cf. ギ単• 主ガ冗 aP, 属サ冗 a て 0~

「肝臓」 < *iekw-:r;i-t-os), 単• 主 asrk,属 as-n-as「血」，ギ単・
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主 u owp, 属 uoa て 0~ 「水」 < *ud-i;,.-t-os。 n 指標は、
本来、所有指標であり、これを使って属格形が形成された。後に、古い属格

語幹が、曲用の全斜格に一般化した（第2項参照）。この不規則名詞は、始

原的な不活性（無生）類名詞の継承であって、 -s 語尾の活格を持たず、

したがって、同語尾の始原的属格形も持たない。古代インド語の yak-n-a.s 

やギリシャ語の サ冗 a て 0~ 「肝臓の」 は、後になって、別の曲用の

影響で付け加えられたものである。

4. リトアニア語の人称及び再帰代名詞単数生格形における n 指標一

manijs < *mo-n-en-s「私の」， tavijs「君の」， savijs「自分の」。こ
こに挙げた形は、新しく形成されたものであるが、古い所有指標 n を包

摂しており、これに、他の曲用の影響によって、一般的な属格語尾 —s が

付け加えられたのである。

5 . いくつかのゲルマン諸語の a 語幹名詞の複数属格形における n 

指標一古高ド gebono,アングロ・サクソン gebono「贈り物の」 ＜ 

拿 ghebh-a.-n-on 参照。語尾のもnon は、 a 語幹名詞の古い所有語尾ゑ—

n から得られたもので、それが、 0 語幹から借用した所有指標 on に

よって補強されたものである。古代インド語の複数属格語尾 —nam 及び

-anam の起源を参照。

この古い所有指標 n と同系なのが、 l""PAAHHA < l""PAAヽ， HCTH
HA < HCTヽ， OTヽ 'IHHA < OTb.U,b., X'PAUHHA < X'PAU 
ヽ のような派生名詞における接尾辞 -n- である。 Cf. ラ reglna「女

王」（逐語的には、「王に属する、王に関係する（女）」の意， cf. ラ 単・

主 rex,属 regis,古イ raj-「王」 ； reginaは、 *reg'-i-H2-nーに

由来する。 I < i-H2 の起源と意味については、§. 27参照。 *re 
g'-n-i-H:r に由来する 古イ rajm 「女王」における接尾辞 -I- と —n­

の置き換えも参照 (16)。これと同類の接尾辞 -inーは、 B iJ)b.Hヽ <BiPA, 

BiTJ)b.H'h. < BiTPヽ， H印紅Cb.Hヽ < *nebh-es-(単•生 Hl:Cl:CI: 
の語幹），ぷHTb.Hヽ < ,KHTO のような関係形容詞に立証される。こ
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れらの形容詞にあっては、 i 指標は rpAAHHA ゃラテン語 regina 

「女王」 型の女性名詞の場合のような、一括多数性指標 H2 による拡張

を受けない。

有生類名詞の対格（ラ 単・対 lupum, ギ 入UIC O 1.J, 古イ vf'kam, 

恥h.K~ < *1J.lkw-o-n)を作り出す基になる、古い方向指示（遠心）格
の語尾も、 -n であって、 -m ではない。このことについては、ゴート

語 wulfans く *lJ.lkw-o-n-s 型の複数対格形が証明している 一 cf. 

古プ複・対 deiwans 「神々を」，クレタ 複・対 1,16µ0J.1~ 「諸法

を」。これは、 *lJ.lkw-o-n 型の古い方向指示形に由来するものであり、そ

れは、最初は、単数、複数両方の意味を持っていた。後に、これに多数性

（複数）指標 s (これの起源については、§.37参照）が付け加えられた

のである。複数対格語尾 —ns は、いくつかの印欧諸語（例えば、 wulfans

「狼達を」型 の複数対格形が存するゴート語）において、 s 前の m 

が、 n に変わるのではないから、 -ms から引き出してくることはでき

ない。

スラヴ祖語とバルト祖語の a 語幹単数対格語尾 —an は、幹母音 a 

と o 語幹の古い単数対格語尾 —o-n (単・対 RAh.Kヽ ＝ リ viik~ 

く *1J.lkw-o-n参照）との融合から得られたものである。このことについ

ては、移動アクセント・パラダイムを持つ a 語幹曲用の名詞が証明して

いる。すなわち、単数主格では、幹母音の鋭 (acute)音調によって、アク

セント（力点）は、幹母音 —a- < -e-H2ー の上に引きつけられるが、単
数対格では、 -a-on> -an の縮約によって、語尾ゑn が曲 (circum-
flex)音調を受けるために、アクセント（力点）は語根の上に留まるのであ

る。次例参照、単•主 CJJAAA (口 6opona, セ 6pana, リ

barzda「顎ひげ」）に対して、単・対 CPAA~( 口 6opony, セ

6pany, リ barzd~) ; P~KA (口 PYKa, セ pY Ka, リ rank

a)に対して JJ~K~( 口 p y Ky, セ PYKY, リ ra蔀~) ; 

r、¥ARA(口 rOJIOBa, セ rJiaBa, リ galva 「頭」）に対して、
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r ddBiK (r o JI o B y , セ rJiaBY, リ ga.lvf¥); 3Hlld (口 3H 

Ma,'セ 3 HM  a, リ ziema. 「冬」）に対して、 3HlliK(口 3 HM  Y, 

セ 3HM y, リらiさIDf¥) ; Hord (口 Hora.,セ HOr a, リ
naga. 「ひづめ」）に対して、 Horぷ（口 HO r Y, セ HO r Y, リ涸g

E\)。ギリシャ語の、て fJ~ aてparta~ 「軍隊の」 型の単数属格

形の曲アクセントは、語尾 -a~(-fJ~)、が、幹母音 a と子音幹曲用

から借用した単数属格語尾 —es あるいは —OS (単•主 If, 6入aど，属

If, 6入aK-o~ 「おべっか使い」，単•主 KAll'W, 生 KAlll:HI: < 
*ka-men-es 参照）との融合から得られたものである、ことを示している。

例、ギ単・属 て fJ~( ドーリス r a~) は、 *ta-os あるいは * t 

a-esから出たもので、この語幹の *ta- は、 *t-e-比 の継承である(§.

10, 24 参照）。ギリシャ語の a 語幹の全ての複数属格形の曲アクセン

ト(rWJ.1 XWPWJ.i「国々 の」）は、 a 語幹名詞の語尾の —WJ.i が、

幹母音 a と属格語尾もn との縮約によるものであることを示している

(xwpwJ.1 < *xwp-ii-wJ.1)。これらの事実は、 a 語幹名詞の曲
用は、より遅い時期に発生したものであることを証明しているのである。
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§. 39 古代ブルガリア語の中性の起源

活格統語構造の、主格構造への再編以後、活性（有生）類名詞の古い -s 

語尾活格は、主格としての再解釈を受け、一方、活性類名詞の古い絶対格

（純粋語幹）は、 -n 語尾の方向指示格に置換され、それは、対格として再

解釈を受けた。対格の方向指示的な意義は、依然として、ラ Romam tota 

Italia convenit「イタリア中が、ローマに集まった」，ギ l(,J.Jlan o' 

oupaJ.10J.1 ll(,e「そして、生け贄を燃やす煙は、天に達した」， n

PHAf: X'C'l¥ H Eヽ Cヽh.CK'WA¥ AKh.PH (キリストは、天の扉に着いた）

（古代プルガリア語原本の比較的遅い時期の写し）のような文例に現れてい

る。

活格は、不活性（無生）類名詞には存在せず、それの絶対格（純粋語幹）

は、活格構造文では、文法的客体の役割を、また不活格構造文では、文法的

主体の役割を果たした。換言すれば、不活性類名詞にあっては、客体の形

（活格構造文内の）と主体の形（不活格構造文内の）が一致していたのであ

る。このことの結果が、始原的な不活性類の継承である中性名詞の主・対格

形の一致である 一主・対 Hro,ラ iugum, ギ turoJJ, 古イ

yuga.m, ヒッタイト jugan (iukan)「＜びき」を参照。活格統語構造で

は、活格構造文での活性（有生）類名詞の客体の格（＝絶対格、純粋語幹）

は、不活格構造文での不活性（無生）類名詞の主体の格（＝絶対格、純粋語

幹）と一致した。また一方、不活格構造文での不活性類名詞の主体の格は、

活格構造文での同名詞類の客体の格の職能も務めたのである。古い活格構造

文の活性類名詞の絶対格が、新しい主格構造文にあって、 -n 語尾対格に

よって置換されて以後、古い不活性類の継承である中性名詞の一部には、そ

の主・客体の形を有生類名詞の新しい客体の形に合わせたものもある。何れ

の格の形も、元々、活格統語構造における絶対格、すなわち、純粋語幹であ

るという点での同等性を持っていたからである。
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この均等化現象に関わったのは、 0 語幹名詞だけであって、しかもこ

れは、恐らくいくつかの印欧語だけのことであろう 一 古イ 男•単・対

vfkam =ギ入 UICOV, ラ lupum< *ylkw-o-n「狼を」 と
古イ 中・単•主・対 yugAm =ギ tur6v, ラ iugum 「くびき

を」における共通語尾を参照。他の語幹の名詞、例えば、 U 語幹名詞の

場合は、このような均等化は発生していない ― -n 語尾は、男性名詞単

数対格形を表徴したにすぎず、中性名詞単数主・対格の特徴は表示していな

い： 例えば、古イ 男・単・対 sunum=リ SU.Il¥l 「息子を」に対し

て、古イ 中・単•主・対 mAdhu 「蜂蜜を」 ＝ ギ μe0u「（純精）

酒を」。古代プルガリア語の 単•主・対 Hr"O 型の -0 語尾中性名詞

は、絶対格（純粋語幹 —o) の継承であって、例えば、単•主・対 c、¥OB
。<*k'ley-os あるいは CJJ'RIいく *bher-men が、絶対格（純粋

-es 、 -men 語幹）の継承であるのと同じである。古代プルガリア語の

Hr"O の形は、 古イ 中・単• 主・対 yugAm= ギ tur6v 

や ラ iugum 「くびきを」 の原形 りug-o-nから法則的に引き出す

ことはできない。このような場合には、語尾の —o-n は、ヽ になったで

あろうから (cf. 単・対 BAh.K1' < *ylkw-o-n)、ここでは、 n 
は、二次的に付加された指標なのである。

活性類と不活性類名詞に代わることができ、時を経るにしたがって、性の

特徴を獲得した代名詞の曲用は、名詞曲用をモデルにして、生成されて行っ

た。例えば、絶対格の職能を務めた代名詞語幹 *t-o- は（活格の役割を

果たしたのは、補充法語幹 *s-o である、これについては、§.33参照）、

方向指示指標 n の助けを借りて対格形を作った 一 cf. 男・対 Tヽ＝

ギて 6v, ゴ thana, 古イ tAm,リ頃 「これを、彼を」 < * t-
o-n 。属格は、名詞曲用から借用した s (so) 指標を以て形成された：

いくつかの言語では、この指標は、所有指標 i (これの意義については、

§. 27参照）によって、補強を受けている。 Cf. 古イ 男・単・属 ta. 

sya = ギ r o to (ホメロスの言語） < *t-o-s-i-o, ゴ this < 



252 

*t-e-so 。 Toro 及び ero 型の男性・中性属格形は、 goの指標

の助けを借りて作られたが、これの本来の意義は完全には明かではない（こ

の指標の正常階梯 ,t(II!= < *ge は、前接的な [enclitic]接続詞である）。
ゲルマン系では、 g (go) 指標の助けを借りて、人称、再帰代名詞の単数

対格形が作られている 一 例、ゴ 1・単・対 mik< *me-g-「私を」，
sik < *se-g-「自分を」。これは、対格と属格 (genitivusobjecti)の意
義が元々近似性を持っていたことを確認させるものである。

指示代名詞中性主・対格の役割は、純粋語幹（古い絶対格）が、果たすは

ずであった。ところが、極めて早期に、 *t-o 型の純粋語幹は、移動指標

d による補強を受けた(§.29参照）。この指標は、この代名詞が、不

活性類名詞に属するものであって、それは、行為の真の主体や客体にはなり

得ないものであり、単に行為の起点ないしは終点であり得るにすぎないこと

を強調したのである。このようにして、絶対格（純粋語幹） *t-o と後に

その代替を務めた対格 *t-o-n は、活格構造文の活性（有生）の客体を

表し、一方、拡張語幹 *t-o-d は、不活格構造文の不活性（無生）の主体

を表したのである。起源的に疑似主体と疑似客体の形である *t-o-d (この

語尾は、奪格語尾 -d と同一のもの、§.29参照）の継承が、中性単数

主・対格 TO= 古イ ta.t, ギ て6 < 拿て 0 0, ゴ thata 「そ
れ」である 一 cf. ラ 中・単•主・対 id 「それ」 及び quid「何」

における語尾 -d 。さらに次例参照、古ラ 対 med「私を」， ted 

「君を」， sed「自分を」及び奪 med「私から」， ted 「君から」， sed 

「自分から」、恐らく、これらの形は、 *m-e-ad, * t-e-ad, 拿s-e-ad

から出たものであろう； cf. 古イ 奪 ma.d「私から」， tva.d 「君から」、

これらは、 *m-e-d ないしは *m-o-d 等から得られたものである。リュ

キア語”では、移動語尾 -d は、代名詞曲用から名詞曲用へ移され、 0 

語幹の中性主・対格形の表徴となった。代名詞曲用の影響の下に作られた名

詞形は、スラヴ祖語にも存在したかもしれないが（中・主・対 Hro は、

*iug-o-d から引き出すこともできる）、このような仮定が、古代ブルガリ
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ア語の o 語幹中性単数主・対格形の説明に必要だというのではない。こ

の形は、恐らく、古い絶対格（純粋語幹）の直接的な継承であろう。 *m-

e-n, *t-e-n, *s-e-n から得られた、古代プルガリア語の対格形 Uh¥,Th¥, 

Ch¥ は、かつて、絶対格の機能を持ち、後には対格の機能を持つ (cf.

ギ対 μt「私を」，ドーリス て£「君を」）ことになった、スラヴ祖

語代名詞の純粋語幹 *me, *te, *se が移動指標 d の代わりに、方向

指示指標 n による補強を受けたことを示している。古代インド語の対格

mam は、 *me-on あるいは *me-en に由来するものである。

始原的な活格統語構造が、主格統語構造へ再編され、始原的な活格が主格

に変わると、活格指標 s (すなわち、始原的な代名詞語根 *s-)は、有

生類名詞の主格指標に転じた。いくつかの場合、無生類名詞（中性発達の基

となった）の指標となったのは、不活格指標（すなわち、指示代名詞の絶対

格 *t-o の基になった始原的な代名詞語根*t-)である。次例参照、古

イ 中・主・対 ya.krt, 属 yakna.s 「肝臓」， sa.krt,属 sa.knas「牛

の排便」，ギ中・単• 主・対 o 6 p u, 属 o6pa て o~ < *doru-
i;.i-t-os「槍」， r6vu, r6va て 0~ 「膝」， ou0ap, ou0aて0

c「（動物の）乳房」， o u~. ch て 6~ 「耳」， aiiJμa, awµa て 0~

「身体、物体」， μt入l, µE 入して 0~ 「蜂蜜」。恐らく、 CJ)'EUh¥,C'EUh¥, 

切 'EU.¥¥,K'ltJUh¥ (ギ ou0ap と同系）， n、¥'EU.¥¥,'IHCUh¥, nHCUh¥ 
のような古代プルガリア語の中性 men 語幹名詞は、トルベッコイ (N.

Trubetzkoj, 1922)が推定しているように、かつての単数主・対格形に t 

指標を持っていた可能性がある。すなわち、 CJ)'EUh¥は、 * bher-men-t 

(tは、始原的な不活格指標）の継承かも知れないのである。ただし、次例

参照、 古イ 中・主・単 bha.rma, ギ ¢epμa「重荷、積み荷」

(CJJ'EUh¥ と同系） < *bher-mi;.i, ギ r v iiJμa「しるし」 (3HdUh¥
と同系） < *g'no-m:Q., ラ semen「種」 (C'EIい と同系） ＜＊迫
ffi:Q. 。一方、 古イ nama「名」や ゴ namo 「名」 (HU.¥¥ と同系）

のような中性単数主・対格形は、 *no-mon-t あるいは *no-men-t から、
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t の脱落以後の o あるいは e を延長して、引き出すことができよう。

Cf. リ、 selmuo(中性に代えて、男性）「屋根の棟木」 一 この -mu 

6 の語尾は、おそらく、 -mon-t > -mon の継承であろう（リ selmu 
6 は、 CA'EUA¥「丸太、梁材」及びギ ae入μa,属 。と入 μa-r o 

ヽ「漕ぎ手が座る太い横板、腰掛け」 < *k'sel-m:r;i-t—と同系）。中性の
men 語幹に対して t 指標が付加されたことを間接的に示しているのが、

ラテン語の次のような対応形である 一 augmen : augmentum 「増加」，

f undamen : f undamentum「基礎、土台」， semen「種子」 (C'EUA¥ と同

系）： sementis 「播種」， stramen: stramen tum 「藁、藁床」（ギ a 

てpwμa, 属 。て pwμaて0!: 「藁床」 と同系）。
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§. 40 古代ブルガリア語の動詞アスペクトの起源

活格活用動詞の完了体と不完了体への二極文化は、始原的には、一括多数

性指標 H2 の存否に規定されるものであった。この指標を介して、発話時

以前に完遂、完了、終止した行為を表す動詞語幹が作られたのである(§.1 

0参照）。 比指標を持つ活格活用動詞からは、次第に、アオリスト (MH 

Hano CB'hPIIIeHO epeMe [完了過去時制］一 aorist)形

が発達して来るのであり 一例、 1• 単 Ch.PdXヽ <*bher-e-H2-s-, 

HISCOXヽ く * nek'-H2-s-、また、比指標を持たない活格活用動詞からは、

非完了 (infectum)活用の形が発生してくるのである (§.14参照）。この

非完了活用からは、後に、現在時制の形（例、 3・単 EヽP-IE-T~, HIEC-1:-

Tヽ）と始原的なインパーフェクト（未完了過去）が得られることになり、

それは、さらに後に、単純アオリスト（例、 3• 単 HIECIE < *nek'-e-t) 
として再解釈を受けることになる。始原的な不活格活用からは完了（パーフェ

クト）活用が発生した(§.18参照）のであるが、これの基本的な意義が

（ただし、最古の意義ではないが）、過去性 (rrpeTepHTHOCT)で

あることから、時を経るにしたがって、完了活用動詞の一部も、一括多数性

指標 H2 を獲得したのである。これは、例えば、次のようなギリシャ語完

了形に現れている 一 例、 1・単 入と入 VIC a「解いた、ほどいた」，

冗 E</> UてEV K, a「植えた」， ガxa「導いた」 < * H2e-H2eg'-H巳
てもて po</>a「向きを変えた、回した」 < *te-trop-H2-(§. 13参照）。
以上により、不完了体は、初めの内は、非完了的動詞幹 e 語幹に等し

く、そこから、古代プルガリア語の現在時制と単純アオリストが発生して来

るのであるが、完了体は、一括多数性指標 H2 付きの動詞幹に等しく、そ

こからは、古代プリガリア語のシグマ・アオリスト形 (1・単 Ch.PdXヽ

< *bher-e-H2-s-, nAt.c~ < *pen-H2-s-, 3 ・単 HIECOXヽ < *nek'-
H2-s-)やギリシャ語完了形の一部（例、 1・単 入も入 VIC a 「解いた、
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ほどいた」， ガxa「導いた」 ＜ ＊比e-H祖g'-H2-)、アオリスト形（例、

i0n,ca「置いた、据えた」 < *dheH,-H2-)が発生して来るのである。
後に、非完了活用は、分化して、一つは、過程的な非過去に（例、 3• 単・

現 E町)l&Tヽ， HliCIETヽ， ギ <PEPE l「運ぶ」）、今一つは、過程的

な過去（例、 スラ祖 3 • 単・未完 *neset > アオ HIECIE, ギ
3・単・未完 i-</JEPE「運んでいた」）に変わるのである(§. 19参

照）。スラヴ祖語では、ギリシャ語とは違って、過程的な過去（古いインパー

フェクト［未完了過去］）は、その過去的な意味を失い、アオリストに転化

するのである。それ故に、始原的な不完了体の直接的な継承は、スラヴ祖語

の接頭辞の付かない現在幹 e 語幹でけである 一 cf. 3・単・現 Eヽ

Pf=T~, Cb.ETヽ <*bhei-e-, HliCIET1', 30RliTヽ， COAIET~, Rヽ A

町ヽ，紅31ET1' 「輸送する」， R,\dAIET~, A'EliT~ < * dheH,-e-, KA 
b.Hl&T1', RA'E'11STヽ く *uelkw-e-, uomeTヽ， rHl&TIET1',Ub.Pl&Tヽ，

ぷIEHl:T~mHRIETヽ， CAIOAl':Tヽ < * bheudh-e-, mb.PIET1', Rb. ヽ
Tヽ<*uei-e-, ポb.Aヽ f1',lib. TliT~, KAdAIETヽ， Tlinヽ r1', KP'WI': 

T，ヽ PdCTl':Tヽ， HAヽTヽX xヽヽTヽ ・UO-llb.l':Tヽ < *kei-e-, cf. 
ギ ,ce,fμat「横たわっている」，集約的対応形 IIAIETヽ < *kei 
-eー も参照。例外は、完了体の PIElll':Tヽ， UdAヽ rヽ < *pod-e-(語根
母音の延長対応階梯を伴う、このような階梯は、始原的な過去活用に見られ

るものである 一 §. 10参照）， HUf:Tヽ 「取る、つかむ」 ＜ b 

rn-e- (疑似他動詞［始原的な不活格動詞] Hll'ETH と同系、§. 18参

照）である。

始原的な、動詞アスペクトの分化に、最初に重大な変化が始まったのは、

起動的 (inchoative)接尾辞 -ne- を持つ非過去語幹や (3• 単・現 CT 

dHl:T~. KOCHl&T~. ARHrHl':T~. r'WCHIETヽ 参照）、また同じく、

起動的接中辞 (infix) n を持つ非過去語幹（次例参照、 3・単・現 C 

RIAl:Tヽ， OC-PRIWTl:Tヽ， Eヽ 3-,¥Html':Tヽ， C.ii.Al:Tヽ に対して、 3• 

単・アオ C'EAE, OC-P'ETI':, R~3-,\1':mf:, C'WCTヽ ； cf. 3・単・
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現 UJJH-Ch¥ポl=Tヽ 「手を伸ばす」に対して、 リ 不 s~gti 「締める、

留める」， H-CA\KHl=T~ 「止む、終わる」に対して、 リ 不 s~kti 

「減少する、衰える、尽きる、なくなる」）が、完了体に算入されるに至った

ときである。接中辞 n の起源については、§. 14 及び §. 17 第2

項を参照。起動的接尾辞（接中辞） n の起源は、遠心・方向指示指標 n 

(§. 38参照）と同一である。非完了活用を持つ動詞幹 e 語幹において

は、遠心•方向指示指標 n は、前進的展開行為 (rrporpaJlHeH

THO Jle0CTBHe <ラ gradior「歩行する、前進する」）を表

したのであり、その行為の起点を現在とし、したがって当然未来に向けられ

た行為を表したのである。それ故に、起動接尾辞（接中辞） n を持つ非

完了動詞形は、スラヴ祖語の時期に、未来時制の意義を持って使われ始める

のである。

スラヴ祖語の ne 語幹も、また接中辞 n を持つ語幹も、原則的には、

自動詞であって(§. 18参照）、語根母音の延長階梯を含むことが多いが

（次例参照、 3・単・現 no-c~rHi&Tヽ に対して、ギ 1・単・現 ¢ 

ef]oμa、「逃れる、驚いて逃げる」 < * bhegw -, UO-r'IJCHl&Tヽ
に対して、 r~Hl&T~ 「曲げる」， T'IJKHll:T~ に対して、 T lヽll&Tヽ，

r ACHl&T~ < * gwosー に対して、ギ 1・単・現 af]evvbμ 
（ヽ消す） < *sgwes-nu-, 00-CT'IJAHl&Tヽ ）、このことは、これらが古
い不活格活用と関連性を持っていることを示している。ゴート語の起動動詞、

例えば、 不 and-bundan「解ける、ほどける，自由になる」， gahailnan

「健康になる、全快する」， mikilnan「大きくなる、増える」 のような動

詞も、自動詞的な意義を持っており、これらは、新しい状態への移行を示す

もので、ウルフィーラ (Wulfila)38の新約聖書訳では、しばしば、ギリシャ

語中動相形に相当するものである。ゴート語の -ne- 接尾辞を持つ起動動

詞の過去形が、一括多数性指標 H2 の始原的な存在について証明している

（例、 1・単・現 fullna「一杯になる」 < *p h ln-noーに対して、 1・単・
過 fullnoda < *p h ln-ne-H2-)のに対して、スラヴ祖語の現在幹 ne 
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語幹動詞の過去形は、補充法的非完了幹 e 語幹から作られるか（例、 3• 

単・現 ABHrH虞Tヽ に対して、 3• 単・アオ ABH,KI:, cf. ギ

1・単・現 lirvuμ, 「こわす、砕く」に対して、 1・単・アオ la 

fa)、あるいは、接尾辞 u を介して作られており（例、 3・単・アオ

AOYH示くスラ祖•doy-no-n-< *dhoy-no-y-, cf. §. 17第2項）、
これは、当初は、行為が、視界外でなされたものであることを表し(§.25 

参照）、過去時制の指標の一つに容易に転化し得る可能性を持ったのである

- cf. 能過分・女・単•主 Hl:CヽWH < *nek'-u-s 及び ラ
完・ 1• 単 doc-u-I 「教えた」， audI-v-I「聴いた」。ギリシァ語の接尾辞

-nu-(-neg— のゼロ階梯） は、過去指標として独立していない。この

接尾辞の延長階梯 —niiーは、単数形と複数形を区別した ： 1 • 単・現

oelKviiμt「示す」， 2 oelKliU~. 3 oelKviiat 

に対して、 1.複 oel,cvuμev, 2 oel,cvuてe, 3 o e 

t K v 6 a a t ; cf. 1・単・現 </>nμL「言う、話す」， 2 </> 

カ~. 3 </>nal に対して、 1・複 </>aμev, 2 </>aてE,' 3 

</>aal、§.35も参照。

いくつかの完了体第一次動詞、また現在幹に接尾辞 —ne- を持つ起動動

詞に対応するのが、接尾辞 -i- を持つ不完了体派生動詞の現在形である。

この -i- は、スラヴ祖語の反復 (iterative)動詞の形成にも与るものであ

る(§.17 第5項参照）。派生動詞のいくつかは、語根母音に別の階梯を

持つか、あるいはまた、別の原語根を持つ 一例、 不完・ 1・単・現

AA騒， 2 A年 WH < *deH3-i-eーと 完・ 1・単・現 AAUk く *de
H:rdH3-mi (完了［パーフェクト］型の始原的重複語幹で、後に、完了体動

詞に算入された）； B~-CTA騒， B~-CTA即WH く *steHri-e—と CTAH 

ぷ， CTAHl:WH・1:UAll¥,f:UAf:WH 「取る（プ B3eMaM)」< *Hi 
em-i-e—と HU~HUf:WH 「取る（プ B3eMa)」 < *H心 m-e-;
r'IJCAll¥, r'IJCAl:WH と r'IJCH示， r'IJCH畔 JH; KAn、＼騒， KdnAI暉

H と KAHぷ， KAHEWH「滴る」 ； ABH,K~, ABH,K畔 JH と ABH 



259 

rH示， ABHrHl:iWH; KdHIIぷ， KdHllf:WH と皿HKH&,Ki¥HKH畔 l

H ; T/A,K示， T/A,Kf:WH と T/ArHぶ， T/ArH岬 JH 。 これらの動詞

のアオリスト語幹は、 eH2 から得られた接尾辞 ー4 を含んでいる

HUATH, r't.lCATH, KAUATH, ABHSATH, KdHI¥ATH, TAI. 釦lTH,

AA'ETH, Bヽ CTA'ETH(最後の二形は、二次的な母音間のヨット[j J化

を伴う）を参照。 UdlOI& UdlO岬WH, < *pieu-i-e-, 不 n、¥h.BATH
< *piu-eH:i-(C't.lBATH < *bhu-eH:i- と同じように、二次的な

B を伴う） と """"ぶ， UdHHlf:WH < *piu-neー も参照。

合成（テーマ付加）接尾辞 —i-e-(構成要素 —ei- のゼロ階梯と幹母音の

e 階梯 ー AA騒， AAl!WH・< *deHs-i-e- 参照）に代わって、さら

によく用いられるのは、テーマを付加しない（単純）接尾辞 —ei- (構成要

素 -ei- の e 階梯と幹母音のゼロ階梯）であり、これを用いて、古代プ

ルガリア語の使役 (causative)動詞が作られている(§.6 第2項， §. 1 

7 第5項参照）。 Cf. 1・単・現 d/Ar示， 2 d/A,K呻WH に対して、 no

-dO,Kぷ， UO-dO,KHWH; C/AAぷ， C/AAl!WH に対して、 HA-CA,KA示，＂^

-CAAHWH ; CT AH示， CTAHE:WH < *steH日ne- に対して、 CTABd 

騒 CTABHWH < steH2-e-i-(CTO騒， CTOHWH < *stH2-ei-, 不 c

TO'ETH < *stH西における語根母音のゼロ階梯を参照、 cf. Uh.H 

騒 Uh.HHWH Uh.H'ETH ) ； E示A&, 6ぶAl!WH < *bhu-n-dhーに対し

て、四Bdt& 四 BHWH < *bhou-ei-; r't.lCHぶ， r't.lCHlf:WH に対し

て、 roy皿騒， roycHWH; T紅 H示， T紅 H岬 JH に対して、 T示ぶぶ，

T示,KHWH; H-C/AKHぷ， H-C/AKHlf:WH に対して、 H-C&IIぶ,H-CぶIIHW

H ; no-r PIA3H示， no-rPIA3Hf:WH に対して、 no-r p&,K&, no-r p 

&3HWH ; HC-暉 3H示， HC-111配3H日WH に対して、 HC-KA,K&, HC-KA 

3HWH ; rACH&, rACHl:iWH に対して、 rAW示， rACHWH; Bヽ C

KPh.CHぶ B Cヽ-KPh.CHl:iWH < *kripsー に対して、 Bヽ CKJJ'EW示， B

< top-ne- に対しCヽKP'ECHWH < *kroips-; TOH示 TOHlf:WH * 

。しくつかの場合、起動動詞に対応しているのて、 TOUd犀 TOUHWH 、
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が、使役動詞なのか、古い接尾辞 -ei— の付いた名詞派生動詞なのか、明

瞭ではないことがある 一 例、 C~X"H涵， CいX"HSWH に対して、 CO 

"』示， COYWHWH; IIJ)h.KHぶ， IIJ)h.KHI珊 H に対して、 nO-IIJ)dll示,no-

IIJ)dllHWH ; CBh.Hぷ CBh.H霰WH「夜が明ける」 < *k'yit-ne— に対

して、 CB'EWT示 CB'ETHWH 。 §. 17 第5項には、いわゆる verba 

causativa (使役動詞）が、本質的には、第二次的な verba transitiva 

（他動詞）であることを、示した。

次のような、不完了体 i-e- 語幹動詞は、起動動詞の対応形を持たない

1・単・現 KOA騒， 2 KOASWH, 不 KAdTH ; ~h.l皿， X 

h.HにWH,ポがTH; COJ)I品， COJ)SWH,CJ)dTH ; USA~, IISAl=WH, IIA'E 

TH ; UHW示， nHWヽWH,nh.CdTH ; lldポ示，＂^ ポ SWH,lld3dTH 

Kd~ 示， Kd~麟WH, Kd3dTH ; K示nA騒， KぶnASWH, K&nd TH 

HWTぷ， HWTSWH,HCKdTH ; BA\~ 示， BA.ポ麟WH,BAt3dTH ; OJ)騒，

OJJEWH, OJ)dTH 。 これらの i-e- 語幹の一部 (COJJ騒， ~h.H騒， OJ)騒）

は、始原的な完了（不活格）活用に関連する、かつての非テーマ動詞に起源

を持っている。 Cf. 非テーマ動詞完了幹 1・単・現 °Ellh., 2 'ECH ; 

AdUh., AdCH ; B'Ellh., B'ECH。

始原的な、動詞アスペクトの分化に二度目の重大変化が始まったのは、完

了体動詞に、接頭辞付きの非完了活用 e語幹動詞が、算入されるに至った

ときである 一不完・ 1• 単・現 HA示， 2 HA岬WH に対して、完・

1 • 単・現 OTHA&, 2 OTHAEWH, H3HA&, H3HA霞WH,nJJHAぷ

nJJHAEWH C~HHA品， C~HHA虞WH 。 初めの内は、接頭辞は、状況語的

な意味を持った adverbia(副詞）であり、それが、次第に、動詞語幹と融

合したのである（また、その形容付加的 (adnominal)用法から、前置詞が

発生した一 Eヽと B~HHASTヽ cヽと C~HHAST~, UJJH 

と nJJHA町ヽ ， H3 と H3HA訂ヽを参照 cf.ギリシャ語前置詞と

接頭辞 とど， ,r,aてa,a冗 6,aッんは、副詞 e fw, KaてW,

b冗 w-0 e v, t1 v w に対応している）。この融合の結果として、始原的
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な非完了動詞幹からは、 verba terminativa [終止相動詞］（すなわち、

空間的限界行為の名称）が発生し、それが、完了体に算入され、起動相動詞

と同じく、未来の意義で用いられるに至ったのである。

二次的不完了体動詞の現在幹は、接尾辞 ゑ—i-e (§. 17 第3項参照）

と、また普通は、語根短母音の延長によって、作られた：

a)起動相動詞から ： 完・ 1・単・現 AJJh.3H示， 2 AJJh.3H&UJH 

： 不完・ 1・単・現 AJJh.34騒， 2 AJJh.34、UJH ; Bヽ 3Aヽ XH&, Bヽ
3Aヽ XHEUJH: B 3ヽA'I.IX41&,Bヽ 3A'I.IX4霰UJH ; 6ふA&, C&AliUJH 

< *bhu-n-dh-: 6'1.1B4犀 6'WB41iUJH < *bhu-eH2ー。
b)接頭辞によって作られる二次的完了体動詞から ： 不完・ 1・単・

現 T郎 ill., 2 Tli暉 UJH: 完・ 1・単・現 UHUOTliK示， 2 UHUO 

咋暉WH: 1・単・現 UHUOT'EK4騒， 2 UHUOT'EK41iUIH ; Kdh. 

Hill., Kヽ¥h.HliUJH: 34Kdh.Hぶ， 34Kdh.H&UIH: 34Ki¥HH4犀， 34Kd

HH41iWH ; B'EUh. < *uoid-mi, B'ECH : noB'EUh., noB'ECH : n 
OB'EA4騒， noB'EA41iUJH; Bd4A示， Bi¥4AEUJH : 06d4Aぷ， 06ヽ^`

AliUJH : 06d4A41&, 06ヽ¥4A4&UJH; OY'I示， OY'IHWH : H40Y'I&, H 

40Y'IHUJH : H40Y'l4騒, H40Y叫 liUJH ; TBOJJ騒， TBOJ)HUIH : 34T 

BOP騒， 34TBOJ)HUIH: 3んrB4JJ'E瓜， 34TB4J)'EliUJH(-ei-a-> -I-a— 

> -ia > -'E-の変化を伴う） ； ただし、次を参照、 Eヽ 3d゚ ぷぷ
Eヽ 3dOmHUJH に対して Eヽ 3d4r41&, B'k3d4r 4&UJH、 oyroToB 

“贔， oyroTOBHUJH に対して oyrOTOB4瓜町roTOB41iUJH、H4C

T示n、9犀， H4C'Iぷ nHUJH に対して H4CT &nd騒， H4CT&n41iUIH、O
＂゚引示， OU゚ 'IHUJH に対して OU4K4瓜 OU4K41iUJH は、二次的不完

了体派生語幹に、接尾辞 —ei-> ふ>-i-の痕跡がない。
1 • 単・現 BHT4鼠, 2 BHT41iUIH, B'kdd犀， B'kd41iUJH「波ま

かせに行く」 < *ul- (Bd'EKぶ Bd'E'l&UJH * < uel-k立と同系），
ぷEddi& me、9年 UJH KOn4犀 KOn41EUJH は・、 1mperfectivatantum 
［絶対不完了体］（完了体根源動詞がない）である。
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二次的な verba durativa [継続相動詞］（不完了体語幹から作る）と

して、次のものがある 一 1 • 単•現 GAHCU,d騒， 2 GAHCU,d岬WH( 

6Alt.WTX., 6Alt.WTHWH に対する）， A'E"『^騒， A'ETd岬WH(A岬 ITぷ，

Al=THWH に対する）， BdA'E騒， BdA'E岬WH(BAA騒， BAAHWH「転が

す」に対する）， llb.WTd騒，＂~町rd岬WH (Ub.WT示， llb.CTHWH に対す

る）， lll=Td犀， lll=Tdl=WH (11岬 ITぷ，＂岬町『誓 WH「投げる」に対する），

HぷポAA騒， H示,KAd霞WH(Hふ*Aぶ， HぷAHWH に対する）。



263 

原 注

1. 古代プルガリア語の多数のキリール文字写本では、語頭ないしは母音

後の位置にある原母音 e に対しては、 口 が対応する。

2. リトアニア語では、語中音節の原母音 6 に対して、もしそれが e 

（軽い語基における）または e (重い語基における）の対応延長階梯で

あるときには、 0 が対応する。語中音節の原母音 6 が、 e ないしは

e の階梯でないときには、リトアニア語での対応は、 uo である。語

末音節での原母音 6 に対しては、リトアニア語では常に uo が対応す

るが、それは u に短縮する。

3. i¥h. (i¥'h.)や Ph.(pヽ ）に代わる、 h.i¥ ('h.i¥)やり（ヽp)の

書法は、マケドニア・キリール文書 (Ma IC e n O H C IC H IC H p H JI C 

ICH JIHCT)やシュメオン帝時代のキリール文字碑文に見られる 一

例、 nph.BOI& に対して nh.PB咋、 UAh.llATH に対して "~^"^ 
TH 。

4. ヒッタイト語のテクストでは、通常、 KK を以て後舌無声子音が、

また、 K を以てその対応有声音が表される。

5. ヒッタイト語は、助動詞の語根が ＊比esー であることを間接的に示

唆している； この言語では、母音前で凡が消失し、語頭子音前では、

それが a に変わっている 一 3・単・現 eふzi < * Hies-ti (l&C 
Tヽ と同系）， 3・複・現 aふanzi < *H1s-onti (CぶTヽ と同系）
参照。語頭子音前での 比の a への変化については、さらに、 3• 

複 adanzi く＊比d-onti「彼らは食べる」 (tclAが『ヽく＊凡e-H1ed-i;it-、

§. 12参照）を参照。

6. 非完了 (infectum、ギ aてe入カヽ「未完の、無限の、終わりな
き」の借用訳［カルク］）という用語は、ヴァロー（訳注、 M. Terentius 

Varro, B.C 116-27)のラテン文法からの借用である。これを用いて、非完

了の行為の時制が表される。スラヴ祖語初期においては、その時制は二種で、
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現在時制 (3・単 *nek'-e-ti > Hl!Cl!Tヽ を参照）と古い未完了過去
（インパーフェクト） (3 • 単 *nek'-e-t > Hl!C-霞を参照）であったが、
後者はアオリストとして再解釈を受けることになる。これら二つの非完了時

制の共通起源については、§.19 参照。

7. ラテン語の bene (bene), longe 型の副詞は、古い所格形に起源

を持つ 3ヽ d'E,AOBP'E, dlOT'E 型の副詞とは同系関係を持たない。こ

のことは、第二次口蓋化の例 ー rop、U,'E, KPOTヽ LI,'E, CdAA、LI,'E,T 
＾ポ~U,'E ー から明らかである。

8. ロシア語の二音節不定詞と比べる場合、次のことを考慮しておかなく

てはならない。始原的な語末アクセントは、語根短母音の不定詞に残ってい

る一例、 M e C T M =Ul:CTH, B e C T H =Bl:CTH, H e C T 

T H =ndl:CTH 。 Cf. セ・クH =Hl:CTH, II JI e C M e C T H'B  

e C T H (B配江紅31:WH と同系）， HeCTH,  IIJieCTH (この

短上昇アクセント［｀］は、アクセントの一音節前進を示す）、また チ m 

esti, vesti (Bl:1いI'¥,BliAl:WH と同系）， vezti(B配江， Eヽ 31:WH と同

系）， nesti,plesti (アクセント直前音節における長音の発生を証するもの）

も。 スロ mi est', vi est', viezt', pliest' も、同様のことを示している

が、このことは、 ウクライナ MeCTH,  BeCTH,  Be3TH,  H 

~CTH, IIJieCTH の、アクセント位置が、スラヴ祖語のものではな

いことを表している。逆に、 セ・ク M O Il H = UOWTH, II e Il H = 
nliWTH, T e li H =Tl:WTH ; チ teci, peci ; スロ piect', tiect' 
ウクライナ Moqif, rreqif, Teqif は、ロシア語の MO  q b, 

II e q b, Te  q b が、アクセント的に見て、より新しいものであること

を証明している。長母音を持つ不定詞、例えば、 nACTH =セ・ク II 

a CT  H, ロ y-II a C T b, i¥'ECTH =口 JIe 3 T b KPAC 

TH=  セ・ク KPaCTH,  ロ K p a C T b においては、アクセ

ントは、スラヴ祖語期にすで不定詞語尾前にあった。

9 . 例、女性指標にも転化した、一括多数性指標 H2 (§. 24参照）は、
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かつては、被限定語ではなく、限定語（同格語 [apposition]、形容詞）に

のみ付加されたのである。このことを示しているのが、 中・複 udhar 

divyAni 「神の乳房」 型の古代インド語の構文であり、 比 の継承であ

る(§.3参照）、この中性複数語尾 -i は、形容詞にのみ付加される。

名詞が、かつてのその（限）定語に常に一括多数性指標 H2 を含むような

場合、そのような名詞が、女性名詞としての再解釈を受けたのである。

10. ウムプリア方言で、語尾もm は、 —um になったかもしれない。

しかし、ラ 複・属 deum「神々 の」 からは、ラテン語の古い複数属格

語尾が、 もm であるか -om であるかは、決定できない。ラテン語では、

-om は短縮して、 —om > -um になっているからである。
11. Cf. u 語幹、 i 語幹の形容詞では、男性、女性間の差異がない

ゲルマン諸語一例、ゴ男・女 hardus「硬い」，中 hardu; 男・

女 hrains「清潔な」 < *hrain-i-s, 中 hrain < *hraini。単数女
性に別の形を持つ、古代インド語やギリシャ語の u 語幹、 i 語幹形容

詞の方が、より新しいタイプのものである 一 例、 ギ男 力ou~ 
「甘い」，女力 oE fa く＊力 oEF-t-a く*sved-eg-i-H2 ; 

古イ 男 svadu}:t,女 svadvI く *sged-g-i-H2(女性名詞の接尾辞 -i-

については、§.27参照）。この二分法（有生と無生）は、印欧語の始原

的な疑問代名詞にも関わっている ー ギ男・女 て l~< *k立 i-s,

中て l < *kw-i-d, ラ男・女 quis, 中 quid 。
12. さらに次を参照、 ギ o a f て 0~ 「穀物、穀類」，複 てa
a fてa, ラ iocus 「冗談、しゃれ、娯楽」， 複 ioca, cHvus 「傾

斜、勾配、丘」， cllva, また、同じく、 口 C T Op Olli, 複 c 

TOPOllia, roJioc, roJioca, ropon, ropona, JI 

ec, Jieca, JIYr, Jiyra, XJie6, XJie6a (ただし、 プ

単 KPaK, por に対する、 複 KpaKa, pora は、

起源的には、古い双数形である）。 Cf. プ JI H C T と JIHCTO, 

JI M C T H と JI H C T a。 集合多数性から、女性単数への変化につ
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いては、 ギ K ん入 aµo~, 古高ド halm, ラト salms「穀草の茎」

< *k'olHm-o-, 古プ CAdUd < *k'olHm-e-H2, ゴ男 laufs,
古高ド 女 loupa「ひさし、軒、陰のある場所、夏に蓄えた家畜の冬用

樹葉の小枝」のような形が、証明している。印欧語の、原則として女性であ

る樹木の名称において、接尾辞 -0- と —a- < -eH2 の間で揺れがあ
るときに、より古いのは、明らかに、 0 語幹の形の方である 一 次例

参照、 ギ r/>nro~, ドーリス ¢>ar6~ 「オークの木」，ラ fagus 

「プナ」 < *bhag-o-, ゴ boka「プナ」 < *bhag-a ; ラ quercus 
「オークの木」 < *perkw-o-, 古高ド forhe 「松」 < *perkw-a。
樹木の名称における、集合多数性名詞とそれに対応する有生（活性）類名詞

の対立は、初めは、樹木の果実と樹木自体を区別するものであった ー ギ

力 K,EOPO~ 「西洋スギ」 と てa Keopa「西洋スギの実」，

力 /CEpaaoヽ「桜の木」 と てa Ktpaaa「さくらんぼ」，

力 冗 poiiµvo~ 「スモモの木」 と ra 冗 poiiμva「スモモ上

ラ 女 pirus 「梨の木」と pira「梨」参照。 単数の意義の中性 o 

語幹の形も、集合多数性名詞を基にして、さらに後に作られたのである 一

例、ギ てo KEOPOJJ「西洋スギの実」，て o ,r,epaaoJJ 

「桜」，て b 冗 POUμJJOJJ「スモモ」， ラ pirum「梨」。ただし、

全ての印欧語においてではない。スラヴ諸語では、果樹とそれに対応する果

実の名称は一致している 一例、 プ KpyIIIa「梨の木、実」， C JI 

H B a「スモモの木、スモモ」， qepeIIIa「セイヨウミザクラの木、実」。

このような名詞の場合、いくつかの他の -a 語尾女性名詞の場合と同様、

プルガリア語では、副詞 MHOrO をおくことができる 一 MHOr 

0 KPYIIIa, MHoro H6'hJIKa, MHOro MeqKa (多

数の熊）。

13. 天の水分（露）を絞り出す石、すなわち、製粉所（製粉器）［プ M 

eJIHHna]の原型（主・単ぷJJkH'W, 生ポJJkHヽ Bf:[石臼、挽き

臼］と 古イ gravan-「ソーマを挽き砕く石」の同系関係については、上
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を参照）と雷神がその敵を打ち砕く武器である稲妻［プ M'bJIHHH]と

の関連性については、次の語の共通の語根も、これを証明している 一 " 

dh.HいH < *ml-dh-n-, 古プ mealde「稲妻」， 1・単・現 UI:、9騒， 2 
UIEdlEWH, 不 Ud~TH, 古アイスランド myln「火、稲妻、天の

火」，古アイスランド Mjqllnir 〔ミョッルニル〕「神トールが世界の蛇を

打ち破るときの大槌（ハンマー）」， UdATヽ < *mol-to-「大槌（ハン
マー）」。「二羽の鷲が合い戦って、白い泡を吹き出す」 (nea opna 

ce 6HHT, 6H几 a II H Ha II y Ill a T.) (水車とそれが挽＜粉）

といったプルガリアの謎かけも参照。鷲（水車）は、プルガリア民間信仰に

よれば、雷雲の告知者でありかつその先導者であり、一方、白い泡のように

流れ出す大量の粉は、大地が穀物を産み出すべく大地を肥沃にする天の水

（分）の隠喩である。［訳注、神トール（ソール）は、スカンジナヴィア神話

の主要神の一。雷と嵐と豊饒の神。巨人と怪物からの、神々と人々の守り手。

戦闘用のハンマーで武装した赤毛の勇士として画かれる 一 EC3 等に

よる］

14. 原始スラヴ的発想では、虹は、大地が豊饒の水を受けた、つまり天

（天の雨）が母なる大地を肥沃にしたことの印である；プルガリアの諺、「雨

降って、お天動様の熱ければ、悪魔の奴の嫁取りだ」 (Ilhllill aan0, 

C JI'b HU e r p e it, ll HBO JI'h T Ce }I{ e H H.)は、天と地の、

天界の婚礼を祝う遠い昔の異教の祭の余韻を残したものであり、ロシア語の

虹の名称 panyra あるいは eeceJIKa もこれに起源を持つ

［訳注、 ee c e JI K a 「虹」は、ロシア方言 ー プスコフ、スモレンス

ク州等一、 CJI O B a P b P Y C C IC H X H a p O ll H bl X r 0 

eopoe, BblII.4]。

15. 双数（本質的には、古い共同格）二個の単語を含む、古代インド語の

構文 dvandva [並列合成語 copulative compound ] (この名称は、主・

対 Aヽ KA, 生 Aヽ R-0-IQ と同系の *du-o—の重複語幹を含んだもの

である）は、極めて興味深い 一 例、 Mitr且-V arul).a 「ミトラとヴァル
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ナ」， dyava-prthivi「天と地」， ui;;asa-na..kta 「朝と晩」（訳注 34参照）。

Mit函 Va.rui:ia,dyava-prthivi, の本源的な意味は、「と（一緒の）ミト

ラ、と（一緒の）ヴァルナ」 (MH T p a C'B a p y H a C)、「と

（共にある）天、と（共にある）地」 (He6eTO C, 3eMHTa 

c)であった 一 Mitra 「ミトラとヴァルナ」， dyava「天と地」のよ

うな、 dvandva の、いわゆる省略形 (elipticaldvandva) [訳注、常時

並び挙げられる名詞の一方が略される場合 一 辻直四郎、サンスクリット

文法、 p.226、岩波全書、 1976]は、古典的な古代インド語文法の観点から

すれば双数であるが、双数の始原的共同格的用法、あるいはまた、同じこと

であるが、共同格の始原的双数用法に起源を持つものである。

16. 物主形容詞（所有と起源の形容詞）も、接尾辞 -Inー を以て作られ

る。次例参照、ラ haedlnus 「山羊の」 < haedus「小山羊」， bovinus 
「牛の」 < hos, 属 bovis 「牛」， faginus 「プナの木の」 ＜ 
fagus「プナ」， ゴ staineins 「石の」 < stains「石」，古高ド guld
In「（黄）金の」 (cf. ゴ gulth 「（黄）金」） ； ゴート語の、単・属

meina 「私の」， seina 「自分の」 の原形から作った、物主代名詞

meins 「私の」 < *min-, seins 「自分の」 < *slnーも参照。接尾
辞 -HH~ の付いた古代プルガリア語の物主形容詞については、§. 27 

参照。短い i は、ギ ¢ カrl lJ O~ 「オークの木の」 < r/>nr6 
~' ドーリス <J>ar6~ 「オークの木」， av0pw冗 lJJ O~ 「人間の」

< iiv0pw 冗 0~ 「人間」， ぷ,i\'E3~Hヽ < ,K,A'E30, U 
'EA~Hヽ「青銅の」 < U'EA~ に立証される。
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訳 注

1. 古代ギリシャ語は、東ギリシャ方言と西ギリシャ方言に大別され、前

者には、イオーニア・アッティカ方言 (Ionic-Attic)、アルカディア・キュ

プロス方言 (Arcade-Cyprian)、アイオリス・レスボス・テッサリア

(Aiolis-Les bos-Thessalia)の方言群、ボイオーティア方言 (Boiotia)が、

また、後者には、北西ギリシャ方言 (Lokris,Phokis, Delphoi, Aitolia等

の方言）、ドーリス方言 (Korinthos,Argolis, Lakonia等のペロポネーソ

ス半島より、 Melos,Thera, Kreta, Rhodos等のエーゲ海南部の諸島の方

言）が数えられるという。なお、本書の記述に出てくる、「イリアス」と

「オデュッセイア」 (BC9世紀）の作者とされる「ホメーロスの言語は、イ

オーニア方言とアイオリス方言との混滑体に多少アルカディア・キュプロス

方言の語彙を含んだものであって、西ギリシャ方言の要素は皆無である」と

いう（高津春繁、印欧語比較文法、岩波全書；同、比較言語学、同全書；

同、比較言語学入門、岩波文庫等による）。

2. 本書では、古代インド語なる用語が使われている。古代インド語は、

古代インドの文学語で、これは、ヴェーダ (Veda)語と古典サンスクリッ

ト(Sanscrit)語に大別され、前者は、リグヴェーダを最古とし、ウパニシャッ

ドの最古層を最新とする聖典文学の言語で、紀元前千年以前より紀元後数世

紀までの時代に属するものであり、また古典時代の古代インド語たるサンス

クリット語は、紀元前4-.,5世紀に文学語として固定したが、次第に日常会

話語より遊離し、ために変化しなかったが、これと並存して日常会話語とし

てのプラークリット語があった、とされる（高津春繁、同書による）。

古代イラン語は、二つの言語によって伝えられ、一つは、古代ペルシャ帝

国の言語で、諸王が残した碑文の楔形文字 (BC520-350)によって、もう

一つが、古代ペルシャ語とは異なる方言に属するアヴェスタ聖典の言語（最

古層は BC 1000-600、その他は BC 500-300)、とされる（高津春繁、同

書による）。
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紀元前 4• 3世紀、イタリア半島に行われていたイタリア語派の言語は、

ラテン・ファリスキ方言（ラテン語はこれに属する一小方言群）、オスク・

ウムプリア方言等に分類される、という（高津春繁、同書による）。

3. Cimbri。紀元前一千年紀中期に、ユトランド半島北部に居た北ゲル

マン民族。前2世紀末、チュートン人と共に南下。 BC102年、ローマに移

動、北部イタリア全土を占めたが、 BC101年、ローマ軍マリウス (Gaius

Marius, BC 157-86)将軍によって打ち破られた (EC3 及び E'h JI 

r a p C IC a e H U H IC JI O IT e且 HH による）。

4. 訳注 2 参照。

5. スラヴ祖語では、一般に、語末では、語中とは違った変化の発生が認

められることがある。例えば、語末閉音節（非破裂子音 —n—，ーs- 前）で

は、早くから、 a, o 母音は、拡散性 (diffuse)を発達させた（例、単・

主 doros> dorus , 複・対 dorons> doruns)。また、長い二重母音

(diphthong と diphthongoid)は、一般的には、かなり早くから短縮傾

向を持っていたが（例、 ei> ei, au > au, ar > ar 等）、語末

（鼻子音前）の短母音は、逆に長母音化している。このような長母音化は、

通常、緊張性の拡散音、つまり U, i の母音に発生するものであったが

（例、 複・対 doruns > doruns, gostins > gostins)、方言によって

は、このような傾向が —ens> -ens にも広がったのである。複・対

[nozi-ans > nozi-ens > nozi-ens > nozi-e > noziも>HO芯

'E [古代ロシア］ に対して、古代プルガリア語、つまり古スラヴ語では、

このような長母音化は起こらず、 nozi-ens > nozi-~ > HOポA と

noz;i,-ms > noz;i,-1 なっている ー なお、 nozi-ans > nozi-uns > ・・

ns > *HO~H とはならない。 -ans > -uns のような拡散性の発

達よりも、嬰音調 (sharp)の i に後続する変音調 (flat)の音 (a,u) 

の円唇性喪失（嬰音調性強化）傾向（例、 iu > 11 , ia > ie等）
の方が早かったからである (r.A. X a 6 y p r a e B' C T a p O C JI 

a B H H C IC H A: H 3 bl IC'II p O C B e Ill e H H e'M.'1986 等に
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よる）。

6. 現代イラン語の一。「現代イラン語は、現代ペルシャ語、クルド語、

コーカサスのオセト語、アフガニスタンのアフガン語、バルチスタンのバル

チー語及び、パミル高原に行われているいくつかの弱小の言語よりなる」

（高津春繁、比較言語学、比較言語学入門による）。

7. 訳注 1 参照。

8. ドナウ川右岸支流のサヴァ (Caaa)川流域をいう。ベオグラード

ザグレプ ー リュプリャナを通っている。

9. セルビア・クロアチア語は、ロシア語の q T o (= what, that) 

に相当する代名詞のどれを使うかに従って、シトー (wTO)方言、チャ

(q a)方言、カイ (ICa j)方言に分かれる。セルビア・クロアチア語の大

部分は（セルビア、ヴォエヴォヂナ、ボスニア、ヘルツェゴヴィナ、モンテ・

ネグロ、またダルマチア、スラヴォニアの大部分、そして北西クロアチアの

一部）、シト一方言が占めるが、チャ方言とカイ方言は、クロアチアに広が

り、前者はアドリア海沿岸地域及び諸島、後者はシト一方言に次いで大きな

方言であり、北西クロアチアで行われ、クロアチアの首都ザグレプはカイ方

言である。さらにまた、シト一方言は、かつての ~Ce) の反映の仕方に
よって、エ方言群、イエ方言群、イ方言群（例、 nen, p e Ka; n j e 

Jl, pujeKa; JlH}l, PH  Ka)に分かれる。カラジーチ (ByK 

K a p a o u ti , 1787 -1864)は、ユーゴスラヴィアの中心部のシト一方言

（いわゆる新シト一方言 HOBOWTOICaBCKHe roBOPhl) 

の担い手（セルビア、モンテ・ネグロ、クロアチア人）の民謡、 1里諺、説話

等のフォークロアの言語を標準語の規範とするよう提案したが、ここに、新

シト一方言を基礎にした今日のセルビア・クロアチア語が成立するのである。

しかし、今日の言語情勢は、政治によって大きく左右されかねない複雑な環

境にあると言えよう (CJiaBHHCKHe H3hIKH, lls-ao M 

o c . y H . , 1977 ; M. C T e rr a H o B H ti , C a B p e M e H H 
CPIICKOXPB8TCKH je3HIC I, Hayqna IC比 Hr 
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a, E e o r p a .u, 1981等による）。

10. 発生的には、過去時制（厳密には、完了形）であるが、現在の意味

で用いられる動詞。完了形で現在時を表す動詞は、ギリシャ語やラテン語に

も見出されるが、特に顕著なのは、ゲルマン諸語であり、ここでは、古い現

在形をゲルマン祖語の時代に失い、古い強変化過去形を新しい現在形として

用い、過去の意味を表すにはこれに基づく新しい弱変化形を用いる。近代英

語の can, dare, may, must, ought, shall, will や近代高地ドイツ語の

dtirf en, konnen, mogen, mtissen, sollen, wissen 等がこの類である

（イェスペルセン、半田一郎訳、文法の原理、岩波書店及び現代言語

学辞典、成美堂等による）。

11. 訳注 1 参照。

12. 訳語については、泉井久之助、ラテン広文典（白水社）の、「最上級

を、比較の相手を省いて用いるとき、比較を絶する意味があって、これを揚

意的な用法 (elativus)という」に依った。

13. ギリシャ語動詞の受動相アオリストには、第I、第11の別があるが、

動詞幹に時称接尾辞ー。 TJ-(0e-)を付したものは第I受動幹（例、冗 a

l OE U-0 1}-〔-0 e-〕）、これに代えて -TJ-(-e-)を当てるものが第11

受動幹（例、 rPa</>-TJ-)である(-0 1J —，ー 1J-は、直接法と不定詞で、―

0e —，ー e-は、接続法、希求法、分詞の時に使用される）：例、現・ 1 • 単

冗at o e fJ w, Iアオ・受動・ 1・単 t-冗at o e 6-0 TJ-JJ ; 現・

1・単 r p a</> w, 11アオ・受動・ 1・単 t-rpa<f>-TJ-JJ C田中美知

太郎、松平千秋、ギリシャ語入門、岩波全書等による）。

14. ラテン語文法は、伝統的に、動詞を第I活用から第1V活用までの四種

に分類している。例、第I am-o (1・単）， am-a-s (2 ・単、現在幹—

a-), am-are (不定詞）；第II mon-eo , mon-e-s, mon-ere ; 第皿 reg 

o (rege + o), regis (現在幹 -e-), reg-ere ; 第IV ven-io , ven-I-s, 

ven-Ire (呉茂一、ラテン語入門、岩波全書；田中秀央、初等ラテン語文典、

研究社による）。



275 

15. 訳注 14 参照。

16. 印欧語の一。トラーキア語と同系関係にあった。プリュギア人は、紀

元前1200年前後にトラーキアの地より、イリュリア人の大移動に押されて、

小アジアのプリュギアに移動し、これがヒッタイト帝国崩壊の原因となった。

二つの年代の異なる碑文 ー ギリシャ文字を多少改編した文字を使い、紀

元前 7~6 世紀の古フ゜リュギア語と紀元後最初の数世紀のもので、ギリシャ

文字を使う新プリュギア語 ー が知られるという（高津春繁、印欧語比較

文法による）。

17. プラエネステー (Praeneste) - Latium の町（現 Palestrina) 

ー の前6世紀の碑文（高津春繁、印欧語比較文法参照）。

18. ムラデーノフ (CTecpaH Mna.lleHoe)によれば、プルガ

リア語史は、主として、格変化形（曲用）の維持ないしは衰退の程度によっ

て、三つの時期に分けられる。すなわち、文献出現 (9世紀）以前のブルガ

リア語前史の時期に次いで、古代プルガリア語期 (9~11世紀 CT a p 0 

6bJirapcicu rrepuon) 一極めて豊かな曲用を有する時期；

中世ブルガリア語期 (12~15世紀 cpe,uHe6'hnrapcicu rre 

puon) 一 次第に格変化形が統合・簡略化され、古代プルガリア語文

法に反するような写字生の誤りが顕著になってくる時期 ；新ブルガリア語

期 (14世紀以後 HOB06bJirapcICH nepHO.ll) 一 古い

曲用体系の片鱗だけが残る時期である。

今日の方言区分については、古代プルガリア語の｀ の反映の仕方に基
づいて、二大方言が区別される。ブルガリア北部のニコーポル (HHICOil

。JI プルガリア、ルーマニア国境線であるドナウ川に面する町）とギリシャ
のサロニキ（ブルガリア名 ソールン ConyH)を南北に結ぶ線以東の

方言をブルガリア東部方言 (H3TOllH06bJirapcICH .llHaJI 

e IC T)、この線以西のものブルガリア西部方言 (3arranH06bJir

apCICH IlHaJieICT)という。概して、前者では（特に南部では）

'E >'a (且）、後者では 'E > e が普通であるが、両方言とも全
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て一様と言うわけではない (CTe巾aH Mna.ueHoB, Mc TOP 

H H H a 6 b JI r a p C K H f[ e 3 H K'C O (p H H'1979, l1 3 .ll 

a T e JI C T B O H a 6 b JI r a p C K a T a a K a .ll e M 11 H H 

a •H a y K H T e (Geschichte der bulgarischen Sprache, 1929〕による）。

19. エンゲルスの「家族、私有財産および国家の起源」（村井康男、村田陽

一訳、大月書店）では、イロクォイ人、ギリシャ人、ローマ人の「フラト

リア」が詳しく研究されているが、そこでは、「兄弟団体」と訳されている。

同一種族中の二氏族またはそれ以上の氏族が、社会的、宗教的機能を負って

有機的に連合したもので、氏族よりは大きく、種族よりは小さい組織。例え

ば、セネカ・イロクォイ種族の八氏族は、動物の名をつけた二つのフラトリ

ア（第一フラトリア ー 1 くま、 2 おおかみ、 3 ビーバー、 4 海

がめ；第ニフラトリア ー 5 しか、 6 しぎ、 7 さぎ、 8 たか）に

包括されていた。エンゲルスは、「これらのフラトリアは、たいてい種族が

最初に分裂して行ったもとの氏族を表していることがわかる。というのは、

氏族内部の通婚が禁止されているのだから、各種族は、自立的に存続できる

ためには、少なくとも必ず二つの氏族を含まなければならなかったからであ

る」と書いている。同じフラトリアの諸氏族は互いに兄弟であり、他のフラ

トリアの諸氏族に対して従兄弟である。

20. ラテン語 levir「夫の兄弟」 より。子のない寡婦を、亡夫の兄弟と

再婚させる習慣。群婚の名残である逆縁婚制は、氏族制のもとで広く行われ

ていたが、コーカサス、中央アジア、ユダヤ人等の間では、氏族制崩壊期、

階級社会に入っても長期にわたって残存した (EoJihlllaH CoseT 

C K a H 3 H u 11 K JI O II e .ll H H 等による）。

21. ギリシャ語動詞は、現在語幹と語根の相関関係によって、八種類に分

けられる。この内、第1類、第11類、第IlI類は、正則類と呼ばれる。その他

は、語根と現在幹とのかなりの不統一のため非正則類とされる。この場合、

語根は、アオリストに最もよく現れる。

第I類 一 現在語幹と語根の一致するもの：主として、母音幹 入uw, 
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lilKllW 等であるが、子音幹 rpa<f>w 等もある。

第II類 一 唇音 (fJ' 冗，</>)に終わる語根を持つ動詞、現在幹では

r を加える： B入a冗てw (語根 B入afl-, 末 B入a¢w)等。

第m類 ー 前舌、後舌子音、鳴子音に終わる後根を持つ動詞、現在幹は、

歴史的には、 j を付加したもの： r uμv a t w (r uμv a o -j-w), 
冗paててo〔冗paaaw〕（冗par-j-w)等。

第1V類 ー 語根母音の延長によって現在幹を作るもの：入 eL冗w(入
t冗ー，ア ど入 t冗0 li)等

第V類 一現在幹に鼻音接中辞を持つもの：入 aμf)avw(入 afl-, 

ァど入 af)ov)等

第VI類 ー語根に -a ,r,- を加えた現在幹を持つもの： OtoaaK 

W (0 l O a X-, ア eo Lo aどa)等

第VIl類 ー単純語幹と —e- (-n-)による拡張語幹が交替するもの：

r L r v oμa t (r e v -, r v -), 未 reッカ aoμat 等。

第珊類 一 異なる語根から作るもの（補充法）：入も rw, ア e l冗

o v ; e a 0 L w, ア e<f>arov 等。

(A. 3. Kosap≫ceBCKH0:, Yqe6HHK npesHerp 

e q e C K O r O H 3 hi K a'11 3 -B O M O C • y H -T a'1975 に

よる）。

22. 「オフリドの使徒」は、 12世紀末の中世プルガリアの文献。キリール

文字によるもの若千、多くはグラゴール文字による。 112葉の羊皮紙に書か

れる。新約聖書からの抜粋を含む。ロシア人スラヴィストであるグリゴロー

ヴィチ (B. 11. fpHrOPOBHq)によって、オフリド（現在、マケ

ドニア・ギリシャ国境近くのオフリド湖北の町）で発見された。現在、モス

クヴァに収蔵。クリバーキン (C. M. K y Jb 6 a K H H) によって、出版さ

れた。

クリメント (840-916)は、キュリロス、メトディオスの高弟であり、モ

ラヴィア伝導使節のメンバーであり、 885(886)年、ブルガリアに戻ると、



278 

主教 (3IIHCICOII)に叙任された。クリメントの仕事の一つは、ギリシャ

語からの教義の旺盛な翻訳活動であったが、今一つ特筆すべきは、彼自身に

よる50に上る作品の執筆活動である。その中でも特に有名なのが、正教会の

英雄、活動家達に対する一連の「礼賛」ものである。

(EbJirapcKa EHUHKJionenHH, MsnaTeJICTB 

0 H a 6 b JI r a p C K a T a a K a Jl e M H H H a H a y IC H 

T e , C o 4> H H , 197 4 及び B. n. AHnpeee, McTOPHH 

6onrapcKo0 JIHTepaTYPhl, M., B1i1cIII. IIIKO 

JI a, 1987 による）。

23. 訳注 12 参照。

24. 冗〇入入 a は、冗〇入 u!(; 「多くの」の中性複数。 a冗〇入 eて

0 は、 a冗-6入入 i)μl 「滅びる、死ぬ」 の中動相第I1アオリスト

3人称単数形。なお、ギリシャ語は、シグマ〔 s〕の要素を包摂するアオ

リストを、第 1アオリストないしはシグマ・アオリストと呼び、この要素の

ないものを第I1アオリストと呼んでいるが、本書で言われている、古代プル

ガリア語の第Iシグマ・アオリスト (1人称単数で、 X あるいは C 

要素のあるの：例、 Bh.P-'1-X'-~, H~-C-ヽ）、第 I1 シグマ・アオリスト (1

人称単数で、 OX' の要素が現れるもの：例、 HfiC-OX'-ヽ, n'1A-OX'ヽ）

は、歴史的にはどちらもシグマの要素を含むアオリストの別であり、シグマ

を含まないアオリストは、単純アオリストと呼称されている、ことに注意し

なければならない。序でながら、ラントは、アオリストを、語根アオリスト

(root-aorist)とシグマ・アオリスト (sigmaticaorist) に分け、後者を、

s アオリスト、 x アオリスト、 ox アオリストに分類しており

(Horrace G.Lunt, Old Church Slavonic Grammar)、木村彰ー氏の「古

代教会スラヴ語入門」（白水社）も亦同じである。また、これまでソヴィエ

トで発行されて来た一連の古スラヴ語 (cTapocJiaBHHCKHR

H3bIK)やロシア語歴史文法 (HCTOpHqeKaH rpaMMaT 

H IC a p y C C IC O r 0 月 3bIICa)の教科書類の場合は、単純アオリ
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スト (rrpoCT00 aopHCT)とシグマ・アオリストを分け、さら

にこれを、古（非テーマ型）シグマ・アオリスト (cHrMaTHlleCK

HA aopHCT CTapor 〔゚ apxaHqecKoro〕T H I1 

a 〔HeTeMaTHQeCKHA〕)と新（テ＿マ型）シグマ．アオリス

ト (cHr. aop. HOBoro THrra 〔TeMaTHqecKHA〕）

に分けている。そして、前者は不定詞語幹に直接シグマの要素を付加するも

のを (1人称単数で X 及び C の要素の現れるもの）、後者はテーマ母

音 (0)を介してシグマの要素の要素が現れるもの (OX' のもの）で、これ

は比較的遅い時期にアナロジー的に現れてくるものだという解説が普通であ

る。こうした点で、ラリンガル・モデルによる本書の解釈とは大きな差異が

存在する。

25. 紀元前二千年紀から紀元前一千年紀にかけて、小アジア（アナトリア）

に行われていた印欧語（アナトリア語派）には、ヒッタイト語、パラー語、

（楔形文字）ルウィ語、象形文字ルウィ語、リュキア語、ミリア語、リュディ

ア語、の七つが確認され、このうち、ルウィ、象形文字ルウィ、リュキア、

ミリア語は、年代こそ違え言語的には密接な関係にあることから、アナトリ

ア語派の下位区分として「ルウィ語群」を形成する、という。また、ヒッタ

イト語以外は、互いに共通する言語特徴があることから、「西アナトリア語

群」という下位区分を立てることもあるという（大城光正、吉田和彦、印欧

アナトリア諸語概説、大学書林；高津春繁、印欧語比較文法による、なお、

後者では、「ルヴィア語」である）。

26. 訳注 3 参照。

27. 訳注 2 参照。

28. 現代ブルガリア語 .ll06bIT'bK は「家畜（集合）」の意。

29. 訳注 19 参照。

30. △ r;µtoupr6~. △ r;µtocpr6~ 「職人、創造者、造

物主」の意。プラトンは、「ティマイオス」篇で、世界をつくる巨人にこの

名を与えた。世界を無から創造したキリスト教の神とは違い、このデミウル
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ゴスは、世界をつくるに当たっての手本（イデア）と材料（場所）とがあら

かじめ与えられていた。プラトンのこの神話的宇宙発生論は、彼以前のイオ

ニアの自然哲学が唯物論的な宇宙を展開していたのと比べて対照的である

（森宏一、古在由重編、哲学辞典、青木書店等による）。

31. 逐語的には、「ゼウス（神）の子供達」の意。ギリシャ神話に登場す

るゼウスとレダの子、カストルとポリュデウケスのこと。前者は馬術の、後

者は拳闘術の達人として知られ、後、天のふたご座になったという。本来、

スパルタの地域神であったが、歴史時代に入って、スパルタ国家の守護神と

なった (EC8 等による）。

32. 西部プルガリアの都市キュステンディールとその州。西は、ユーゴス

ラヴィアに接する。古くからの温泉保養地で、 2世紀からローマ人達が利用

した (E'bJirapca eHUHKJIOIIeJlHH による）。

33. 1人称単数の代わりに、 1人称複数を用いるのは、「我」を拡大し

て権威、威厳を示す場合と、逆に、自己を聴衆や読者、あるいは自分の一党

の後ろに隠すことによって、これらの人々との共同責任において主張する意

味あいの場合がある。前者を「威厳の複数」、後者を「抑遜の複数」 (plura

lis modestiae)という（泉井、上掲書等による）。

34. 印欧祖語期より、新しい概念を表す方法として合成語が盛んに造ら

れたという。そして、合成名詞には、「母と父」（古イ matAra-pitAra)の

ように、二つ以上の語を単に並置した並列合成語 (dvandva,copulative 

compound) 一原注 15 参照ー と第一要素が第二要素を限定する

限定合成語（広義の tatprui.,a, determinative compound)等があり、限

定合成語はさらに名詞的合成語と動詞的合成語に分かれ、前者が、サンスク

リットで言うところの karmadharaya (appositionally defined com-

pound同格限定合成語） 一 例、ギ l a て p6-µaJ.J1:l~ 「医者

で予言者」，古イ raja-putrli「王の子、王子」(§. 28参照）等 ー で

あり、後者は、ラ iu-dex, -die-is 「裁判者」 (dic-o 「言う、示す」）のよ

うに、第二要素に動詞語根あるいはこれを e/oによって拡大したものが
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用いられる、という（高津春繁、印欧語比較文法；辻直四郎、サンスクリッ

ト文法、岩波全書等による）。

また、 statusconstructus (構成位相）とは、シリア語をはじめとする

セム諸語で、属格構造を表す時に取る名詞の特別な形式をいう。例えば、

「王の本」という表現において、シリア語では、 sefra「本」と malka「王」

を組み合わせて、 safar malka となるが、このような場合の、 safarを

その名詞 .sefraの構成位相という（大阪外国語大学アジア・アフリカ講

座高階美行先生による）。

35. 訳注 34 (§. 27)参照。

36. ウエリウス・フラクス (VerriusFlaccus) ーアウグストゥス

(Augustus = Caius Julius Caesar Octavianus, BC 63 -AD 14)及び

ティベリウス (ClaudiusNero Tiberius, BC 47 -AD 37)時代のローマの

文法家。カトー・ケーンソーリウス (Cato Censorius) - Marcus 

Porcius Cato (BC 234 -149)。 ローマ最古の散文、「農業論」の著者。ロー

マの作家、政治家。ローマ貴族の中の名門ではなく、 homonovus (新しい

人）であった。第ニポエニ戦争に参加した。執政官 (consul)、観察官 (ce

nsor)を歴任したが、この時の厳格さから、 censorius の異名を取った。

ロンゴス (Aorro~)- 2-3世紀のギリシャの物語作家。牧歌物語

「ダフニスとクロエ」の作者 (Kp a T ic a H JI H T e p a T y p H a H 

3HUHICJiorrennH, ToM 3, Vl3-BO Coe. :3Hn.,; 

VI. X. 几eopenicu0, JlaTHHCICO-PYCCICH0 CJIO 

B a p h , VI 3 -e o P y c c ic u 0 H 3 hi K M., 1976 等による）。

37. 訳注 25 参照。

38. Wulfila (Ulphilas) [ < wulfs 「狼」の指小形](311-383)。
西ゴート人、 341年コンスタンチノポリスで、アリウス派（キリストの神

性を否定した）の主教として、「ゴート人の主教」の位階に任ぜられて後、

ゲルマン人の間で活発な伝導活動を行なった。ゴート語アルファベットの創

始者であり、ギリシャ語よりゴート語への聖書の翻訳者であると考えられて
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いる（研究者の中には疑義を持つ者もあるが）。この翻訳は、ゴート語の最

古の文献資料である (EC3 及び高津春繁印欧語比較文法等による）。
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あとがき

本書がソフィアで発行 (2700部）されたのは、 1982年であるから、発行か

ら数えてすでに、 11年余が経過しようとしている。そして、私がナウカ書店

を通して本書を手にしたのは、 1985年2月のことである（序でながら、これ

は、日本では、木村彰ー氏の「古代教会スラヴ語入門」の初版が白水社より

発行された年月でもある）。怠け者の私は、本書を入手した時点から、その

内容の重要性に気がついていた訳ではない。それからしばらくの間、私は本

書を本棚に放り込んだまま、その存在については忘れていた。 1984年には、

旧ソヴィエトのグルジア、トビリシ大学から、ャコプソンの序言のついたガ

ムクレリゼ、イヴァノフの共著「印欧語と印欧人」 (5000部）が発行され、

その内容に圧倒され、かつまた半ば呆気にとられつつ、時々ページをめくつ

ているときに、本書の存在を想い出したのである (1986-1987年頃のことで

ある）。やがて、「序」に述べた、京都大学の山口巖先生の1989-1990年の論

文発表を迎えるのである（それに先立って、同先生の「類型学」についての

草稿を見る機会を得たのであるが）。

日本で発行されている言語関係の月刊誌の類には、度々高名な言語学者に

よる「能格言語」についての発言が見られるにもかかわらず、そこに「活格

言語」についての記事を目にすることはないように思われる。「活格言語」

という訳語タームの登場は、同先生の論文が最初であろう。こうして、それ

までも噂には聞いていたが、一向に記憶に残らなかったクリモフ (f.A. 

KJIHMOB)他ソヴィエトが産んだ、偉大な言語学者の名前も、嫌が上に

も私の脳裏に刻み込まれることになった。このように考えてみると、あまり

にも大きな欠陥を持った政治・経済体制としてのソヴィエト体制（敢えて、

社会主義体制とは呼ばない）は崩壊したが、ソヴィエト言語学は、紆余曲折

を経つつも、巨大な不滅の業績を残したことに気付くのである。それは何故

か、このことを深く問うことは、今日流行のマス・メディア的論調とは全く

逆に、今までにもまして一層重要な意義を持っているように思うのである。
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古スラヴ語関係の書物は、日本ではともかく、欧米やスラヴ語圏では、数

も種類も豊富であるが、本書ほど私を熱中させた本はない。それは、恐らく、

形が、形式間の関係が意味 (signifil!)をもって記述されていく魅力であろ

う。ソシュール以来の言語学が、客観性と科学性をより一層重視する方向に

進んできたこと自体は、科学の方向性一般の傾向として当然のことであろう

が、言語を自然科学的な対象としてのみ、ないしはそれと同様に扱う風潮を、

私はかねてから違和感を持って眺めて来た。そうした点からみれば、これは

大変興味深い形態論である。

上述のように、本書の発行以来すでに11年が経過しているが、その内容は

未だ充分に有効である。本書は、ガムクレリゼ、イヴァノフの「印欧語と印

欧人」のような大部な著書ではないが、小さな容量の中に、近年における印

欧語や古スラヴ語研究の成果がよく凝縮されており、そうした意味で類書に

ない魅力を持っているように思う。ただ、ドプレフ氏の印欧語構想には論争

点も多く、構想の全てが認知されている訳ではない。そのため、山口先生か

らは、論証されていないものについては、注を付した方がよいという御助言

をいただいたが、原稿募集規定により、最初の原稿の大幅な変更はできない

ため、新たな注については断念せざるを得なかった。この課題の遂行につい

ては、別の機会（例えば、「ロシア・ソビエト研究」誌等）に譲りたい。な

お、本書の副題「語幹論」の語幹は、原語幹、ないし原（語）基とも言うべ

きものであるが、ここでは、あえて一般的な用語法に則ったことを断わって

おきたい。

今回、 1990年から始まった学術研究双書のシリーズの一冊として出版する

機会を与えてくださった学術出版委員会の諸先生方、また、抽選とはいえ、

御自分の「ルーマニア語史概説」の出版に代えて私に出版の機会をお譲り＜

ださった伊藤太吾先生、またセム語（訳注 34)のことを教えてくださった

高階美行先生、そして佐藤光夫氏をはじめとする附属図書館の関係各位に対

して深い感謝の意を表するものである。また、本学大学院修士課程の赤井規

晃君（ロシア語学専攻）には校正全般をお願いした。同君の校正内容は特筆
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すべきものがあり、印欧諸語について旺盛な好奇心と知識を持った同君の援

助がなければ、多くの誤りを見過ごすところであった。特に記して深い感謝

の意を表する次第である。

1993年3月

著書紹介

イヴァン・ドプレフ・ドプレフ (v.lean 几o6pee 几o6pee)

1938年スリヴェン市 (CJIHBeH プルガリア南西部の都市）に生まれ

る。 1962年より、ソフィア大学に勤務。 1984年博士号取得。 1986年ソフィ

ア大学教授。主著に、「古代プルガリア語文法ー語幹論」 (CTapo6bJI

rapcKa rpaMaTHKa, Teopu:H Ha OCHOBHT 

e, H a y K a u: u: 3 K y c T e o, 1982, C o <l> u: H)、「スラヴ祖語

子音幹・ニ重音幹曲用の起源と意義」 (Ilpou:axon u: 3Haqe 

HHe Ha npacnaBHHCKOTO KOHCOHaHTHO 

H ,llHcpTOlirHllHO CKJIOHeHHe, ll3,llaTeJICT 

BO  E'h JI r a CK a Ta AK  a .ll e M H H Ha Hay K HT e, 

1982, C O cl> H H)。主論文に、「グラゴール文字を守るために」 (B 3 a 

Ill H T a H a r JI a r O JI H l{ e C K H T e IT H C M e H a'1969)、

「プルガリアー南方言の古い特徴」 (CTaPHHHa tJepTa Ha 

e,llHH IO>KeH 6'h几 ra p C K H r O B O p'197 4)、「印欧語語

根の子音構造」 (KOH C O H a H T H a T a C T p Y K T y P a H a 

H H Ll O e B p O IT e 0 C K H H K O p e H'1992)等がある。
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